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はじめに

 子育て援ຓ活動支援事業（ファミリー・サポート・センター事業）は、ᖹ成㸴年から国の事業と

してጞまり、令和３年度には㸷㸵㸯ᕷ༊⏫ᮧが実施する（㔠࣋ーࢫ）など、ᆅᇦの子育て支援

をᢸう事業として╔実に広がりをみࡏ、ᑡ子社会対策大⥘等に࠾いても、ᆅᇦに࠾ける┦援ຓ

活動の᥎㐍がㅻわれるなど、社会的に㔜要な事業となっている。 

 ファミリー・サポート・センター事業は、ᆅᇦの「こども」をまんなかに、ᆅᇦఫẸがᆅᇦの子

育てを見Ᏺり、支え合うことで、ᆅᇦの子育て力がᇵわれ、ᆅᇦの人々がࡺるやかにࡘながってい

く活動である。 

ファミリー・サポート・センター事業では、預かるこどもの年齢のቨはない。⏕まれてすࡄのங

ඣᮇから、ᆅᇦで育ࡕ⮬❧していくまでのᖜ広い年齢層を࢝バーしている。�

ファミリー・サポート・センター事業が行う援ຓは、ཎ๎として、預かる理⏤は問わない。保護

者のᑵ業の᭷無も問わない。こどもの㞀がいの᭷無も問わない。ሿや⩦い事への㏦㏄も行う。

ඣ・ᚋඣの預かりも行う�一部センター�。まさに、ᆅᇦの多様な子育て支援のࢽーࢬに対応し、

᪤Ꮡのไ度とไ度の㝽㛫をᇙめるᰂ㌾ᛶにᐩんだしくみであり、他の子育て支援事業とは一⥺を⏬

す大変ࣘࢽーࢡな事業である。ఱより、そのᢸい手が、他の子育て支援事業のように保育の᭷㈨᱁

者ではなく、一⯡のᆅᇦఫẸであることが、大変≉ᚩ的である。 

しかし、用するഃの「依頼会員」は年々増加していく୰、ᢸい手となる「提供会員」は、㧗齢

が㐍み、ῶᑡの一㏵を㎺っている。その一方で、㓄៖の必要な家庭からの依頼も増え、対応には

他機関との連携体ไが必要となるなど、本来のࣛ࣎ンࢸア的な活動の⠊を㉸え、提供会員への

㈇ᢸをかけるような依頼もཷけているのが実である。 

そこで、令和３年度の調査研究事業に࠾いてึめて、提供会員の確保及び㓄៖の必要な家庭への

支援等の課題への対応策をࢸー࣐とした実態調査を行った。その結果、「提供会員が不足している」

と感じているアドバイザーが実に㸷となって࠾り、提供会員の不足が全国的な課題として認識さ

れていることがわかった。加えて、多様な⫼ᬒを持ࡘ家庭への関わりは、ほとんどのセンターで⤒

㦂していることも確認できた。᭦に、ヒアリング調査を通じて、提供会員の確保のために様々な手

❧てをㅮじ効果を上ࡆている事例や、ᅔ㞴な事例に対しても、行政や関係機関と連携しながら、ྠ

じᆅᇦにఫࡴఫẸྠኈとしてのファミサポならではの対応事例を知ることができた。 

これまでの⣙３㸮年の事業のṔྐの୰でึめて、全国のセンター（アドバイザー）のみならࡎ、

会員（提供会員、依頼会員、両方会員）を対象とした大規模調査を実施したことで、上㏙のよう

に、ファミリー・サポート・センター事業の現≧をᢕᥱできたことは大変⏬ᮇ的であった。しか

し、令和３年度の調査研究に࠾いては、限られた㛫のなかでアンケート調査の基♏㞟ィまでが限

度であった。 

そこで、本調査研究事業では、令和３年度のアンケート調査結果に関する᭦なる分析・検証をヨ

みた。「提供会員が確保できている⩌」と「確保できていない⩌」のẚ㍑及び提供会員調査との⣣࡙

けによるࢫࣟࢡ㞟ィを実施し、効果的な広報手法の検証や、提供会員となった動機との᭷ពᛶ等の

� 対象となる子どもの年齢はセンターࡈとに異なる。
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分析・検証を行った。また、インターネット調査を実施し、「依頼会員になり得る子育て家庭の保護

者層」と、「提供会員になり得る年齢層」を対象に、全国規模でファミリー・サポート・センター事

業の認知度調査を行った。ヒアリング調査では、令和３年度の調査結果等をもとに、「提供会員の確

保出来ているセンター」、「行政等関係機関との連携がうまく出来ているセンター」から具体的取組

内容を聞き取り、さらに、実際に活動を行っている会員（提供会員、依頼会員、両方会員）個人か

らも直接話を聴く機会を得た。 

アンケート調査の分析からは、これまでの想定とは異なる結果が得られた。たとえ提供会員の数

が増加してもアドバイザーは不足感を感じ続ける、ということが明らかになったのである。その傾

向は規模の大きいセンターでみられた。一方で、小さい規模での取組は、効果の実感を得やすく、

提供会員の不足を感じない傾向にあった。これまでの「会員数」を基準にしてきた考え方では説明

できない実態や、これまで効果的だと思われていた広報手法がそうとも限らないことがデータから

見えてきた。提供会員の数ありきで問題を捉えるのではなく、これまでとは違う新たな視点で考え

る必要があることがわかった。 

また、インターネット調査の結果から、ファミリー・サポート・センター事業の認知度が低いこ

とが明らかとなった。それだけでなく、提供会員世代の子育て支援への関心の低さや、子育て家庭

の保護者が他人に子どもを預けることへの不安感や抵抗感を持っていることなどもわかった。 

ファミリー・サポート・センター事業だけの問題に限らない、我が国の子育て支援全体に通じる

課題が、改めて浮かび上がってきた。 

提供会員世代の子育て支援への無関心を理解・共感に変え、子育て家庭には、子どもを他人に預

けることへの一歩を踏み出してもらう方策が、今、求められている。 

本調査研究事業は、柏女霊峰淑徳大学総合福祉学部社会福祉学科 教授を座長とし、学識研究者

とファミリー・サポート・センターのアドバイザーから構成される「提供会員の確保方策等に関す

る調査研究検討委員会（以下「検討委員会」）」により、調査の実施や調査結果を踏まえ、精力的に

検討を行い、課題の解決のための提言及び具体的方策としてとりまとめた。 

本報告書には、ほかにもヒアリング結果から得られた取組事例や現場でできる取組の工夫等、実

践的な内容も盛り込んでいる。提供会員の確保や多様な子育て家庭への対応等に日々尽力されてい

る全国のファミリー・サポート・センターの皆様に、今回の成果を活用していただければ幸いであ

る。 
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第１章 子育て援助活動支援事業（ファミリー･サポート･センター事業）における

提供会員の確保方策等に関する調査の目的及び概要

Ϩ㸬࣑ࣇリー・࣏ࢧート・ࢭンターアンケート調査（アンケート調査㸧

１ 令和３年度実施アンケート調査クロス集計による分析・検定

（１㸧調査┠ⓗおよび内容

 令和３年度の調査結果ࢆ㋃ま࠼、活ື実ែࡸ用実ែについてクロス集計ࢆ⾜い、課題につい 

てከᵝ࡞どⅬࡽ分析ࢆ῝めるࠋ 

（２㸧調査対象

対象と࡞る調査㸸令和３年度実施調査(回分) 

 ・アࣂࢻイࢨー調査 ���  ンターࢭ

 ・ᥦ౪会員調査  3�3�� ே 

 ・౫㢗会員調査  ��3�� ே 

・୧方会員調査  ��3�� ே 

ͤ୧方会員調査ࡣ、୧方会員のⓏ㘓ࡋࢆていても、ᥦ౪会員と౫㢗会員の୧方の 

        活ື実⦼࡞ࡀいሙྜࡣ対象እとࡓࡓࡋめ、回⋡ࡀపࡗ࡞ࡃているࠋ 

（３㸧集計・分析方法

   ྛ調査において、ᚲ要࡞㡯┠ࡓࡏࢃྜࡅࢆクロス集計ࢆ実施 

  ⤫計学ⓗゎ析にࡣ 6366 YHU����� ࡣ‽᭷ពỈ、ࡋ用ࢆ ��ᮍ‶ࢆ᭷ព、５㸣௨ୖ ��㸣ᮍ‶ࢆ

᭷ពഴྥとุ᩿ࠋࡓࡋ 

,�アࣂࢻイࢨー調査 

・アࣂࢻイࢨー調査内㡯┠のクロス集計による分析 

アࣂࢻイࢨー調査と会員調査（ᥦ౪会員、౫㢗会員、୧方会員㸧との⣣࡙ࡅによる分析 

࠶実ឤのࡓࡗーの㊊ឤ�㊊ឤといࢨイࣂࢻアࡓࡅの分析により、ᥦ౪会員確ಖにྥࡇ

るࢭンターの回⟅のẚ㍑、およびᥦ౪会員の５年㛫のቑῶ⋡（ᖹ成��年度と令和ඖ年度㸧

 ࠋࡓࡗ⾜ࢆンターの回⟅のẚ㍑ࢭい㸧࡞ࡽࢃኚ）ࡓࡋンターとῶᑡࢭࡓࡋ実㝿にቑຍࡽ

,,�ᥦ౪会員調査 

⏤理ࡓࡗ࡞ᥦ౪会員にࠕ・ ものࡓてᚓࡗ࡞ᥦ౪会員とࠕࠖ 家庭ࡓࡗもࢆᬒ⫼࡞ከᵝࠕࠖ

ࢆりࠖとᒓᛶ（年㱋、㓄അ⪅の᭷↓、活ື年ᩘ、ᑵ業ᙧែ、ಖ᭷㈨᱁㸧とのクロス集計ࢃ

実施ࠋ 

    

（４㸧࡞分析㡯┠

Ϩ㸬アࣂࢻイࢨー調査 

Ϩ㸫１アࣂࢻイࢨーࡀᥦ౪会員の㊊ឤ�㊊ឤࢆឤࡌているࢭンターの≉ᚩ・ഴྥ 

Ϩ㸫１㸫（１㸧ᥦ౪会員の㊊ឤ�㊊ឤと会員ᯟのᣑ大ࡸษり᭰࠼ 

Ϩ㸫１㸫（２㸧ᥦ౪会員の㊊ឤ�㊊ឤとᗈ報ᡭ法のຠ果 

Ϩ㸫１㸫（３㸧ᥦ౪会員の㊊ឤ�㊊ឤとᥦ౪会員との࣑ࢥュࢽケーࣙࢩン方法の≉ᚩ 
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Ϩ㸫１㸫（４㸧ᥦ౪会員の㊊ឤ�㊊ឤとከᵝ࡞⫼ᬒࡸ考࠼方ࢆᣢࡓࡗ家庭との関ࢃりの

≉ᚩ 

Ϩ㸫１㸫（５㸧ᥦ౪会員の㊊ឤ�㊊ឤとᶵ関との㐃ᦠの≉ᚩ 

Ϩ㸫１㸫（６㸧ᥦ౪会員の㊊ឤ�㊊ឤとᥦ౪会員㣴成ㅮ⩦(�㡯┠・�4時㛫)の実施状況 

Ϩ㸫１㸫（㸵㸧ᥦ౪会員の㊊ឤ�㊊ឤとࣈࢧリーࢲーの᭷↓ 

Ϩ㸫１㸫（８㸧ᥦ౪会員の㊊ឤ�㊊ឤとアࣂࢻイࢨーの௵期 

Ϩ㸫１㸫（９㸧ᥦ౪会員の㊊ឤ�㊊ឤとアࣂࢻイࢨーの㞠用（正つ・㠀正つ㸧 

Ϩ̿２㸬実㝿のᥦ౪会員ቑῶ⋡とのẚ㍑ 

Ϩ㸫２㸫（１㸧ᥦ౪会員ቑῶ⋡と会員ᯟのᣑ大ࡸษり᭰࠼ 

Ϩ㸫２㸫（２㸧ᥦ౪会員ቑῶ⋡とᗈ報ᡭ法のຠ果 

Ϩ㸫２㸫（３㸧ᥦ౪会員ቑῶ⋡とᥦ౪会員との࣑ࢥュࢽケーࣙࢩン方法の≉ᚩ 

Ϩ㸫２㸫（４㸧ᥦ౪会員ቑῶ⋡とከᵝ࡞⫼ᬒࡸ考࠼方ࢆᣢࡓࡗ家庭との関ࢃりの≉ᚩ（㢖

度㸧 

Ϩ㸫２㸫（５㸧ᥦ౪会員ቑῶ⋡とᶵ関との㐃ᦠの≉ᚩ 

Ϩ㸫２㸫（６㸧ᥦ౪会員ቑῶ⋡とᥦ౪会員㣴成ㅮ⩦(�㡯┠・�4時㛫)の実施状況 

Ϩ㸫２㸫（㸵㸧ᥦ౪会員ቑῶ⋡とࣈࢧリーࢲーの᭷↓ 

Ϩ㸫２㸫（８㸧ᥦ౪会員ቑῶ⋡とアࣂࢻイࢨーの௵期 

Ϩ㸫２㸫（９㸧ᥦ౪会員ቑῶ⋡とアࣂࢻイࢨーの㞠用（正つ・㠀正つ㸧 

Ϩ㸫３㸬ᥦ౪会員、౫㢗会員、୧方会員調査との⣣࡙ࡅによるᥦ౪会員確ಖの㊊ឤ�㊊

ឤおよびᥦ౪会員ቑῶ⋡とࢭンターの≉ᚩ・ഴྥ 

Ϩ㸫３㸫（１㸧認▱⤒㊰のഴྥ（ᥦ౪会員調査㸧とᥦ౪会員確ಖ状況の関ಀ 

Ϩ㸫３㸫（２㸧ᥦ౪会員にࡓࡗ࡞理⏤のഴྥ（ᥦ౪会員調査㸧とᥦ౪会員確ಖ状況の関ಀ 

Ϩ㸫３㸫（３㸧ᥦ౪会員にࡇࡓࡗ࡞とでᚓࡓもののഴྥ（ᥦ౪会員調査㸧とᥦ౪会員確ಖ状

況の関ಀ 

Ϩ㸫３㸫（４㸧౫㢗会員の‶㊊度のഴྥ（౫㢗会員調査㸧とᥦ౪会員確ಖ状況の関ಀ 

Ϩ㸫３㸫（５㸧ᥦ౪会員のពḧのഴྥ（౫㢗会員調査㸧とᥦ౪会員確ಖ状況の関ಀ 

Ϩ㸫３㸫（６㸧୧方会員にࡓࡗ࡞理⏤のഴྥ（୧方会員調査㸧とᥦ౪会員確ಖ状況の関ಀ 

Ϩ㸫３㸫（㸵㸧୧方会員にࡇࡓࡗ࡞とでᚓࡓもののഴྥ（୧方会員調査㸧とᥦ౪会員確ಖ状

況の関ಀ 

Ϩ㸫３㸫（８㸧୧方会員の‶㊊度のഴྥ（୧方会員調査㸧とᥦ౪会員確ಖ状況の関ಀ 

ϩ㸬ᥦ౪会員調査  

ϩ�� 㸬ᥦ౪会員にࡓࡗ࡞理⏤とᒓᛶ 

ϩ���（１㸧年㱋との関㐃ᛶ 

ϩ�１�（２㸧㓄അ⪅の᭷↓ 

ϩ�１�（３㸧活ື年ᩘ 
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ϩ�１�（４㸧ᑵ業ᙧែ 

ϩ�１�（５㸧ಖ᭷㈨᱁ 

ϩ�２㸬ᥦ౪会員にࡇࡓࡗ࡞とでᚓࡓものとᒓᛶ 

ϩ�２�（１㸧年㱋とのクロス集計 

ϩ�２�（２㸧㓄അ⪅の᭷↓ 

ϩ�２�（３㸧活ື年ᩘ 

ϩ�２�（４㸧ᑵ業ᙧែ 

ϩ�２�（５㸧ಖ᭷㈨᱁ 

ϩ�３㸬ከᵝ࡞⫼ᬒࡸ考࠼方ࢆᣢࡓࡗ家庭の関ࢃりとᒓᛶ 

ϩ�３�（１㸧年㱋とのクロス集計 

ϩ�３�（２㸧㓄അ⪅の᭷↓ 

ϩ�３�（３㸧活ື年ᩘ 

ϩ�３�（４㸧ᑵ業ᙧែ 

ϩ�３�（５㸧ಖ᭷㈨᱁ 

２ ンター認▱度調査ࢭ・ート࣏ࢧ・リー࣑ࣇ

（１㸧調査┠ⓗおよび内容

➼ࢬーࢽࡸのイ࣓ージて事業の認▱度、事業ࡋ事業のᥦ౪会員の㊊の理⏤と࣏ࢧ࣑ࣇ   

 ࠋ検ドするࢆ課題ࡽどⅬ࡞ࡓ᪂、ࡋᢕᥱࢆ

（２㸧調査対象

ձ౫㢗会員と࡞りᚓる子⫱て家庭のಖㆤ⪅ 

・ᮎ子年㱋ࡀᑠ学ᰯప学年௨ୗの子どものいるಖㆤ⪅ 

 ・㒔㐨ᗓ┴ேཱྀ分ᕸに対応ࡓࡋྜで㓄分 

ղᥦ౪会員と࡞りᚓる方ᥦ౪会員ୡ௦の調査 

 ・�� ௦～�� ௦の⏨ዪ 

 ・㒔㐨ᗓ┴ேཱྀ分ᕸに対応ࡓࡋྜで㓄分 

（２㸧調査対象ᩘ

ձ��3�� ྡ ղ3���� ྡ 計 ����� ྡ  

（３㸧調査方法

   対象と࡞る᮲௳ࡓࡋࡓ‶ࢆインターネットࣔࢽターにインターネットୖで回⟅いࡔࡓいࠋࡓ 

（４㸧実施時期

   令和 4年 ��月 �日～��日 
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（５㸧࡞㉁ၥ㡯┠

   ձ౫㢗会員と࡞りᚓる子⫱て家庭のಖㆤ⪅ 

 ているࡗ▱ࢆ࣏ࢧ࣑ࣇ・    

 認▱⤒㊰、ࡅࡗࡁࡓࡗ▱、ているሙྜࡗ▱・

       会員にࡗ࡞ている 

       会員にࡗ࡞てい࡞いሙྜの理⏤ 

    ・子どもࢆ㡸ࡗてࡋいሙྜ、ఱࢆ㔜どする 

    ・子どもࢆ㡸ࡗてࡋいሙྜ、実㝿ࡣどのよ࠺にࡋている 

 のイ࣓ージ事業࣏ࢧ࣑ࣇ・    

  ղᥦ౪会員と࡞りᚓる年௦の方 

 ているࡗ▱ࢆ࣏ࢧ࣑ࣇ・    

 認▱⤒㊰、ࡅࡗࡁࡓࡗ▱、ているሙྜࡗ▱・    

会員にࡗ࡞ている 

会員にࡗ࡞てい࡞いሙྜの理⏤ 

   ・子⫱てᨭの活ື➼の⤒㦂の᭷↓ 

   ・子⫱てのᆅᇦのຓྜࡅいについてᚲ要ᛶࢆឤࡌている 

 のイ࣓ージ事業࣏ࢧ࣑ࣇ・

ϩ ンターヒアリング調査（ヒアリング調査㸧ࢭ・ート࣏ࢧ・リー࣑ࣇ

１ 調査┠ⓗおよび内容

（１㸧調査┠ⓗ

 めの課題のᢳฟと、課題ゎỴࡓるᥦ౪会員確ಖのࡅンター事業におࢭ・ート࣏ࢧ・リー࣑ࣇ   

のࡓめの活用ྍ⬟࡞対応策ࢆලయⓗ事ࡽᢕᥱ・検討するࠋ 

（２㸧調査対象(ᢳฟ)

   ձ令和３年度アンケート調査においてᥦ౪会員の確ಖࡀฟ᮶ているࢭンター  ࢭ�ンター 

   ղከᶵ⬟での事業ᒎ開ࡗ⾜ࢆているࢭンターཬび㐃ᦠඛと࡞る関㐃ᶵ関➼   3  ンターࢭ

ճ ᥦ౪会員、౫㢗会員、୧方会員 ➼  3  ンターࢭ

    

ձ ղについてࡣ、令和３年度アンケート調査結果ࢆもとに選定ࠋճについてࡣ、検討委員の

 ࠋࡓᚓࢆ検討委員会においてゎࠋࡓࡋ౫㢗ࢆンターに༠ຊࢭ

（３㸧調査方法

   㠃᥋による⪺ྲྀࡁり調査 ࢜ンࣛイン(=RRP)によりಶูにインタࣅュー調査ࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

 、い内容についてࡓࡁ⪺てࡆンターにಶูに᥀りୗࢭ、ᚋࡓい⪺ࢆ㉁ၥ事㡯ࡓࡋめ定ࡌࡽ࠶   

   ಶูに㉁ၥࠋࡓࡋ 

（４㸧࡞ヒアリング㡯┠

 ձ令和３年度アンケート調査においてᥦ౪会員の確ಖࡀ༑分ฟ᮶ているࢭンター 
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・ᥦ౪会員の確ಖのࡓめに実施ࡓࡋ内容、ᕤኵⅬ  

・ᗈ報のᕤኵ 

・ア࢘トリーࢳのᕤኵ 

・ㅮ⩦会のᕤኵ 

・ᚋの確ಖのࡓめのᨵၿⅬとᨵၿ策 

 ているࡅ⨨࠺どࢆり、ᥦ౪会員ࡓ࠶に࠺⾜ࢆンター事業ࢭ・ート࣏ࢧ・リー࣑ࣇ・

（会員との࣑ࢥュࢽケーࣙࢩン、会員ྠኈのὶ、ಙ㢗関ಀࢆ⠏ࡓࡃめのᕤኵ➼㸧 

   ・ᚋの事業の࠶り方について 

ղᶵ関との㐃ᦠのほⅬࡽ、ከᶵ⬟での事業ᒎ開ࡗ⾜ࢆているࢭンターࡸ㐃ᦠඛとࡋて考࠼ 

 ➼る関㐃ᶵ関ࢀࡽ

   ・㐃ᦠࡀᚲ要とࡓࡗ࡞⫼ᬒ 

   ・㐃ᦠにࡗࡓ࠶てၥ題とࡇࡓࡗ࡞と、課題 

   ・㐃ᦠの内容、ᙺ分ᢸ 

   ・㐃ᦠのຠ果 

 事ࡓࡁ対応でࡃま࠺・   

   ・㐃ᦠのୖで㔜要ࡇ࡞と 

ճᥦ౪会員の確ಖのほⅬࡽ、ᥦ౪会員、౫㢗会員、୧方会員  

・会員にືࡓࡗ࡞ᶵ 

   ・活ື内容 

   ・活ືࢆ㏻ࡌてᚓࡇࡓと 

   ・事業についてᛮࡇ࠺と 

（５㸧調査実施時期㸸令和 4年 ��月 �日～�� 月 � 日 

࠙ヒアリング実施スケジュール、యไ➼ࠚ 

␒ྕ ༊分 ンターྡ㸭㐠Ⴀᙧែ㸭ヒアリングᢸᙜࢭ ⮬యྡ�実施日

� 
ᥦ౪ 
会員 
の確ಖ

ンターࢭ・ート࣏ࢧ・リー࣑ࣇࡁま࡞ࡣ ᒾᡭ┴ⰼᕳᕷ 

┤Ⴀ㸸ⰼᕳᕷ 
�� 月 � 日 

ᮾ内委員、ᮾ委員 

� 
ᥦ౪ 
会員 
の確ಖ

おお࣑ࣇࡔリー࣏ࢧートࢭンター ᓥ᰿┴大⏣ᕷ 

委ク㸸♫会福祉法ே大⏣ಖ⫱ࢭンター 
�� 月 �� 日 

ᮾ᰿委員、⸨㧗委員、ᒣୗ委員 

3 
ᥦ౪ 
会員 
の確ಖ

⨾ᾆᮧ࣑ࣇリー・࣏ࢧート・ࢭンター Ⲉᇛ┴⨾ᾆᮧ 

┤Ⴀ㸸⨾ᾆᮧᗣቑ㐍課 
�� 月 �� 日 

⸨㧗委員、本ከ委員、ᑠಛ委員、ᒣୗ委員、ᮾ委員 

4 
ᥦ౪ 
会員 
の確ಖ

ᕝಛ⏫࣑ࣇリー・࣏ࢧート・ࢭンター 福ᓥ┴ᕝಛ⏫ 

補ຓ㸸≉定㠀Ⴀ活ື法ே࣑ࢥュࡅࡓࡤࡷࡕࢸࢽ 
�� 月 �4 日 

ᮾ᰿委員、ᮾ内委員、本ከ委員、᳃㇂委員、ᒣୗ委員 
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� 
ᥦ౪ 
会員 
の確ಖ

㧗ᓥᕷ࣑ࣇリー・࣏ࢧート・ࢭンターࡓす࠶ࡅい㧗ᓥ ㈡┴㧗ᓥᕷ 

補ຓ㸸132 法ேඖẼ࡞௰㛫 
�� 月 � 日 

ᮾ内委員、ᮾ委員 

� 
ᥦ౪ 
会員 
の確ಖ

᪂ᐟ༊࣑ࣇリー・࣏ࢧート・ࢭンター ᮾி㒔᪂ᐟ༊ 

委ク㸸᪂ᐟ༊♫会福祉༠㆟会 

�� 月 � 日 
ᮾ᰿委員、ᒣୗ委員、᳃㇂委員 

� 
ᶵ関
との 
㐃ᦠ 

ᮾᾏᮧ࣑ࣇリー・࣏ࢧート・ࢭンター Ⲉᇛ┴ᮾᾏᮧ 

委ク㸸ᮾᾏᮧ♫会福祉༠㆟会 
�� 月 � 日 

⸨㧗委員、ᮾ内委員、ᮾ委員、ᒣୗ委員、᳃㇂委員 

� 
ᶵ関
との 
㐃ᦠ 

ᯛ方ᕷ࣑ࣇリー・࣏ࢧート・ࢭンター 大㜰ᗓᯛ方ᕷ 

委ク㸸♫会福祉法ே大㜰Ỉୖ㞄ಖ㤋 
�� 月 �� 日 

ᮾ᰿委員、本ከ委員、ᮾ委員 

� 
ᶵ関
との 
㐃ᦠ 

るめࡃンターࢭ・ート࣏ࢧ・リー࣑ࣇ 福ᒸ┴ஂ␃⡿ᕷ 

委ク㸸132 法ேル・ࣂトー 
�� 月 �� 日 

⸨㧗委員、᳃㇂委員 

�� ྛ会員

立ᕝᕷ࣑ࣇリー・࣏ࢧート・ࢭンター ᮾி㒔立ᕝᕷ 

┤Ⴀ㸸立ᕝᕷ 子ども家庭㒊 子ども家庭ᨭࢭンター 
�� 月 �� 日 

⸨㧗委員、ᮾ内委員、ᒣୗ委員 

�� ྛ会員

ンターࢭ・ート࣏ࢧ・リー࣑ࣇまつࡓ 㤶ᕝ┴㧗ᯇᕷ 

委ク㸸132 法ேࡓまつ⏨ዪඹྠཧ⏬ネット 
�� 月 � 日 

⸨㧗委員、本ከ委員、ᮾ委員 

�� ྛ会員

ᯛ方ᕷ࣑ࣇリー・࣏ࢧート・ࢭンター 大㜰ᗓᯛ方ᕷ 

委ク㸸♫会福祉法ே大㜰Ỉୖ㞄ಖ㤋 
�� 月 � 日 

ᮾ᰿委員、ᒣୗ委員、᳃㇂委員、ᮾ委員 

Ϫ㸬実施యไ

 １ 検討委員 （۔ᗙ㛗、ࠐᗙ㛗㸧            令和５年３月⌧ᅾ・㡰ྠ 

Ặྡ ᡤᒓ・ᙺ⫋ 

 ᯽ዪ 㟋ᓠ ῄᚨ大学 総ྜ福祉学㒊 ♫会福祉学⛉ ᩍᤵ۔

 ᮾ内 ⍠㔛子 日本福祉大学 ᩍ⫱・ᚰ理学㒊 子ども発㐩学⛉  ᩍᤵࠐ

⸨㧗 ┤அ 立正大学 ♫会福祉学㒊 子どもᩍ⫱福祉学⛉ ᩍᤵ 

ᮾ᰿ ࡕよ 大㜰බ立大学 ⌧௦ࢩス࣒ࢸ⛉学ᇦ ᩍ⫱福祉学㢮 ㅮᖌ 

本ከ ඃ子 
ᾏ㐨・ᮾᆅ༊ 
 ーࢨイࣂࢻンター アࢭート࣏ࢧ子⫱てࢁࡱࡗࡉ
♫会福祉法ேᮐᖠᕷ♫会福祉༠㆟会  
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᳃㇂ ி子 
関ᮾᆅ༊  
立ᕝᕷ࣑ࣇリー・࣏ࢧート・ࢭンター アࣂࢻイࢨー 
立ᕝᕷ 子ども家庭㒊 子ども家庭ᨭࢭンター 

ᑠಛ ࡳどり 
ᮾிᆅ༊ 
 ࡏよࡁート࣏ࢧ・リー࣑ࣇ
132 法ே 子⫱てネット࣡ーク・ࣆッࢥロ 理事㛗 

ᒣୗ ⿱⨾ 
୰㒊・関すᆅ༊ 
♫会福祉法ே大㜰Ỉୖ㞄ಖ㤋࣑ࣇリー࣏ートࡓࡽࡦ⤫括㈐௵
⪅  

ᮾ  
ᅄᅜ・ᕞᆅ༊  
 ーࢨイࣂࢻンター アࢭ・ート࣏ࢧ・リー࣑ࣇまつࡓ
NPO法人たかまつ男女共同参画ネット

 ー㸧ࣂーࢨࣈ࢜）
Ώ㈏ ᭸子 

関ᮾᆅ༊ 
立ᕝᕷ 子ども家庭㒊 子ども家庭ᨭࢭンター ಀ㛗  

   

㸺事ົᒁ㸼 

ᑠᯘ ᜤ子 ୍⯡㈈ᅋ法ே ዪᛶປാ༠会 第୍事業㒊 㒊㛗 

ྜྷᕝ ᚿᕹ ୍⯡㈈ᅋ法ே ዪᛶປാ༠会 第୍事業㒊 ಀ㛗 

㔝ᓮ ᑦ子 ୍⯡㈈ᅋ法ே ዪᛶປാ༠会 第୍事業㒊 ⫋員 

ゅ⣡ 正子 ୍⯡㈈ᅋ法ே ዪᛶປാ༠会 第୍事業㒊 ⫋員 
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２ 検討委員会開催状況

委員会 時期 調査 

６月１１

～１２日
日本子ども家庭福祉学会 学術発表会での発表（R3 年度調査報告書 

第１回
８月 

１０日

・R4年度調査研究事業の概要およびスケジュールの確認 

・R3 年度アンケート調査結果のクロス集計による分析・検定の検討 

・インターネット調査対象、調査内容、方法の検討 

・ヒアリング調査概要の確認 

・調査報告のとりまとめ方針の確認 

↓ 

▼ ９月 
インターネット調査票の策定 

ヒアリング候補の選定 

↓ 

第２回
９月 

２２日

・インターネット調査調査票、調査実施スケジュールの確認 

・ヒアリング調査の実施内容に関する検討 

・ヒアリング対象の検討 

↓ 

▼ 
９月～

１１月

・立正大学倫理審査委員会申請⇒承認 

・インターネット調査の実施、集計 

・ヒアリング調査の実施、まとめ 

・R3 年度アンケート調査結果のクロス集計による分析・検定 

・調査結果分析・まとめ 

↓ 

第３回

令和 

５年 

１月 

２０日

・R3年度アンケート調査結果のクロス集計による分析・検定結果報告

・インターネット調査結果報告 

・ヒアリング調査結果報告 

・事業の課題に対する対応策についての検討 

・報告書の構成についての検討 

↓ 

▼ 
～ 

２月 

・調査結果の分析・考察 

・報告書(案)の作成 

↓ 

第４回
３月 

３日 

・調査結果の総括 

・報告書(案)の確認、活用法の検討 
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➨㸰❶ ㄪᰝ㸯ࢺ࣮ࢣࣥ ௧�年ᗘㄪᰝ⤖ᯝのࢫࣟࢡ㞟ィにࡼるศᯒ

ᮏ❶で࣮ࢨࣂࢻ、ࡣがᥦ౪会ဨの㊊ឤ�㊊ឤをឤࡌている࣮ࢱࣥࢭの≉ᚩ࣭ ഴྥと、ᐇ㝿のᥦ౪会ဨ

ቑῶ⋡と࣮ࢱࣥࢭの≉ᚩ࣭ ഴྥ、さࡽに࣮ࢨࣂࢻㄪᰝと会ဨㄪᰝとの⣣࡙ࡽࡅぢえてくる࣮ࢱࣥࢭの≉

ᚩ࣭ഴྥを᫂ࡽにした。�

� そして、ᥦ౪会ဨㄪᰝのࢫࣟࢡ㞟ィによって、ᥦ౪会ဨになった理⏤とᒓᛶ、ᥦ౪会ဨになったことで得た

ものとᒓᛶ、多ᵝな⫼ᬒをᣢった家庭の支のព㆑とᒓᛶにࡘいて᫂ࡽにすることができた。ᮏ❶によ

るศᯒによって、௨下のⅬが᫂ࡽとなった。�

�. ファミ࣮࣭ࣜサポ࣮࣮ࢱࣥࢭ࣭ࢺの㐺ṇつᶍに࠸ࡘて᳨ウ 

ᐇ㝿のᥦ౪会ဨẚ⋡ࡣቑຍしていても、㊊ឤをឤࡌている࣮ࢱࣥࢭがとࢇで࠶ることが᫂ࡽとなっ

た。ࡲたつᶍがきいࡣ࣮ࢱࣥࢭ、つᶍがᑠさい࣮ࢱࣥࢭとẚ㍑して、ᥦ౪会ဨ㊊をᐇឤしていることが᫂

β、ࡣ⩌ているࡌとなった。そしてᥦ౪会ဨの☜ಖができていないとឤࡽ ているが、ຠᯝࡌなᡭ❧てをㅮࠎ

をᐇឤできていない、ࡾࡲࡘ㊊ឤが⿵えていないことも᫂ࡽとなった。�

ᑠさいつᶍのࡣ࣮ࢱࣥࢭ、ᥦ౪会ဨ㊊をឤࡌにくく、ࡲた、ᗈሗᡭἲとしてࡣ、⏫ෆ会ࡸ地域でのᑠさい

つᶍでの活ືを⾜っているᵝ子もうがえた。≉にࢸࣥࣛ࣎ࠕ活ືのᚑ⪅➼のാきࡅ にࠖ᭱も᭷ព

なᕪがࡾ࠶、ḟにࠕබඹタࡸබⓗな⾜でのᗈሗ ಖ育ᅬ࣭ᗂ⛶ᅬ࣭ࠕẸ㛫タでのᗈሗ㸦ၟᴗタ➼㸧ࠖࠕࠖ、

ㄆᐃこもᅬ࣭ ඣ❺㤋࣭ ᑠ୰Ꮫᰯಖㆤ⪅のാきࠕࠖࡅㅮ⩦にࡅ࠾るᕤኵ 、ࠖそしてࠕ⏫ෆ会、地域でのᗈሗࠖ

ࡅのⓏ㘓౫㢗のാきᅾの会ဨ⌧ࠕ のࠖ㡯┠で᭷ពഴྥが࠶った。ファミ࣮࣭ࣜサポ࣮࣮ࢱࣥࢭ࣭ࢺの㐺ṇ

つᶍࡸ、ேᩘにᛂࡌた㔠㓄ศなにࡘいてࡣ、ᚋ᳨ウがᚲせだと⪃えࢀࡽる。�

�. ㊊ឤの⫼ᬒに࠶る多様なᐙᗞの支援のࢬ࣮ࢽと㐃ᦠの在り᪉ 

㛵ಀᛶࡣっている㢖ᗘが多いことࠖとࢃえ方をᣢった家庭と㛵⪄ࡸ多ᵝな⫼ᬒࠕᥦ౪会ဨの㊊ឤࠖとࠕ

が࠶ることが᫂ࡽとなった。�

� さࡽにࠕᥦ౪会ဨの☜ಖができているとឤࡌている⩌ࠖࡣ、機㛵との㐃ᦠをしているྜが㧗いことも

᫂ࡽとなった。そして、ᐇ㝿にᥦ౪会ဨがῶᑡした㸦ኚࡽࢃなった㸧ࣉ࣮ࣝࢢの方が、ቑຍした࣮ࣝࢢ

ᥦ౪会ဨのᑡなさを、㐃ᦠで⿵ってࡾࡲࡘ。となったࡽなෆᐜの㐃ᦠをしていることが᫂ࠎも、ᵝࡾよࣉ

いるというぢ方もできよう。

しし、多ᵝな⫼ᬒࡸ⪃え方をもった家庭が、ษᐇな子育て支のࢬ࣮ࢽをもっていることࡣ᫂ࡽで、

ྛ地域の子育て支⤌⧊࠶るい࣒ࢸࢫࢩࡣの᭷ࡾᵝによって、㐃ᦠで解Ỵできるሙྜ、㐃ᦠできる⤌⧊がな

いሙྜ㸦㐣地の通のၥ㢟な㸧、ファミ࣮࣭ࣜサポ࣮࣮ࢱࣥࢭ࣭ࢺでし支できないこと、地域の子育

て支のྲྀࡳ⤌ࡾをのようにࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐していくのࢫࣥࢼࣂ࢞、のᅾࡾ方、⾜ᨻが୰ᚰとなるき、

ᕷẸᅋయが୰ᚰとなるきな、⥅⥆ⓗに᳨ウさࢀるᚲせが࠶る。そࡣࢀ、ファミ࣮࣭ࣜサポ࣮ࣥࢭ࣭ࢺ

る࠶ようయとしての㆟ㄽをしていくᚲせがࡾるが、地域の子育て支の᭷࠶で解Ỵできるものもࡅだ࣮ࢱ

のもしࢀない。�

�. 提供会員ㄆ▱⤒㊰とࡋての「Ẹ㛫タ࡛のᗈሗ㸦ၟᴗタ➼㸧」 

ᥦ౪会ဨのㄆ▱⤒㊰としてࠕẸ㛫タでのᗈሗ㸦ၟᴗタ➼㸧ࠖ が᭷ຠで࠶ることが᫂ࡽとなった。ᥦ౪

― 13 ―



� 

会ဨの多くが子育てを⤊えた方ࠎだと⪃えたሙྜ、その方ࠎがこでሗにࢫࢭࢡしているというと、᪥

ᖖⓗに⾜くࢺࢫࢢࢵࣛࢻ、ࢺࢵࢣ࣮࣐࣮ࣃ࣮ࢫ➼でのࢩࣛࢳの㓄ᕸ、࠶るいၟࡣᴗタ、㖟⾜、࣐࣮ࣃ࣮ࢫ

ࢀすでにそ、ࡣのᥖ♧が᭷ຠとなってくる。ᮏㄪᰝ⤖ᯝ࣮ࢱࢫでのポ➼ࣥࣙࢩ࣐ࣥබ⾗ᾎሙ、ᕷෆ、ࢺࢵࢣ࣮

、でなくࡅるが、ぶ子が多くいる子育て支のሙだ࠶ࡣが多いことの⤖ᯝで࣮ࢱࣥࢭているࢀのᗈሗをᐇさࡽ

子育てを⤊ࢃったୡ௦が᪥ᖖⓗにྥうでࢁ࠶うၟᴗタ➼とファミサポの㐃ᦠが、ᥦ౪会ဨ☜ಖにとって㔜

せで࠶ることが᫂ࡽとなった。�

4. 一人ひとりの「提供会員になる理由」「提供会員になって得たこと」の多様性 

ᥦ౪会ဨが☜ಖฟ᮶ているࠕ ᥦ౪会ဨにࠕᥦ౪会ဨになる理⏤ࠖとࠕ、ฟ᮶ていないࠖこととࠕࡣるい࠶ࠖ、

なって得たことࠖとの㛵㐃ᛶࡣ、ᅇのㄪᰝでࡣ、༑ศᩚ理ができなった。�

るࢀࡽࡏいて、⪃えさࡘᥦ౪会ဨになることの౯್ࠖの多ᵝさにࠕᥦ౪会ဨにとっての、ࡣゝえることࡘ୍

⤖ᯝとなったことで࠶る。そࢀࡒࢀのୡ௦によって、ᥦ౪会ဨになったことで得たものに㐪いが࠶ることも᫂

。となったࡽ

もࢇࢁࡕ、ファミサポࡣ、┦ຓ活ືで、㔠㖹なの┈だࡅを㏣ồして活ືするものでࡣない。しし、

◊ಟによって多ᵝな子育て支のᢏ⾡ࡸᚰᵓえを㌟に╔ࡅ、社会で⮬ᕫᐇ⌧ができる活ືでࡾ࠶、ᑐ౯௨ୖの

౯್が࠶ると⪃えࢀࡽる。こࡲࢀでᑓᴗ፬で社会にฟる機会がなった方ࡸ、子育て┿っ᭱୰で社会にฟる

機会を失っている方にとってࡣ社会活ືのᯫࡅᶫになることも࠶るだࢁう。ᑡ㢠のධでも、その方にとって

った方が、ぶくることができなࡘをࡾながࡘ地域で、ࡣるい࠶。ないࢀもしる࠶その方⊂⮬の౯್が、ࡣ

子とのࡘながࡾを生きがいとឤࡌるもしࢀない。ᅇのㄪᰝ⤖ᯝࡣ、そのேそのேにとってのファミサポの

活ືで得る౯್が多ᵝで࠶るということにࡘいて⪃えるきっࡅをえるのでࡣないだࢁう。�

5. 提供会員の活動年数が積み重なることの価値 

活ືᖺᩘが㸳ᖺ௨ୖになってくると、ࠕ౫㢗会ဨにಙ㢗さࡾࡸ、ࢀがいをឤࡌる 家᪘とຓしていࡸศ⮬ࠕࠖ

る子もとの࠶ࢀࡩいがᴦしい と、得たものにきなᕪがฟたよういができるࠖなྜࡾ▱地域に᪂しいࠕࠖ

に、ᥦ౪会ဨの活ືの⥅⥆ᛶと、得るものとの㛫に、㛵ಀᛶが࠶ることが᫂ࡽとなった。⥅⥆ⓗな活ືの࣓

�。うࢁ࠶ᗈく࿘▱していくᚲせが、ࡣ得るものが多くなることࡽとして、ファミサポࢺࢵࣜ

、となった。≉にࡽ多ᵝな家庭を支えるᙺをᢸっていることも᫂、ࡣた、㸳ᖺ௨ୖ⥅⥆したᥦ౪会ဨࡲ

もඣ࣭ᚋの子ࠕ ぶ家庭ࡾとࡦࠕࠖ もる子࠶㞀がいがࡸࢀⓎ㐩の㐜ࠕࠖ もる子࠶の࣮ࢠࣝࣞࠕࠖ ぶࠕࠖ

が⢭⚄ⓗなᝈの࠶る家庭 ぶがዷፎ୰の家庭ࠕࠖ の家庭ࡾࡤ㌿࣭㌿ᒃしてきたࠕࠖ እᅜ⡠家庭ࠕࠖ ་⒪ⓗࠕࠖ

ものᚲせな子ࢣ のࠖ㡰に、活ືṔ㸳ᖺ௨ୖのᥦ౪会ဨが、㸳ᖺᮍ‶のᥦ౪会ဨよࡾ㛵ࢃっているྜが᭷

ពに多い⤖ᯝとなった。�

ᑓ㛛ᛶと活ື⤒㦂を✚ࡆୖࡳたᥦ౪会ဨの౯್と⨨࡙ࡅを、ᐃ⩏するᚲせが࠶るのでࡣないだࢁう。�

6. 潜在的資格者を地域の子育て支援に活かすファミサポの役割 

� ᅇのㄪᰝでࡣ、ಖ育ኈࡸᗂ⛶ᅬᩍㅍ、┳ㆤᖌ、社会⚟♴ኈ、࣮ࣃ࣒࣮ࣝ࣊࣍な、地域にఫࢀࢃࡲている

₯ᅾⓗな㈨᱁ಖ᭷⪅が、そのᑓ㛛ᛶをファミサポで活し活躍しているጼがぢえてきた。ࡲた、そࢀࡒࢀの㈨

᱁≉᭷のᥦ౪会ဨになった理⏤ࡸᥦ౪会ဨになって得たものがࡾ࠶、ファミサポの౯್を多ゅⓗにとࡽえるこ

とができた。≉に、ࠕ多ᵝな⫼ᬒをᣢった家庭の支の㛵ࠖࡾࢃの㒊ศで࣮ࣃ࣒࣮ࣝ࣊࣍、ࡣ㈨᱁、社会

⚟♴ኈ㈨᱁ࠕ、ࡣ⚟♴の㈨᱁ࠖとして、活躍していることが᫂ࡽとなった。�

� ᥦ౪会ဨとして活躍しているのࡣ、ዪᛶがᅽಽⓗに多い。ዪᛶࡣ、そのᅛ᭷のၥ㢟として、ᑓ㛛ⓗ㈨᱁をྲྀ
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得しても、家庭生活を営むために、社会で活躍する機会を失っている方も多い。そのような方が、ファミサポ

を通して、地域の子育て家庭を下支えしてくださっていることが、改めて理解できた。
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Ⅰ㸬࣮ࢨࣂࢻ調査 

 ᮏ❶では、ࢨࣂࢻー調査ෆ㡯┠のクロス集計にࡼるศᯒと、ࢨࣂࢻー調査と会員調査（提供会員、

౫㢗会員、両方会員）との⣣࡙ࡅにࡼるศᯒを⾜った。 

このศᯒにࡼり、提供会員確保に向ࡅたࢨࣂࢻーの不足感/充足感といったᐇ感の࠶るセンターの回答

の比較、ࡧࡼ࠾提供会員の㸳ᖺ㛫の増減率（平ᡂ 26 ᖺ度と௧ඖᖺ度）からᐇ㝿に増加したセンターと減少

した（ኚࢃらない）センターの回答の比較を⾜った。 

࠙提供会員の確保がฟ᮶ている㸭ฟ᮶ていない、の感ࡌ方とᐇ㝿の増加率についてࠚ

回の調査では、提供会員の確保がฟ᮶ている㸭ฟ᮶ていない、について㸰つのᣦᶆが࠶る。 

࠶ー調査の「౫㢗会員数にᑐして提供会員数が不足していますか」にᑐする回答でࢨࣂࢻ、とつはࡦ

る。このศᯒでは、「提供会員の確保がฟ᮶ていないと感ࡌる群」（不足している࣭どࡕらかといࡤ࠼不足し

ている）、「どࡕらともい࠼ない群」、「提供会員の確保がฟ᮶ている群」（「どࡕらかといࡤ࠼足りている」、

「足りている」）の㸱つの群にศࡅてクロス集計を⾜った。 

各群の度数と割合は、⾲2�Ϩ�㸯の㏻りで࠶る。回したࢧンプルは、「提供会員が不足している」と回答

した割合が㸷割㏆ࡃと᭱も多ࡃ、㸱つの群にศࡅた㝿、各群にきな೫りが࠶るが、⤫計ⓗにฎ⌮し、ẕ集

ᅋの傾向を明らかにした。 

⾲2�Ϩ�㸯 提供会員確保の不足感/充足感

 不足 どࡕらとも

い࠼ない 

充足 合計 

度数 651 66 35 752 

㸣 �6.2 �.7 4.6 99.6 

 また、も୍࠺つのᣦᶆは、「ࢥロࢼ前の┤㏆㸳ᖺ㛫（平ᡂ26ᖺ度と௧ඖᖺ度）の提供会員の増減について

ᩍ࠼てࡉࡔࡃい」にᑐする回答で࠶る。回答用⣬では、「㸿㸬平ᡂ26ᖺ度の提供会員数（平ᡂ27ᖺ3᭶31᪥

Ⅼ）」「㹀㸬௧ඖᖺ度の提供会員数（௧2ᖺ3᭶31᪥Ⅼ）」「提供会員数の増減率（㹀¹㸿）㸣」の㸱

つを回答していたࡔいた。Ḟᦆ値、እれ値を㝖እした平均値、中ኸ値、ᶆ‽೫差、᭱ ᑠ値、᭱ 値は、⾲2-Ϩ-

2の㏻りで࠶る。 

⾲ 2-Ϩ-2 提供会員の増減率（㸣）

平均値 中ኸ値 ᶆ‽೫差 ᭱ᑠ値 ᭱値 

107.�1 107.0 26.290 42 171 

  

 ศᯒデータは、正規ศᕸ⾲の平均値sᶆ‽೫差の㸰ಸの⠊ᅖෆにデータの95.45㸣がศᕸするため、増減

率55.23㸣㹼160.39㸣のものをᢳฟした。 

 ௨上のデータをもとに、提供会員確保の不足感/充足感（「どࡕらともい࠼ない」を㝖እ）と、各センターの

提供会員の㸳ᖺ㛫の増減率の平均の差を比較した。クロス集計した結果、この㸰つの群に有意な相関は見られ
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なかった。つまり提供会員比率は増加していても、不足感を感ࡌているセンターがほとࢇどで࠶ることが明ら

かとなった。 

 ୍方、⾲ 2�Ϩ�� に࠶る࠺ࡼに௧ඖᖺ度の提供会員数は、᭱ᑠのセンターは提供会員㸮ྡで࠶り、᭱の

センターは、提供会員2�941ྡとなって࠾り、ᅋయの規ᶍがᵝࠎで࠶ることがࢃかる。増加率は、各センター

の規ᶍの㐪いにࡼって、㐪࠺ᐇ感をもたらすと⪃࠼られる。 

⾲2�Ϩ�� ௧ඖᖺ度の提供会員数

平均値 中ኸ値 ᶆ‽೫差 ᭱ᑠ値 ᭱値 

170.69 92.00 233.676 0 2�941 

 そこで、௧ඖᖺ度の提供会員数と、提供会員確保の不足感/充足感（「どࡕらともい࠼ない」を㝖እ）を多

㔜比較した結果、不足感を感ࡌているセンターの規ᶍの平均が 17�.90 ேで、充足感を感ࡌているセンターの

規ᶍが96.24ேとなり、規ᶍがきい方が不足感を感ࡌているとい࠺有意傾向（p=.073）が見られた。 

中ࡴい群（中ኸ値をྵࡉりきい群（規ᶍセンター）とᑠࡼらに、௧ඖᖺ度の提供会員数を、中ኸ値ࡉ

ᑠ規ᶍセンター）でศࡅ、提供会員の提供会員確保の不足感/充足感（「どࡕらともい࠼ない」を㝖እ）とのク

ロス集計を⾜ったとこ5、ࢁ㸣Ỉ‽で有意な差が見られた（χ2（1）=4.690、p=.030）。その結果、規ᶍセン

ターの方が不足していると感ࡌている割合がきࡃ、ᑠ規ᶍセンターの方が充足していると感ࡌている割合が

有意に多いことが明らかとなった。 

 ௨上のᣦᶆの≉性を㋃ま࠼つつ、௨ୗでは、提供会員の確保がฟ᮶ている㸭ฟ᮶ていないのᐇ感、ࡧࡼ࠾ᐇ

㝿の増減率のつのᣦᶆを使ってクロス集計を⾜った。 

Ⅰ－㸯㸬提供会員確保の㊊ឤ�㊊ឤと࣮ࢱࣥࢭの≉ᚩ࣭傾向 

 ここでは、提供会員の確保がฟ᮶ていると「ᐇ感」しているセンターと、確保がฟ᮶ていないと「ᐇ感」

しているセンターの≉ᚩを明らかにする。

Ϩ㸫㸯㸫（㸯）会員ᯟのᣑࡸษり᭰࠼

࠙会員ᯟのᣑࡸษり᭰࠼のᡭ❧てについてࠚ

クロス集計の結果、「提供会員の確保がฟ᮶ていないと感ࡌる群」が、提供会員を増ࡸすため「౫㢗会員に、

両方会員になってもら࠺ࡼ࠺ാきかࡅなどをしている（Ꮚどもがきࡃなったᚋもྵࡴ）」と回答したものが、

⾜っていないと回答したものࡼりも有意に多いことが明らかとなった（χ2（2）=7.951、p=.022）。 

࠙ຠ果についてࠚ

ḟに、そのຠ果についてศᯒを⾜った。ຠ果についての㑅ᢥ⫥は、「とてもຠ果が࠶った」㸯Ⅼから、「ࡃ

ຠ果がなかった」㸲Ⅼまでの㸲௳ἲとなって࠾り、Ⅼ数がపいほど、ຠ果をᐇ感している回答となる。ຠ果に

ついて多㔜比較を⾜った結果を、⾲2-Ϩ-4にまとめている。 

「提供会員の確保がฟ᮶ていると感ࡌる群」が≉にຠ果を感ࡌているのは、「提供会員の㓄അ⪅も会員Ⓩ㘓

をしてもらい、ࡈኵ፬ともに提供会員になってもら࠺ࡼ࠺にしている」1.70（平均2.37）と、「Ꮚ育てᨭ員

◊ಟಟ⪅」などのᏊ育てࣛ࣎ン࣏ࢧࡸࢸーターの㣴ᡂㅮᗙಟ⪅ാきかࡅている」1.92（平均2.37）

で࠶った。 
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ḟに、「提供会員の確保がฟ᮶ている群」と「提供会員の確保がฟ᮶ていない群」の比較（平均値の差）のた

めに、多㔜比較を⾜った結果、「提供会員の確保がฟ᮶ていると感ࡌる群」が、多ࡃの㡯┠でຠ果をᐇ感して

いることが明らかとなった（平均得Ⅼが有意に上回っていた）。

≉に、「提供会員の㓄അ⪅も会員Ⓩ㘓をしてもらい、ࡈኵ፬ともに提供会員になってもら࠺ࡼ࠺にしている」

にຠ果を感ࡌて࠾り（p�.001）、ḟに「Ꮚ育てを⤊࠼た౫㢗会員が、そのᚋ、提供会員にⓏ㘓する࠺ࡼな⤌

なっࡃなどをしている。（Ꮚどもがきࡅാきか࠺ࡼ࠺となっている」「౫㢗会員に、両方会員になってもらࡳ

たᚋもྵࡴ）」「Ꮚ育てᨭ員◊ಟಟ⪅などのᏊ育てࣛ࣎ン࣏ࢧࡸࢸーターの㣴ᡂㅮᗙಟ⪅ാきか

 。った࠶.1）に�ている」は、有意傾向（pࡅ

「提供会員の確保がฟ᮶ていないと感ࡌる群」が、「提供会員の確保がฟ᮶ていると感ࡌる群」ࡼりも有意

にຠ果を感ࡌている㡯┠は୍つもなかった。

௨上のことから、「提供会員の確保がฟ᮶ていると感ࡌる群」は、「提供会員の確保がฟ᮶ていないと感ࡌる

群」と比較すると、会員ᯟのᣑࡸษり᭰࠼に関するᡭ❧てを࠶まり⾜っていないが、ᐇしているᡭ❧てに

関しては、ຠ果をᐇ感していることが明らかとなった。㏫に、「提供会員の確保がฟ᮶ていないと感ࡌる群」

は、会員ᯟのᣑࡸษり᭰࠼に関するᡭ❧てを多ࡃㅮࡌているが、「提供会員の確保がฟ᮶ていると感ࡌる群」

ほど、ຠ果を感ࡌていないことが明らかとなったと⪃࠼られる。

⾲2-Ϩ-4 提供会員の充足感と会員のᣑࡸษり᭰࠼との関連

  
不足

どࡕらとも

い࠼ない 
充足

      

平均 平均 平均   多㔜比較   

㸿.Ꮚ育てを⤊࠼た౫㢗会員が、そのᚋ、提供会員に

Ⓩ㘓する࠺ࡼな⤌ࡳとなっている。 
2.73 2.45  2.29  

  

㹀.౫㢗会員に、両方会員になってもら࠺ࡼ࠺ാきか

（ࡴなったᚋもྵࡃᏊどもがき）。などをしているࡅ
2.60 2.61  2.21  

不足㸼充足 
 

&.提供会員の㓄അ⪅も会員Ⓩ㘓をしてもらい、ࡈኵ፬

ともに提供会員になってもら࠺ࡼ࠺にしている 
2.40 2.50  1.70 

不足㸼充足 

どࡕらとも㸼充足 

㹂.Ꮫ⏕など、ⱝいୡ௦にもᑐ㇟をᗈࡆている。 3.05 2.�3  2.�3  

㹃.⏨性向ࡅにࢩࣛࢳをసᡂするなど、⏨性会員の⋓

得にຊをධれている。 
2.54 3.00  0.00 

  


  

㹄. ㏦㏄に≉した༠ຊ࣭両方会員の新タなどのᕤ

ኵを⾜っている。 
2.43 2.67  2.00  

2.39 2.43  1.92  不足㸼充足  

― 18 ―



� 

㹅. 「Ꮚ育てᨭ員◊ಟಟ⪅」などのᏊ育てࣛ࣎

ン࣏ࢧࡸࢸーターの㣴ᡂㅮᗙಟ⪅ാきかࡅ

ている。 どࡕらとも㸼充足 

 

㹆. Ꮚ育てを⤊࠼た方ࡸࠎ、௵児❺員等に、ಶูに

ኌࡅしている。 
1.44 1.55  1.55 

  


  

p�.01 p�.05 p�.1

Ⅰ－㸯－（㸰）ᗈሗᡭἲ（ᑐ㇟）のຠᯝ 

࠙ᗈሗᡭἲ（ᑐ㇟）についてࠚ

クロス集計の結果、「提供会員の確保がฟ᮶ていると感ࡌる群」がⰋࡃ⾜っているᗈሗᡭἲは、「⏫ෆ会、地

域でのᗈሗ」（p�.001）で࠶った。 

୍方、「提供会員の確保がฟ᮶ていないと感ࡌる群」の方がⰋࡃ⾜っているᡭἲは、「ᕷのᗈሗにᥖ㍕」（p�.05）

（χ2（2）=�.137、p=.017）ࡧࡼ࠾「⌧ᅾの౫㢗会員の提供会員のⓏ㘓౫㢗のാきかࡅ」で࠶った。 

㏫に、「ᕷのᗈሗにᥖ㍕」については、「提供会員の確保がฟ᮶ていると感ࡌる群」は、「⾜っていない」と回

答したものが多いことが明らかとなった（χ2（2）=13.279、p�.001）。 

࠙ຠ果についてࠚ

ḟに、そのຠ果についてศᯒを⾜った。ຠ果についての㑅ᢥ⫥は、「とてもຠ果が࠶った」㸯Ⅼから、「ࡃ

ຠ果がなかった」㸲Ⅼまでの㸲௳ἲとなって࠾り、Ⅼ数がపいほど、ຠ果をᐇ感している回答となる。 

「提供会員の確保がฟ᮶ていると感ࡌる群」がຠ果を感ࡌているのは、「ㅮ⩦のᕤኵ」（平均1.91）と、「ཱྀ

 。った࠶で（平均1.93）「࣑ࢥ

らに「提供会員の確保がฟ᮶ている群」と「提供会員の確保がฟ᮶ていない群」の平均値の比較を⾜ったࡉ

結果、すての㡯┠で「提供会員の確保がฟ᮶ていると感ࡌる群」がຠ果をᐇ感していた（平均得Ⅼが有意に

上回っていた）。 

≉に「ࣛ࣎ンࢸ活ືのᚑ事⪅等のാきかࡅ」（p�.001）に᭱も有意な差が࠶り、ḟに「බඹタࡸබ

ⓗな⾜事でのᗈሗ」、「Ẹ㛫タでのᗈሗ（ၟᴗタ等）」「保育ᅬ࣭ᗂ⛶ᅬ࣭認ᐃこどもᅬ࣭児❺㤋࣭ᑠ中Ꮫᰯ

保ㆤ⪅のാきかࡅ」「ㅮ⩦にࡅ࠾るᕤኵ」（p�.05）、そして「⏫ෆ会、地域でのᗈሗ」「⌧ᅾの会員のⓏ㘓

౫㢗のാきかࡅ」などに有意傾向（p�.1）が࠶った。 

௨上のことから、「提供会員の確保がฟ᮶ている群」は、「⏫ෆ会、地域」など、ᑠࡉいࡈ࢚ࣜとのᗈሗ、

のᗈሗᡭἲ（ᑐ㇟）について、ຠ果をᐇ感しࡃᐇしている多、ࡸるいは足ඖのᗈሗにຊをධれていること࠶

ていることが明らかとなった。「提供会員の確保がฟ᮶ていない群」は、㏫に「ᕷのᗈሗ」など、きな࢚ࣜ

なᗈሗᡭἲ（ᑐ㇟）をᐇしているものの、ຠ果をᐇ感していないことがࠎり、ᵝ࠾のᗈሗにຊをධれて

明らかとなった。

Ⅰ－㸯－（３）提供会員とࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ᪉ἲの≉ᚩ 

「提供会員とࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン方ἲの≉ᚩ」については、「提供会員の確保がฟ᮶ていないと感ࡌる群」

の方が、提供会員とࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩンを活Ⓨに⾜っている࠺ࡼで࠶る。提供会員の確保に向ࡅてのດຊがな

 。る࠼かが࠺れていることがࡉ
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クロス集計の結果、「提供会員の確保がฟ᮶ていないと感ࡌる群」は、「提供会員࣭౫㢗会員ΰ合の࣋ンࢺ

ᆺのὶ会（ࣂルーンーࢺなど）」（χ2（㸰）=7.�70、p=.020）、「活ືのない提供会員のಶู㟁ヰでの࢛ࣇ

ロー（ὶ会࣭◊ಟの࠾ㄏいࡸ、≧ἣኚのࣜࣄング等）」。「活ືのない提供会員のಶูの㒑㏦≀（ᗈ

ሗྵࡴ）での࢛ࣇロー（ὶ会࣭◊ಟの࠾ㄏいࡸ、≧ἣኚの࠾たࡡࡎ等）」を⾜っている割合が有意に多

いことが明らかとなった。 

୍方、「提供会員の確保がฟ᮶ていると感ࡌる群」の≉ᚩとして、「活ືのない提供会員のಶู㟁ヰでのࣇ

≀のಶูの㒑㏦活ືのない提供会員」ࡸ「（ング等ࣜࣄἣኚの≦、ࡸㄏい࠾のὶ会࣭◊ಟ）ロー࢛

（ᗈሗྵࡴ）での࢛ࣇロー（ὶ会࣭◊ಟの࠾ㄏいࡸ、≧ἣኚの࠾たࡡࡎ等）」を、「提供会員の確保がฟ

᮶ていないと感ࡌる群」ࡼりも⾜っていない割合が高いことが明らかとなった。 

Ⅰ－㸯－（㸲）ከᵝ࡞⫼ᬒ࠼⪄ࡸ᪉ࢆᣢࡓࡗᐙᗞとの関ࡾࢃの≉ᚩ（㢖ᗘ） 

 ここでは、「多ᵝな⫼ᬒ࠼⪄ࡸ方をᣢったᐙᗞの関ࢃり」について平均値の比較を⾜った（⾲2-Ϩ-5）。 

㢖度についての㑅ᢥ⫥は、「࠶ࡃࡼる（㐌に数௳⛬度）」㸯Ⅼから、「ࡃない」㸳Ⅼまでの㸳௳ἲとなって

 。の㢖度が高いことを⾲している「りࢃの関方をᣢったᐙᗞ࠼⪄ࡸ多ᵝな⫼ᬒ」、り、Ⅼ数がపいほど࠾

その結果、「提供会員の確保がฟ᮶ていないと感ࡌる群」は、「確保ฟ᮶ている群」ࡼり、多ᵝな⫼ᬒ࠼⪄ࡸ

方をᣢったᐙᗞと関ࢃっている㢖度が多いことが明らかとなった。 

「提供会員の確保がฟ᮶ていないと感ࡌる群」で、≉に有意にࡃࡼ関ࢃっているのは、「ぶがዷፎ中のᐙᗞ」

との関ࢃり㢖度（平均値2.�5）「ࡦとりぶᐙᗞ」との関ࢃり㢖度（平均値2.53）、「Ⓨ㐩の㐜れࡸ㞀がいが࠶る

Ꮚども」との関ࢃり㢖度（平均値2.91）で࠶った。 

 その、⣙㸵割の㡯┠（26㡯┠中、1�㡯┠）で、「提供会員の確保がฟ᮶ていないと感ࡌる群」が、「確保

ฟ᮶ている群」ࡼり、有意（有意傾向をྵࡴ）にࡃࡼ関ࢃっている結果となった。その㏫の結果は、୍つも

なかった。 

「提供会員の確保がฟ᮶ていないと感ࡌる群」が、「確保ฟ᮶ている群」ࡼり、ࡃࡼ関ࢃっているもので、

㸯㸣Ỉ‽で有意ࡔったものは、「Ⓨ㐩の㐜れࡸ㞀がいが࠶るᏊども」との関ࢃり㢖度（p ���）、「ࣞルࢠ

ーの࠶るᏊども（㹂もྵࡴ）」との関ࢃり㢖度（p  ����）、「ぶが⢭⚄ⓗなᝈの࠶るᐙᗞ」との関ࢃり㢖

度（p  ����）、「ࡦとりぶᐙᗞ」との関ࢃり㢖度（p ����）、「高㱋ฟ⏘のᐙᗞ」との関ࢃり㢖度

（p ����）、「多⫾育児ᐙᗞ」との関ࢃり㢖度（p ����）、「ぶがዷፎ中のᐙᗞ」との関ࢃり㢖度

（p ����）、「࣏ࢧ࣑ࣇ㐣度に౫Ꮡするᐙᗞ」との関ࢃり㢖度（p ����）、「Ᏻ౯なࣅ࣋ーࢵࢩターࡸᏳ

౯なタクࢩー௦ࢃりに㢖回用しているᐙᗞ」との関ࢃり㢖度（p ����）の㸷㡯┠で࠶った。

また、㸳㸣Ỉ‽で有意ࡔったものは、「እᅜ⡠ᐙᗞ」との関ࢃり㢖度（p ����）、「経῭ⓗにᅔ❓してい

るᐙᗞ」との関ࢃり㢖度（p ����）の㸰㡯┠で࠶った。

そして、有意傾向（��㸣ᮍ満）の࠶ったものは、「⏕活保ㆤཷ⤥࣭ᕷ⏫Ẹ⛯㠀ㄢ⛯をཷࡅているᐙᗞ」と

の関ࢃり㢖度（p ����）、「㑊㞴してきた（している）ᐙᗞ」との関ࢃり㢖度（p ����）、「Ꮚ育てとㆤを

しているᐙᗞ」との関ࢃり㢖度（p ����）、「㌿࣭㌿ᒃしてきたࡤかりのᐙᗞ」との関ࢃり㢖度

（p ����）、「」合ⓗに多ࡃのၥ㢟をᢪ࠼たᐙᗞ」との関ࢃり㢖度（p ����）、「提供会員のࣛࣁス࣓ンࢺ

りࢃとの関「るᐙᗞࡂい事が多す⩦ࡸ事ྂ✍࠾」、り㢖度（p ����）ࢃるᐙᗞ」との関࠶傾向のࣛࣁ࣡ࣃࡸ

㢖度（p ����）の㸵㡯┠で࠶った。

௨上の結果から、「提供会員の確保がฟ᮶ていないと感ࡌる群」は、「確保ฟ᮶ている群」ࡼり、有意に

「多ᵝな⫼ᬒ࠼⪄ࡸ方をᣢったᐙᗞ」に関ࢃっていることが明らかとなった。「提供会員の不足感」と「多
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ᵝな⫼ᬒ࠼⪄ࡸ方をᣢったᐙᗞと関ࢃっている㢖度が多いこと」とは関係性が࠶ることが明らかとなった。 

⾲2�Ϩ�� 多ᵝな⫼ᬒ࠼⪄ࡸ方をᣢったᐙᗞとの関ࢃりと㢖度

ศ㢮 度数 平均値 

ᶆ‽೫

差 

群㛫 

㒆ෆ ⮬⏤度 ) 値 有意確率 

児࣭ᚋのᏊども 不足 640 4.45 .�49 群㛫 1 .6�� .407 -

充足 35 4.57 .739 群ෆ 673

合計 675 4.46 .�43 合計 674

Ⓨ㐩の㐜れࡸ㞀がいが࠶る

Ꮚども 

不足 645 2.91 1.413 群㛫 1 7.�72 .005 

充足 35 3.60 1.2�� 群ෆ 67�

合計 6�0 2.95 1.414 合計 679

་⒪ⓗࢣのᚲせなᏊども 不足 639 4.73 .626 群㛫 1 .�30 .363 -

充足 35 4.�3 .453 群ෆ 672

合計 674 4.74 .61� 合計 673

れたᏊどࡉンをฎ方࣌ࣆ࢚

も 

不足 641 4.�7 .449 群㛫 1 .022 .��1 -

充足 35 4.�6 .550 群ෆ 674

合計 676 4.�7 .454 合計 675

るᏊども 不足 646࠶ーのࢠルࣞ 3.61 1.149 群㛫 1 10.630 .001 

（上グもྵࡴ） 充足 35 4.26 .9�0 群ෆ 679

合計 6�1 3.64 1.149 合計 6�0

እᅜ⡠ᐙᗞ 不足 639 4.00 1.211 群㛫 1 6.25� .013 

充足 35 4.51 .�53 群ෆ 672

合計 674 4.02 1.200 合計 673

経῭ⓗにᅔ❓しているᐙᗞ 不足 629 3.�7 1.172 群㛫 1 5.659 .01� 

充足 34 4.35 .�49 群ෆ 661

合計 663 3.�9 1.162 合計 662

⏕活保ㆤཷ⤥࣭ᕷ⏫Ẹ⛯㠀

ㄢ⛯をཷࡅているᐙᗞ 

不足 623 4.04 1.176 群㛫 1 3.7�0 .052 ͊

充足 34 4.44 .�60 群ෆ 655

合計 657 4.06 1.164 合計 656

ぶが⢭⚄ⓗなᝈの࠶るᐙ

ᗞ 

不足 63� 3.39 1.295 群㛫 1 �.�99 .003 

充足 35 4.06 .99� 群ෆ 671

合計 673 3.43 1.2�9 合計 672

ぶが㞀がい⪅のᐙᗞ 不足 634 4.16 1.11� 群㛫 1 2.205 .13� -

充足 33 4.45 .�69 群ෆ 665

合計 667 4.1� 1.109 合計 666

とりぶᐙᗞ 不足 645ࡦ 2.53 1.2�� 群㛫 1 7.496 .006 

充足 35 3.14 1.309 群ෆ 67�

合計 6�0 2.56 1.295 合計 679
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高㱋ฟ⏘のᐙᗞ 不足 635 3.90 1.227 群㛫 1 7.�74 .005 

充足 34 4.50 .�26 群ෆ 667

合計 669 3.93 1.216 合計 66�

多⫾育児ᐙᗞ 不足 642 3.66 1.270 群㛫 1 7.414 .007 

充足 34 4.26 .994 群ෆ 674

合計 676 3.69 1.264 合計 675

ⱝᖺฟ⏘のᐙᗞ 不足 637 4.37 .931 群㛫 1 .675 .412 -

充足 34 4.50 .�62 群ෆ 669

合計 671 4.37 .92� 合計 670

㑊㞴してきた（している）

ᐙᗞ 

不足 639 4.70 .622 群㛫 1 2.930 .0�7 ͊

充足 35 4.�9 .323 群ෆ 672

合計 674 4.71 .612 合計 673

Ꮚ育てとㆤをしているᐙ

ᗞ 

不足 633 4.39 .�37 群㛫 1 3.70� .055 ͊

充足 34 4.6� .6�4 群ෆ 665

合計 667 4.41 .�32 合計 666

るいはそのணഛ㌷のᐙ࠶9'

ᗞ 

不足 640 4.47 .7�5 群㛫 1 1.�73 .172 -

充足 35 4.66 .6�4 群ෆ 673

合計 675 4.4� .7�0 合計 674

ᚅ࠶るいはそのணഛ㌷の

ᐙᗞ（ࢿグࣞク࣭ࢺ㌟య

のᚅ等 

不足 633 4.29 .9�0 群㛫 1 2.416 .121 -

充足 34 4.56 .705 群ෆ 665

合計 667 4.31 .970 合計 666

㌿࣭㌿ᒃしてきたࡤかり

のᐙᗞ 

不足 645 3.22 1.091 群㛫 1 3.622 .057 ͊

充足 34 3.59 1.076 群ෆ 677

合計 679 3.24 1.092 合計 67�

ぶがዷፎ中のᐙᗞ 不足 642 2.�5 1.227 群㛫 1 11.569 .001 

充足 35 3.57 1.170 群ෆ 675

合計 677 2.�9 1.233 合計 676

㐣度に౫Ꮡす࣏ࢧ࣑ࣇ

るᐙᗞ 

不足 63� 3.72 1.3�7 群㛫 1 6.917 .009 

充足 35 4.34 1.056 群ෆ 671

合計 673 3.75 1.37� 合計 672

」㞧なᐙ᪘ᵓᡂのᐙᗞ 不足 639 4.01 1.074 群㛫 1 1.�40 .175 -

充足 35 4.26 .��6 群ෆ 672

合計 674 4.02 1.066 合計 673

」合ⓗに多ࡃのၥ㢟をᢪ࠼

たᐙᗞ 

不足 639 3.�6 1.173 群㛫 1 3.262 .071 ͊

充足 35 4.23 .973 群ෆ 672

合計 674 3.�� 1.165 合計 673

提供会員のࣛࣁス࣓ンࢺ

るᐙᗞ࠶傾向のࣛࣁ࣡ࣃࡸ

不足 639 4.75 .591 群㛫 1 3.421 .065 ͊

充足 34 4.94 .239 群ෆ 671
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合計 673 4.76 .5�0 合計 672

Ᏻ౯なࣅ࣋ーࢵࢩターࡸᏳ

౯なタクࢩー௦ࢃりに㢖回

用しているᐙᗞ 

不足 635 4.01 1.357 群㛫 1 �.017 .005 

充足 34 4.6� .6�4 群ෆ 667

合計 669 4.05 1.339 合計 66�

ࡂい事が多す⩦ࡸ事ྂ✍࠾

るᐙᗞ 

不足 637 3.73 1.507 群㛫 1 3.660 .056 ͊

充足 35 4.23 1.165 群ෆ 670

合計 672 3.76 1.495 合計 671

.͊05�p� .10    p� .05    p� .01 

Ⅰ－㸯－（５）ᶵ関との㐃ᦠの≉ᚩ 

「提供会員の確保がฟ᮶ていると感ࡌる群」と「提供会員の確保がฟ᮶ていないと感ࡌる群」�「どࡕらと

もい࠼ない」を㝖እ�で、ᶵ関との連ᦠに㐪いが࠶るのかクロス集計を⾜った。連ᦠඛとෆᐜのどⅬ࠙連ᦠ

ඛ順ࠚについては⾲2-Ϩ-6、࠙ ෆᐜ順ࠚについては⾲2-Ϩ-7に♧している。 

有意な差が見られたすての㡯┠に࠾いて、連ᦠしている割合が高いのは、「提供会員の確保がฟ᮶ている

群」で࠶った。 

 有意Ỉ‽㸯㸣ᮍ満で有意差が見られた㡯┠は、「ࡦとりぶに関するタ࣭相ㄯᶵ関（ẕᏊᐻ፬⚟♴連合会࣭

ẕᏊ⏕活ᨭタ等）」で「ᚅࡸᅔ㞴ࢣース等の相ㄯ」を⾜っている、「ࢩルࣂーேᮦセンター」で「ሗの

ඹ有」を⾜っているの㸰㡯┠で࠶った。 

有意Ỉ‽㸳㸣ᮍ満で有意差が見られた㡯┠は、「ᨺㄢᚋ児❺クࣛࣈ㸭Ꮫ❺」で「࣏ࢧ࣑ࣇがేタ」を⾜っ

ている、「保ᡤ㸭ᕷ⏫ᮧ保センター㸭ᕷの保ᖌ等」で「ㅮ⩦会の㛤ദ࣭ㅮᖌ౫㢗」を⾜っている、「㞀が

いの࠶るᏊどものタ࣭相ㄯᶵ関（児❺Ⓨ㐩ᨭセンター/ᨺㄢᚋデ/⒪育タ等）」で「ㅮ⩦会の㛤ദ࣭ㅮ

ᖌ౫㢗」を⾜っている、「ࡦとりぶに関するタ࣭相ㄯᶵ関（ẕᏊᐻ፬⚟♴連合会࣭ẕᏊ⏕活ᨭタ等）」で

「ㅮ⩦会の㛤ദ࣭ㅮᖌ౫㢗」を⾜っているの㸲㡯┠で࠶った。 

有意Ỉ‽10㸣ᮍ満で有意傾向が見られた㡯┠は、「ᨺㄢᚋ児❺クࣛࣈ㸭Ꮫ❺」で、「ᚅࡸᅔ㞴ࢣース等の相

ㄯ」を⾜っている、「බẸ㤋࣭ᅗ᭩㤋࣭ᕷẸᏛ等の♫会ᩍ育タ」で、「࣏ࢧ࣑ࣇがేタ」を⾜っているの

㸰㡯┠で࠶った。 

⾲ 2�Ϩ�� 連ᦠඛ順㸸ᶵ関との連ᦠの有↓について

⮬⏤度 χ2値 3 

調ᩚ῭ࡳṧ差

不足 充足 

ᨺㄢᚋ児❺クࣛࣈ㸭Ꮫ❺ ᚅࡸᅔ㞴ࢣース等の相ㄯ 1 3.�07 .066 ͊ -2.0�2.0 

がేタ 1 6.302࣏ࢧ࣑ࣇ .043  -2.5�2.5 

保ᡤ㸭ᕷ⏫ᮧ保センター㸭ᕷの保ᖌ

等 

ㅮ⩦会の㛤ദ࣭ㅮᖌ౫㢗 1 6.323 .014  -2.5�2.5 

බẸ㤋࣭ᅗ᭩㤋࣭ᕷẸᏛ等の♫会ᩍ育

タ 

がేタ 1 1�.627࣏ࢧ࣑ࣇ .051 ͊ -4.3�4.3 

㞀がいの࠶るᏊどものタ࣭相ㄯᶵ関（児

❺Ⓨ㐩ᨭセンター/ᨺㄢᚋデ/⒪育タ

等） 

ㅮ⩦会の㛤ദ࣭ㅮᖌ౫㢗 1 4.716 .035  -2.2�2.2 
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とりぶに関するタ࣭相ㄯᶵ関（ẕᏊᐻࡦ

፬⚟♴連合会࣭ẕᏊ⏕活ᨭタ等） 

ᚅࡸᅔ㞴ࢣース等の相ㄯ 1 12.907 .003  -3.6�3.6 

ㅮ⩦会の㛤ദ࣭ㅮᖌ౫㢗 1 4.652 .0��  -2.2�2.2 

ーேᮦセンター ሗのඹ有 1 12.712ࣂルࢩ .005  -3.6�3.6 

.͊05�p� .10    p� .05    p� .01

⾲2�Ϩ� � ෆᐜ順㸸ᶵ関との連ᦠの有↓について

Ⅰ－㸯－（㸴）提供会員確保の㊊ឤ�㊊ឤと提供会員㣴ᡂㅮ⩦��㡯┠ �࣭�㛫�のᐇ状況 

提供会員確保の不足感/充足感と提供会員㣴ᡂㅮ⩦�9 㡯┠ 2࣭4 㛫�のᐇ≧ἣをクロス集計した結果、有

意差は見られなかった。 

Ⅰ－㸯－（㸵）提供会員確保の㊊ឤ�㊊ឤと࣮ࢲ࣮ࣜࣈࢧの᭷↓ 

るᙧとなっているが、中ኸ値ࡆ平均値をᢲし上ࡃーの数（⾲2-Ϩ-�）は、᭱値の42ேがきࢲーࣜࣈࢧ

を見るとศかる࠺ࡼに、⣙㸵割（6�.9㸣、Ḟᦆ値㝖ཤ）とい࠺多ࡃのセンターでࣜࣈࢧーࢲーはいない。 

 ここでは、ࣜࣈࢧーࢲーがいない群と、いる群の㸰群にศࡅ、提供会員確保の不足感/充足感とクロス集計

を⾜った結果、有意差は見られなかった。 

⾲ 2�Ϩ�� ーの≧ἣࢲーࣜࣈࢧ

平均値 中ኸ値 ᶆ‽೫差 ᭱ᑠ値 ᭱値 

 ーࢲーࣜࣈࢧ

有    ↓ 

1.57 0.00 3.2�1 0 42 217 466 

⮬⏤度 χ2値 p 

調ᩚ῭ࡳṧ差 

不* 満* 

がే࣏ࢧ࣑ࣇ

タ 

බẸ㤋࣭ᅗ᭩㤋࣭ᕷẸᏛ等の♫会ᩍ育タ 1 1�.627 .051 ͊ -4.3�4.3 

ᨺㄢᚋ児❺クࣛࣈ㸭Ꮫ❺ 1 6.302 .043  -2.5�2.5 

ㅮ⩦会の㛤ദ࣭

ㅮᖌ౫㢗 

とりぶに関するタ࣭相ㄯᶵ関（ẕᏊᐻ፬⚟♴連合ࡦ

会࣭ẕᏊ⏕活ᨭタ等） 

1 4.652 .0��  -2.2�2.2 

㞀がいの࠶るᏊどものタ࣭相ㄯᶵ関（児❺Ⓨ㐩ᨭ

センター/ᨺㄢᚋデ/⒪育タ等） 

1 4.716 .035  -2.2�2.2 

保ᡤ㸭ᕷ⏫ᮧ保センター㸭ᕷの保ᖌ等 1 6.323 .014  -2.5�2.5 

ᚅࡸᅔ㞴ࢣース

等の相ㄯ 

とりぶに関するタ࣭相ㄯᶵ関（ẕᏊᐻ፬⚟♴連合ࡦ

会࣭ẕᏊ⏕活ᨭタ等） 

1 12.907 .003  -3.6�3.6 

ᨺㄢᚋ児❺クࣛࣈ㸭Ꮫ❺ 1 3.�07 .066 ͊ -2.0�2.0 

ሗのඹ有 ࢩルࣂーேᮦセンター 1 12.712 .005  -3.6�3.6 
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Ⅰ－㸯－（㸶）提供会員確保の㊊ឤ�㊊ឤと࣮ࢨࣂࢻの௵ᮇ 

⛬ーは、㸱割ࢨࣂࢻる࠶る。௵ᮇの࠶ーの௵ᮇについては、⾲2-Ϩ-9、⾲2-Ϩ-10の㏻りでࢨࣂࢻ

度となった。そのࡕ࠺、㸶割を㉸࠼るࢨࣂࢻーが1ᖺ௵ᮇとなっている。ࢨࣂࢻーの௵ᮇの有↓と提

供会員確保の不足感/充足感のクロス集計を⾜った結果、有意差は見られなかった。 

⾲ 2-Ϩ-9 ーの௵ᮇࢨࣂࢻ

 ௵ᮇ࠶り ௵ᮇなし

度数 249 500 

割合 33.2 66.� 

⾲ 2�Ϩ��� ௵ᮇの࠶るࢨࣂࢻーの௵ᮇᮇ㛫

  య 㸯ᖺ 㸰ᖺ 㸱ᖺ 㸲ᖺ௨上

24� 207 3 17 21 

㸣 100.0 �3.5 1.2 6.9 �.5 

ͤ㸯௳は↓回答 

Ⅰ－㸯－（㸷）提供会員確保の㊊ឤ�㊊ឤと࣮ࢨࣂࢻの㞠⏝（ṇつ࣭㠀ṇつ）ࡾࡼ㐪ࡀ࠸ 

ぢࡿࢀࡽ 

 。ーの㞠用（正規࣭㠀正規）の≧ἣについては、⾲2-Ϩ-11となっているࢨࣂࢻ  

提供会員確保の不足感/充足感とࢨࣂࢻーの㞠用（正規࣭ 㠀正規）についてクロス集計を⾜った結果、

ᕷ༊⏫ᮧのࣃーࢺタ࣭࣒ルࢺࣂは、㸯㸣Ỉ‽で有意に「不足している」と感ࡌていることが明らかとな

った（χ2（1）=7.16�、p=.006）。㏫に、ᕷ༊⏫ᮧのკク⫋員（有ᮇ㞠用）は、「充足している」と感ࡌている

有意傾向が࠶ることが明らかとなった（χ2（1）=2.9�9、p=.092）。 

 そのの㞠用ᙧែでは、有意な差は認められなかった。 

⾲ 2-Ϩ-�� 提供会員確保の不足感/充足感とࢨࣂࢻーの㞠用（正規࣭㠀正規）

度数 �

ᕷ༊⏫ᮧの正⫋員 �4 �.7

ᕷ༊⏫ᮧのკク⫋員（有ᮇ㞠用） 150 15.6

ᕷ༊⏫ᮧのࣃーࢺタ࣭࣒ル134 ࢺࣂ 14.0

ጤクඛ（♫会⚟♴༠㆟会、132ἲே等）の正⫋員 1�3 19.1

ጤクඛ（♫会⚟♴༠㆟会、132ἲே等）のკク⫋員（有ᮇ㞠用） 1�5 19.3

ጤクඛ（♫会⚟♴༠㆟会、132ἲே等）のࣃーࢺタ࣭࣒ルࢺࣂ 223 23.3

合計 959 100
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Ⅰ̿㸰㸬提供会員ቑῶ⋡とのẚ㍑ 

 ここでは、提供会員の㸳ᖺ㛫の増減率（平ᡂ 26 ᖺ度と௧ඖᖺ度）の平均値にࡼる回答の㐪いの比較と、

ᐇ㝿に増加したセンターと減少した（ኚࢃらない）センターの回答の割合の比較を⾜った。 

Ⅰ－㸰－（㸯）会員ᯟのᣑࡸษ࠼᭰ࡾ 

࠙会員ᯟのᣑࡸษり᭰࠼のᡭ❧てについて  ࠚ

 平均値の比較の結果、⾲2-Ϩ-12の㏻り、「Ꮚ育てを⤊࠼た方ࡸࠎ、௵児❺員等に、ಶูにኌࡅしてい

る」と回答したセンターの増減率が有意に高いことが明らかになった �㹄�1�562�=9�044� p�.05� 。 

୍方、増加したグループと、減少した（ኚࢃらなかった）グループとの㛫でクロス集計を⾜った結果、増

加したグループの方が「౫㢗会員に、両方会員になってもら࠺ࡼ࠺ാきかࡅ（Ꮚどもがきࡃなったᚋもྵ

を⾜っていると回答した割合が有意に多いことが明らかとなった（χ2（1）=3.973、p=.046）。その「（ࡴ

の㡯┠に有意な差は認められなかった。 

⾲2-Ϩ-12 Ꮚ育てを⤊࠼た方ࡸࠎ、௵児❺員等に、ಶูにኌࡅ

度数 平均値 

⾜っている 303 111.10

⾜っていない 261 104.49

合計 564 10�.04

  

࠙ຠ果について  ࠚ

 増加したグループと、減少した（ኚࢃらなかった）グループとの㛫でクロス集計を⾜った結果、有意な差は

認められなかった。 

Ⅰ－㸰－（㸰）ᗈሗᡭἲ（ᑐ㇟）のຠᯝ 

࠙ᗈሗᡭἲ（ᑐ㇟）について  ࠚ

平均値の比較の結果、「ㅮ⩦にࡅ࠾るᕤኵ」をᐇしたと回答したセンターの増減率が有意に高いことが明

らかになった �㹄�1�567�=4.63�� p�.05� 。また、「ㅮ⩦会࣭ὶ会のᕤኵ」をᐇしたと回答したセンター

の増減率が有意に高いことが明らかになった �㹄�1�567�=3.9�6� p�.05� 。 

࠙ຠ果について  ࠚ

増加したグループと、減少した（ኚࢃらなかった）グループとの㛫でクロス集計を⾜った結果（⾲2-Ϩ-13）、

「Ẹ⏕ጤ員等の事ᴗເ集、会員ເ集のാきかࡅ」「保育ᅬ࣭ᗂ⛶ᅬ࣭認ᐃこどもᅬ࣭児❺㤋࣭ᑠ中Ꮫᰯ保ㆤ

の㡯┠で、増加したグループの方が「ຠ果をᐇ感し「ࡅのⓏ㘓౫㢗のാきかᅾの会員⌧」「ࡅのാきか⪅

ている」と回答した割合が有意に多いことが明らかとなった。また、「⏫ෆ会、地域でのᗈሗ」「Ꮚ育て関連

タ、Ꮚ育て࣋ンࢺ、会㆟等での࿘知」の㡯┠で、増加したグループの方が「ຠ果をᐇ感している」と回答し

た割合が多いことが明らかとなった（有意傾向）。 
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⾲2�Ϩ��� ᗈሗᡭἲ（ᑐ㇟）のຠ果について

  平方

⮬⏤

度 

平均平

方 ) 値 3 

⌧ᅾの会員のⓏ㘓౫㢗のാきかࡅ 群㛫 2.669 1 2.669 7.475 0.007 

群ෆ 94.9�4 266 0.357

合計 97.653 267   

保育ᅬ࣭ᗂ⛶ᅬ࣭認ᐃこどもᅬ࣭児❺㤋࣭ᑠ中Ꮫᰯ保ㆤ⪅の

ാきかࡅ 

群㛫 2.41� 1 2.41� 6.05� 0.014 

群ෆ 139.693 350 0.399

合計 142.111 351   

Ẹ⏕ጤ員等の事ᴗເ集、会員ເ集のാきかࡅ 群㛫 1.966 1 1.966 4.�01 0.030



群ෆ ��.025 215 0.409

合計 �9.991 216   

Ꮚ育て関連タ、Ꮚ育て࣋ンࢺ、会㆟等での࿘知 群㛫 1.2�6 1 1.2�6 2.967 0.0�6

͊群ෆ 201.017 464 0.433

合計 202.303 465   

⏫ෆ会、地域でのᗈሗ 群㛫 1.514 1 1.514 2.�64 0.092

͊

群ෆ 134.767 255 0.52�

合計 136.2�0 256   

.͊05�p� .10    p� .05    p� .01 

Ⅰ－㸰－（３）提供会員とࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ᪉ἲの≉ᚩ 

 クロス集計の結果、増加したグループの方が、「提供会員࣭౫㢗会員ΰ合の࣋ンࢺᆺのὶ会（ࣂルーン

のಶูの㒑活ືのない提供会員」「プ࣭Ꮚ育て◊ಟࢵロー࢛ࣇ提供会員࣭౫㢗会員ΰ合の」「（などࢺー

㏦≀（ᗈሗྵࡴ）での࢛ࣇロー（ὶ会࣭◊ಟの࠾ㄏいࡸ、≧ἣኚの࠾たࡡࡎ等）」をᐇした回答が有

意に多いことが明らかになった。 

⾲ 2-Ϩ-�� 提供会員とࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン方ἲの≉ᚩについて

  

増減率（増࣭減）   

  

p 
増࠼た 減った࣭ኚࢃらない

提供会員࣭౫㢗会員ΰ

合の࣋ンࢺᆺのὶ

会（ࣂルーンーࢺな

ど）のᐇ 

はい 

度数 1�4 101 0.03� 㸨

� 54.40� 45.50�

調ᩚ῭ࡳṧ差 2.1 -2.1

いい࠼ 度数 154 121
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� 45.60� 54.50�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -2.1 2.1

提供会員࣭౫㢗会員ΰ

合の࢛ࣇローࢵプ࣭

Ꮚ育て◊ಟ」のᐇ 

はい 

度数 130 64 0.017 㸨

� 3�.50� 2�.70�

調ᩚ῭ࡳṧ差 2.4 -2.4

いい࠼ 

度数 20� 159

� 61.50� 71.30�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -2.4 2.4

活ືのない提供会員

のಶูの㒑㏦≀（ᗈሗ

ロー࢛ࣇでの（ࡴྵ

（ὶ会࣭◊ಟの࠾

ㄏいࡸ、≧ἣኚの࠾

たࡡࡎ等）のᐇ 

はい 

度数 275 165 0.037

㸨

� �0.20� 72.70�

調ᩚ῭ࡳṧ差 2.1 -2.1

いい࠼ 

度数 6� 62

� 19.�0� 27.30�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -2.1 2.1

.͊05�p� .10    p� .05    p� .01

Ⅰ－㸰－（㸲）ከᵝ࡞⫼ᬒ࠼⪄ࡸ᪉ࢆᣢࡓࡗᐙᗞとの関ࡾࢃの≉ᚩ（㢖ᗘ）

平均値の比較の結果、増加したグループの方が、「経῭ⓗにᅔ❓しているᐙᗞ」の関ࢃりを⾜っているⅬ

数が有意に高い傾向が࠶ることが明らかとなった �㹄�1�549�=3.617� p�.05��。そのの㡯┠では、増加した

グループと、減少した（ኚࢃらなかった）グループとの㛫で有意差は見られなかった。 

Ⅰ－㸰－（５）ᶵ関との㐃ᦠの≉ᚩ 

࠙連ᦠの有↓  ࠚ

 増減率を、増加したグループと、減少した（ኚࢃらなかった）グループとにศࡅ、「ᶵ関との連ᦠ」の有

↓の㡯┠との㛫でクロス集計（⾲2-Ϩ- 15）を⾜った。その結果、減少した（ኚࢃらなかった）グループが、

増加したグループࡼり、「㔛ぶ」と有意に連ᦠしていることが明らかとなった。 

⾲2-Ϩ-�� ᶵ関との連ᦠの有↓について

⮬⏤度 値 3 

調ᩚ῭ࡳṧ差

増 減 

㔛ぶ 1 5.392 .020  -2.3�2.3 

.͊05�p� .10    p� .05    p� .01 

࠙連ᦠඛとෆᐜのどⅬから  ࠚ

増減率を、増加したグループと、減少した（ኚࢃらなかった）グループとにศࡅ、「連ᦠしているෆᐜ」に㐪
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いが࠶るのかクロス集計を⾜った（⾲2-Ϩ- 16）。 

有意差の࠶るすての㡯┠で、減少した（ኚࢃらなかった）グループの方が、増加したグループࡼりも、β ࠎ

なෆᐜの連ᦠをしていることが明らかとなった。減少した（ኚࢃらなかった）グループは、「♫会⚟♴༠㆟会

等」と、「ᚅࡸᅔ㞴ࢣース等の相ㄯ」「ㅮ⩦会の㛤ദ࣭ㅮᖌ౫㢗」「࣏ࢧ࣑ࣇがేタ」に࠾いて連ᦠしてい

る割合が有意に多い。また、「බẸ㤋࣭ᅗ᭩㤋࣭ᕷẸᏛ等の♫会ᩍ育タ」と「活ືሙᡤの提供」に࠾いて連

ᦠしている割合が有意に多い。そして、「児❺相ㄯᡤ」と、「事ᴗの࿘知࣭ᗈሗ（ࢩࣛࢳᥖ♧等）」に࠾いて連ᦠ

している割合が有意に多いことが明らかとなった。 

  

⾲ 2-Ϩ- �� ᶵ関との連ᦠの有↓について

⮬⏤度 値 3 

調ᩚ῭ࡳṧ差

増* 減* 

♫会⚟♴༠㆟会等 ᚅࡸᅔ㞴ࢣース等の相ㄯ 1 5.734 .017  -2.4�2.4 

ㅮ⩦会の㛤ദ࣭ㅮᖌ౫㢗 1 5.764 .016  -2.4�2.4 

がేタ 1 4.314࣏ࢧ࣑ࣇ .03�  -2.1�2.1 

බẸ㤋࣭ᅗ᭩㤋࣭ᕷẸᏛ等 

の♫会ᩍ育タ 

活ືሙᡤの提供 1 5.194 .023  -2.3�2.3 

児❺相ㄯᡤ 事ᴗの࿘知࣭ᗈሗ（ࢩࣛࢳᥖ♧等） 1 5.3�7 .020  -2.3�2.3 

.͊05�p� .10    p� .05    p� .01 

Ⅰ－㸰－（㸴）提供会員ቑῶ⋡と提供会員㣴ᡂㅮ⩦��㡯┠ �࣭�㛫�のᐇ状況 

提供会員増減率と提供会員㣴ᡂㅮ⩦�9㡯┠࣭ 24㛫�のᐇ≧ἣを、多㔜比較ࡧࡼ࠾㸰群にศࡅたクロス集

計をした結果、有意差は見られなかった�⾲2-Ϩ-17�。 

୍方、௧ඖᖺ度の提供会員数を、中ኸ値ࡼりきい群（規ᶍセンター）とᑠࡉい群（中ኸ値をྵࡴ中ᑠ

規ᶍセンター）でศࡅ、提供会員㣴ᡂㅮ⩦�9 㡯┠ 2࣭4 㛫�のᐇ≧ἣとのクロス集計を⾜ったとこ1、ࢁ㸣

Ỉ‽で有意な差が見られた（χ2（1）=9.576、p=.001）。ᑠࡉい規ᶍのセンターは、きいセンターと比較し

て、ᐇしなかった割合が有意に高いとい࠺結果が明らかとなった。 

⾲ 2-Ϩ-�� ᅜから提♧ࡉれたㅮ⩦㡯┠࣭㛫数（㸷㡯┠࣭㸰㸲㛫）すて満たしたㅮ⩦会の௧㸰ᖺ度の

ᐇ≧ἣ と センター規ᶍ（提供会員数）

センター規ᶍ 

有意確率 ᑠ  

ᐇした 度数 92 130 .001 㸨㸨

割合 25.6� 36.3�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -3.1 3.1

ᐇしなかった 度数 267 22�

割合 74.4� 63.7�

調ᩚ῭ࡳṧ差 3.1 -3.1

.͊05�p� .10    p� .05    p� .01 
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Ⅰ－㸰－（㸵）提供会員ቑῶ⋡と࣮ࢲ࣮ࣜࣈࢧの᭷↓ 

提供会員増減率とࣜࣈࢧーࢲーの有↓を、平均値の比較ࡧࡼ࠾㸰群にศࡅたクロス集計をした結果、有意差

は見られなかった。 

Ⅰ－㸰－（㸶）提供会員ቑῶ⋡と࣮ࢨࣂࢻの௵ᮇ 

提供会員増減率とࢨࣂࢻーの௵ᮇの有↓を、平均値の比較ࡧࡼ࠾㸰群にศࡅたクロス集計をした結果、

有意差は見られなかった。 

Ⅰ－㸰－（㸷）提供会員ቑῶ⋡と࣮ࢨࣂࢻの㞠⏝（ṇつ࣭㠀ṇつ） 

 提供会員増減率を㸰群にศࢨࣂࢻ、ࡅーの㞠用（正規࣭㠀正規）とクロス集計をした結果、ᕷ༊⏫ᮧ

正♫員のࡳ、㸳㸣Ỉ‽で有意差が見られた（χ2（1）=5.900、p=.01�）。㞠用ᙧែでᕷ༊⏫ᮧ正♫員と回答した

センターは、提供会員が減っている（またはኚࢃらない）センターが有意に多いことが明らかとなった。 

Ⅰ－３㸬提供会員ࠊ依頼会員ࠊ୧᪉会員調査との⣣࡙ࡿࡼࡅ提供会員確保の㊊ឤ�㊊ឤࡧࡼ࠾提供会員

ቑῶ⋡と࣮ࢱࣥࢭの≉ᚩ࣭傾向 

ここでは、提供会員確保の不足感/充足感ࡧࡼ࠾増減率と会員調査との⣣࡙ࡅにࡼるศᯒを⾜࠺。 

Ⅰ－３－（㸯）ㄆ▱⤒㊰の傾向（提供会員調査）と提供会員確保状況の関係 

① 認知経㊰の傾向（提供会員調査）と提供会員確保の不足感/充足感

認知経㊰の傾向（提供会員調査）と提供会員確保の不足感/充足感をクロス集計した結果、「提供会員の確

保がฟ᮶ていると感ࡌる群」は、認知経㊰として「Ꮚ育て関連タ、Ꮚ育て࣋ンࢺ、会㆟等での࿘知」と回

答した割合が有意に多いことが明らかとなった（χ2（1）=20.715、p㸺.001）。 

୍方、「提供会員の確保がฟ᮶ていないと感ࡌる群」は、認知経㊰として「ᕷのᗈሗ」と回答した割合が有

意に多いことが明らかとなった（χ2（1）=10.777、p=.001）。 

② 認知経㊰の傾向（提供会員調査）と増減率の平均

認知経㊰の傾向（提供会員調査）と増減率について平均値を比較した結果、⾲ 2-Ϩ-1� の㏻り、「Ẹ㛫タ

でのᗈሗ（ၟᴗタ等）」「Ꮚ育て関連タ、Ꮚ育て࣋ンࢺ、会㆟等での࿘知」の増減率平均値が有意に高い

ことが明らかとなった。 

⾲ 2-Ϩ- �� 認知経㊰の傾向（提供会員調査）と増減率

度数 平均値 

ᶆ‽೫

差 ⮬⏤度 ) 値 有意確率 

Ẹ㛫タでのᗈሗ（ၟᴗタ

等） 

はい 40 115.2 20.6 群㛫 1 5.991 .014 

いい2�37 ࠼� 106.3 22.9 群ෆ 2�416

Ꮚ育て関連タ、Ꮚ育て࣋

ンࢺ、会㆟等での࿘知 

はい 637 10�.0 22.5 群㛫 1 4.217 .040 

いい1�7�1 ࠼ 105.9 23.0 群ෆ 2�416

†.05<p< .10   * p< .05   ** p< .01 
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③ 認知経㊰の傾向（提供会員調査）と提供会員の割合が増加したグループと減少したグループの比較

提供会員増減率を「増加した群」と、「減少した群」にศࡅ、認知経㊰の傾向（提供会員調査）とクロス集計

した結果、⾲ 2-Ϩ-19 の㏻り、提供会員が「増加した群」は、「Ẹ㛫タでのᗈሗ（ၟᴗタ等）」「Ꮚ育て関

連タ、Ꮚ育て࣋ンࢺ、会㆟等での࿘知」を認知経㊰として回答した割合が有意に高いことが明らかとなっ

た。 

⾲ 2-Ϩ-19 認知経㊰の傾向（提供会員調査）と提供会員の割合が増加したグループと減少したグループの比較

増減率 

3 増加 減少 

Ẹ㛫タでのᗈሗ（ၟᴗタ等） 度数 33 7 .003 

割合 2.3 0.7

調ᩚ῭ࡳṧ差 3.0 -3.0

Ꮚ育て関連タ、Ꮚ育て࣋ンࢺ、会㆟等での࿘知 度数 404 233 .019 

割合 2�.2 23.�

調ᩚ῭ࡳṧ差 2.4 -2.4

.͊05�p� .10    p� .05    p� .01 

Ⅰ－３－（㸰）提供会員ࡓࡗ࡞⌮⏤の傾向（提供会員調査）と提供会員確保状況の関係 

① 提供会員になった⌮⏤の傾向（提供会員調査）と提供会員確保の不足感/充足感

「提供会員になった⌮⏤」の傾向（提供会員調査）は、「とてもຠ果が࠶った」㸯Ⅼから、「ࡃຠ果がなか

った」㸳Ⅼまでの㸳௳ἲとなって࠾り、Ⅼ数がపいほど、ຠ果をᐇ感している回答となる。ຠ果について平均

値を比較した結果を、⾲2-Ϩ-20にまとめている。 

「提供会員になった⌮⏤」の傾向（提供会員調査）と提供会員確保の不足感/充足感の平均値を比較した結

果、充足している群は、「提供会員になった⌮⏤」の傾向として「ேࡸ࿘りのேに㢗まれたから」「⮬ศのど

㔝をᗈࡆたいから」と有意に回答していることが明らかとなった。また、「ேと᥋することࡸ、相ᡭのẼᣢࡕ

と回答している有意傾向が明「会のことを知りたいから♫ࡸ地域」「たいからࡅを⌮ゎするຊを㌟に࠼⪄ࡸ

らかとなった。 

୍方、「提供会員の確保がฟ᮶ていないと感ࡌる群」には、有意な㡯┠はなかった。 

⾲2-Ϩ-20 提供会員になった⌮⏤の傾向（提供会員調査）と提供会員確保の不足感/充足感

度数

平均

値 

ᶆ‽೫

差 ⮬⏤度 ) 値 有意確率

ேと᥋することࡸ、相ᡭのẼᣢ࠼⪄ࡸࡕを⌮ゎするຊを㌟に

ࡅたいから 

充足 12� 2.69 1.209 群㛫 1 3.552 .060 ͊

不足 2�765 2.�9 1.192 群ෆ 2��91

地域ࡸ♫会のことを知りたいから 充足 12� 2.�3 1.0�0 群㛫 1 3.003 .0�3 ͊

不足 2�762 3.01 1.160 群ෆ 2����
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ேࡸ࿘りのேに㢗まれたから 充足 12� 3.29 1.475 群㛫 1 6.421 .011 

不足 2�765 3.63 1.500 群ෆ 2��91

⮬ศのど㔝をᗈࡆたいから 充足 129 2.41 1.163 群㛫 1 5.025 .025 

不足 2�765 2.65 1.19� 群ෆ 2��92

†.05<p< .10   * p< .05   ** p< .01 

② 提供会員になった⌮⏤の傾向（提供会員調査）と増減率の関連性

「提供会員になった⌮⏤」の傾向（提供会員調査）と増減率との関連性の検討については、事前にデータの

正規性を確認した上で、Spearmanの順位相関係数を使用した。その結果、⾲2-Ϩ- 21の㏻り「ᑵປのスࢸ

と増減率について、㸯㸣Ỉ‽で有「ルをྲྀ得したいから࢟スࡸ活ືにᚲせな知㆑ࡸ事」「プとしたいからࢵ

意差が認められた。また、「ேと᥋することࡸ、相ᡭのẼᣢ࠼⪄ࡸࡕを⌮ゎするຊを㌟にࡅたいから」「ᣢっ

ている㈨᱁を活かしたいから」「ேࡸ࿘りのேに㢗まれたから」「活ືにᑐする⮬ศの㐺性を知りたい࣭ࡸり

たい事を見つࡅたいから」と増減率について、㸳㸣Ỉ‽で有意差が認められた。ࡉらに、「ᐙ᪘、ே、⫋

ሙなどからホ౯ࡉれる、認められるから」「⮬ศのど㔝をᗈࡆたいから」と増減率について有意傾向が認めら

れた。 

たࡔし、相関係数を見ると、┤⥺ⓗな関係をㄝ明できなかった。ࡉらにヲしいศᯒがᚲせで࠶る。 

⾲2�Ϩ� 2� 提供会員になった⌮⏤の傾向（提供会員調査）と増減率の関連性

相関係数

ᑵປのスࢵࢸプとしたいから .054 

事ࡸ活ືにᚲせな知㆑ࡸス࢟ルをྲྀ得したいから .053 

ேと᥋することࡸ、相ᡭのẼᣢ࠼⪄ࡸࡕを⌮ゎするຊを㌟にࡅたいから .052  

ᣢっている㈨᱁を活かしたいから .047  

ேࡸ࿘りのேに㢗まれたから .045  

活ືにᑐする⮬ศの㐺性を知りたい࣭ࡸりたい事を見つࡅたいから .041  

ᐙ᪘、ே、⫋ሙなどからホ౯ࡉれる、認められるから .035 †

⮬ศのど㔝をᗈࡆたいから .03� †

†.05<p< .10   * p< .05   ** p< .01

③ 提供会員になった⌮⏤の傾向（提供会員調査）と提供会員の割合が増加したグループと減少したグループ

の比較

提供会員増減率を「増加した群」と、「減少した群」にศࡅ、「提供会員になった⌮⏤」の傾向（提供会員調

査）と平均値の比較をした結果、⾲2-Ϩ- 22の㏻りとなった。 

提供会員が「増加した群」は、「ேと᥋することࡸ、相ᡭのẼᣢ࠼⪄ࡸࡕを⌮ゎするຊを㌟にࡅたいから」、

「ᑵປのスࢵࢸプとしたいから」、「事ࡸ活ືにᚲせな知㆑ࡸス࢟ルをྲྀ得したいから」で有意に回答して

いることが明らかとなった。また「活ືにᑐする⮬ศの㐺性を知りたい࣭ࡸりたい事を見つࡅたいから」、

「ᐙ᪘、ே、⫋ሙなどからホ౯ࡉれる、認められるから」、「⮬ศのど㔝をᗈࡆたいから」との回答に有意傾

向が࠶ることが明らかとなった。 

୍方、「提供会員の確保がฟ᮶ていないと感ࡌる群」には、有意な㡯┠はなかった。 
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⾲ 2-Ϩ- 22 提供会員になった⌮⏤の傾向（提供会員調査）と提供会員の増減

度数 平均

値 

ᶆ‽೫

差 

⮬⏤度 ) 値 p 

活ືにᑐする⮬ศの㐺性を知りたい࣭ࡸりたい事を見つࡅ

たいから 

増加 1�414 2.96 1.229 群㛫 1 3.159 .076 ͊

減少 960 3.05 1.240 群ෆ 2�372

ேと᥋することࡸ、相ᡭのẼᣢ࠼⪄ࡸࡕを⌮ゎするຊを㌟に

ࡅたいから 

増加 1�417 2.�3 1.1�� 群㛫 1 5.024 .025 

減少 963 2.94 1.190 群ෆ 2�37�

ᐙ᪘、ே、⫋ሙなどからホ౯ࡉれる、認められるから 増加 1�416 3.�2 1.077 群㛫 1 2.90� .0�� ͊

減少 95� 3.90 1.050 群ෆ 2�372

ᑵປのスࢵࢸプとしたいから 増加 1�416 4.04 1.11� 群㛫 1 10.743 .001 

減少 960 4.19 1.041 群ෆ 2�374

⮬ศのど㔝をᗈࡆたいから 増加 1�419 2.59 1.197 群㛫 1 2.797 .095 ͊

減少 963 2.67 1.176 群ෆ 2�3�0

事ࡸ活ືにᚲせな知㆑ࡸス࢟ルをྲྀ得したいから 増加 1�417 3.44 1.266 群㛫 1 �.452 .004 

減少 962 3.59 1.219 群ෆ 2�377

†.05<p< .10   * p< .05   ** p< .01

Ⅰ－３－（３）提供会員ࡇࡓࡗ࡞と࡛ᚓࡶࡓのの傾向（提供会員調査）と提供会員確保状況の関係 

① 提供会員になったことで得たものの傾向（提供会員調査）と提供会員確保の不足感/充足感

「提供会員になったことで得たもの」の傾向（提供会員調査）と提供会員確保の不足感/充足感をクロス集

計した結果、「提供会員の確保がฟ᮶ていないと感ࡌる群」は、「౫㢗会員にಙ㢗ࡉれ、ࡸりがいを感ࡌる」と

回答した割合が㸯㸣Ỉ‽で有意に多いことが明らかとなった（χ2（㸯）=6.740、p=.009）。ࡉらに、「ຓ㈝を

もら࠼る」と回答した割合が5㸣Ỉ‽で有意に多いことが明らかとなった（χ2（㸯）=4.176、p=.041）。 

୍方、「提供会員の確保がฟ᮶ていると感ࡌる群」が、有意に多い㡯┠はなかった。 

② 提供会員になったことで得たものの傾向（提供会員調査）と増減率の関連性

「提供会員になったことで得たもの」の傾向（提供会員調査）と増減率との関連性の検討については、事前

にデータの正規性を確認した上で、Spearmanの順位相関係数を使用した。 

その結果、⾲2-Ϩ-23の㏻り「ຓ㈝をもら࠼る」「౫㢗会員にಙ㢗ࡉれ、ࡸりがいを感ࡌる」と増減率に

ついて、㸯㸣Ỉ‽で有意差が認められた。また、「♫会のᙺに❧っていることがᐇ感できる」と増減率につい

て、㸳㸣Ỉ‽で有意差が認められた。たࡔし、相関係数をࡳると、┤⥺ⓗな関係をㄝ明できなかった。ヲしい

ศᯒがᚲせで࠶る。 
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⾲2�Ϩ� 2� 提供会員になったことで得たもの（提供会員調査）と増減率の関連性

相関係数

ຓ㈝をもら࠼る .067 

౫㢗会員にಙ㢗ࡉれ、ࡸりがいを感ࡌる .063 

♫会のᙺに❧っていることがᐇ感できる .050  

†.05<p< .10   * p< .05   ** p< .01

③ 提供会員になったことで得たものの傾向（提供会員調査）と提供会員の割合が増加したグループと減少し

たグループの比較

提供会員増減率を「増加した群」と、「減少した群」にศࡅ、「提供会員になったことで得たもの」の傾向（提

供会員調査）とクロス集計した結果は、⾲2-Ϩ-24の㏻りで࠶る。 

提供会員が減少した（࠶るいはኚなし）群は、「౫㢗会員にಙ㢗ࡉれ、ࡸりがいを感ࡌる」「ຓ㈝をもら

らに「♫会のᙺに❧っていることがᐇ感できる」としてࡉ、ࡃる」と回答した割合が、㸯㸣Ỉ‽で有意に高࠼

回答した割合が、㸳㸣Ỉ‽で有意に高いことが明らかとなった。 

୍方、提供会員が「増加した群」の割合が有意に高い㡯┠はなかった。 

⾲2-Ϩ-24 提供会員になったことで得たものの傾向（提供会員調査）と提供会員の割合が増加したグループ

と減少したグループの比較

増減率 

有意確率 増加 減少 

౫㢗会員にಙ㢗ࡉれ、ࡸりがいを感ࡌる 度数 1�027 770 �.001 

割合 71.� 7�.�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -3.9 3.9

ຓ㈝をもら࠼る 度数 434 347 .00� 

割合 30.3 35.5

調ᩚ῭ࡳṧ差 -2.7 2.7

♫会のᙺに❧っていることがᐇ感できる 度数 6�9 515 .02� 

割合 4�.1 52.7

調ᩚ῭ࡳṧ差 -2.2 2.2

�͊���S� ���    S� ���    S� ���

Ⅰ－３－（㸲）依頼会員の‶㊊ᗘの傾向（依頼会員調査）と提供会員確保状況の関係 

① ౫㢗会員の満足度の傾向（౫㢗会員調査）と提供会員確保の不足感/充足感

提供会員確保の不足感/充足感の各群と、౫㢗会員の満足度の平均値を比較した結果、有意差は見られなか

った（p=.115）。 

② ౫㢗会員の満足度の傾向（౫㢗会員調査）と増減率の関連性
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౫㢗会員の満足度（౫㢗会員調査）と増減率との関連性の検討については、事前にデータの正規性を確認し

た上で、Spearmanの順位相関係数を使用した。 

その結果、②౫㢗会員の満足度の傾向（౫㢗会員調査）と増減率との㛫には有意な相関は認めなかった（ρ

=.032、p=.1�5）。 

  

③ ౫㢗会員の満足度の傾向（౫㢗会員調査）と提供会員の割合が増加したグループと減少したグループの比

較

満足度は、「満足している」を「㸯」、「満足していない」を「㸲」とする㸲௳ἲで、平均値がపい方が、満足

度が高い結果となる。 

提供会員の割合が増加したグループと減少した（ኚࢃらない）グループで、౫㢗会員の満足度の得Ⅼの平均

値を比較した結果、⾲2-Ϩ-25の㏻り増加しているグループの満足度が有意に高いことが明らかとなった。 

⾲2-Ϩ- 2� 提供会員が増加࣭減少グループの౫㢗会員満足度平均値の比較

  度数 平均値 ᶆ‽೫差 ⮬⏤度 ) 値 p 

提供会員 増加 1�046 1.34 0.544 群㛫 1 4.695 0.030  

減少 700 1.40 0.591 群ෆ 1�744

合計 1�746 1.37 0.564 合計 1�745

 .͊05�p� .10    p� .05    p� .01

Ⅰ－３－（５）提供会員への意欲の傾向（依頼会員調査）と提供会員確保状況の関係 

① 提供会員の意ḧの傾向（౫㢗会員調査）と提供会員確保の不足感/充足感

提供会員確保の不足感/充足感の各群と、提供会員の意ḧの平均値を比較した結果、有意差は見られなか

った（p=.494）。 

② 提供会員の意ḧの傾向（౫㢗会員調査）と増減率の関連性

提供会員の意ḧの傾向（౫㢗会員調査）と増減率との関連性の検討については、事前にデータの正規性を

確認した上で、Spearmanの順位相関係数を使用した。 

その結果、提供会員の意ḧの傾向（౫㢗会員調査）と増減率との㛫には有意な相関は認めなかった（ρ=.019、

p=.422）。 

③ 提供会員の意ḧの傾向（౫㢗会員調査）と提供会員の割合が増加したグループと減少したグループの比

較

提供会員の割合が増加したグループと減少したグループで、提供会員の意ḧの平均値を比較した結果、有

意差は認められなかった（p=.576）。 
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Ⅰ－３－（㸴）୧᪉会員ࡓࡗ࡞⌮⏤の傾向（୧᪉会員調査）と提供会員確保状況の関係 

① 両方会員になった⌮⏤の傾向（両方会員調査）と提供会員確保の不足感/充足感

提供会員確保の不足感/充足感の各群と、両方会員になった⌮⏤の傾向（両方会員調査）をクロス集計した

結果、充足していると感ࡌている群は、「ࡕࡔにᩍ࠼てもらったから」と回答した割合が有意に多いことが

明らかとなった（χ2（㸰）=�.695、p=.013）。そのの⌮⏤については、有意差は認められなかった。 

② 両方会員になった⌮⏤の傾向（両方会員調査）と増減率の関連性

両方会員になった⌮⏤の傾向（両方会員調査）と増減率の関連性をศᯒした結果、「↓ൾのᑐ㇟になった

から」「ேにᩍ࠼てもらったから」「Ꮚどもを地域との関ࢃりで育てたいから」の㸱つの㡯┠で、「はい」と

回答したものが、増減率の平均値が高いとい࠺有意な傾向が見られた。そのの⌮⏤については、有意差は認

められなかった。 

⾲2-Ϩ- 2� 両方会員になった⌮⏤の傾向と増減率の関連性

  度数 平均値 ᶆ‽೫差 ⮬⏤度 ) 値 p 

↓ൾのᑐ㇟になったから はい 19 11�.10 23.2�1 群㛫 1 3.142 0.077 ͊

いい9�4 ࠼ 109.24 21.55� 群ෆ 1�001

合計 1�003 109.41 21.613 合計 1�002

ேにᩍ࠼てもらったから はい 142 112.62 21.91� 群㛫 1 3.66� 0.056 ͊

いい�61 ࠼ 10�.�� 21.529 群ෆ 1�001

合計 1�003 109.41 21.613 合計 1�002

Ꮚどもを地域との関ࢃりで育て

たいから 

はい 377 110.92 22.793 群㛫 1 2.976 0.0�5 ͊

いい626 ࠼ 10�.50 20.�36 群ෆ 1�001

合計 1�003 109.41 21.613 合計 1�002

 .͊05�p� .10    p� .05    p� .01

③ 両方会員になった⌮⏤の傾向（両方会員調査）と提供会員の割合が増加したグループと減少したグループ

両方会員になった⌮⏤の傾向（両方会員調査）と提供会員の割合が増加したグループと減少したグループ

㛫でクロス集計した結果、ての㡯┠で有意差は認められなかった。 

Ⅰ－３－（㸵）୧᪉会員ࡇࡓࡗ࡞と࡛ᚓࡶࡓのの傾向（୧᪉会員調査）と提供会員確保状況の関係 

① 両方会員になったことで得たものの傾向（両方会員調査）と提供会員確保の不足感/充足感

両方会員になったことで得たものの傾向（両方会員調査）と提供会員確保の不足感/充足感についてクロス

集計した結果、有意差は認められなかった。 

② 両方会員になったことで得たものの傾向（両方会員調査）と増減率の関連性

両方会員になったことで得たものの傾向（両方会員調査）と増減率の関連性についてศᯒを⾜ったとこࢁ、

有意差は認められなかった（3㸻.561）。
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③ 両方会員になったことで得たものの傾向（両方会員調査）と提供会員の割合が増加したグループと減少し

たグループの比較

 両方会員になったことで得たものの傾向（両方会員調査）と提供会員の割合が増加したグループと減少した

グループについてクロス集計した結果、増加しているグループの方が「地域に新しい知り合いができる」（χ2

（1）=5.011、p=.025）、「育児の経験を活かすことができる」（χ2（1）=4.707、p=.030）と回答した割合が有

意に多いことが明らかとなった。 

Ⅰ－３－（㸶）୧᪉会員の‶㊊ᗘの傾向（୧᪉会員調査）と提供会員確保状況の関係 

① 両方会員の満足度の傾向（両方会員調査）と提供会員確保の不足感/充足感

提供会員確保の不足感/充足感の各群と、両方会員の満足度の平均値を比較した結果、有意差は認められな

かった（p=.255）。 

② 両方会員の満足度の傾向（両方会員調査）と増減率の関連性

 両方会員の満足度の傾向（両方会員調査）と増減率との関連性の検討については、事前にデータの正規性を

確認した上で、Spearmanの順位相関係数を使用した。 

その結果、両方会員の満足度と増減率とには中等度の有意な相関が認められた（ρ=.-069、p=.030）。つま

り、提供会員が増加しているセンターほど、両方会員の満足度は高い傾向が見られる。 

③ 両方会員の満足度の傾向（両方会員調査）と提供会員の割合が増加したグループと、減少したグループの

比較

提供会員の割合が増加したグループと減少したグループの各群で、両方会員の満足度の平均値を比較した結

果、有意差は認められなかった（p=.215）。 

࠙ཧ⪃ 調査⣬ࡿࡅ࠾㑅ᢥ⫥のヲ⣽࣮ࢨࣂࢻࠚ調査（ၥ㸯－㸲） 

提供会員確保のࡵࡓのᕤኵのࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࡵࡓෆᐜ 

Ａ.市の広報に掲載 

事業内容、提供会員養成講座の案内、会員募集ファミサポ特集、広報のためのイベント、活動風景写真等、市の行政チャンネルに

て、広報番組を放送 

B. 町内会、地域での広報 

・市町村内回覧板での広報（チラシ、パンフレット、会報誌 等）  ・市町村内掲示板、駅構内掲示板、地下鉄通路（ポスターの掲示）

Ｃ.公共施設や公的な行事での広報 

コミュニティーバス、循環バス（シティバス）への掲示

チラシ、パンフレット、リーフレットの配布、ポスターの掲示（保育園、幼稚園等、保健センター、健診時等病院、コミュニティセンタ

ー、公民館、児童館・図書館・子育てひろば・子育て支援センター・保健センター等） 

転入・出産の届出時に説明 出張登録会、説明会の実施（地域子育て支援拠点（支援センター）等へ出張、障がい児家族会等へ

出張    地域のまつり等でのパネル展やチラシ配布（・公民館まつりに参加し子どもの遊び場提供と啓発活動・福祉まつり、市民

活動フェスタ（展示、PＲ）への参加）

Ｄ. 民間施設での広報（商業施設等） 

チラシ配布（スーパーマーケット、ドラッグストア 等） 

ポスター掲示（・商業施設、銀行、スーパーマーケット、公衆浴場、市内マンション 等）

Ｅ. ホームページ、SNS 

・市の HP 等にファミサポのページを新設    ・HP 等に研修会の日程掲載    ・担当課の SNS にファミサポの行事を掲載等
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䠢. 䝷ジ䜸、䝔䝺䝡等 

テレ䝡・ケー䝤ルテレ䝡の放ᫎ（ファミサポ⤂番組の放送、ニュース番組のྲྀᮦ）    ・ケー䝤ルテレ䝡⤒⏤での䝯ール配ಙ 

ラジ䜸・地域の 㻲㻹 ラジ䜸での P㻾・番組出₇    䛭の・ネット配ಙ、新⪺の地᪉∧に講座募集のグ事を掲載

䠣. ཱྀ䝁䝭 

・サ䝤リー䝎ー䛛䜙のཱྀコミ     ・⌧౫㢗・提供会員䛛䜙の⤂    ・ே・▱ேへのኌ䛡

䠤. Ꮚ⫱䛶㛵㐃施設、Ꮚ⫱䛶䜲䝧䞁䝖、会㆟等での࿘▱ 

子育て㛵㐃施設、イベント時にチラシ、パンフレットを配布、ファミサポの事業説明

・地༊の子育て担当⪅会㆟に出ᖍ    ・子育てひろばや子育て講座にて出張PＲ 

・子育て支援センター、子育てサ䝻ンにて説明     ・子育て㛵㐃施設と㐃ᦠ 

・保健ᖌと㐃ᦠ（㉥䛱䜓䜣ゼၥ事業、健診時等に説明） 

・事業との㐃ᦠ（養育支援ゼၥ事業、子育て家ᗞ┦ㄯ事業等） 

・ங幼児Ꮫ⣭、マタニティᩍᐊ、新⏕児等のママᑐ㇟Ꮫ⣭、୧ぶᏛ⣭等にて説明 

・ẖ᭶子育て┦ㄯやぶ子の䜅䜜䛒い遊び䛺どイベント実施 

・ẕ子ᡭᖒ配布時に䜹ードサイ䝈の案内配布     ・⮬యの子育て䜺イド䝤ッ䜽に掲載 

・家ᗞ児童┦ㄯᐊ䛛䜙の案内（┦ㄯྠ行）     ・Ꮮ育て講座でのファミサポの事業⤂

・子育て支援の講₇会にてファミサポ䝕ス䜽を設⨨、䛭の場で入会ཷ

䠥. 䝪䝷䞁䝔䜱䜰άືのᚑ事⪅等䜈のാ䛝䛛䛡 

䝪ランティア活動のᚑ事⪅、子育て支援に⯆の䛒䜛᪉、地域活動や䝪ランティア活動へのព㆑の㧗い᪉へのാ䛝䛛䛡

・♫༠行事（䝪ランティア入㛛講座、䝪ランティアリー䝎ー研修等）での事業説明 

・䝪ランティアセンター・組⧊での࿘▱（ポスター掲示、マ䜺ジンでの事業࿘▱） 

・䝪ランティアセンターとඹദで䛂子育て支援スタッフ講座䛃の㛤ദ 

・䝪ランティア活動ᚑ事⪅（ឡㆤጤ員、放課ᚋ子どもᩍᐊ等）へኌ䛡、チラシ配布 

・䝪ランティア報誌に会員募集について掲載

㻶. 䝅䝙䜰ᒙ䜈のാ䛝䛛䛡

周知（事業募集、会員募集）
・シルバーඖẼሿ参加⪅にᑐして㈨ᩱ配布、事業説明   ・㏥⫋ᚋୡ௦のᅋయへの࿘▱、౫㢗 

・シニアᏛཷ講⏕にᑐして事業⤂   ・㧗㱋⪅サー䜽ルにて登録会の説明 

・保育園、幼稚園等の♽∗ẕྥ䛡参ほでのPＲ   チラシ、リーフレット、ポスターの配布

・シルバーேᮦセンターへポスター掲示   ・シニアୡ௦ྥ䛡のイベント、Ꮫ⩦会等 

・シニアୡ௦をᑐ㇟とした公民館講座でのチラシ配布

㻷. 民⏕ጤဨ等䜈の事業ເ㞟、会ဨເ㞟のാ䛝䛛䛡 

・地域の集まり（⮬会会ྜ等）に参加 

・民⏕ጤ員会㆟等でጤ員へ事業説明、࿘▱   ・民⏕ጤ員䛛䜙の報集   ・児童ጤ員 等

㻸. ಖ⫱ᅬ䞉ᗂ⛶ᅬ䞉ㄆᐃ䛣䛹䜒ᅬ䞉ඣ❺㤋䞉ᑠ୰Ꮫᰯಖㆤ⪅䜈のാ䛝䛛䛡 

・チラシ、パンフレットを配布    ・Ꮫ童（Ꮫ童ルー䝮入ᡤỴᐃ通▱にリーフレットをྠᑒ）、児童館 

・児童䜽ラ䝤入会ᘧで送㏄༠ຊ⪅等募集    ・P䠰䠝にチラシの配布

㻹. ⌧ᅾの会ဨ䜈のⓏ㘓౫㢗のാ䛝䛛䛡 

・事๓ᡴྜ䛫時に案内チラシをΏし、౫㢗会員䛛䜙୧᪉会員へのኚ᭦౫㢗 

・୧᪉会員募集を୰ᚰにチラシస成 

・㏆ἣㄪᰝを行い、子育てを⤊䛘た౫㢗会員・୧᪉会員に提供会員へのኚ᭦౫㢗

N. ㅮ⩦に䛚䛡䜛ᕤኵ

・提供会員養成講⩦会の回ᩘቑ加、会場のศᩓ    ・会場をእ㒊施設にしてከ䛟のேᩘが参加しや䛩䛟した 

・ク児䛝講座の㛤ദ    ・講⩦会䜘り๓に䛂提供会員ᕼᮃ⪅ྥ䛡説明会䛃を㛤ദ

䠫. ㅮ⩦会䞉ὶ会のᕤኵ

講⩦会の୍⯡公㛤

・子育て支援に㛵ᚰの䛒䜛୍⯡市民の参加を募䜛 

・講⩦会、ὶ会に会員௨እの୍⯡市民にも参加をび䛛䛡、事業の࿘▱を図䛳てい䜛

会員௨እのேも参加ྍ⬟䛺ὶ会の㛤ദ

・ὶ会の参加⪅を会員௨እにも広䛢、入会につ䛺䛢䜛 

・会員ྠኈのὶ会を実施し、䛭の㝿会員の᪉にேを㐃䜜て᮶ても䜙䛖 

ὶ会の㛤ദに䜘䜛ぶ╬

・会員㛫、アドバイ䝄ーと会員の㊥㞳を⦰め、Ⰻዲ䛺㛵ಀの୰䛛䜙報集 

・ὶ会を㛤ദし、会員ྠኈのኌを⪺䛟
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ϩ㸬提供会員調査

  
 ᮏ❶では、提供会員調査について「提供会員になった⌮⏤」「提供会員となって得たもの」「多ᵝな⫼ᬒࡸ⪃

り」とᒓ性（ᖺ㱋、㓄അ⪅の有↓、活ືᖺ数、ᑵᴗᙧែ、保有㈨᱁）とのクロス集計ࢃ関方をᣢったᐙᗞ࠼

を⾜った。 

ϩ�� 㸬提供会員ࡓࡗ࡞⌮⏤とᒓᛶ（ᖺ㱋ࠊ㓄അ⪅の᭷↓ࠊάືᖺᩘࠊᑵᴗᙧែࠊ保᭷㈨᱁） 

ϩ���（㸯）ᖺ㱋との関㐃ᛶ 

① 関連性の検討

「提供会員になった⌮⏤」とᖺ㱋との関連性の検討については、事前にデータの正規性を確認した上で、

Spearmanの順位相関係数を使用した。 

「提供会員になった⌮⏤」の回答は、「࠶てはまる」㹼「࠶てはまらない」の㸳௳ἲで、「࠶てはまる」方が

Ⅼ数がపࡃなっている。また、ᖺ㱋は、30ṓᮍ満、30ṓ௦、40ṓ௦、50ṓ௦、60ṓ௦、70ṓ௨上の㑅ᢥ⫥

が࠶り、Ⅼ数が高いほど、高㱋になっている。 

Spearman の順位相関係数を⟬ฟした結果、㸯㸣Ỉ‽の有意差が見られたもので、「提供会員になった⌮⏤」

として、「ูᒃするᏊどもを㏻ࡌて育児ᨭのᚲせ性を感ࡌ、㌟㏆で育児ᨭを⾜いたいとᛮったから」「Ꮮの

ࡃかな関連性が見られた。しかし、その、多ࡸるࡺとࡉなᏑᅾが㌟㏆にḧしかったから」は、ᖺ㱋の高࠺ࡼ

の有意差は࠶るものの、┤⥺ⓗな関係ではㄝ明できないものࡤかりで࠶った。 

⾲2�ϩ�� 提供会員になった⌮⏤とᖺ㱋との関連性

  ρ 3

ධになるから 0.199 㸺.001  

ᑵປのスࢵࢸプとしたいから 0.1�5 㸺.001  

Ꮚ育てに関して、⮬ศとྠ࠺ࡼࡌな≧ἣに⨨かれているேのᡭຓࡅをしたいから 0.174 㸺.001  

事ࡸ活ືにᚲせな知㆑ࡸス࢟ルをྲྀ得したいから 0.102 㸺.001  

⮬ศのど㔝をᗈࡆたいから 0.0�3 㸺.001  

Ꮚ育て経験が活かࡏるから 0.06� 㸺.001  

ᐙ᪘、ே、⫋ሙなどからホ౯ࡉれる、認められるから 0.065 㸺.001  

ேࡸ࿘りのேに㢗まれたから 0.047 0.007  

活ືにᑐする⮬ศの㐺性を知りたい࣭ࡸりたい事を見つࡅたいから 0.035 0.042  

多ࡃのேと知り合いたい、新しいேとฟ会いたいから -0.03� 0.026  

地域ࡸ♫会にᜠ㏉しがしたいから -0.11 㸺.001  

⏕きがいになるものがほしかったから -0.149 㸺.001  

㛫にవ⿱ができたから -0.176 㸺.001  

ูᒃするᏊどもを㏻ࡌて育児ᨭのᚲせ性を感ࡌ、㌟㏆で育児ᨭを⾜いたいとᛮったから -0.2�9 㸺.001  

Ꮮの࠺ࡼなᏑᅾが㌟㏆にḧしかったから -0.309 㸺.001  
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② 「Ꮚ育てୡ௦（��ṓ௦まで）」と「Ꮚ育てを⤊࠼たୡ௦（��ṓ௦௨㝆）」の比較 

「提供会員になった⌮⏤」とᖺ㱋の関係について、も࠺少しヲしࡃ検討したい。 

まࡎ、提供会員のᖺ㱋は、⾲2-ϩ-2の㏻り、㸶割を㉸࠼る回答が、50ṓ௨上で࠶る。 

➨୍Ꮚฟ⏘ᖺ㱋を30.7ṓ（ཌປ┬௧㸱ᖺ度 ฟ⏕に関する⤫計のᴫἣ）と௬ᐃすると、40ṓ௦にはᏊ育てが

 。ることとなるࢃ⤊

⾲ 2�ϩ�2 提供会員のᖺ㱋

度数 割合（㸣） 割合の合計 ศ㢮

��ṓᮍ満 �� ���
���2㸣 Ꮚ育てୡ௦��ṓ௦ �� 2��

��ṓ௦ ��� ����
��ṓ௦ ����� ����

����㸣 Ꮚ育て⤊ୡ௦��ṓ௦ ����� ����
��ṓ௦௨上 ��� ��

そこでここでは、提供会員の回答を、Ꮚ育てୡ௦（40ṓ௦まで、⾲では「Ꮚ育て中」と␎す）と、Ꮚ育てを

とクロス集計を「⏤⌮提供会員になった」、ࡅたୡ௦（50ṓ௦௨㝆、⾲では「Ꮚ育て⤊」と␎す）にศ࠼⤊

⾜った。 

その結果、⾲ 2-ϩ-3 に♧す࠺ࡼに、「地域ࡸ♫会にᜠ㏉しがしたいから」「⏕きがいになるものがほしかった

から」「Ꮚ育てに関して、⮬ศとྠ࠺ࡼࡌな≧ἣに⨨かれているேのᡭຓࡅをしたいから」「ᐙ᪘、ே、⫋ሙ

などからホ౯ࡉれる、認められるから」「㛫にవ⿱ができたから」「ධになるから」「ูᒃするᏊどもを㏻

「プとしたいからࢵࢸのスᑵປ」「㌟㏆で育児ᨭを⾜いたいとᛮったから、ࡌて育児ᨭのᚲせ性を感ࡌ

「ேࡸ࿘りのேに㢗まれたから」「⮬ศのど㔝をᗈࡆたいから」「Ꮚ育て経験が活かࡏるから」「Ꮮの࠺ࡼな

Ꮡᅾが㌟㏆にḧしかったから」とい12࠺の㡯┠に、㸯㸣Ỉ‽で有意な差が見られた。 

⾲ 2�ϩ�� 提供会員になった⌮⏤と「Ꮚ育てୡ௦（40ṓ௦まで）」と「Ꮚ育てを⤊࠼たୡ௦（50ṓ௦௨㝆）」

の比較

 提供会員になった⌮⏤ 値 ⮬⏤度 有意差 

地域ࡸ♫会にᜠ㏉しがしたいから 32.621a 4 �.000 

⏕きがいになるものがほしかったから 26.360a 4 �.000 

Ꮚ育てに関して、⮬ศとྠ࠺ࡼࡌな≧ἣに⨨かれているேのᡭຓࡅをしたいから 71.934a 4 �.000 

ᐙ᪘、ே、⫋ሙなどからホ౯ࡉれる、認められるから 1�.059a 4 �.001 

㛫にవ⿱ができたから 45.220a 4 �.000 

ධになるから 104.737a 4 �.000 

ูᒃするᏊどもを㏻ࡌて育児ᨭのᚲせ性を感ࡌ、㌟㏆で育児ᨭを⾜いたいとᛮったから 134.052a 4 �.000 

ᑵປのスࢵࢸプとしたいから 105.��3a 4 �.000 

ேࡸ࿘りのேに㢗まれたから 15.767a 4 �.003 

⮬ศのど㔝をᗈࡆたいから 19.017a 4 �.001 

Ꮚ育て経験が活かࡏるから 9.477a 4 �.050 

Ꮮの࠺ࡼなᏑᅾが㌟㏆にḧしかったから 212.�36a 4 �.000 

�͊���S� ���    S� ���    S� ���
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ḟに有意差が見られた㡯┠の中で、「Ꮚ育てୡ௦」࠶るいは「Ꮚ育てが⤊ࢃったୡ௦」のどࡕらの≉ᚩとし

て認められるかについて、⾲2-ϩ-4の調ᩚ῭ࡳṧ差の数値（⤯ᑐ値1.96௨上）にࡼって明らかとなった。 

「Ꮚ育てୡ௦」が「Ꮚ育てが⤊ࢃったୡ௦」と比較して「࠶てはまる」と回答した割合が有意に多いのは、

「Ꮚ育てに関して、⮬ศとྠ࠺ࡼࡌな≧ἣに⨨かれているேのᡭຓࡅをしたいから」「ᐙ᪘、ே、⫋ሙなど

からホ౯ࡉれる、認められるから」「ධになるから」「ᑵປのスࢵࢸプとしたいから」「⮬ศのど㔝をᗈࡆ

たいから」の㸳㡯┠で࠶る。 

୍方「Ꮚ育てが⤊ࢃったୡ௦」が「Ꮚ育てୡ௦」と比較して「࠶てはまる」と回答した割合が有意に多いの

は、「地域ࡸ♫会にᜠ㏉しがしたいから」「⏕きがいになるものがほしかったから」「㛫にవ⿱ができたから」

「ูᒃするᏊどもを㏻ࡌて育児ᨭのᚲせ性を感ࡌ、㌟㏆で育児ᨭを⾜いたいとᛮったから」「Ꮮの࠺ࡼな

Ꮡᅾが㌟㏆にḧしかったから」の㸳㡯┠で࠶った。

また「Ꮚ育てが⤊ࢃったୡ௦」が「Ꮚ育てୡ௦」と比較して「࠶てはまらない」と回答した割合が有意に多

いのは、「ேࡸ࿘りのேに㢗まれたから」で࠶り、ࡉらに「Ꮚ育てが⤊ࢃったୡ௦」が「Ꮚ育てୡ௦」と比較

して「࠶まり࠶てはまらない」と回答した割合が有意に多いのは、「Ꮚ育て経験が活かࡏるから」となった。

௨上のことから、それࡒれのୡ௦にࡼって、「提供会員になった⌮⏤」に㐪いが࠶ることが明らかとなった。

⾲2�ϩ�㸲 提供会員になった⌮⏤と「Ꮚ育てୡ௦（��ṓ௦まで）」と「Ꮚ育てを⤊࠼たୡ௦（��ṓ௦௨㝆）」

の≉ᚩ

⌮⏤①地域ࡸ♫会にᜠ㏉しがしたいから�ୡ௦ ⌮⏤②⏕きがいになるものがほしかったから�ୡ௦ 

    

Ꮚ育て

中 

Ꮚ育て⤊

 合計     

Ꮚ育て

中 

Ꮚ育て⤊

 合計 

�てはまる 度数 14࠶ 915 1�063 てはまる 度数 72࠶ 446 51�

割合 23.0� 33.6� 31.6� 割合 11.2� 16.5� 15.5�

調ᩚ῭

 ṧ差ࡳ

-5.2 5.2   調ᩚ῭

 ṧ差ࡳ

-3.3 3.3   

てはま࠶ࡸࡸ

る 

度数 259 96� 1�227 ては࠶ࡸࡸ

まる 

度数 191 923 1�114

割合 40.2� 35.5� 36.4� 割合 29.7� 34.2� 33.3�

調ᩚ῭

 ṧ差ࡳ

2.2 -2.2   調ᩚ῭

 ṧ差ࡳ

-2.2 2.2   

どࡕらともい

 ない࠼

度数 165 551 716 どࡕらとも

い࠼ない 

度数 19� 766 964

割合 25.6� 20.2� 21.3� 割合 30.�� 2�.4� 2�.��

調ᩚ῭

 ṧ差ࡳ

3.0 -3.0   調ᩚ῭

 ṧ差ࡳ

1.2 -1.2   

ては࠶まり࠶

まらない 

度数 53 179 232 て࠶まり࠶

はまらない 

度数 100 320 420

割合 �.2� 6.6� 6.9� 割合 15.6� 11.�� 12.6�

調ᩚ῭

 ṧ差ࡳ

1.5 -1.5   調ᩚ῭

 ṧ差ࡳ

2.5 -2.5   

てはまらな࠶

い 

度数 19 111 130 てはまら࠶

ない 

度数 �2 246 32�

割合 3.0� 4.1� 3.9� 割合 12.�� 9.1� 9.��
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調ᩚ῭

 ṧ差ࡳ

-1.3 1.3   調ᩚ῭

 ṧ差ࡳ

2.� -2.�   

合計 度数 644 2�724 3�36� 合計 度数 643 2�701 3�344

  割合 100.0� 100.0� 100.0�   割合 100.0� 100.0� 100.0�

⌮⏤③Ꮚ育てに関して、⮬ศとྠ࠺ࡼࡌな≧ἣに⨨かれているே

のᡭຓࡅをしたいから�ୡ௦ 

⌮⏤մᐙ᪘、ே、⫋ሙなどからホ౯ࡉれる、認めら

れるから�ୡ௦ 

    Ꮚ育て中

Ꮚ育て⤊

 合計     

Ꮚ育て

中 

Ꮚ育て⤊

 合計 

てはまる 度数 363࠶ 1�096 1�459 てはまる 度数 23࠶ 51 74

割合 56.1� 40.5� 43.5� 割合 3.6� 1.9� 2.2�

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 

7.2 -7.2   調ᩚ῭

 ṧ差ࡳ

2.6 -2.6   

てはまる࠶ࡸࡸ 度数 1�1 775 956 ては࠶ࡸࡸ

まる 

度数 64 203 267

割合 2�.0� 2�.7� 2�.5� 割合 10.0� 7.5� �.0�

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 

-0.3 0.3   調ᩚ῭

 ṧ差ࡳ

2.0 -2.0   

どࡕらともい࠼

ない 

度数 54 37� 432 どࡕらとも

い࠼ない 

度数 194 775 969

割合 �.3� 14.0� 12.9� 割合 30.2� 2�.�� 29.0�

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 

-3.� 3.�   調ᩚ῭

 ṧ差ࡳ

0.7 -0.7   

てはま࠶まり࠶

らない 

度数 25 212 237 て࠶まり࠶

はまらない 

度数 165 657 �22

割合 3.9� 7.�� 7.1� 割合 25.7� 24.4� 24.6�

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 

-3.5 3.5   調ᩚ῭

 ṧ差ࡳ

0.7 -0.7   

てはまらない࠶ 度数 24 243 267 てはまら࠶

ない 

度数 196 1�00� 1�204

割合 3.7� 9.0� �.0� 割合 30.5� 37.4� 36.1�

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 

-4.5 4.5   調ᩚ῭

 ṧ差ࡳ

-3.3 3.3   

合計 度数 647 2�704 3�351 合計 度数 642 2�694 3�336

割合 100.0� 100.0� 100.0� 割合 100.0� 100.0� 100.0�

⌮⏤յ㛫にవ⿱ができたから�ୡ௦ ⌮⏤նධになるから�ୡ௦ 

    

Ꮚ育て

中 

Ꮚ育て⤊

 合計     

Ꮚ育て

中 

Ꮚ育て⤊

 合計 
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てはまる 度数 150࠶ ��2 1�032 てはまる 度数 76࠶ 120 196

割合 23.2� 32.4� 30.7� 割合 11.�� 4.4� 5.9�

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 

-4.6 4.6   調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 

7.1 -7.1   

てはま࠶ࡸࡸ

る 

度数 243 1�092 1�335 てはま࠶ࡸࡸ

る 

度数 1�1 509 690

割合 37.6� 40.1� 39.6� 割合 2�.0� 1�.�� 20.6�

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 

-1.2 1.2   調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 

5.2 -5.2   

どࡕらともい

 ない࠼

度数 116 359 475 どࡕらともい

 ない࠼

度数 151 605 756

割合 1�.0� 13.2� 14.1� 割合 23.4� 22.4� 22.6�

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 

3.1 -3.1   調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 

0.5 -0.5   

ては࠶まり࠶

まらない 

度数 61 213 274 ては࠶まり࠶

まらない 

度数 11� 60� 726

割合 9.4� 7.�� �.1� 割合 1�.3� 22.5� 21.7�

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 

1.3 -1.3   調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 

-2.4 2.4   

てはまらな࠶

い 

度数 76 175 251 てはまらな࠶

い 

度数 120 �59 979

割合 11.�� 6.4� 7.5� 割合 1�.6� 31.�� 29.3�

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 

4.6 -4.6   調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 

-6.6 6.6   

合計 度数 646 2�721 3�367 合計 度数 646 2�701 3�347

割合 100.0� 100.0� 100.0� 割合 100.0� 100.0� 100.0�

⌮⏤շูᒃするᏊどもを㏻ࡌて育児ᨭのᚲせ性を感ࡌ、

㌟㏆で育児ᨭを⾜いたいとᛮったから�ୡ௦ 

⌮⏤ոᑵປのスࢵࢸプとしたいから�ୡ௦ 

    Ꮚ育て中 Ꮚ育て⤊ 合計     Ꮚ育て中 Ꮚ育て⤊   

ては࠶

まる 

度数 45 5�0 625 ては࠶

まる 

度数 34 29 63

割合 7.0� 21.5� 1�.7� 割合 5.3� 1.1� 1.9�

調ᩚ῭

ṧ差ࡳ

-�.4 �.4   調ᩚ῭

ṧ差ࡳ

7.1 -7.1   

࠶ࡸࡸ

てはま

る 

度数 63 531 594 ࠶ࡸࡸ

てはま

る 

度数 �1 169 250

割合 9.�� 19.6� 17.�� 割合 12.6� 6.3� 7.5�

調ᩚ῭

ṧ差ࡳ

-5.� 5.�   調ᩚ῭

ṧ差ࡳ

5.5 -5.5   

どࡕら

ともい

ない࠼

度数 157 471 62� どࡕら

ともい

ない࠼

度数 149 516 665

割合 24.5� 17.4� 1�.�� 割合 23.2� 19.1� 19.9�

調ᩚ῭

ṧ差ࡳ

4.1 -4.1   調ᩚ῭

ṧ差ࡳ

2.3 -2.3   
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まり࠶

ては࠶

まらな

い 

度数 96 29� 394 まり࠶

ては࠶

まらな

い 

度数 126 503 629

割合 15.0� 11.0� 11.�� 割合 19.6� 1�.7� 1�.��

調ᩚ῭

ṧ差ࡳ

2.� -2.�   調ᩚ῭

ṧ差ࡳ

0.6 -0.6   

ては࠶

まらな

い 

度数 2�0 �23 1�103 ては࠶

まらな

い 

度数 252 1�4�0 1�732

割合 43.7� 30.4� 33.0� 割合 39.3� 54.9� 51.9�

調ᩚ῭

ṧ差ࡳ

6.4 -6.4   調ᩚ῭

ṧ差ࡳ

-7.1 7.1   

合計 度数 641 2�703 3�344 合計 度数 642 2�697 3�339

割合 100.0� 100.0� 100.0�   割合 100.0� 100.0� 100.0�

⌮⏤չேࡸ࿘りのேに㢗まれたから�ୡ௦ ⌮⏤պ⮬ศのど㔝をᗈࡆたいから�ୡ௦ 

    Ꮚ育て中 Ꮚ育て⤊ 合計     Ꮚ育て中 Ꮚ育て⤊ 合計 

ては࠶

まる 

度数 93 360 453 ては࠶

まる 

度数 137 426 563

割合 14.4� 13.3� 13.5� 割合 21.3� 15.�� 16.��

調ᩚ῭

ṧ差ࡳ

0.7 -0.7   調ᩚ῭

ṧ差ࡳ

3.4 -3.4   

࠶ࡸࡸ

てはま

る 

度数 105 413 51� ࠶ࡸࡸ

てはま

る 

度数 244 964 1�20�

割合 16.3� 15.3� 15.5� 割合 37.9� 35.7� 36.1�

調ᩚ῭

ṧ差ࡳ

0.6 -0.6   調ᩚ῭

ṧ差ࡳ

1.1 -1.1   

どࡕら

ともい

ない࠼

度数 104 322 426 どࡕら

ともい

ない࠼

度数 156 711 �67

割合 16.1� 11.9� 12.7� 割合 24.2� 26.3� 25.9�

調ᩚ῭

ṧ差ࡳ

2.9 -2.9   調ᩚ῭

ṧ差ࡳ

-1.1 1.1   

まり࠶

ては࠶

まらな

い 

度数 �7 327 414 まり࠶

ては࠶

まらな

い 

度数 54 2�9 343

割合 13.5� 12.1� 12.4� 割合 �.4� 10.7� 10.2�

調ᩚ῭

ṧ差ࡳ

1.0 -1.0   調ᩚ῭

ṧ差ࡳ

-1.7 1.7   

ては࠶

まらな

い 

度数 255 1�279 1�534 ては࠶

まらな

い 

度数 53 313 366

割合 39.6� 47.4� 45.9� 割合 �.2� 11.6� 10.9�

調ᩚ῭

ṧ差ࡳ

-3.5 3.5   調ᩚ῭

ṧ差ࡳ

-2.4 2.4   

合計 度数 644 2�701 3�345 合計 度数 644 2�703 3�347

割合 100.0� 100.0� 100.0� 割合 100.0� 100.0� 100.0�
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⌮⏤ջᏊ育て経験が活かࡏるから�ୡ௦ ⌮⏤ռᏞの࠺ࡼなᏑᅾが㌟㏆にḧしかったから�ୡ௦ 

    Ꮚ育て中 Ꮚ育て⤊ 合計     Ꮚ育て中 Ꮚ育て⤊ 合計 

ては࠶

まる 

度数 260 999 1�259 ては࠶

まる 

度数 10 205 215

割合 40.2� 36.�� 37.4� 割合 1.6� 7.6� 6.4�

調ᩚ῭

ṧ差ࡳ

1.6 -1.6   調ᩚ῭

ṧ差ࡳ

-5.6 5.6   

࠶ࡸࡸ

てはま

る 

度数 253 1�090 1�343 ࠶ࡸࡸ

てはま

る 

度数 34 46� 502

割合 39.1� 40.1� 39.9� 割合 5.3� 17.3� 15.0�

調ᩚ῭

ṧ差ࡳ

-0.5 0.5   調ᩚ῭

ṧ差ࡳ

-7.7 7.7   

どࡕら

ともい

ない࠼

度数 74 36� 442 どࡕら

ともい

ない࠼

度数 109 6�6 795

割合 11.4� 13.6� 13.1� 割合 17.0� 25.4� 23.��

調ᩚ῭

ṧ差ࡳ

-1.4 1.4   調ᩚ῭

ṧ差ࡳ

-4.5 4.5   

まり࠶

ては࠶

まらな

い 

度数 14 104 11� まり࠶

ては࠶

まらな

い 

度数 92 460 552

割合 2.2� 3.�� 3.5� 割合 14.3� 17.0� 16.5�

調ᩚ῭

ṧ差ࡳ

-2.1 2.1   調ᩚ῭

ṧ差ࡳ

-1.7 1.7   

ては࠶

まらな

い 

度数 46 154 200 ては࠶

まらな

い 

度数 39� ��4 1�2�2

割合 7.1� 5.7� 5.9� 割合 61.9� 32.7� 3�.3�

調ᩚ῭

ṧ差ࡳ

1.4 -1.4   調ᩚ῭

ṧ差ࡳ

13.7 -13.7   

合計 度数 647 2�715 3�362 合計 度数 643 2�703 3�346

割合 100.0� 100.0� 100.0� 割合 100.0� 100.0� 100.0�

⌮⏤ս事ࡸ活ືにᚲせな知㆑ࡸス࢟ルをྲྀ得したいから�ୡ௦ 

    Ꮚ育て中 Ꮚ育て⤊ 合計 

てはまる 度数 59࠶ 176 235

割合 9.2� 6.5� 7.0�

調ᩚ῭ࡳṧ差 2.4 -2.4   

てはまる 度数 130࠶ࡸࡸ 390 520

割合 20.2� 14.4� 15.6�

調ᩚ῭ࡳṧ差 3.6 -3.6   

どࡕらともい࠼ない 度数 191 76� 959

割合 29.7� 2�.4� 2�.7�

調ᩚ῭ࡳṧ差 0.6 -0.6   
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てはまらない࠶まり࠶ 度数 114 525 639

割合 17.7� 19.4� 19.1�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -1.0 1.0   

てはまらない 度数 149࠶ �41 990

割合 23.2� 31.1� 29.6�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -4.0 4.0   

合計 度数 643 2�700 3�343

割合 100.0� 100.0� 100.0�

ϩ�㸯�（㸰）㓄അ⪅の᭷↓ 

㓄അ⪅の有↓の回答は、⾲2�ϩ��の㏻り、㓄അ⪅「࠶り」が、⣙㸷割と多い。

ここでは、「提供会員になった⌮⏤」と㓄അ⪅の有↓について、クロス集計を⾜

った。

その結果、㸳㸣Ỉ‽で有意差が見られた㡯┠の中で、㓄അ⪅の有↓の≉ᚩとし

て認められるものࡅࡔ、⾲ 2�ϩ�� から⾲ 2�ϩ��� の調ᩚ῭ࡳṧ差の数値（⤯ᑐ

値1.96௨上）にࡼって明らかにした。 

㓄അ⪅の「࠶り」が、㓄അ⪅「なし」と比較して「࠶てはまる」と回答した割合が有意に多いのは、「Ꮚ育て

に関して、⮬ศとྠ࠺ࡼࡌな≧ἣに⨨かれているேのᡭຓࡅをしたいから」の㸯㡯┠で࠶った。また㓄അ⪅の

と回答した割合が有意に多いのは、「ᕷのබⓗな事「てはまる࠶ࡸࡸ」が、㓄അ⪅「なし」と比較して「り࠶」

ᴗࡔから」「㛫にవ⿱ができたから」「Ꮚ育て経験が活かࡏるから」の㸱㡯┠で࠶った。 

方、㓄അ⪅の「࠶り」が、㓄അ⪅「なし」と比較して「࠶まり࠶てはまらない」と回答した割合が有意に

多いのは、「相ᡭのẼᣢ࠼⪄ࡸࡕを⌮ゎするຊを㌟につࡅたいから」「Ꮮの࠺ࡼなᏑᅾが㌟㏆にḧしかったから」

の㸰㡯┠で࠶った。ࡉらに㓄അ⪅の「࠶り」が、㓄അ⪅「なし」と比較して「࠶てはまらない」と回答した割

合が有意に多いのは、「⏕きがいになるものがほしかったから」「ูᒃするᏊどもを㏻ࡌて育児ᨭのᚲせ性を

感ࡌ、㌟㏆で育児ᨭを⾜いたいとᛮったから」の㸰㡯┠で࠶った。

㓄അ⪅の「なし」が、㓄അ⪅「࠶り」と比較して「࠶てはまる」と回答した割合が有意に多いのは、「活ືに

ᑐする⮬ศの㐺性を知りたい࣭ࡸりたい事を見つࡅたいから」「⏕きがいになるものがほしかったから」「相

ᡭのẼᣢ࠼⪄ࡸࡕを⌮ゎするຊを㌟につࡅたいから」「㛫にవ⿱ができたから」「地域ࡸ♫会のことを知りた

いから」「ูᒃするᏊどもを㏻ࡌて育児ᨭのᚲせ性を感ࡌ、㌟㏆で育児ᨭを⾜いたいとᛮったから」「Ꮮの

。った࠶なᏑᅾが㌟㏆にḧしかったから」の㸵㡯┠で࠺ࡼ

㓄അ⪅の「なし」が、㓄അ⪅「࠶り」と比較して「࠶まり࠶てはまらない」と回答した割合が有意に多いの

は、「ᕷのබⓗな事ᴗࡔから」「㛫にవ⿱ができたから」の㸰㡯┠で࠶った。また㓄അ⪅の「なし」が、㓄അ

をしたࡅと回答した割合が有意に多いのは、「ᅔっているேのᡭຓ「てはまらない࠶」と比較して「り࠶」⪅

い、ேのᙺに❧ࡕたいから」「Ꮚ育てに関して、⮬ศとྠ࠺ࡼࡌな≧ἣに⨨かれているேのᡭຓࡅをしたいか

ら」の㸰㡯┠で࠶った。

௨上のことから、㓄അ⪅の有↓で、「提供会員になった⌮⏤」に㐪いが࠶ることが明らかとなった。

⾲2-ϩ-5 㓄അ⪅の有↓

 度数 割合 

り࠶ 2�943 �6.� 

なし 441 13.0 
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⾲2�ϩ��ᅔっているேのᡭຓࡅをしたい、ேのᙺに❧

 ↓たいから � 㓄അ⪅の有ࡕ

⾲2�ϩ��活ືにᑐする⮬ศの㐺性を知りたい࣭ࡸりた

い事を見つࡅたいから �㓄അ⪅の有↓ 

  
㓄അ⪅の有↓     

  
㓄അ⪅の有↓   

 り なし p࠶   り なし p࠶

てはま࠶

る 

度数 1�919 293 0.033   

てはま࠶

る 

度数 327 64 0.0�4

割合 65.50� 66.90�   割合 11.20� 14.�0�

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
-0.6 0.6

  

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
-2.2 2.2

て࠶ࡸࡸ

はまる 

度数 ��6 120   

て࠶ࡸࡸ

はまる 

度数 724 11�

割合 30.20� 27.40�   割合 24.90� 27.30�

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
1.2 -1.2

  

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
-1.1 1.1

どࡕらと

もい࠼な

い 

度数 99 14   
どࡕらと

もい࠼な

い 

度数 �66 124

割合 3.40� 3.20�   割合 29.�0� 2�.70�

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
0.2 -0.2

  

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
0.5 -0.5

࠶まり࠶

てはまら

ない 

度数 1� 6   
࠶まり࠶

てはまら

ない 

度数 543 65

割合 0.60� 1.40�   割合 1�.70� 15.00�

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
-1.� 1.�

  

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
1.� -1.�

てはま࠶

らない 

度数 9 5   

てはま࠶

らない 

度数 447 61

割合 0.30� 1.10�   割合 15.40� 14.10�

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
-2.5 2.5

  

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
0.7 -0.7

                      

⾲2�ϩ��⏕きがいになるものがほしかったから �㓄

അ⪅の有↓ 
  

⾲2�ϩ��Ꮚ育てに関して、⮬ศとྠ࠺ࡼࡌな≧ἣに⨨

かれているேのᡭຓࡅをしたいから  �㓄അ⪅の有↓

  
㓄അ⪅の有↓     

  
㓄അ⪅の有↓   

 り なし p࠶   り なし p࠶

てはま࠶

る 

度数 42� 90 0.001   

てはま࠶

る 

度数 1�297 162 0 

割合 14.70� 20.�0�   割合 44.50� 37.40�

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
-3.3 3.3

  

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
2.� -2.�

て࠶ࡸࡸ

はまる 

度数 960 154   

て࠶ࡸࡸ

はまる 

度数 �44 111

割合 33.00� 35.60�   割合 2�.90� 25.60�

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
-1.1 1.1

  

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
1.4 -1.4

度数 �45 11�   度数 371 61

割合 29.00� 27.30�   割合 12.70� 14.10�
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どࡕらと

もい࠼な

い 

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
0.� -0.�

  

どࡕらと

もい࠼な

い 

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
-0.� 0.�

࠶まり࠶

てはまら

ない 

度数 376 44   
࠶まり࠶

てはまら

ない 

度数 193 44

割合 12.90� 10.20�   割合 6.60� 10.20�

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
1.6 -1.6

  

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
-2.7 2.7

てはま࠶

らない 

度数 301 27   

てはま࠶

らない 

度数 212 55

割合 10.30� 6.20�   割合 7.30� 12.70�

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
2.7 -2.7

  

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
-3.9 3.9

                      

⾲2�ϩ���ᕷのබⓗな事ᴗࡔから �㓄അ⪅の有↓ 

  

⾲2�ϩ���ேと᥋することࡸ、相ᡭのẼᣢ࠼⪄ࡸࡕを

⌮ゎするຊを㌟にࡅたいから �㓄അ⪅の有↓ 

  
㓄അ⪅の有↓     

  
㓄അ⪅の有↓   

 り なし p࠶   り なし p࠶

てはま࠶

る 

度数 424 72 0.022   

てはま࠶

る 

度数 360 �1 0.001

割合 14.60� 16.70�   割合 12.40� 1�.�0�

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
-1.1 1.1

  

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
-3.7 3.7

て࠶ࡸࡸ

はまる 

度数 �30 96   

て࠶ࡸࡸ

はまる 

度数 7�4 126

割合 2�.50� 22.20�   割合 26.90� 29.20�

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
2.7 -2.7

  

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
-1 1

どࡕらと

もい࠼な

い 

度数 �30 119   
どࡕらと

もい࠼な

い 

度数 937 12�

割合 2�.50� 27.50�   割合 32.20� 29.60�

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
0.4 -0.4

  

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
1.1 -1.1

࠶まり࠶

てはまら

ない 

度数 404 7�   
࠶まり࠶

てはまら

ない 

度数 472 54

割合 13.90� 1�.10�   割合 16.20� 12.50�

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
-2.3 2.3

  

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
2 -2

てはま࠶

らない 

度数 422 67   

てはま࠶

らない 

度数 361 43

割合 14.50� 15.50�   割合 12.40� 10.00�

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
-0.6 0.6

  

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
1.4 -1.4
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⾲2�ϩ��2㛫にవ⿱ができたから  �㓄അ⪅の有↓ ⾲2�ϩ���地域ࡸ♫会のことを知りたいから �㓄അ⪅

の有↓ 

  
㓄അ⪅の有↓     

  
㓄അ⪅の有↓   

 り なし p࠶   り なし p࠶

てはま࠶

る 

度数 �62 170 0   

てはま࠶

る 

度数 240 53 0.016

割合 29.40� 3�.90�   割合 �.20� 12.40�

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
-4 4

  

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
-2.� 2.�

て࠶ࡸࡸ

はまる 

度数 1�193 141   

て࠶ࡸࡸ

はまる 

度数 �03 133

割合 40.70� 32.30�   割合 27.60� 31.00�

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
3.4 -3.4

  

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
-1.5 1.5

どࡕらと

もい࠼な

い 

度数 421 54   
どࡕらと

もい࠼な

い 

度数 963 127

割合 14.40� 12.40�   割合 33.10� 29.60�

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
1.1 -1.1

  

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
1.4 -1.4

࠶まり࠶

てはまら

ない 

度数 245 29   
࠶まり࠶

てはまら

ない 

度数 514 64

割合 �.40� 6.60�   割合 17.70� 14.90�

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
1.2 -1.2

  

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
1.4 -1.4

てはま࠶

らない 

度数 20� 43   

てはま࠶

らない 

度数 391 52

割合 7.10� 9.�0�   割合 13.40� 12.10�

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
-2 2

  

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
0.7 -0.7

                      

⾲2�ϩ���ูᒃするᏊどもを㏻ࡌて育児ᨭのᚲせ性

を感ࡌ、㌟㏆で育児ᨭを⾜いたいとᛮったから �

㓄അ⪅の有↓   

⾲2�ϩ���Ꮚ育て経験が活かࡏるから  �㓄അ⪅の有

↓ 

  
㓄അ⪅の有↓     

  
㓄അ⪅の有↓   

 り なし p࠶   り なし p࠶

てはま࠶

る 

度数 520 105 0.006   

てはま࠶

る 

度数 1�10� 150 !.000

割合 17.90� 24.40�   割合 37.�0� 34.90�

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
-3.3 3.3

  

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
1.2 -1.2

て࠶ࡸࡸ

はまる 

度数 509 �5   

て࠶ࡸࡸ

はまる 

度数 1�197 145

割合 17.50� 19.�0�   割合 40.90� 33.70�

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
-1.2 1.2

  

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
2.� -2.�

度数 554 73   度数 391 51
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どࡕらと

もい࠼な

い 

割合 19.00� 17.00�   どࡕらと

もい࠼な

い 

割合 13.30� 11.90�

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
1 -1

  

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
0.9 -0.9

࠶まり࠶

てはまら

ない 

度数 349 45   
࠶まり࠶

てはまら

ない 

度数 99 19

割合 12.00� 10.50�   割合 3.40� 4.40�

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
0.9 -0.9

  

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
-1.1 1.1

てはま࠶

らない 

度数 9�1 122   

てはま࠶

らない 

度数 135 65

割合 33.70� 2�.40�   割合 4.60� 15.10�

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
2.2 -2.2

  

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
-�.6 �.6

                      

⾲2�ϩ���Ꮮの࠺ࡼなᏑᅾが㌟㏆にḧしかったから �

㓄അ⪅の有↓             

  
㓄അ⪅の有↓ 

p 

            

             り なし࠶

てはま࠶

る 

度数 176 39 0.012             

割合 6.00� 9.00�             

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
-2.4 2.4

            

て࠶ࡸࡸ

はまる 

度数 430 71             

割合 14.�0� 16.50�             

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
-0.9 0.9

            

どࡕらと

もい࠼な

い 

度数 6�0 115             

割合 23.30� 26.70�             

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
-1.5 1.5

            

࠶まり࠶

てはまら

ない 

度数 494 57             

割合 17.00� 13.20�             

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
2 -2

            

てはま࠶

らない 

度数 1�133 149             

割合 3�.90� 34.60�             

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
1.7 -1.7
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ϩ�㸯�（３）άືᖺ  ᩘ

① 提供会員になった⌮⏤と活ືᖺ数の関連性

活ືᖺ数の回答は、⾲2-ϩ-17の㏻り、㸳ᖺ௨上が、⣙㸴割と多い。

「提供会員になった⌮⏤」と活ືᖺ数との関連性の検討について

は、事前にデータの正規性を確認した上で、Spearmanの順位相関係

数を使用した。 

Spearmanの順位相関係数を⟬ฟした結果、㸳㸣Ỉ‽の有意差が見

られたもので࠶る。しかし、相関係数を見ると┤⥺ⓗな関係ではㄝ

明できないものࡤかりで࠶った。 

⾲2-ϩ-1� 提供会員になった⌮⏤と経験ᖺ数の関連性

  ρ p 

ධになるから 0.199 !.000 ** 

ᑵປのスࢵࢸプとしたいから 0.1�5 !.000 ** 

Ꮚ育てに関して、⮬ศとྠ࠺ࡼࡌな≧ἣに⨨かれているேのᡭຓࡅをしたいから 0.174 !.000 ** 

事ࡸ活ືにᚲせな知㆑ࡸス࢟ルをྲྀ得したいから 0.102 !.000 ** 

⮬ศのど㔝をᗈࡆたいから 0.0�3 !.000 ** 

Ꮚ育て経験が活かࡏるから 0.06� !.000 ** 

ᐙ᪘、ே、⫋ሙなどからホ౯ࡉれる、認められるから 0.065 !.000 ** 

ேࡸ࿘りのேに㢗まれたから 0.047 0.007 ** 

活ືにᑐする⮬ศの㐺性を知りたい࣭ࡸりたい事を見つࡅたいから 0.035 0.042 * 

多ࡃのேと知り合いたい、新しいேとฟ会いたいから -0.03� 0.026 * 

地域ࡸ♫会にᜠ㏉しがしたいから -0.11 !.000 ** 

⏕きがいになるものがほしかったから -0.149 !.000 ** 

㛫にవ⿱ができたから -0.176 !.000 ** 

ูᒃするᏊどもを㏻ࡌて育児ᨭのᚲせ性を感ࡌ、㌟㏆で育児ᨭを⾜いたいとᛮったから -0.2�9 !.000 ** 

Ꮮの࠺ࡼなᏑᅾが㌟㏆にḧしかったから -0.309 !.000 ** 

② 提供会員になった⌮⏤と活ືᖺ数のクロス

ヲ⣽をศᯒするために、「提供会員になった⌮⏤」と活ືᖺ数について、活ືᖺ数を㸳ᖺ௨上と㸳ᖺᮍ満に

ศࡅ、多㔜比較を⾜った。「提供会員になった⌮⏤」の回答は、「࠶てはまる」㹼「࠶てはまらない」の㸳௳ἲ

で、「࠶てはまる」方のⅬ数がపࡃなっている。つまり、平均値がపい方が、「࠶てはまる」と回答している回

答が多いとい࠺ことで࠶る。

その結果、活ືᖺ数㸳ᖺ௨上が、㸳ᖺᮍ満ࡼりも「࠶てはまる」「࠶ࡸࡸてはまる」と回答した㡯┠は、⾲

2-ϩ-19の㏻り、「ᴦしそ࠺、Ꮚどもがዲきࡔから」「Ꮚ育て経験が活かࡏるから」「Ꮚ育てに関して、⮬ศとྠ

っ࠶れも㸯㸣Ỉ‽で有意な平均値でࡎをしたいから」の㸱㡯┠で、いࡅな≧ἣに⨨かれているேのᡭຓ࠺ࡼࡌ

た。 

⾲2�ϩ��� 活ືᖺ数

度数 割合

㸯ᖺᮍ満 311 9.2 

㸯ᖺ௨上㸱ᖺᮍ満 542 16.0 

㸱ᖺ௨上㸳ᖺᮍ満 5�4 17.2 

㸳ᖺ௨上 1�939 57.2 
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୍方、活ືᖺ数㸳ᖺᮍ満が、㸳ᖺ௨上ࡼりも「࠶てはまる」「࠶ࡸࡸてはまる」と回答した㡯┠は、⾲2-ϩ-

20の㏻り、「地域ࡸ♫会にᜠ㏉しがしたいから」が、㸯㸣Ỉ‽で有意な平均値で࠶り、「児❺ᚅࡸᏊ育てのᏙ

❧など、♫会ၥ㢟のゎỴにᙺ❧ࡕたいから」は、㸳㸣Ỉ‽で有意な平均値で࠶った。 

たࡔ、平均値が㸰を㉸࠼ると、㸱（どࡕらもとい࠼ない）を㑅ᢥしている回答もྵࢇでࡃるため、活ືᖺ数

㸳ᖺ௨上の方が、「提供会員になった⌮⏤」としては「࠶てはまる」に回答している数が多いとุ᩿できる。 

⾲2-ϩ-19 提供会員になった⌮⏤�活ືᖺ数（㸳ᖺ௨上の方が࠶てはまる）

  度数
平均

値 

ᶆ‽

೫差
⮬⏤

度 
) 値 3 

ᴦしそ࠺、Ꮚどもがዲきࡔから 㸳ᖺ௨上 1�924 1.51 0.7�2 1 9.3�9
0.002  

㸳ᖺᮍ満 1�427 1.6 0.�05 3�349   

Ꮚ育て経験が活かࡏるから 㸳ᖺ௨上 1�924 1.9 1.012 1 39.7�7
!.000  

㸳ᖺᮍ満 1�42� 2.14 1.167 3�350   

Ꮚ育てに関して、⮬ศとྠ࠺ࡼࡌな≧ἣに⨨

かれているேのᡭຓࡅをしたいから 

㸳ᖺ௨上 1�917 2.02 1.213 1 �.76�
0.003  

㸳ᖺᮍ満 1�425 2.15 1.295 3�340   

 .͊05�p� .10    p� .05    p� .01

      

⾲2-ϩ-20 提供会員になった⌮⏤�活ືᖺ数（㸳ᖺᮍ満の方が࠶てはまる）

  度数
平均

値 

ᶆ‽

೫差
⮬⏤

度 
) 値 3 

地域ࡸ♫会にᜠ㏉しがしたいから 㸳ᖺ௨上 1�926 2.19 1.097 1 6.19
0.013  

㸳ᖺᮍ満 1�432 2.1 1.01 3�356   

児❺ᚅࡸᏊ育てのᏙ❧など、♫会ၥ㢟のゎ

Ỵにᙺ❧ࡕたいから 

㸳ᖺ௨上 1�921 2.44 1.214 1 4.0��
0.043  

㸳ᖺᮍ満 1�420 2.36 1.146 3�339   

 .͊05�p� .10    p� .05    p� .01

                  

ϩ�㸯�（㸲）ᑵᴗᙧែ 

「提供会員になった⌮⏤」とᑵᴗᙧែについて、ᑵᴗᙧែの㑅ᢥ⫥は、「↓⫋」「正♫員࣭正規⫋員」「ࣃー

ዎ⣙࣭⮫࣭კク」「ὴ㐵♫員」「ㄳ㈇♫員」「⮬Ⴀᴗ、⮬⏤ᴗ⪅」「ᐙ᪘ᚑᴗ⪅」「ෆ⫋」「経࣭ࢺࣂル࣭ࢺ

Ⴀ⪅、ᙺ員」「上グ௨እ」とい10࠺㡯┠を㑅ᢥするᙧとなっている。ここでは、㞠用ᙧែにࡼって、どの࠺ࡼ

な㐪いが࠶るのか明らかにするために、上グを「正規㞠用」「㠀正規㞠用」「↓⫋」の㸱つにศ㢮し、そのを

㝖እして多㔜比較を⾜った。 

その結果、⾲2-ϩ-21の㏻りとなっている。ඛにも㏙たが、「提供会員になった⌮⏤」の回答は、「࠶ては

まる」㹼「࠶てはまらない」の㸳௳ἲで、「࠶てはまる」方がⅬ数がపࡃなっている。ࡼって⾲2-ϩ-21では、

平均値の差（, --）が「㸫」の㡯┠が、ࡼり「࠶てはまる」に㏆い回答とい࠺ことになる。 
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「正規㞠用」が、の群と比較して「࠶てはまる」と多ࡃ回答したものは、௨ୗの㸰㡯┠で࠶った。୍つ┠

は、「ேࡸ࿘りのேに㢗まれたから」で、「正規㞠用」「㠀正規㞠用」は「↓⫋」ࡼりも「࠶てはまる」の回答

が多かった。つ┠は、「事ࡸ活ືにᚲせな知㆑ࡸス࢟ルをྲྀ得したいから」で、「正規㞠用」「㠀正規㞠用」

は「↓⫋」ࡼり、「࠶てはまる」の回答が多かった。㏫に、「㛫にవ⿱ができたから」は、「正規㞠用」は、

「㠀正規㞠用」「↓⫋」ࡼりも「࠶てはまらない」が多い結果となった。

また、「㠀正規㞠用」が、の群と比較して「࠶てはまる」と多ࡃ回答したものは、௨ୗの12㡯┠で࠶った。

「ேࡸ࿘りのேに㢗まれたから」「正規㞠用」「㠀正規㞠用」は「↓⫋」ࡼりも「࠶てはまる」の回答が多か

った。「事ࡸ活ືにᚲせな知㆑ࡸス࢟ルをྲྀ得したいから」は、「正規㞠用」「㠀正規㞠用」は「↓⫋」ࡼり、

については、「㠀「のேと知り合いたい、新しいேとฟ会いたいからࡃ多」。の回答が多かった「てはまる࠶」

正規㞠用」は「正規㞠用」ࡼりも「࠶てはまる」の回答が多い。「活ືにᑐする⮬ศの㐺性を知りたい࣭ࡸりた

い事を見つࡅたいから」「㠀正規㞠用」は「↓⫋」ࡼりも「࠶てはまる」の回答が多い。「Ꮚ育てに関して、

⮬ศとྠ࠺ࡼࡌな≧ἣに⨨かれているேのᡭຓࡅをしたいから」は、「㠀正規㞠用」は「↓⫋」ࡼりも「࠶て

はまる」の回答が多い。「ᐙ᪘、ே、⫋ሙなどからホ౯ࡉれる、認められるから」は、「正規㞠用」「㠀正規㞠

用」は「↓⫋」ࡼりも「࠶てはまる」の回答が多い。「Ꮚ育て経験が活かࡏるから」「㠀正規㞠用」は「正規㞠

用」「↓⫋」ࡼりも「࠶てはまる」の回答が多ࡃ、「↓⫋」は「正規㞠用」ࡼりも「࠶てはまる」の回答が多い。

「⮬ศのど㔝をᗈࡆたいから」については、「㠀正規㞠用」は「↓⫋」ࡼりも「࠶てはまる」の回答が多い。

「ᑵປのスࢵࢸプとしたいから」は、「㠀正規㞠用」は「↓⫋」ࡼりも「࠶てはまる」の回答が多い。「ᣢっ

ている㈨᱁を活かしたいから」は、「㠀正規㞠用」は「↓⫋」ࡼりも「࠶てはまる」の回答が多い。「ධにな

るから」は、「㠀正規㞠用」は「↓⫋」ࡼりも「࠶てはまる」の回答が多い。「㛫にవ⿱ができたから」は、

「㠀正規㞠用」は「正規㞠用」ࡼりも「࠶てはまる」の回答が多い。

った。「࠶回答したものは、௨ୗの㸲㡯┠でࡃと多「てはまる࠶」らに、「↓⫋」が、の群と比較してࡉ 

㛫にవ⿱ができたから」は、「↓⫋」は、「㠀正規㞠用」「正規㞠用」ࡼりも「࠶てはまる」の回答が多い。「ู

ᒃするᏊどもを㏻ࡌて育児ᨭのᚲせ性を感ࡌ、㌟㏆で育児ᨭを⾜いたいとᛮったから」について、「↓⫋」

は、「正規㞠用」「㠀正規㞠用」はࡼりも「࠶てはまる」の回答が多い。「⏕きがいになるものがほしかったか

ら」は、「↓⫋」は、「正規㞠用」「㠀正規㞠用」ࡼりも「࠶てはまる」の回答が多い。「Ꮮの࠺ࡼなᏑᅾが㌟㏆

にḧしかったから」は、「↓⫋」は、「正規㞠用」「㠀正規㞠用」はࡼりも「࠶てはまる」の回答が多い。

⾲2-ϩ-21 提供会員になった⌮⏤とᑵᴗᙧែ

ᚑᒓኚ数 

平均値の差 

�,--� ᶆ‽ㄗ差 有意確率 

95� ಙ㢗༊㛫 

ୗ㝈 上㝈 

多ࡃのேと

知り合いた

い、新しい

ேとฟ会い

たいから 

正規㞠用 㠀正規㞠用 .2�4 0.105 0.019 0.04 0.53

↓⫋ 0.245 0.105 0.052 0.00 0.49

㠀正規㞠用 正規㞠用 -.2�4 0.105 0.019 -0.53 -0.04

↓⫋ -0.039 0.042 0.625 -0.14 0.06

↓⫋ 正規㞠用 -0.245 0.105 0.052 -0.49 0.00

㠀正規㞠用 0.039 0.042 0.625 -0.06 0.14

正規㞠用 㠀正規㞠用 0.173 0.114 0.2�0 -0.09 0.44
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活ືにᑐす

る⮬ศの㐺

性を知りた

い࣭ࡸりた

い事を見

つࡅたいか

ら 

↓⫋ -0.050 0.114 0.900 -0.32 0.22

㠀正規㞠用 正規㞠用 -0.173 0.114 0.2�0 -0.44 0.09

↓⫋ -.224 0.046 0.000 -0.33 -0.12

↓⫋ 正規㞠用 0.050 0.114 0.900 -0.22 0.32

㠀正規㞠用 .224 0.046 0.000 0.12 0.33

地域ࡸ♫会

にᜠ㏉しが

したいから

正規㞠用 㠀正規㞠用 0.043 0.099 0.�99 -0.19 0.2�

↓⫋ 0.111 0.099 0.503 -0.12 0.34

㠀正規㞠用 正規㞠用 -0.043 0.099 0.�99 -0.2� 0.19

↓⫋ 0.06� 0.040 0.202 -0.03 0.16

↓⫋ 正規㞠用 -0.111 0.099 0.503 -0.34 0.12

㠀正規㞠用 -0.06� 0.040 0.202 -0.16 0.03

⏕きがいに

なるものが

ほしかった

から 

正規㞠用 㠀正規㞠用 0.217 0.10� 0.10� -0.04 0.47

↓⫋ .3�9 0.10� 0.001 0.14 0.64

㠀正規㞠用 正規㞠用 -0.217 0.10� 0.10� -0.47 0.04

↓⫋ .172 0.043 0.000 0.07 0.27

↓⫋ 正規㞠用 -.3�9 0.10� 0.001 -0.64 -0.14

㠀正規㞠用 -.172 0.043 0.000 -0.27 -0.07

Ꮚ育てに関

して、⮬ศ

とྠ࠺ࡼࡌ

な≧ἣに⨨

かれている

ேのᡭຓࡅ

をしたいか

ら 

正規㞠用 㠀正規㞠用 -0.020 0.114 0.9�3 -0.29 0.25

↓⫋ -0.252 0.115 0.074 -0.52 0.02

㠀正規㞠用 正規㞠用 0.020 0.114 0.9�3 -0.25 0.29

↓⫋ -.231 0.046 0.000 -0.34 -0.12

↓⫋ 正規㞠用 0.252 0.115 0.074 -0.02 0.52

㠀正規㞠用 .231 0.046 0.000 0.12 0.34

ᕷのබⓗな

事ᴗࡔから

正規㞠用 㠀正規㞠用 -0.061 0.117 0.�61 -0.33 0.21

↓⫋ -0.030 0.117 0.965 -0.31 0.25

㠀正規㞠用 正規㞠用 0.061 0.117 0.�61 -0.21 0.33

↓⫋ 0.031 0.047 0.7�6 -0.0� 0.14

↓⫋ 正規㞠用 0.030 0.117 0.965 -0.25 0.31

㠀正規㞠用 -0.031 0.047 0.7�6 -0.14 0.0�

ேと᥋する

ことࡸ、相

ᡭのẼᣢࡕ

⌮を࠼⪄ࡸ

ゎするຊを

正規㞠用 㠀正規㞠用 0.090 0.110 0.690 -0.17 0.35

↓⫋ -0.004 0.111 0.999 -0.26 0.26

㠀正規㞠用 正規㞠用 -0.090 0.110 0.690 -0.35 0.17

↓⫋ -0.095 0.044 0.0�1 -0.20 0.01

↓⫋ 正規㞠用 0.004 0.111 0.999 -0.26 0.26
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㌟にࡅた

いから 

㠀正規㞠用 0.095 0.044 0.0�1 -0.01 0.20

ᐙ᪘、

ே、⫋ሙな

どからホ౯

れる、認ࡉ

められるか

ら 

正規㞠用 㠀正規㞠用 -0.140 0.100 0.33� -0.37 0.09

↓⫋ -.269 0.100 0.020 -0.50 -0.03

㠀正規㞠用 正規㞠用 0.140 0.100 0.33� -0.09 0.37

↓⫋ -.129 0.040 0.004 -0.22 -0.03

↓⫋ 正規㞠用 .269 0.100 0.020 0.03 0.50

㠀正規㞠用 .129 0.040 0.004 0.03 0.22

ᣢっている

㈨᱁を活か

したいから

正規㞠用 㠀正規㞠用 -0.065 0.140 0.��9 -0.39 0.26

↓⫋ -0.252 0.141 0.174 -0.5� 0.0�

㠀正規㞠用 正規㞠用 0.065 0.140 0.��9 -0.26 0.39

↓⫋ -.1�7 0.056 0.003 -0.32 -0.05

↓⫋ 正規㞠用 0.252 0.141 0.174 -0.0� 0.5�

㠀正規㞠用 .1�7 0.056 0.003 0.05 0.32

㛫にవ⿱

ができたか

ら 

正規㞠用 㠀正規㞠用 .631 0.106 0.000 0.3� 0.��

↓⫋ 1.067 0.106 0.000 0.�2 1.32

㠀正規㞠用 正規㞠用 -.631 0.106 0.000 -0.�� -0.3�

↓⫋ .436 0.042 0.000 0.34 0.54

↓⫋ 正規㞠用 -1.067 0.106 0.000 -1.32 -0.�2

㠀正規㞠用 -.436 0.042 0.000 -0.54 -0.34

ධになる

から 

正規㞠用 㠀正規㞠用 0.250 0.117 0.0�2 -0.02 0.52

↓⫋ -0.077 0.11� 0.790 -0.35 0.20

㠀正規㞠用 正規㞠用 -0.250 0.117 0.0�2 -0.52 0.02

↓⫋ -.327 0.047 0.000 -0.44 -0.22

↓⫋ 正規㞠用 0.077 0.11� 0.790 -0.20 0.35

㠀正規㞠用 .327 0.047 0.000 0.22 0.44

地域ࡸ♫会

のことを知

りたいから

正規㞠用 㠀正規㞠用 0.156 0.10� 0.316 -0.10 0.41

↓⫋ 0.1�� 0.10� 0.194 -0.07 0.44

㠀正規㞠用 正規㞠用 -0.156 0.10� 0.316 -0.41 0.10

↓⫋ 0.031 0.043 0.746 -0.07 0.13

↓⫋ 正規㞠用 -0.1�� 0.10� 0.194 -0.44 0.07

㠀正規㞠用 -0.031 0.043 0.746 -0.13 0.07

ูᒃするᏊ

どもを㏻ࡌ

て育児ᨭ

のᚲせ性を

感ࡌ、㌟㏆

正規㞠用 㠀正規㞠用 0.147 0.141 0.54� -0.1� 0.4�

↓⫋ .550 0.141 0.000 0.22 0.��

㠀正規㞠用 正規㞠用 -0.147 0.141 0.54� -0.4� 0.1�

↓⫋ .403 0.056 0.000 0.27 0.54

↓⫋ 正規㞠用 -.550 0.141 0.000 -0.�� -0.22
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で育児ᨭ

を⾜いたい

とᛮったか

ら 

㠀正規㞠用 -.403 0.056 0.000 -0.54 -0.27

ᑵປのス

プとしࢵࢸ

たいから 

正規㞠用 㠀正規㞠用 0.12� 0.101 0.419 -0.11 0.37

↓⫋ -0.206 0.102 0.107 -0.45 0.03

㠀正規㞠用 正規㞠用 -0.12� 0.101 0.419 -0.37 0.11

↓⫋ -.334 0.041 0.000 -0.43 -0.24

↓⫋ 正規㞠用 0.206 0.102 0.107 -0.03 0.45

㠀正規㞠用 .334 0.041 0.000 0.24 0.43

ேࡸ࿘り

のேに㢗ま

れたから 

正規㞠用 㠀正規㞠用 -0.1�2 0.140 0.395 -0.51 0.15

↓⫋ -.561 0.141 0.000 -0.�9 -0.23

㠀正規㞠用 正規㞠用 0.1�2 0.140 0.395 -0.15 0.51

↓⫋ -.379 0.056 0.000 -0.51 -0.25

↓⫋ 正規㞠用 .561 0.141 0.000 0.23 0.�9

㠀正規㞠用 .379 0.056 0.000 0.25 0.51

⮬ศのど㔝

をᗈࡆたい

から 

正規㞠用 㠀正規㞠用 0.136 0.111 0.435 -0.12 0.40

↓⫋ 0.011 0.111 0.994 -0.25 0.27

㠀正規㞠用 正規㞠用 -0.136 0.111 0.435 -0.40 0.12

↓⫋ -.125 0.044 0.013 -0.23 -0.02

↓⫋ 正規㞠用 -0.011 0.111 0.994 -0.27 0.25

㠀正規㞠用 .125 0.044 0.013 0.02 0.23

Ꮚ育て経験

が活かࡏる

から 

正規㞠用 㠀正規㞠用 .370 0.100 0.001 0.14 0.60

↓⫋ .255 0.100 0.030 0.02 0.49

㠀正規㞠用 正規㞠用 -.370 0.100 0.001 -0.60 -0.14

↓⫋ -.116 0.040 0.011 -0.21 -0.02

↓⫋ 正規㞠用 -.255 0.100 0.030 -0.49 -0.02

㠀正規㞠用 .116 0.040 0.011 0.02 0.21

Ꮮの࠺ࡼな

Ꮡᅾが㌟㏆

にḧしかっ

たから 

正規㞠用 㠀正規㞠用 0.136 0.121 0.495 -0.15 0.42

↓⫋ .392 0.121 0.004 0.11 0.6�

㠀正規㞠用 正規㞠用 -0.136 0.121 0.495 -0.42 0.15

↓⫋ .256 0.04� 0.000 0.14 0.37

↓⫋ 正規㞠用 -.392 0.121 0.004 -0.6� -0.11

㠀正規㞠用 -.256 0.04� 0.000 -0.37 -0.14

児❺ᚅࡸ

Ꮚ育てのᏙ

❧など、♫

正規㞠用 㠀正規㞠用 0.01� 0.111 0.9�6 -0.24 0.2�

↓⫋ 0.025 0.112 0.973 -0.24 0.29

㠀正規㞠用 正規㞠用 -0.01� 0.111 0.9�6 -0.2� 0.24
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会ၥ㢟のゎ

Ỵにᙺ❧ࡕ

たいから 

↓⫋ 0.007 0.044 0.9�6 -0.10 0.11

↓⫋ 正規㞠用 -0.025 0.112 0.973 -0.29 0.24

㠀正規㞠用 -0.007 0.044 0.9�6 -0.11 0.10

事ࡸ活ື

にᚲせな知

㆑ࡸス࢟ル

をྲྀ得した

いから 

正規㞠用 㠀正規㞠用 -0.07� 0.116 0.779 -0.35 0.19

↓⫋ -.440 0.117 0.001 -0.71 -0.17

㠀正規㞠用 正規㞠用 0.07� 0.116 0.779 -0.19 0.35

↓⫋ -.361 0.047 0.000 -0.47 -0.25

↓⫋ 正規㞠用 .440 0.117 0.001 0.17 0.71

㠀正規㞠用 .361 0.047 0.000 0.25 0.47

. 3�.05

ϩ�㸯�（５）保᭷㈨᱁ 

ここでは、保有㈨᱁にࡼって、「提供会員になった⌮⏤」にどの࠺ࡼな㐪いが࠶るのか明らかにするために、

平均値の比較を⾜った。その結果、⾲2-ϩ-22㹼⾲2-ϩ-2�の㏻りとなっている。

ඛにも㏙たが、「提供会員になった⌮⏤」の回答は、「࠶てはまる」㹼「࠶てはまらない」の㸳௳ἲで、「࠶

てはまる」方がⅬ数がపࡃなっている。ࡼって平均値のపい方が、ࡼり「࠶てはまる」に㏆い回答とい࠺こと

になる。

保育ኈ㈨᱁

 「提供会員になった⌮⏤」の㉁ၥ㡯┠が22㡯┠࠶る中で、保育ኈ㈨᱁「࠶り」の群が、「なし」の群と比較

して有意に「࠶てはまる」と多ࡃ回答したものは、⾲2-ϩ-22の㏻り、13㡯┠にのࡰった。≉に、「ᣢってい

る㈨᱁を活かしたいから」が、保育ኈ㈨᱁「࠶り」の群が、「なし」の群と比較して、㸯㸣Ỉ‽で有意に㸰࣏

ンࢺ上回った。その、「ᴦしそ࠺、Ꮚどもがዲきࡔから」「ᣢっている㈨᱁を活かしたいから」「Ꮚ育て経験

が活かࡏるから」「児❺ᚅࡸᏊ育てのᏙ❧など、♫会ၥ㢟のゎỴにᙺ❧ࡕたいから」の㸲㡯┠が、保育ኈ㈨

᱁「࠶り」の群が、「なし」の群と比較して「࠶てはまる」「࠶ࡸࡸてはまる」と有意に多ࡃ回答していること

がࢃかる。 

㏫に、保育ኈ㈨᱁「なし」の群が、「࠶り」の群と比較して「࠶てはまる」と有意に多ࡃ回答したものは、な

かった。

⾲2-ϩ-22 提供会員になった⌮⏤�保育ኈ㈨᱁   

  ᗘ  ᩘ ᖹᆒ್ ᶆ‽೫ᕪ 

  

⮬⏤ᗘ 㻲  ್ p 

ᴦしそ࠺、Ꮚどもがዲきࡔか

ら 

はい �26 1.36 0.606 群㛫 1 62.449 !.00 

いい2�539 ࠼ 1.61 0.�35 群ෆ 3�363

合計 3�365 1.55 0.792 合計 3�364

活ືにᑐする⮬ศの㐺性を知

りたい࣭ࡸりたい事を見つ

 たいからࡅ

はい �20 2.�7 1.271 群㛫 1 11.690 0.001 

いい2�525 ࠼ 3.04 1.214 群ෆ 3�343

合計 3�345 3.00 1.230 合計 3�344
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ᕷのබⓗな事ᴗࡔから はい �22 2.76 1.222 群㛫 1 7.601 0.006 

いい2�526 ࠼ 2.90 1.26� 群ෆ 3�346

合計 3�34� 2.�6 1.25� 合計 3�347

ᐙ᪘、ே、⫋ሙなどからホ

౯ࡉれる、認められるから 

はい �20 3.72 1.100 群㛫 1 14.�36 !.00 

いい2�521 ࠼ 3.�� 1.05� 群ෆ 3�339

合計 3�341 3.�4 1.071 合計 3�340

ᣢっている㈨᱁を活かしたい

から 

はい �30 1.�5 1.091 群㛫 1 1557.730 !.00 

いい2�521 ࠼ 3.�1 1.2�� 群ෆ 3�349

合計 3�351 3.33 1.503 合計 3�350

㛫にవ⿱ができたから はい �29 2.07 1.153 群㛫 1 17.�17 !.00 

いい2�543 ࠼ 2.27 1.1�7 群ෆ 3�370

合計 3�372 2.22 1.1�2 合計 3�371

ධになるから はい �23 3.36 1.301 群㛫 1 �.9�7 0.003 

いい2�529 ࠼ 3.52 1.250 群ෆ 3�350

合計 3�352 3.4� 1.264 合計 3�351

地域ࡸ♫会のことを知りたい

から 

はい �19 2.91 1.144 群㛫 1 4.705 0.030 

いい2�527 ࠼ 3.01 1.15� 群ෆ 3�344

合計 3�346 2.9� 1.155 合計 3�345

ேࡸ࿘りのேに㢗まれたか

ら 

はい �24 3.44 1.551 群㛫 1 15.�60 !.00 

いい2�526 ࠼ 3.6� 1.490 群ෆ 3�34�

合計 3�350 3.62 1.509 合計 3�349

⮬ศのど㔝をᗈࡆたいから はい �22 2.55 1.139 群㛫 1 3.750 0.053 ͊

いい2�530 ࠼ 2.65 1.216 群ෆ 3�350

合計 3�352 2.63 1.19� 合計 3�351

Ꮚ育て経験が活かࡏるから はい �2� 1.90 1.097 群㛫 1 10.�60 0.001 

いい2�539 ࠼ 2.04 1.0�2 群ෆ 3�365

合計 3�367 2.01 1.0�7 合計 3�366

児❺ᚅࡸᏊ育てのᏙ❧な

ど、♫会ၥ㢟のゎỴにᙺ❧ࡕ

たいから 

はい �22 2.32 1.142 群㛫 1 5.302 0.021 

いい2�533 ࠼ 2.43 1.19� 群ෆ 3�353

合計 3�355 2.41 1.1�6 合計 3�354

事ࡸ活ືにᚲせな知㆑ࡸス

 ルをྲྀ得したいから࢟

はい �23 3.24 1.253 群㛫 1 42.017 !.00 

いい2�525 ࠼ 3.57 1.245 群ෆ 3�346

合計 3�34� 3.49 1.255 合計 3�347

.͊05�p� .10    p� .05    p� .01
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    ᗂ⛶ᅬᩍㅍචチ

「提供会員になった⌮⏤」の㉁ၥ㡯┠が22㡯┠࠶る中で、ᗂ⛶ᅬᩍㅍචチ「࠶り」の群が、「なし」の群と

比較して「࠶てはまる」と有意に多ࡃ回答したものは、⾲2-ϩ-23の㏻り、�㡯┠で࠶った。≉に、「ᣢってい

る㈨᱁を活かしたいから」が、ᗂ⛶ᅬᩍㅍචチ「࠶り」の群が、「なし」の群と比較して、㸯㸣Ỉ‽で有意に

㛫」「ᣢっている㈨᱁を活かしたいから」「からࡔᏊどもがዲき、࠺ᴦしそ」、上回った。そのࢺン࣏�.1

にవ⿱ができたから」「Ꮚ育て経験が活かࡏるから」の㸲㡯┠が、ᗂ⛶ᅬᩍㅍචチ「࠶り」の群が、「なし」の

群と比較して「࠶てはまる」「࠶ࡸࡸてはまる」と有意に多ࡃ回答していることがࢃかる。 

㏫に、ᗂ⛶ᅬᩍㅍචチ「なし」の群が、「࠶り」の群と比較して「࠶てはまる」と有意に多ࡃ回答したものは

なかった。 

⾲2-ϩ-23 提供会員になった⌮⏤�ᗂ⛶ᅬᩍㅍචチ   

  ᗘ  ᩘ ᖹᆒ್ ᶆ‽೫ᕪ 

  
⮬⏤ᗘ 㻲  ್ p 

ᴦしそ࠺、Ꮚどもがዲきࡔか

ら 

はい 659 1.35 0.611 群㛫 1 51.�34 !.00 

いい2�706 ࠼ 1.60 0.�23 群ෆ 3�363

合計 3�365 1.55 0.792 合計 3�364

活ືにᑐする⮬ศの㐺性を知

りたい࣭ࡸりたい事を見つ

 たいからࡅ

はい 654 2.92 1.26� 群㛫 1 3.292 0.070

͊

いい2�691 ࠼ 3.02 1.220 群ෆ 3�343

合計 3�345 3.00 1.230 合計 3�344

ᕷのබⓗな事ᴗࡔから はい 654 2.73 1.225 群㛫 1 9.561 0.002 

いい2�694 ࠼ 2.90 1.264 群ෆ 3�346

合計 3�34� 2.�6 1.25� 合計 3�347

ᣢっている㈨᱁を活かしたい

から 

はい 661 1.�� 1.071 群㛫 1 9��.10� !.00 

いい2�690 ࠼ 3.6� 1.376 群ෆ 3�349

合計 3�351 3.33 1.503 合計 3�350

㛫にవ⿱ができたから はい 65� 2.06 1.13� 群㛫 1 14.�4� !.00 

いい2�714 ࠼ 2.26 1.1�9 群ෆ 3�370

合計 3�372 2.22 1.1�2 合計 3�371

ேࡸ࿘りのேに㢗まれたか

ら 

はい 65� 3.44 1.570 群㛫 1 11.215 0.001 

いい2�692 ࠼ 3.66 1.490 群ෆ 3�34�

合計 3�350 3.62 1.509 合計 3�349

Ꮚ育て経験が活かࡏるから はい 659 1.�9 1.040 群㛫 1 9.�10 0.002 

いい2�70 ࠼� 2.04 1.097 群ෆ 3�365

合計 3�367 2.01 1.0�7 合計 3�366

事ࡸ活ືにᚲせな知㆑ࡸス

 ルをྲྀ得したいから࢟

はい 655 3.33 1.246 群㛫 1 13.71� !.00 

いい2�693 ࠼ 3.53 1.254 群ෆ 3�346

合計 334� 3.49 1.255 合計 3�347

.͊05�p� .10    p� .05    p� .01
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ᑠ࣭中࣭高ᩍㅍචチ

「提供会員になった⌮⏤」の㉁ၥ㡯┠が22㡯┠࠶る中で、ᑠ࣭中࣭高ᩍㅍචチ「࠶り」の群が、「なし」の

群と比較して「࠶てはまる」と有意に多ࡃ回答したものは㸰㡯┠で࠶った。≉に、「ᣢっている㈨᱁を活かし

たいから」が、ᑠ࣭中࣭高ᩍㅍචチ「࠶り」の群が、「なし」の群と比較して、㸯㸣Ỉ‽で有意に 0.4 ン࣏

の群が、「なし」の群と比「り࠶」上回った。その、「㛫にవ⿱ができたから」が、ᑠ࣭中࣭高ᩍㅍචチࢺ

較して「࠶てはまる」「࠶ࡸࡸてはまる」と多ࡃ回答している有意傾向が࠶ることがࢃかった。 

㏫に、ᑠ࣭中࣭高ᩍㅍචチ「なし」の群が、「࠶り」の群と比較して「࠶てはまる」「࠶ࡸࡸてはまる」と有

意に多ࡃ回答したものは、「活ືにᑐする⮬ศの㐺性を知りたい࣭ࡸりたい事を見つࡅたいから」「ேと᥋す

ることࡸ、相ᡭのẼᣢ࠼⪄ࡸࡕを⌮ゎするຊを㌟にࡅたいから」の㸰㡯┠となった。 

その、ᑠ࣭中࣭高ᩍㅍචチ「࠶り」の群が、「なし」の群と比較して「࠶まり࠶てはまらない」「࠶てはま

らない」と有意に多ࡃ回答したものは、「活ືにᑐする⮬ศの㐺性を知りたい࣭ࡸりたい事を見つࡅたいか

ら」「ᐙ᪘、ே、⫋ሙなどからホ౯ࡉれる、認められるから」（有意傾向）、「ᑵປのスࢵࢸプとしたいから」

の㸱㡯┠となった。 

⾲2-ϩ-24 提供会員になった⌮⏤�ᑠ࣭中࣭高ᩍㅍචチ   

  ᗘ  ᩘ ᖹᆒ್ ᶆ‽೫ᕪ 

  

⮬⏤ᗘ 㻲  ್ p 

活ືにᑐする⮬ศの㐺性を知

りたい࣭ࡸりたい事を見つ

 たいからࡅ

はい 394 3.12 1.274 群㛫 1 4.07� 0.044  

いい2�951 ࠼ 2.99 1.224 群ෆ 3�343

合計 3�345 3.00 1.230 合計 3�344

ேと᥋することࡸ、相ᡭのẼ

ᣢ࠼⪄ࡸࡕを⌮ゎするຊを㌟

にࡅたいから 

はい 395 3.03 1.16� 群㛫 1 �.1�9 0.004 

いい2�957 ࠼ 2.�4 1.194 群ෆ 3�350

合計 3�352 2.�6 1.192 合計 3�351

ᐙ᪘、ே、⫋ሙなどからホ

౯ࡉれる、認められるから 

はい 395 3.94 1.029 群㛫 1 3.335 0.06� ͊

いい2�946 ࠼ 3.�3 1.076 群ෆ 3�339

合計 3�341 3.�4 1.071 合計 3�340

ᣢっている㈨᱁を活かしたい

から 

はい 397 2.99 1.363 群㛫 1 22.915 !.00 

いい2�954 ࠼ 3.37 1.516 群ෆ 3�349

合計 3�351 3.33 1.503 合計 3�350

㛫にవ⿱ができたから はい 395 2.12 1.095 群㛫 1 3.1�� 0.074 ͊

いい2�977 ࠼ 2.23 1.192 群ෆ 3�370

合計 3�372 2.22 1.1�2 合計 3�371

ᑵປのスࢵࢸプとしたいか

ら 

はい 395 4.29 0.932 群㛫 1 12.40� !.00 

いい2�949 ࠼ 4.09 1.100 群ෆ 3�342

合計 3�344 4.11 1.0�4 合計 3�343

.͊05�p� .10    p� .05    p� .01
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┳ㆤᖌ㈨᱁

 「提供会員になった⌮⏤」の㉁ၥ㡯┠が22㡯┠࠶る中で、┳ㆤᖌ㈨᱁「࠶り」の群が、「なし」の群と比較

して「࠶てはまる」と有意に多ࡃ回答したものは、㸲㡯┠で࠶った。≉に、「ᣢっている㈨᱁を活かしたいか

ら」が、┳ㆤᖌ㈨᱁「࠶り」の群が、「なし」の群と比較して、㸯㸣Ỉ‽で有意に 0.� 上回った。そࢺン࣏

の、「ᴦしそ࠺、Ꮚどもがዲきࡔから」「地域ࡸ♫会にᜠ㏉しがしたいから」「㛫にవ⿱ができたから」「児

❺ᚅࡸᏊ育てのᏙ❧など、♫会ၥ㢟のゎỴにᙺ❧ࡕたいから」の㸲㡯┠が、┳ㆤᖌ㈨᱁「࠶り」の群が、「な

し」の群と比較して「࠶てはまる」「࠶ࡸࡸてはまる」と多ࡃ回答している有意傾向が࠶ることがࢃかった。 

㏫に、┳ㆤᖌ㈨᱁「なし」の群が、「࠶り」の群と比較して「࠶てはまる」「࠶ࡸࡸてはまる」と有意に多ࡃ

回答したものはなかった。

その、┳ㆤᖌ㈨᱁「࠶り」の群が、「なし」の群と比較して「࠶まり࠶てはまらない」「࠶てはまらない」

と有意に多ࡃ回答したものは、「ධになるから」「ᑵປのスࢵࢸプとしたいから」（有意傾向）、「ேࡸ࿘

りのேに㢗まれたから」（有意傾向）の㸱㡯┠となった。

⾲2-ϩ-25 提供会員になった⌮⏤�┳ㆤᖌ㈨᱁   

  ᗘ  ᩘ ᖹᆒ್ ᶆ‽೫ᕪ 

  

⮬⏤ᗘ 㻲  ್ p 

ᴦしそ࠺、Ꮚどもがዲきࡔから はい 133 1.7� 1.01� 群㛫 1 12.0�5 0.001 

いい3�232 ࠼ 1.54 0.7�0 群ෆ 3�363

合計 3�365 1.55 0.792 合計 3�364

地域ࡸ♫会にᜠ㏉しがしたいか

ら 

はい 134 1.�6 0.927 群㛫 1 10.576 0.001 

いい3�239 ࠼ 2.16 1.066 群ෆ 3�371

合計 3�373 2.15 1.063 合計 3�372

ᣢっている㈨᱁を活かしたいか

ら 

はい 134 2.52 1.319 群㛫 1 40.545 !.00 

いい3�217 ࠼ 3.36 1.502 群ෆ 3�349

合計 3�351 3.33 1.503 合計 3�350

「提供会員」になった⌮⏤ 

㛫にవ⿱ができたから 

はい 134 1.90 1.042 群㛫 1 10.633 0.001 

いい3�23 ࠼� 2.23 1.1�5 群ෆ 3�370

合計 3�372 2.22 1.1�2 合計 3�371

ධになるから はい 134 3.75 1.179 群㛫 1 6.654 0.010 

いい3�21 ࠼� 3.47 1.267 群ෆ 3�350

合計 3�352 3.4� 1.264 合計 3�351

ᑵປのスࢵࢸプとしたいから はい 134 4.2� 1.036 群㛫 1 3.141 0.076 ͊

いい3�210 ࠼ 4.11 1.0�5 群ෆ 3�342

合計 3�344 4.11 1.0�4 合計 3�343

ேࡸ࿘りのேに㢗まれたから はい 134 3.�6 1.436 群㛫 1 3.571 0.059 ͊

いい3�216 ࠼ 3.61 1.511 群ෆ 3�34�

合計 3�350 3.62 1.509 合計 3�349
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児❺ᚅࡸᏊ育てのᏙ❧など、

♫会ၥ㢟のゎỴにᙺ❧ࡕたいか

ら 

はい 134 2.19 1.166 群㛫 1 4.427 0.035 

いい3�221 ࠼ 2.41 1.1�6 群ෆ 3�353

合計 3�355 2.41 1.1�6 合計 3�354

.͊05�p� .10    p� .05    p� .01

ー㈨᱁ࣃル࣒࣊ー࣍

「提供会員になった⌮⏤」の㉁ၥ㡯┠が22㡯┠࠶る中で、࣍ー࣒࣊ルࣃー㈨᱁「࠶り」の群が、「なし」の

群と比較して「࠶てはまる」と有意に多ࡃ回答したものは、㸱㡯┠で࠶った。≉に、「ูᒃするᏊどもを㏻ࡌ

て育児ᨭのᚲせ性を感ࡌ、㌟㏆で育児ᨭを⾜いたいとᛮったから」が、࣍ー࣒࣊ルࣃー㈨᱁「࠶り」の群

が、「なし」の群と比較して、㸯㸣Ỉ‽で有意に0.3࣏ンࢺ上回った。その、「⏕きがいになるものがほし

かったから」「⮬ศのど㔝をᗈࡆたいから」が、࣍ー࣒࣊ルࣃー㈨᱁「࠶り」の群が、「なし」の群と比較して

 。かったࢃ回答していることがࡃと有意に多「てはまる࠶ࡸࡸ」「てはまる࠶」

㏫に、࣍ー࣒࣊ルࣃー㈨᱁「なし」の群が、「࠶り」の群と比較して「࠶まり࠶てはまらない」「࠶てはまら

ない」と有意に多ࡃ回答したものは「ᣢっている㈨᱁を活かしたいから」「地域ࡸ♫会のことを知りたいから」

「Ꮮの࠺ࡼなᏑᅾが㌟㏆にḧしかったから」「事ࡸ活ືにᚲせな知㆑ࡸス࢟ルをྲྀ得したいから」となった。

⾲2-ϩ-26 提供会員になった⌮⏤࣍�ー࣒࣊ルࣃー㈨᱁   

  ᗘ  ᩘ ᖹᆒ್ ᶆ‽೫ᕪ 

  

⮬⏤ᗘ 㻲  ್ p 

⏕きがいになるものがほしかっ

たから 

はい 473 2.59 1.147 群㛫 1 3.526 0.060 

いい2��76 ࠼ 2.70 1.174 群ෆ 3�347

合計 3�349 2.6� 1.171 合計 3�34�

ᣢっている㈨᱁を活かしたいか

ら 

はい 470 3.14 1.393 群㛫 1 �.141 0.004 

いい2���1 ࠼ 3.36 1.519 群ෆ 3�349

合計 3�351 3.33 1.503 合計 3�350

地域ࡸ♫会のことを知りたいか

ら 

はい 469 2.�5 1.160 群㛫 1 7.1�9 0.007 

いい2��77 ࠼ 3.00 1.153 群ෆ 3�344

合計 3�346 2.9� 1.155 合計 3�345

ูᒃするᏊどもを㏻ࡌて育児ᨭ

のᚲせ性を感ࡌ、㌟㏆で育児

ᨭを⾜いたいとᛮったから 

はい 470 2.96 1.530 群㛫 1 16.610 !.00 

いい2��79 ࠼ 3.27 1.514 群ෆ 3�347

合計 3�349 3.23 1.520 合計 3�34�

⮬ศのど㔝をᗈࡆたいから はい 472 2.49 1.1�2 群㛫 1 7.275 0.007 

いい2���0 ࠼ 2.65 1.199 群ෆ 3�350

合計 3�352 2.63 1.19� 合計 3�351

はい 471 3.44 1.337 群㛫 1 14.974 !.00 
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Ꮮの࠺ࡼなᏑᅾが㌟㏆にḧしか

ったから 

いい2���0 ࠼ 3.69 1.2�6 群ෆ 3�349

合計 3�351 3.65 1.296 合計 3�350

事ࡸ活ືにᚲせな知㆑ࡸス࢟

ルをྲྀ得したいから 

はい 472 3.36 1.2�9 群㛫 1 6.073 0.014 

いい2��76 ࠼ 3.51 1.24� 群ෆ 3�346

合計 3�34� 3.49 1.255 合計 3�347

.͊05�p� .10    p� .05    p� .01

♫会⚟♴ኈ㈨᱁

「提供会員になった⌮⏤」の㉁ၥ㡯┠が22㡯┠࠶る中で、♫会⚟♴ኈ㈨᱁「࠶り」の群が、「なし」の群と

比較して「࠶てはまる」と有意に多ࡃ回答したものは、㸱㡯┠で࠶った。≉に、「児❺ᚅࡸᏊ育てのᏙ❧な

ど、♫会ၥ㢟のゎỴにᙺ❧ࡕたいから」が、♫会⚟♴ኈ㈨᱁「࠶り」の群が、「なし」の群と比較して、㸳㸣Ỉ

‽で有意に0.5࣏ンࢺ上回った。その、「ᣢっている㈨᱁を活かしたいから」「⮬ศのど㔝をᗈࡆたいから」

が、♫会⚟♴ኈ㈨᱁「࠶り」の群が、「なし」の群と比較して「࠶てはまる」「࠶ࡸࡸてはまる」と有意に多ࡃ

回答していることがࢃかった。 

㏫に、♫会⚟♴ኈ㈨᱁「なし」の群が、「࠶り」の群と比較して「࠶ࡸࡸてはまらない」「࠶てはまらない」

と有意に多ࡃ回答したものは、「ᑵປのスࢵࢸプとしたいから」「事ࡸ活ືにᚲせな知㆑ࡸス࢟ルをྲྀ得し

たいから」（ともに、有意傾向）となった。

⾲2-ϩ-27 提供会員になった⌮⏤�♫会⚟♴ኈ㈨᱁   

  ᗘ  ᩘ ᖹᆒ್ ᶆ‽೫ᕪ 

  

⮬⏤ᗘ 㻲  ್ p 

ᣢっている㈨᱁を活かしたい

から 

はい 35 2.49 1.541 群㛫 1 11.133 0.001 

いい3�316 ࠼ 3.34 1.501 群ෆ 3�349

合計 3�351 3.33 1.503 合計 3�350

ᑵປのスࢵࢸプとしたいか

ら 

はい 35 3.77 1.140 群㛫 1 3.531 0.060 ͊

いい3�309 ࠼ 4.12 1.0�3 群ෆ 3�342

合計 3�344 4.11 1.0�4 合計 3�343

⮬ศのど㔝をᗈࡆたいから はい 36 2.22 1.124 群㛫 1 4.119 0.042 

いい3�316 ࠼ 2.63 1.19� 群ෆ 3�350

合計 3�352 2.63 1.19� 合計 3�351

児❺ᚅࡸᏊ育てのᏙ❧な

ど、♫会ၥ㢟のゎỴにᙺ❧ࡕ

たいから 

はい 35 1.94 0.93� 群㛫 1 5.3�3 0.020 

いい3�320 ࠼ 2.41 1.1�7 群ෆ 3�353

合計 3�355 2.41 1.1�6 合計 3�354

事ࡸ活ືにᚲせな知㆑ࡸス

 ルをྲྀ得したいから࢟

はい 35 3.09 1.222 群㛫 1 3.633 0.057 ͊

いい3�313 ࠼ 3.49 1.255 群ෆ 3�346

合計 3�34� 3.49 1.255 合計 3�347

.͊05�p� .10    p� .05    p� .01
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    ㈨᱁なし

 「提供会員になった⌮⏤」の㉁ၥ㡯┠が22㡯┠࠶る中で、16㡯┠に有意差が見られたが、㈨᱁「なし」に

回答した群が、そのの群（↓回答）と比較して「࠶てはまる」と有意に多ࡃ回答したものはなかった。 

㢧ⴭࡔったのは、「ᣢっている㈨᱁を活かしたいから」が、㈨᱁「なし」に回答した群が、そのの群（↓回

答）と比較して、㸯㸣Ỉ‽で有意に1.6࣏ンࢺୗ回ったⅬで࠶る。 

⾲2-ϩ-2� 提供会員になった⌮⏤�㈨᱁の有↓   

  ᗘ  ᩘ ᖹᆒ್ ᶆ‽೫ᕪ 

  

⮬⏤ᗘ 㻲  ್ p 

ᴦしそ࠺、Ꮚどもがዲきࡔ

から 

はい 1�272 1.64 0.�56 群㛫 1 30.021 !.00 

いい࠼ 2�093 1.49 0.745 群ෆ 3�363

合計 3�365 1.55 0.792 合計 3�364

ᅔっているேのᡭຓࡅをし

たい、ேのᙺに❧ࡕたいか

ら 

はい 1�273 1.46 0.66� 群㛫 1 14.322 !.00 

いい࠼ 2�103 1.37 0.60� 群ෆ 3�374

合計 3�376 1.40 0.633 合計 3�375

多ࡃのேと知り合いたい、

新しいேとฟ会いたいから 

はい 1�256 2.61 1.144 群㛫 1 �.744 0.003 

いい࠼ 2�0�4 2.50 1.116 群ෆ 3�33�

合計 3�340 2.54 1.12� 合計 3�339

活ືにᑐする⮬ศの㐺性を

知りたい࣭ࡸりたい事を

見つࡅたいから 

はい 1�262 3.10 1.1�5 群㛫 1 12.921 !.00 

いい࠼ 2�0�3 2.94 1.253 群ෆ 3�343

合計 3�345 3.00 1.230 合計 3�344

地域ࡸ♫会にᜠ㏉しがした

いから 

はい 1�274 2.27 1.095 群㛫 1 25.152 !.00 

いい࠼ 2�099 2.0� 1.036 群ෆ 3�371

合計 3�373 2.15 1.063 合計 3�372

⏕きがいになるものがほし

かったから 

はい 1�262 2.7� 1.162 群㛫 1 14.332 !.00 

いい࠼ 2�0�7 2.62 1.173 群ෆ 3�347

合計 3�349 2.6� 1.171 合計 3�34�

ேと᥋することࡸ、相ᡭの

Ẽᣢ࠼⪄ࡸࡕを⌮ゎするຊ

を㌟にࡅたいから 

はい 1�265 2.95 1.167 群㛫 1 9.632 0.002 

いい࠼ 2�0�7 2.�1 1.205 群ෆ 3�350

合計 3�352 2.�6 1.192 合計 3�351

ᐙ᪘、ே、⫋ሙなどから

ホ౯ࡉれる、認められるか

ら 

はい 1�25� 3.90 1.045 群㛫 1 5.425 0.020 

いい࠼ 2�0�3 3.�1 1.0�5 群ෆ 3�339

合計 3�341 3.�4 1.071 合計 3�340

ᣢっている㈨᱁を活かした

いから 

はい 1�257 4.33 0.930 群㛫 1 1�213.39

5

!.00 

いい࠼ 2�094 2.73 1.462 群ෆ 3�349

合計 3�351 3.33 1.503 合計 3�350
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「提供会員」になった⌮⏤ 

㛫にవ⿱ができたから 

はい 1�276 2.34 1.213 群㛫 1 21.462 !.00 

いい࠼ 2�096 2.15 1.156 群ෆ 3�370

合計 3�372 2.22 1.1�2 合計 3�371

地域ࡸ♫会のことを知りた

いから 

はい 1�266 3.13 1.135 群㛫 1 31.536 !.00 

いい࠼ 2�0�0 2.90 1.159 群ෆ 3�344

合計 3�346 2.9� 1.155 合計 3�345

ูᒃするᏊどもを㏻ࡌて育

児ᨭのᚲせ性を感ࡌ、㌟

㏆で育児ᨭを⾜いたいと

ᛮったから 

はい 1�265 3.36 1.519 群㛫 1 14.�60 !.00 

いい࠼ 2�0�4 3.15 1.516 群ෆ 3�347

合計 3�349 3.23 1.520 合計 3�34�

ᑵປのスࢵࢸプとしたい

から 

はい 1�261 4.19 1.037 群㛫 1 9.959 0.002 

いい࠼ 2�0�3 4.07 1.10� 群ෆ 3�342

合計 3�344 4.11 1.0�4 合計 3�343

⮬ศのど㔝をᗈࡆたいから はい 1�264 2.72 1.194 群㛫 1 11.541 0.001 

いい࠼ 2�0�� 2.57 1.197 群ෆ 3�350

合計 3�352 2.63 1.19� 合計 3�351

児❺ᚅࡸᏊ育てのᏙ❧な

ど、♫会ၥ㢟のゎỴにᙺ❧

 たいからࡕ

はい 1�267 2.52 1.210 群㛫 1 1�.750 !.00 

いい࠼ 2�0�� 2.34 1.166 群ෆ 3�353

合計 3�355 2.41 1.1�6 合計 3�354

事ࡸ活ືにᚲせな知㆑ࡸ

ス࢟ルをྲྀ得したいから 

はい 1�262 3.69 1.211 群㛫 1 53.95� !.00 

いい࠼ 2�0�6 3.36 1.265 群ෆ 3�346

合計 3�34� 3.49 1.255 合計 3�347

.͊05�p� .10    p� .05    p� .01

ϩ�㸰�提供会員ࡇࡓࡗ࡞と࡛ᚓࡶࡓのとᒓᛶ（ᖺ㱋ࠊ㓄അ⪅の᭷↓ࠊάືᖺᩘࠊᑵᴗᙧែࠊ保᭷㈨᱁） 

ϩ�㸰�（㸯）ᖺ㱋とのࢫࣟࢡ㞟ィ 

「提供会員になったことで得たもの」の㉁ၥにᑐしては、「࠶てはまる」ものすてに回答する」数回答ἲ

で回答を得た。

提供会員の回答を、Ꮚ育てୡ௦（40ṓ௦まで）と、Ꮚ育てを⤊࠼たୡ௦（50ṓ௦௨㝆）にศࡅ、「提供会員

になったことで得たもの」とクロス集計を⾜った。 

その結果、有意差が見られた㡯┠の中で、「Ꮚ育てୡ௦」࠶るいは「Ꮚ育てが⤊ࢃったୡ௦」の≉ᚩとして

認められるもの2⾲、ࡅࡔ-ϩ-29から⾲2-ϩ-33の調ᩚ῭ࡳṧ差の数値（⤯ᑐ値1.96௨上）にࡼって明らか

にした。 

「Ꮚ育てୡ௦」が「Ꮚ育てが⤊ࢃったୡ௦」と比較して「はい」と回答した割合が有意に多いのは、⾲2-ϩ

-31 から⾲ 2-ϩ-33 で「ຓしているᏊどもとのࡩれ࠶いで⮬ศのᏊどものᡂ㛗ࡸ㐪࠺㠃のⓎ見が࠶る」「育

児の経験を活かすことができる」「ຓ㈝をもら࠼る」の㸱㡯┠で࠶る。 

୍方「Ꮚ育てが⤊ࢃったୡ௦」が「Ꮚ育てୡ௦」と比較して「はい」と回答した割合が有意に多いのは、⾲

― 65 ―



�� 

2-ϩ-29から⾲2-ϩ-30で、「♫会ཧ加ができる」「地域に新しい知り合いができる」の㸰㡯┠で࠶った。 

௨上のことから、それࡒれのୡ௦にࡼって、「提供会員になったことで得たもの」に㐪いが࠶ることが明ら

かとなった。

⾲2-ϩ-29 ♫会ཧ加ができる�ୡ௦   ⾲2-ϩ-30 地域に新しい知り合いができる�ୡ௦   

    
Ꮚ育て

ୡ௦ 

Ꮚ育て

⤊ 
合計 

3 
    

Ꮚ育て

ୡ௦ 

Ꮚ育て

⤊ 
  

3

はい

度数 265 1�277 1�542 0.006

はい

度数 277 1�2�6 1�563 0.041

割合 40.70� 46.70� 45.50�   割合 42.50� 47.00� 46.10�   

調ᩚ῭

 ṧ差ࡳ
-2.7 2.7   

  

調ᩚ῭

 ṧ差ࡳ
-2 2   

  

いい

 ࠼

度数 3�6 1�459 1��45   

いい

 ࠼

度数 374 1�450 1��24   

割合 59.30� 53.30� 54.50�   割合 57.50� 53.00� 53.90�   

調ᩚ῭

 ṧ差ࡳ
2.7 -2.7   

  

調ᩚ῭

 ṧ差ࡳ
2 -2   

  

                        

⾲2-ϩ-31 ຓしているᏊどもとのࡩれ࠶いで⮬

ศのᏊどものᡂ㛗ࡸ㐪࠺㠃のⓎ見が࠶る�ୡ௦   
⾲2-ϩ-32 育児の経験を活かすことができる�ୡ௦ 

  

    
Ꮚ育て

ୡ௦ 

Ꮚ育て

⤊ 
  

3
    

Ꮚ育て

ୡ௦ 

Ꮚ育て

⤊ 
  

3

はい

度数 351 1�049 1�400 !.000

はい

度数 444 1�745 2�1�9 0.034

割合 53.90� 3�.30� 41.30�   割合 6�.20� 63.�0� 64.60�   

調ᩚ῭

 ṧ差ࡳ
7.3 -7.3   

  

調ᩚ῭

 ṧ差ࡳ
2.1 -2.1   

  

いい

 ࠼

度数 300 1�6�7 1�9�7   

いい

 ࠼

度数 207 991 1�19�   

割合 46.10� 61.70� 5�.70�   割合 31.�0� 36.20� 35.40�   

調ᩚ῭

 ṧ差ࡳ
-7.3 7.3   

  

調ᩚ῭

 ṧ差ࡳ
-2.1 2.1   

  

            

  ⾲2-ϩ-33 ຓ㈝をもら࠼る�ୡ௦   

    
Ꮚ育て

ୡ௦ 

Ꮚ育て

⤊ 
  

3

はい

度数 246 799 1�045 !.000

割合 37.�0� 29.20� 30.90�   

調ᩚ῭

 ṧ差ࡳ
4.3 -4.3   

  

いい

 ࠼

度数 405 1�937 2�342   

割合 62.20� 70.�0� 69.10�   

調ᩚ῭

 ṧ差ࡳ
-4.3 4.3   
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ϩ�㸰�（㸰）㓄അ⪅の᭷↓ 

ここでは、「提供会員になったことで得たもの」と㓄അ⪅の有↓について、クロス集計を⾜った。

その結果、㸳㸣Ỉ‽で有意差が見られた㡯┠の中で、㓄അ⪅の有↓の≉ᚩとして認められるもの2⾲、ࡅࡔ-ϩ

-34の調ᩚ῭ࡳṧ差の数値（⤯ᑐ値1.96௨上）にࡼって明らかにした。 

㓄അ⪅の「࠶り」が、㓄അ⪅「なし」と比較して「࠶てはまる」と回答した割合が有意に多いのは、「育児の

経験を活かすことができる」の㸯㡯┠のࡳで࠶った。

そのの㡯┠では、㓄അ⪅の有↓での㐪いは認められなかった。

௨上のことから、㓄അ⪅の有↓で、「提供会員になったことで得たもの」の㸯つに㐪いが࠶ることが明らか

となった。

⾲2-ϩ-34 育児の経験を活かすことができる�㓄അ⪅の

有↓

  
㓄അ⪅の有↓ 

p いる いない

はい 

度数 1�92� 261 0.01

  

  

  

  

  

㸨 

割合 65.50� 59.20�

調ᩚ῭ࡳṧ差 2.6 -2.6

いい࠼ 

度数 1�015 1�0

割合 34.50� 40.�0�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -2.6 2.6

ϩ�㸰�（３）άືᖺ  ᩘ

提供会員の回答を、活ືᖺ数㸳ᖺ௨上と㸳ᖺᮍ満にศࡅ、「提供会員になったことで得たもの」とクロス集

計を⾜った。 

その結果、「とࡃにない」௨እの㡯┠で、㸳ᖺ௨上の提供会員が「はい」と回答している割合が、㸳ᖺᮍ満

の提供会員ࡼり、有意に多いことが明らかとなった。≉に差が見られたのは、⾲2-ϩ-35の調ᩚ῭ࡳṧ差から

（⤯ᑐ値1.96௨上）、「౫㢗会員にಙ㢗ࡉれ、ࡸりがいを感ࡌる」「⮬ศࡸᐙ᪘とຓしているᏊどもとのࡩれ

 。いがᴦしい」「地域に新しい知り合いができる」にきな差がฟた࠶

また、「とࡃにない」の回答は、㸳ᖺᮍ満の提供会員ࡼり、㸳ᖺ௨上の提供会員が「はい」と回答している割

合が、有意に多いことが明らかとなった。 

௨上のことから、提供会員の活ືの⥅⥆性と、得たものとの㛫に、関係性が࠶ることが明らかとなった。 

⾲2-ϩ-35 提供会員になったことで得たもの�活ືᖺ数

  
  

㸳ᖺ 

p ௨上 ᮍ満 

౫㢗会員にಙ㢗ࡉれ、ࡸりがいを感ࡌる�活ືᖺ数 
はい 

度数 1�51� 962 !.000 

割合 7�.30� 66.90�

調ᩚ῭ࡳṧ差 7.4 -7.4

いい࠼ 度数 421 475
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割合 21.70� 33.10�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -7.4 7.4

♫会ཧ加ができる�活ືᖺ数 

はい 

度数 919 620 0.014 

割合 47.40� 43.10�

調ᩚ῭ࡳṧ差 2.5 -2.5

いい࠼

度数 1�020 �17

割合 52.60� 56.90�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -2.5 2.5

⮬ศࡸᐙ᪘とຓしているᏊどもとのࡩれ࠶いがᴦしい�活ື

ᖺ数 

はい 

度数 1�3�3 �75 !.000 

割合 71.30� 60.90�

調ᩚ῭ࡳṧ差 6.4 -6.4

いい࠼

度数 556 562

割合 2�.70� 39.10�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -6.4 6.4

育児に関する知㆑ࡸᢏ⾡を㌟につࡅることができる�活ືᖺ数 

はい 

度数 622 3�1 0.001 

割合 32.10� 26.50�

調ᩚ῭ࡳṧ差 3.5 -3.5

いい࠼

度数 1�317 1�056

割合 67.90� 73.50�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -3.5 3.5

ຓ㈝をもら࠼る�活ືᖺ数 

はい 

度数 649 395 !.000 

割合 33.50� 27.50�

調ᩚ῭ࡳṧ差 3.7 -3.7

いい࠼

度数 1�290 1�042

割合 66.50� 72.50�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -3.7 3.7

♫会のᙺに❧っていることがᐇ感できる�活ືᖺ数 

はい 

度数 1�020 6�2 0.003 

割合 52.60� 47.50�

調ᩚ῭ࡳṧ差 3 -3

いい࠼

度数 919 755

割合 47.40� 52.50�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -3 3

地域に新しい知り合いができる�活ືᖺ数 

はい 

度数 966 594 !.000 

割合 49.�0� 41.30�

調ᩚ῭ࡳṧ差 4.9 -4.9

いい࠼

度数 973 �43

割合 50.20� 5�.70�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -4.9 4.9

はい 度数 �39 560 0.013
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ຓしているᏊどもとのࡩれ࠶いで⮬ศのᏊどものᡂ㛗ࡸ㐪࠺

㠃のⓎ見が࠶る�活ືᖺ数 

割合 43.30� 39.00�

調ᩚ῭ࡳṧ差 2.5 -2.5

いい࠼

度数 1�100 �77

割合 56.70� 61.00�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -2.5 2.5

育児の経験を活かすことができる�活ືᖺ数 

はい 

度数 1�316 �69 !.000 

割合 67.90� 60.50�

調ᩚ῭ࡳṧ差 4.4 -4.4

いい࠼

度数 623 56�

割合 32.10� 39.50�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -4.4 4.4

とࡃにない�活ືᖺ数 

はい 

度数 5 15 0.005 

割合 0.30� 1.00�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -2.9 2.9

いい࠼

度数 1�934 1�422

割合 99.70� 99.00�

調ᩚ῭ࡳṧ差 2.9 -2.9

  

ϩ�㸰�（㸲）ᑵᴗᙧែ 

 「提供会員になったことで得たもの」とᑵᴗᙧែについて、ᑵᴗᙧែの㑅ᢥ⫥は、「↓⫋」「正♫員࣭正規⫋

員」「ࣃー࣭ࢺル࣭ࢺࣂዎ⣙࣭⮫࣭კク」「ὴ㐵♫員」「ㄳ㈇♫員」「⮬Ⴀᴗ、⮬⏤ᴗ⪅」「ᐙ᪘ᚑᴗ⪅」

「ෆ⫋」「経Ⴀ⪅、ᙺ員」「上グ௨እ」とい࠺ 10 㡯┠を㑅ᢥするᙧとなっている。ここでは、㞠用ᙧែにࡼっ

て、どの࠺ࡼな㐪いが࠶るのか明らかにするために、上グを「正規㞠用」「㠀正規㞠用」「↓⫋」の㸱つにศ㢮

し、そのを㝖እしてクロス集計を⾜った。 

その結果、「౫㢗会員にಙ㢗ࡉれ、ࡸりがいを感ࡌる」「♫会ཧ加ができる」「地域に新しい知り合いができ

る」「⮬ศࡸᐙ᪘とຓしているᏊどもとのࡩれ࠶いがᴦしい」「ຓしているᏊどもとのࡩれ࠶いで⮬ศのᏊ

どものᡂ㛗ࡸ㐪࠺㠃のⓎ見が࠶る」「育児の経験を活かすことができる」「ຓ㈝をもら࠼る」の㸵㡯┠で㸳㸣

Ỉ‽で有意差が見られた。 

調ᩚ῭ࡳṧ差の結果から（⤯ᑐ値1.96௨上）、「正規㞠用」の群が、「࠶てはまる」と回答している割合が有

意に多い㡯┠は୍つもなかった。㏫に、「地域に新しい知り合いができる」は、「正規㞠用」の群が、の群ࡼ

り「࠶てはまる」と回答した割合が少ないことが明らかとなった。 

୍方、「㠀正規㞠用」の群が、「࠶てはまる」と回答している割合が有意に多い㡯┠は、「ຓしているᏊど

もとのࡩれ࠶いで⮬ศのᏊどものᡂ㛗ࡸ㐪࠺㠃のⓎ見が࠶る」「育児の経験を活かすことができる」「ຓ㈝を

もら࠼る」の㸱㡯┠となった。 

「↓⫋」の群が、「࠶てはまる」と回答している割合が有意に多い㡯┠は、「⮬ศࡸᐙ᪘とຓしているᏊど

もとのࡩれ࠶いがᴦしい」「౫㢗会員にಙ㢗ࡉれ、ࡸりがいを感ࡌる」「♫会ཧ加ができる」の㸱㡯┠となった。 

௨上のことから、「提供会員になったことで得たもの」と、ᑵᴗᙧែとの㛫に、関係性が࠶ることが明らか

となった。 
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⾲2-ϩ-36 提供会員になったことで得たものとᑵᴗᙧែ

      正規㞠用 㠀正規㞠用 ↓⫋ p 

౫㢗会員にಙ㢗ࡉれ、ࡸりがい

を感ࡌる 

はい

度数 �2 1�107 1�037 0.003 

割合 65.60� 71.40� 76.00�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -2 -2.3 3.1

いい

 ࠼

度数 43 443 327

割合 34.40� 2�.60� 24.00�

調ᩚ῭ࡳṧ差 2 2.3 -3.1

♫会ཧ加ができる 

はい

度数 46 667 6�2 !.000 

正࣭㠀正規࣭

↓⫋ の � 
36.�0� 43.00� 50.00�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -2.1 -3.2 4.1

いい

 ࠼

度数 79 ��3 6�2

正࣭㠀正規࣭

↓⫋ の � 
63.20� 57.00� 50.00�

調ᩚ῭ࡳṧ差 2.1 3.2 -4.1

地域に新しい知り合いができる 

はい

度数 46 701 639 0.0�9 

正࣭㠀正規࣭

↓⫋ の � 
36.�0� 45.20� 46.�0�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -2 -0.4 1.2

いい

 ࠼

度数 79 �49 725

正࣭㠀正規࣭

↓⫋ の � 
63.20� 54.�0� 53.20�

調ᩚ῭ࡳṧ差 2 0.4 -1.2

⮬ศࡸᐙ᪘とຓしているᏊど

もとのࡩれ࠶いがᴦしい 

はい

度数 77 9�3 950 0.001 

正࣭㠀正規࣭

↓⫋ の � 
61.60� 63.40� 69.60�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -1.1 -3.2 3.7

いい

 ࠼

度数 4� 567 414

正࣭㠀正規࣭

↓⫋ の � 
3�.40� 36.60� 30.40�

調ᩚ῭ࡳṧ差 1.1 3.2 -3.7

ຓしているᏊどもとのࡩれ࠶

いで⮬ศのᏊどものᡂ㛗ࡸ㐪࠺

㠃のⓎ見が࠶る 

はい

度数 43 67� 534 0.012 

正࣭㠀正規࣭

↓⫋ の � 
34.40� 43.70� 39.10�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -1.6 2.� -2.2

いい

 ࠼

度数 �2 �72 �30

正࣭㠀正規࣭

↓⫋ の � 
65.60� 56.30� 60.90�
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調ᩚ῭ࡳṧ差 1.6 -2.� 2.2

育児の経験を活かすことができ

る 

はい

度数 70 1�03� �65 0.014 

正࣭㠀正規࣭

↓⫋ の � 
56.00� 67.00� 63.40�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -2.1 2.4 -1.6

いい

 ࠼

度数 55 512 499

正࣭㠀正規࣭

↓⫋ の � 
44.00� 33.00� 36.60�

調ᩚ῭ࡳṧ差 2.1 -2.4 1.6

ຓ㈝をもら࠼る 

はい

度数 25 513 406 0.004 

正࣭㠀正規࣭

↓⫋ の � 
20.00� 33.10� 29.�0�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -2.7 2.5 -1.4

いい

 ࠼

度数 100 1�037 95�

正࣭㠀正規࣭

↓⫋ の � 
�0.00� 66.90� 70.20�

調ᩚ῭ࡳṧ差 2.7 -2.5 1.4

ϩ�㸰�（５）保᭷㈨᱁ 

ここでは、「提供会員になったことで得たもの」と保有㈨᱁の有↓について、クロス集計を⾜った。その結

果、⾲ 2-ϩ-37㹼⾲ 2-ϩ-42 の調ᩚ῭ࡳṧ差の数値（⤯ᑐ値 1.96 ௨上）にࡼって有意な≉ᚩが明らかとなっ

た。 

保育ኈ㈨᱁

保育ኈ㈨᱁の࠶るேが、保育ኈ㈨᱁のないேと比較して「࠶てはまる」と回答した割合が有意に多いのは、

「育児の経験を活かすことができる」「≉に得たものはない」の㸰㡯┠となった。 

保育ኈ㈨᱁のないேが、保育ኈ㈨᱁の࠶るேと比較して「࠶てはまる」と回答した割合が有意に多いのは、

「ຓしているᏊどもとのࡩれ࠶いで⮬ศのᏊどものᡂ㛗ࡸ㐪࠺㠃のⓎ見が࠶る」「育児に関する知㆑ࡸᢏ⾡

を㌟につࡅることができる」の㸰㡯┠となった。

௨上のことから、保育ኈ㈨᱁の有↓で、「提供会員になったことで得たもの」に㐪いが࠶ることが明らかと

なった。

⾲2-ϩ-37 提供会員になったことで得たもの�保育ኈ㈨᱁の有↓

      保育ኈ㈨᱁ 
合計 3 

      有 ↓ 

ຓしているᏊどもとのࡩれ࠶いで⮬ศのᏊどものᡂ㛗ࡸ㐪࠺㠃の

Ⓨ見が࠶る 
はい

度数 307 1�094 1�401 0.003 

割合 36.9� 42.�� 41.3�

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
-3.00 3.00 
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いい

 ࠼

度数 526 1�465 1�991

割合 63.1� 57.2� 5�.7�

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
3.00 -3.00 

育児に関する知㆑ࡸᢏ⾡を㌟につࡅることができる 

はい

度数 222 7�6 1�00� 0.026 

割合 26.7� 30.7� 29.7�

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
-2.20 2.20 

いい

 ࠼

度数 611 1�773 2�3�4

割合 73.3� 69.3� 70.3�

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
2.20 -2.20 

育児の経験を活かすことができる 

はい

度数 562 1�627 2�1�9 0.042 

割合 67.5� 63.6� 64.5�

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
2.00 -2.00 

いい

 ࠼

度数 271 932 1�203

割合 32.5� 36.4� 35.5�

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
-2.00 2.00 

≉に得たものはない 

はい

度数 9 12 21 0.051 

割合 1.1� 0.5� 0.6�

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
2.00 -2.00 

いい

 ࠼

度数 �24 2�547 3�371

割合 9�.9� 99.5� 99.4�

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
-2.00 2.00 

 .͊05�p� .10    p� .05    p� .01

ᗂ⛶ᅬᩍㅍචチ

ᗂ⛶ᅬᩍㅍචチの࠶るேが、ᗂ⛶ᅬᩍㅍචチのないேと比較して「࠶てはまる」と回答した割合が有意に多

いのは、「育児の経験を活かすことができる」の㸯㡯┠となった。

ᗂ⛶ᅬᩍㅍචチのないேが、ᗂ⛶ᅬᩍㅍචチの࠶るேと比較して「࠶てはまる」と回答した割合が有意に多

いのは、「育児に関する知㆑ࡸᢏ⾡を㌟につࡅることができる」の㸯㡯┠となった。

௨上のことから、ᗂ⛶ᅬᩍㅍචチの有↓で、「提供会員になったことで得たもの」に㐪いが࠶ることが明ら

かとなった。
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⾲2-ϩ-3� 提供会員になったことで得たもの�ᗂ⛶ᅬᩍㅍචチの有↓

      ᗂ⛶ᅬᩍㅍචチ
合計 3 

      有 ↓ 

育児に関する知㆑ࡸᢏ⾡を㌟につࡅる 

ことができる 

はい 

度数 160 �4� 1�00� !.00 

割合 24.2� 31.1� 29.7�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -3.4� 3.4� 

いい࠼

度数 502 1���2 2�3�4

割合 75.�� 6�.9� 70.3�

調ᩚ῭ࡳṧ差 3.4� -3.4� 

育児の経験を活かすことができる 

はい 

度数 456 1�733 2�1�9 0.01 

割合 6�.9� 63.5� 64.5�

調ᩚ῭ࡳṧ差 2.61 -2.61 

いい࠼

度数 206 997 1�203

割合 31.1� 36.5� 35.5�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -2.61 2.61 

.͊05�p� .10    p� .05    p� .01

ᑠ࣭中࣭高ᩍㅍචチ

ᑠ࣭中࣭高ᩍㅍචチの࠶るேが、ᑠ࣭中࣭高ᩍㅍචチのないேと比較して「࠶てはまる」と回答した割合が

有意に多いのは、「♫会ཧ加ができる」の㸯㡯┠となった。

ᑠ࣭中࣭高ᩍㅍචチのないேが、ᑠ࣭中࣭高ᩍㅍචチの࠶るேと比較して「࠶てはまる」と回答した割合が

有意に多いのは、「ຓしているᏊどもとのࡩれ࠶いで⮬ศのᏊどものᡂ㛗ࡸ㐪࠺㠃のⓎ見が࠶る」の㸯㡯┠

となった。

௨上のことから、ᑠ࣭中࣭高ᩍㅍචチの有↓で、「提供会員になったことで得たもの」に㐪いが࠶ることが

明らかとなった。

⾲2-ϩ-39 提供会員になったことで得たもの�ᑠ中高ᩍㅍචチの有↓

      ᑠ中高ᩍㅍචチ
合計 3 

      有 ↓ 

♫会ཧ加ができる 

はい 

度数 214 1�32� 1�542 !.00 

割合 53.�� 44.4� 45.5�

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
3.54 -3.54 

いい࠼
度数 1�4 1�666 1��50

割合 46.2� 55.6� 54.5�
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調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
-3.54 3.54 

ຓしているᏊどもとのࡩれ࠶いで⮬ศのᏊどものᡂ㛗ࡸ㐪

 る࠶㠃のⓎ見が࠺

はい 

度数 146 1�255 1�401 0.05 

割合 36.7� 41.9� 41.3�

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
-1.99 1.99 

いい࠼

度数 252 1�739 1�991

割合 63.3� 5�.1� 5�.7�

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
1.99 -1.99 

.͊05�p� .10    p� .05    p� .01

┳ㆤᖌ㈨᱁

┳ㆤᖌ㈨᱁の࠶るேが、┳ㆤᖌ㈨᱁のないேと比較して「࠶てはまる」と回答した割合が有意に多いのは、

「♫会のᙺに❧っていることがᐇ感できる」「♫会ཧ加ができる」の㸰㡯┠となった。 

┳ㆤᖌ㈨᱁のないேが、┳ㆤᖌ㈨᱁の࠶るேと比較して「࠶てはまる」と回答した割合が有意に多い㡯┠は

なかった。

௨上のことから、┳ㆤᖌ㈨᱁の有↓で、「提供会員になったことで得たもの」に㐪いが࠶ることが明らかとなっ

た。

⾲2-ϩ-40 提供会員になったことで得たもの�┳ㆤᖌ㈨᱁の有↓

      ┳ㆤᖌ㈨᱁ 
合計 3 

      有 ↓ 

♫会のᙺに❧っていることがᐇ感できる 

はい 

度数 �1 1�623 1�704 0.02 

割合 60.4� 49.�� 50.2�

調ᩚ῭ࡳṧ差 2.41 -2.41 

いい࠼

度数 53 1�635 1�6��

割合 39.6� 50.2� 49.��

調ᩚ῭ࡳṧ差 -2.41 2.41 

♫会ཧ加ができる 

はい 

度数 77 1�465 1�542 !.00 

割合 57.5� 45.0� 45.5�

調ᩚ῭ࡳṧ差 2.�5 -2.�5 

いい࠼

度数 57 1�793 1��50

割合 42.5� 55.0� 54.5�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -2.�5 2.�5 

.͊05�p� .10    p� .05    p� .01

― 74 ―



�� 

ー㈨᱁ࣃル࣒࣊ー࣍

と回答した割合が「てはまる࠶」ー㈨᱁のないேと比較してࣃル࣒࣊ー࣍、るேが࠶ー㈨᱁のࣃル࣒࣊ー࣍

有意に多いのは、「♫会ཧ加ができる」の㸯㡯┠となった。 

と回答した割合が「てはまる࠶」るேと比較して࠶ー㈨᱁のࣃル࣒࣊ー࣍、ー㈨᱁のないேがࣃル࣒࣊ー࣍

有意に多い㡯┠はなかった。

௨上のことから、࣍ー࣒࣊ルࣃー㈨᱁の有↓で、「提供会員になったことで得たもの」に㐪いが࠶ることが

明らかとなった。

♫会⚟♴ኈ㈨᱁

「提供会員になったことで得たもの」は、♫会⚟♴ኈ㈨᱁の有↓にࡼって、有意な差は見られなかった。

㈨᱁なし

㈨᱁のないேが、ఱらかの㈨᱁が࠶るே、または↓回答と比較して「࠶てはまる」と回答した割合が有意に

多い㡯┠はなかった。 

ఱらかの㈨᱁が࠶るே、または↓回答が、㈨᱁のないேと比較して「࠶てはまる」と回答した割合が有意に

多い㡯┠は、「♫会のᙺに❧っていることがᐇ感できる」「♫会ཧ加ができる」「⮬ศࡸᐙ᪘とຓしているᏊ

どもとのࡩれ࠶いがᴦしい」の㸱㡯┠となった。

௨上のことから、㈨᱁の有↓で、「提供会員になったことで得たもの」に㐪いが࠶ることが明らかとなった。

⾲2-ϩ-42 提供会員になったことで得たもの�≉に㈨᱁なし

      ≉になし 

合計 3 
      なし

㈨᱁有࣭↓回

答 

♫会のᙺに❧っていることがᐇ感できる はい
度数 5�9 1�115 1�704 !.00 

割合 46.0� 52.�� 50.2�

⾲2-ϩ-41 提供会員になったことで得たもの࣍�ー࣒࣊ルࣃーの㈨᱁の有↓

      
ーࣃル࣒࣊ー࣍

㈨᱁ 合計 3 

      有 ↓ 

♫会ཧ加ができる 

はい 

度数 23� 1�304 1�542 0.04 

割合 49.�� 44.7� 45.5�

調ᩚ῭ࡳṧ

差 
2.05 -2.05 

いい࠼ 

度数 240 1�610 1��50

割合 50.2� 55.3� 54.5�

調ᩚ῭ࡳṧ

差 
-2.05 2.05 

.͊05�p� .10    p� .05    p� .01
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調ᩚ῭ࡳṧ

差 
-3.�6 3.�6 

いい

 ࠼

度数 692 996 1�6��

割合 54.0� 47.2� 49.��

調ᩚ῭ࡳṧ

差 
3.�6 -3.�6 

♫会ཧ加ができる 

はい

度数 530 1�012 1�542 !.00 

割合 41.4� 47.9� 45.5�

調ᩚ῭ࡳṧ

差 
-3.72 3.72 

いい

 ࠼

度数 751 1�099 1��50

割合 5�.6� 52.1� 54.5�

調ᩚ῭ࡳṧ

差 
3.72 -3.72 

⮬ศࡸᐙ᪘とຓしているᏊどもとのࡩれ࠶いがᴦしい

はい

度数 �22 1�441 2�263 0.01 

割合 64.2� 6�.3� 66.7�

調ᩚ῭ࡳṧ

差 
-2.45 2.45 

いい

 ࠼

度数 459 670 1�129

割合 35.�� 31.7� 33.3�

調ᩚ῭ࡳṧ

差 
2.45 -2.45 

.͊05�p� .10    p� .05    p� .01

ϩ�３� ከᵝ࡞⫼ᬒ࠼⪄ࡸ᪉ࢆᣢࡓࡗᐙᗞへの関ࡾࢃとᒓᛶ 

ϩ�３�（㸯）ᖺ㱋とのࢫࣟࢡ㞟ィ 

「多ᵝな⫼ᬒ࠼⪄ࡸ方をᣢったᐙᗞの関ࢃり」の㉁ၥにᑐしては、࠶てはまるものすてに回答する」数

回答ἲで回答を得た。

提供会員の回答を、Ꮚ育てୡ௦（40ṓ௦まで）と、Ꮚ育てを⤊࠼たୡ௦（50ṓ௦௨㝆）にศࡅ、「多ᵝな⫼

ᬒ࠼⪄ࡸ方をᣢったᐙᗞの関ࢃり」をᣢったᐙᗞのᨭの関ࢃりとクロス集計を⾜った。 

その結果、有意差が見られた㡯┠の中で、「Ꮚ育てୡ௦」࠶るいは「Ꮚ育てが⤊ࢃったୡ௦」のどࡕらかの

≉ᚩとして認められるもの2⾲、ࡅࡔ-ϩ-43から⾲2-ϩ-51の調ᩚ῭ࡳṧ差の数値（⤯ᑐ値1.96௨上）にࡼ

って明らかにした。 

「Ꮚ育てୡ௦」が「Ꮚ育てが⤊ࢃったୡ௦」と比較して「はい」と回答した割合が有意に多いのは、୍つも

なかった。 

୍方「Ꮚ育てが⤊ࢃったୡ௦」が「Ꮚ育てୡ௦」と比較して「はい」と回答した割合が有意に多いのは、⾲2-

ϩ-43から⾲2-ϩ-51で、「児࣭ᚋのᏊども」「እᅜ⡠ᐙᗞ」「⏕活保ㆤཷ⤥࣭ᕷ⏫Ẹ⛯㠀ㄢ⛯をཷࡅている

ᐙᗞ」「ぶが⢭⚄ⓗなᝈの࠶るᐙᗞ」「ࡦとりぶᐙᗞ」「'9࠶るいはそのணഛ㌷のᐙᗞ」「ᚅ࠶るいはそのண
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ഛ㌷のᐙᗞ（ࢿグࣞク࣭ࢺ㌟యのᚅ等）」「㌿࣭㌿ᒃしてきたࡤかりのᐙᗞ」「࠾✍ྂ事ࡸ⩦い事が多す

 。った࠶るᐙᗞ」の㸷㡯┠でࡂ

௨上のことから、「Ꮚ育てが⤊ࢃったୡ௦」の方が「Ꮚ育てୡ௦」ࡼり割合としては多ࡃ、多ᵝな⫼ᬒࡸ⪃

。のຓ活ືを⾜っていることが明らかとなった方をᣢったᐙᗞ࠼

⾲2-ϩ-43 児࣭ᚋのᏊども�ୡ௦ ⾲2-ϩ-44 እᅜ⡠ᐙᗞ�ୡ௦ 

    
Ꮚ育て

ୡ௦ 

Ꮚ育て

⤊ 
合計 

p 
    

Ꮚ育て

ୡ௦ 

Ꮚ育て

⤊ 
合計 

p 

はい

度数 373 1��79 2�252 0

はい

度数 144 725 �69 0.022

Ꮚ育

てୡ

௦ 

の � 

57.30� 6�.70� 66.50�

Ꮚ育

てୡ

௦ 

の � 

22.10� 26.50� 25.70�

調ᩚ

ࡳ῭

ṧ差 

-5.5 5.5   

調ᩚ

ࡳ῭

ṧ差 

-2.3 2.3   

いい

 ࠼

度数 27� �57 1�135

いい

 ࠼

度数 507 2�011 2�51�

Ꮚ育

てୡ

௦ 

の � 

42.70� 31.30� 33.50�

Ꮚ育

てୡ

௦ 

の � 

77.90� 73.50� 74.30�

調ᩚ

ࡳ῭

ṧ差 

5.5 -5.5   

調ᩚ

ࡳ῭

ṧ差 

2.3 -2.3   

                        

                        

⾲2-ϩ-45 ⏕活保ㆤཷ⤥࣭ᕷ⏫Ẹ⛯㠀ㄢ⛯をཷࡅて

いるᐙᗞ�ୡ௦ 
⾲2-ϩ-46 ぶが⢭⚄ⓗなᝈの࠶るᐙᗞ�ୡ௦ 

    
Ꮚ育て

ୡ௦ 

Ꮚ育て

⤊ 
合計 

p 
    

Ꮚ育て

ୡ௦ 

Ꮚ育て

⤊ 
合計 

p 

はい

度数 53 341 394 0.002

はい

度数 191 1�063 1�254 !.00

Ꮚ育

てୡ

௦ 

の � 

�.10� 12.50� 11.60�

Ꮚ育

てୡ

௦ 

の � 

29.30� 3�.90� 37.00�

調ᩚ

ࡳ῭

ṧ差 

-3.1 3.1   

調ᩚ

ࡳ῭

ṧ差 

-4.5 4.5   
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いい

 ࠼

度数 59� 2�395 2�993

いい

 ࠼

度数 460 1�673 2�133

Ꮚ育

てୡ

௦ 

の � 

91.90� �7.50� ��.40�

Ꮚ育

てୡ

௦ 

の � 

70.70� 61.10� 63.00�

調ᩚ

ࡳ῭

ṧ差 

3.1 -3.1   

調ᩚ

ࡳ῭

ṧ差 

4.5 -4.5   

                        

                        

⾲2-ϩ-47 ࡦとりぶᐙᗞ�ୡ௦ ⾲2-ϩ-4� '9࠶るいはそのணഛ㌷のᐙᗞ�ୡ௦ 

    
Ꮚ育て

ୡ௦ 

Ꮚ育て

⤊ 
合計 

p 
    

Ꮚ育て

ୡ௦ 

Ꮚ育て

⤊ 
合計 

p 

はい

度数 224 1�273 1�497 㸼.00

はい

度数 11 121 132 0.002

Ꮚ育

てୡ

௦ 

の � 

34.40� 46.50� 44.20�

Ꮚ育

てୡ

௦ 

の � 

1.70� 4.40� 3.90�

調ᩚ

ࡳ῭

ṧ差 

-5.6 5.6   

調ᩚ

ࡳ῭

ṧ差 

-3.2 3.2   

いい

 ࠼

度数 427 1�463 1��90

いい

 ࠼

度数 640 2�615 3�255

Ꮚ育

てୡ

௦ 

の � 

65.60� 53.50� 55.�0�

Ꮚ育

てୡ

௦ 

の � 

9�.30� 95.60� 96.10�

調ᩚ

ࡳ῭

ṧ差 

5.6 -5.6   

調ᩚ

ࡳ῭

ṧ差 

3.2 -3.2   

                      

                        

⾲2-ϩ-49 ᚅ࠶るいはそのணഛ㌷のᐙᗞ（ࢿグࣞ

ク࣭ࢺ㌟యのᚅ等）�ୡ௦ ⾲2-ϩ-50 ㌿࣭㌿ᒃしてきたࡤかりのᐙᗞ�ୡ௦

    
Ꮚ育て

ୡ௦ 

Ꮚ育て

⤊ 
合計 

p 
    

Ꮚ育て

ୡ௦ 

Ꮚ育て

⤊ 
合計 

p 

はい

度数 23 149 172 0.047

はい

度数 136 �02 93� !.000

Ꮚ育

てୡ
3.50� 5.40� 5.10�

Ꮚ育

てୡ
20.90� 29.30� 27.70�
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௦ 

の � 

௦ 

の � 

調ᩚ

ࡳ῭

ṧ差 

-2 2   

調ᩚ

ࡳ῭

ṧ差 

-4.3 4.3   

いい

 ࠼

度数 62� 2�5�7 3�215

いい

 ࠼

度数 515 1�934 2�449

Ꮚ育

てୡ

௦ 

の � 

96.50� 94.60� 94.90�

Ꮚ育

てୡ

௦ 

の � 

79.10� 70.70� 72.30�

調ᩚ

ࡳ῭

ṧ差 

2 -2   

調ᩚ

ࡳ῭

ṧ差 

4.3 -4.3   

            

⾲2-ϩ-51 ࠾✍ྂ事ࡸ⩦い事が多すࡂるᐙᗞ�ୡ௦

    
Ꮚ育て

ୡ௦ 

Ꮚ育て

⤊ 
合計 

p 

はい

度数 72 3�2 454 0.055

Ꮚ育

てୡ

௦ 

の � 

11.10� 14.00� 13.40�

調ᩚ

ࡳ῭

ṧ差 

-2 2   

いい

 ࠼

度数 579 2�354 2�933

Ꮚ育

てୡ

௦ 

の � 

��.90� �6.00� �6.60�

調ᩚ

ࡳ῭

ṧ差 

2 -2   

ϩ�３�（㸰）㓄അ⪅の᭷↓ 

ここでは、「多ᵝな⫼ᬒ࠼⪄ࡸ方をᣢったᐙᗞの関ࢃり」と㓄അ⪅の有↓について、クロス集計を⾜った。

その結果、㸳㸣Ỉ‽で有意差が見られた㡯┠の中で、㓄അ⪅の有↓の≉ᚩとして認められるもの2⾲、ࡅࡔ-
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ϩ-52から⾲2-ϩ-54の調ᩚ῭ࡳṧ差の数値（⤯ᑐ値1.96௨上）にࡼって明らかにした。 

㓄അ⪅の「࠶り」が、㓄അ⪅「なし」と比較して「はい」と回答した割合が有意に多いのは、「Ꮚ育てとㆤ

をしているᐙᗞ」「ぶがዷፎ中のᐙᗞ」の㸰㡯┠で࠶った。 

㓄അ⪅「なし」が、㓄അ⪅の「࠶り」と比較して「はい」と回答した割合が有意に多いのは、「ࡦとりぶᐙ

ᗞ」の㸯㡯┠で࠶った。 

௨上のことから、㓄അ⪅の有↓で、「多ᵝな⫼ᬒ࠼⪄ࡸ方をᣢったᐙᗞの関ࢃり」に㐪いが࠶ることが明

らかとなった。

⾲2-ϩ-52 ࡦとりぶᐙᗞ�㓄അ⪅の有↓
⾲2-ϩ-53 Ꮚ育てとㆤをしているᐙᗞ

�㓄അ⪅の有↓ 

  
㓄അ⪅の有↓ 

p 

  
㓄അ⪅の有↓ 

p ࠶り なし ࠶り なし 

はい 

度数 1�27� 21� 0.01�

はい 

度数 127 10 0.051

割合 43.40� 49.40� 割合 4.30� 2.30�

調ᩚ

ࡳ῭

ṧ差 

-2.4 2.4

調ᩚ

ࡳ῭

ṧ差 

2 -2

いい

 ࠼

度数 1�665 223

いい

 ࠼

度数 2��16 431

割合 56.60� 50.60� 割合 95.70� 97.70�

調ᩚ

ࡳ῭

ṧ差 

2.4 -2.4

調ᩚ

ࡳ῭

ṧ差 

-2 2

                    

⾲2-ϩ-54 ぶがዷፎ中のᐙᗞ�㓄അ⪅の

有↓           

    㓄അ⪅の有↓ 

p 

          

           り なし࠶  

はい 

度数 1�045 130 0.014           

割合 35.50� 29.50�           

調ᩚ

ࡳ῭

ṧ差 

2.5 -2.5

          

いい

 ࠼

度数 1��9� 311           

割合 64.50� 70.50�           

調ᩚ

ࡳ῭

ṧ差 

-2.5 2.5
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ϩ�３�（３）άືᖺ  ᩘ

提供会員の回答を、活ືᖺ数㸳ᖺ௨上と㸳ᖺᮍ満にศࡅ、「多ᵝな⫼ᬒ࠼⪄ࡸ方をᣢったᐙᗞの関ࢃり」

とクロス集計を⾜った。 

その結果、⾲2-ϩ-55の㏻り㡯┠で、㸳ᖺ௨上の提供会員が「はい」と回答している割合が、㸳ᖺᮍ満の

提供会員ࡼり、有意に多いことが明らかとなった。また、多ࡃの㡯┠で、割合にきな㛤きが࠶ることが㢧ⴭ

となった。≉に、「児࣭ᚋのᏊども」「ࡦとりぶᐙᗞ」「Ⓨ㐩の㐜れࡸ㞀がいが࠶るᏊども」「ࣞルࢠーの

እᅜ」「かりのᐙᗞࡤ㌿࣭㌿ᒃしてきた」「ぶがዷፎ中のᐙᗞ」「るᐙᗞ࠶ぶが⢭⚄ⓗなᝈの」「るᏊども࠶

⡠ᐙᗞ」「་⒪ⓗࢣのᚲせなᏊども」の順に、㸳ᖺ௨上の提供会員が、㸳ᖺᮍ満の提供会員ࡼり関ࢃってい

る割合が有意に多ࡃなっている。 

௨上のことから、提供会員の活ືᖺ数㸳ᖺ௨上の方が、「多ᵝな⫼ᬒ࠼⪄ࡸ方をᣢったᐙᗞ」と関ࢃるᶵ会

が多いことが明らかとなった。 

⾲2-ϩ-55 多ᵝな⫼ᬒ࠼⪄ࡸ方をᣢったᐙᗞの関ࢃり�活ືᖺ数

  
  

㸳ᖺ 

p ௨上 ᮍ満 

児࣭ᚋのᏊども 

は
い

度数 1�51� 732 !.000 

割合 7�.30� 50.90�

調ᩚ῭ࡳṧ差 16.7 -16.7

い
い
࠼

度数 421 705

割合 21.70� 49.10�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -16.7 16.7

Ⓨ㐩の㐜れࡸ㞀がいが࠶るᏊども 

は
い

度数 1�519 �27 !.000 

割合 7�.30� 57.60�

調ᩚ῭ࡳṧ差 13 -13

い
い
࠼

度数 420 610

割合 21.70� 42.40�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -13 13

་⒪ⓗࢣのᚲせなᏊども 

は
い

度数 562 200 !.000 

割合 29.00� 13.90�

調ᩚ῭ࡳṧ差 10.4 -10.4

い
い
࠼

度数 1�377 1�237

割合 71.00� �6.10�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -10.4 10.4

 れたᏊどもࡉをฎ方（ン⮬ᕫὀᑕࣜࢼࣞࢻ）ン࣌ࣆ࢚

は
い

度数 176 46 !.000 

割合 9.10� 3.20�

調ᩚ῭ࡳṧ差 6.� -6.�

い
い
࠼

度数 1�763 1�391

割合 90.90� 96.�0�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -6.� 6.�
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 るᏊども࠶ーのࢠルࣞ

は
い

度数 572 162 !.000



割合 29.50� 11.30�

調ᩚ῭ࡳṧ差 12.7 -12.7

い
い
࠼

度数 1�367 1�275

割合 70.50� ��.70�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -12.7 12.7

እᅜ⡠ᐙᗞ 

は
い

度数 630 23� !.000 

割合 32.50� 16.60�

調ᩚ῭ࡳṧ差 10.5 -10.5

い
い
࠼

度数 1�309 1�199

割合 67.50� �3.40�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -10.5 10.5

経῭ⓗにᅔ❓しているᐙᗞ 

は
い

度数 370 16� !.000 

割合 19.10� 11.70�

調ᩚ῭ࡳṧ差 5.� -5.�

い
い
࠼

度数 1�569 1�269

割合 �0.90� ��.30�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -5.� 5.�

⏕活保ㆤཷ⤥࣭ᕷ⏫Ẹ⛯㠀ㄢ⛯をཷࡅているᐙᗞ 

は
い

度数 302 92 !.000 

割合 15.60� 6.40�

調ᩚ῭ࡳṧ差 �.2 -�.2

い
い
࠼

度数 1�637 1�345

割合 �4.40� 93.60�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -�.2 �.2

ぶが⢭⚄ⓗなᝈの࠶るᐙᗞ 

は
い

度数 ��5 369 !.000 

割合 45.60� 25.70�

調ᩚ῭ࡳṧ差 11.9 -11.9

い
い
࠼

度数 1�054 1�06�

割合 54.40� 74.30�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -11.9 11.9

ぶが㞀がい⪅のᐙᗞ 

は
い

度数 154 56 !.000 

割合 7.90� 3.90�

調ᩚ῭ࡳṧ差 4.� -4.�

い
い
࠼

度数 1�7�5 1�3�1

割合 92.10� 96.10�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -4.� 4.�

とりぶᐙᗞ はࡦ
い

度数 1�047 44� !.000 

割合 54.00� 31.20�

調ᩚ῭ࡳṧ差 13.2 -13.2
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い
い
࠼

度数 �92 9�9

割合 46.00� 6�.�0�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -13.2 13.2

高㱋ฟ⏘のᐙᗞ 

は
い

度数 216 52 !.000 

割合 11.10� 3.60�

調ᩚ῭ࡳṧ差 � -�

い
い
࠼

度数 1�723 1�3�5

割合 ��.90� 96.40�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -� �

多⫾育児ᐙᗞ 

は
い

度数 3�9 11� !.000 

割合 20.10� �.20�

調ᩚ῭ࡳṧ差 9.5 -9.5

い
い
࠼

度数 1�550 1�319

割合 79.90� 91.�0�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -9.5 9.5

ⱝᖺฟ⏘のᐙᗞ 

は
い

度数 13� 2� !.000 

割合 7.10� 1.90�

調ᩚ῭ࡳṧ差 6.9 -6.9

い
い
࠼

度数 1��01 1�409

割合 92.90� 9�.10�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -6.9 6.9

㑊㞴してきた（している）ᐙᗞ 

は
い

度数 64 19 !.000 

割合 3.30� 1.30�

調ᩚ῭ࡳṧ差 3.7 -3.7

い
い
࠼

度数 1��75 1�41�

割合 96.70� 9�.70�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -3.7 3.7

Ꮚ育てとㆤをしているᐙᗞ 

は
い

度数 109 2� !.000 

割合 5.60� 1.90�

調ᩚ῭ࡳṧ差 5.3 -5.3

い
い
࠼

度数 1��30 1�409

割合 94.40� 9�.10�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -5.3 5.3

 るいはそのணഛ㌷のᐙᗞ࠶9'

は
い

度数 107 25 !.000 

割合 5.50� 1.70�

調ᩚ῭ࡳṧ差 5.6 -5.6

い
い
࠼

度数 1��32 1�412

割合 94.50� 9�.30�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -5.6 5.6
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ᚅ࠶るいはそのணഛ㌷のᐙᗞ（ࢿグࣞク࣭ࢺ㌟యのᚅ

等） 

は
い

度数 135 37 !.000

割合 7.00� 2.60�

調ᩚ῭ࡳṧ差 5.7 -5.7

い
い
࠼

度数 1��04 1�400

割合 93.00� 97.40�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -5.7 5.7

㌿࣭㌿ᒃしてきたࡤかりのᐙᗞ 

は
い

度数 6�3 255 !.000 

割合 35.20� 17.70�

調ᩚ῭ࡳṧ差 11.2 -11.2

い
い
࠼

度数 1�256 1�1�2

割合 64.�0� �2.30�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -11.2 11.2

ぶがዷፎ中のᐙᗞ 

は
い

度数 �36 33� !.000 

割合 43.10� 23.50�

調ᩚ῭ࡳṧ差 11.� -11.�

い
い
࠼

度数 1�103 1�099

割合 56.90� 76.50�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -11.� 11.�

 㐣度に౫Ꮡするᐙᗞ࣏ࢧ࣑ࣇ

は
い

度数 176 54 !.000 

割合 9.10� 3.�0�

調ᩚ῭ࡳṧ差 6.1 -6.1

い
い
࠼

度数 1�763 1�3�3

割合 90.90� 96.20�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -6.1 6.1

」㞧なᐙ᪘ᵓᡂのᐙᗞ 

は
い

度数 246 �7 !.000 

割合 12.70� 6.10�

調ᩚ῭ࡳṧ差 6.4 -6.4

い
い
࠼

度数 1�693 1�350

割合 �7.30� 93.90�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -6.4 6.4

」合ⓗに多ࡃのၥ㢟をᢪ࠼たᐙᗞ 

は
い

度数 1�7 63 !.000 

割合 9.60� 4.40�

調ᩚ῭ࡳṧ差 5.� -5.�

い
い
࠼

度数 1�752 1�374

割合 90.40� 95.60�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -5.� 5.�

提供会員のࣛࣁス࣓ンࣛࣁ࣡ࣃࡸࢺ傾向の࠶るᐙᗞ は
い

度数 26 4 0.001 

割合 1.30� 0.30�

調ᩚ῭ࡳṧ差 3.3 -3.3
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い
い
࠼

度数 1�913 1�433

割合 9�.70� 99.70�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -3.3 3.3

Ᏻ౯なࣅ࣋ーࢵࢩターࡸᏳ౯なタクࢩー௦ࢃりに㢖回用し

ているᐙᗞ 

は
い

度数 142 52 !.000 

割合 7.30� 3.60�

調ᩚ῭ࡳṧ差 4.6 -4.6

い
い
࠼

度数 1�797 1�3�5

割合 92.70� 96.40�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -4.6 4.6

 るᐙᗞࡂい事が多す⩦ࡸ事ྂ✍࠾

は
い

度数 334 119 !.000 

割合 17.20� �.30�

調ᩚ῭ࡳṧ差 7.5 -7.5

い
い
࠼

度数 1�605 1�31�

割合 �2.�0� 91.70�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -7.5 7.5

  

― 85 ―



�� 

表2-ϩ-56 多ᵝなᐙᗞの୍ぴ
調ᩚ῭ࡳṧ差 

1 児࣭ᚋのᏊども 16.7

2 とりぶᐙᗞ 13.2ࡦ

3 Ⓨ㐩の㐜れࡸ㞀がいが࠶るᏊども 13

4 12.7 （ࡴ㸲もྵ）るᏊども࠶ーのࢠルࣞ

5 ぶが⢭⚄ⓗなᝈの࠶るᐙᗞ 11.9

6 ぶがዷፎ中のᐙᗞ 11.�

7 ㌿࣭㌿ᒃしてきたࡤかりのᐙᗞ 11.2

� እᅜ⡠ᐙᗞ 10.5

9 ་⒪ⓗࢣのᚲせなᏊども 10.4

10 多⫾育児ᐙᗞ 9.5

11 ⏕活保ㆤཷ⤥࣭ᕷ⏫Ẹ⛯㠀ㄢ⛯をཷࡅているᐙᗞ �.2

12 高㱋ฟ⏘のᐙᗞ �

13 るᐙᗞ 7.5ࡂい事が多す⩦ࡸ事ྂ✍࠾

14 ⱝᖺฟ⏘のᐙᗞ 6.9

15 �.れたᏊども 6ࡉをฎ方（ン⮬ᕫὀᑕࣜࢼࣞࢻ）ン࣌ࣆ࢚

16 」㞧なᐙ᪘ᵓᡂのᐙᗞ 6.4

17 㐣度に౫Ꮡするᐙᗞ 6.1࣏ࢧ࣑ࣇ

1� 経῭ⓗにᅔ❓しているᐙᗞ 5.�

19 」合ⓗに多ࡃのၥ㢟をᢪ࠼たᐙᗞ 5.�

20 ᚅ࠶るいはそのணഛ㌷のᐙᗞ（ࢿグࣞク࣭ࢺ㌟-70యのᚅ等） 5.7

21 るいはそのணഛ㌷のᐙᗞ 5.6࠶9'

22 Ꮚ育てとㆤをしているᐙᗞ 5.3

23 ぶが㞀がい⪅のᐙᗞ 4.�

24 Ᏻ౯なࣅ࣋ーࢵࢩターࡸᏳ౯なタクࢩー௦ࢃりに㢖回用しているᐙᗞ 4.6

25 㑊㞴してきた（している）ᐙᗞ 3.7

26 提供会員のࣛࣁス࣓ンࣛࣁ࣡ࣃࡸࢺ傾向の࠶るᐙᗞ 3.3
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ϩ�３�（㸲）ᑵᴗᙧែ 

「多ᵝな⫼ᬒ࠼⪄ࡸ方をᣢったᐙᗞの関ࢃり」とᑵᴗᙧែについて、ᑵᴗᙧែの㑅ᢥ⫥は、「↓⫋」「正♫

員࣭正規⫋員」「ࣃー࣭ࢺル࣭ࢺࣂዎ⣙࣭⮫࣭კク」「ὴ㐵♫員」「ㄳ㈇♫員」「⮬Ⴀᴗ、⮬⏤ᴗ⪅」「ᐙ

᪘ᚑᴗ⪅」「ෆ⫋」「経Ⴀ⪅、ᙺ員」「上グ௨እ」とい10࠺㡯┠を㑅ᢥするᙧとなっている。ここでは、㞠用ᙧ

ែにࡼって、どの࠺ࡼな㐪いが࠶るのか明らかにするために、上グを「正規㞠用」「㠀正規㞠用」「↓⫋」の㸱

つにศ㢮し、そのを㝖እしてクロス集計を⾜った。 

その結果、「児࣭ᚋのᏊども」「Ⓨ㐩の㐜れࡸ㞀がいが࠶るᏊども」「እᅜ⡠ᐙᗞ」「ぶが⢭⚄ⓗなᝈの

の㸴㡯┠は、㸳㸣Ỉ‽で有意差が見られ「ぶがዷፎ中のᐙᗞ」「かりのᐙᗞࡤ㌿࣭㌿ᒃしてきた」「るᐙᗞ࠶

た。また、「ࡦとりぶᐙᗞ」「࠾✍ྂ事ࡸ⩦い事が多すࡂるᐙᗞ」の㸰㡯┠は有意傾向が࠶った。

⾲2-ϩ-57の調ᩚ῭ࡳṧ差の結果から、（⤯ᑐ値1.96௨上）、「正規㞠用」の群は、ての㡯┠で、の群ࡼ

り「࠶てはまる」と回答した割合が少ないことが明らかとなった。 

୍方、「㠀正規㞠用」の群が、「正規㞠用」ࡼりも「࠶てはまる」と回答している割合が有意に多い㡯┠は、

「እᅜ⡠ᐙᗞ」の㸯㡯┠となった。 

「↓⫋」の群が、「࠶てはまる」と回答している割合が有意に多い㡯┠は、「児࣭ᚋのᏊども」「Ⓨ㐩の㐜

れࡸ㞀がいが࠶るᏊども」「ぶが⢭⚄ⓗなᝈの࠶るᐙᗞ」「㌿࣭㌿ᒃしてきたࡤかりのᐙᗞ」「ぶがዷፎ中

のᐙᗞ」の㸳㡯┠となった。 

௨上のことから、「↓⫋」の群が、「正規㞠用」と比較して、ᅽಽⓗに「多ᵝな⫼ᬒ࠼⪄ࡸ方をᣢったᐙᗞ」

と関ࢃるᶵ会が多いことが明らかとなった。 

⾲2-ϩ-57 多ᵝな⫼ᬒ࠼⪄ࡸ方をᣢったᐙᗞの関ࢃり�ᑵᴗᙧែ

  正規㞠用 㠀正規㞠用 ↓⫋ 3 

児࣭ᚋ

のᏊども 

はい 

度数 72 1�012 933

0.022

割合 57.60� 65.30� 6�.40�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -2.1 -1.3 2.1

いい࠼ 

度数 53 53� 431

割合 42.40� 34.70� 31.60�

調ᩚ῭ࡳṧ差 2.1 1.3 -2.1

Ⓨ㐩の㐜れ

㞀がいがࡸ

るᏊども࠶

はい 

度数 67 1�060 966 0

割合 53.60� 6�.40� 70.�0�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -3.� -0.6 2.1

いい࠼ 

度数 5� 490 39�

割合 46.40� 31.60� 29.20�

調ᩚ῭ࡳṧ差 3.� 0.6 -2.1

እᅜ⡠ᐙᗞ

はい 

度数 20 412 330 0.019

割合 16.00� 26.60� 24.20�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -2.4 2 -1

いい࠼ 
度数 105 1�13� 1�034

割合 �4.00� 73.40� 75.�0�
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調ᩚ῭ࡳṧ差 2.4 -2 1

ぶが⢭⚄ⓗ

なᝈの࠶

るᐙᗞ 

はい 

度数 2� 533 560 !.000

割合 22.40� 34.40� 41.10�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -3.4 -2.9 4.3

いい࠼ 

度数 97 1�017 �04

割合 77.60� 65.60� 5�.90�

調ᩚ῭ࡳṧ差 3.4 2.9 -4.3

とりぶᐙࡦ

ᗞ 

はい 

度数 44 669 622 0.055

割合 35.20� 43.20� 45.60�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -2 -0.9 1.7

いい࠼ 

度数 �1 ��1 742

割合 64.�0� 56.�0� 54.40�

調ᩚ῭ࡳṧ差 2 0.9 -1.7

㌿࣭㌿ᒃ

してきたࡤ

かりのᐙᗞ

はい 

度数 15 393 424 !.000

割合 12.00� 25.40� 31.10�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -3.9 -2.6 4.1

いい࠼ 

度数 110 1�157 940

割合 ��.00� 74.60� 6�.90�

調ᩚ῭ࡳṧ差 3.9 2.6 -4.1

ぶがዷፎ中

のᐙᗞ 

はい 

度数 27 513 500 0.001

割合 21.60� 33.10� 36.70�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -3 -1.3 2.6

いい࠼ 

度数 9� 1�037 �64

割合 7�.40� 66.90� 63.30�

調ᩚ῭ࡳṧ差 3 1.3 -2.6

ࡸ事ྂ✍࠾

⩦い事が多

すࡂるᐙᗞ

はい 

度数 � 205 17� 0.0�7

割合 6.40� 13.20� 13.00�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -2.2 0.6 0.3

いい࠼ 

度数 117 1�345 1�1�6

割合 93.60� �6.�0� �7.00�

調ᩚ῭ࡳṧ差 2.2 -0.6 -0.3

 .͊05�p� .10    p� .05    p� .01

ϩ�３�（５）保᭷㈨᱁ 

ここでは、「多ᵝな⫼ᬒ࠼⪄ࡸ方をᣢったᐙᗞの関ࢃり」と保有㈨᱁の有↓について、クロス集計を⾜っ

た。その結果、⾲2-ϩ-5�㹼⾲2-ϩ-64の調ᩚ῭ࡳṧ差の数値（⤯ᑐ値����௨上）から、有意な≉ᚩが明らか

となった。
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保育ኈ㈨᱁

保育ኈ㈨᱁の࠶るேが、保育ኈ㈨᱁のないேと比較して「࠶てはまる」と回答した割合が有意に多いものは

なかった。

保育ኈ㈨᱁のないேが、保育ኈ㈨᱁の࠶るேと比較して「࠶てはまる」と回答した割合が有意に多いのは、

。の㸯㡯┠となった「とりぶᐙᗞࡦ」

௨上のことから、保育ኈ㈨᱁の有↓で、「多ᵝな⫼ᬒ࠼⪄ࡸ方をᣢったᐙᗞの関ࢃり」に㐪いが࠶ること

が明らかとなった。

⾲2-ϩ-5� 多ᵝな⫼ᬒ࠼⪄ࡸ方をᣢったᐙᗞの関ࢃり�保育ኈ㈨᱁の有↓

      保育ኈ㈨᱁ 
合計 3 

      有 ↓ 

 とりぶᐙᗞࡦ

はい 

度数 341 1�15� 1�499 

0.03 



割合 40.9� 45.3� 44.2�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -2.2 2.2 

いい࠼ 

度数 492 1�401 1��93 

割合 59.1� 54.7� 55.��

調ᩚ῭ࡳṧ差 2.2 -2.2 

.͊05�p� .10    p� .05    p� .01

ᗂ⛶ᅬᩍㅍචチ

 ᗂ⛶ᅬᩍㅍචチの࠶るேが、ᗂ⛶ᅬᩍㅍචチのないேと比較して「࠶てはまる」と回答した割合が有意に多

いものはなかった。

ᗂ⛶ᅬᩍㅍචチのないேが、ᗂ⛶ᅬᩍㅍචチの࠶るேと比較して「࠶てはまる」と回答した割合が有意に多

いのは、「⏕活保ㆤཷ⤥࣭ᕷ⏫Ẹ⛯㠀ㄢ⛯をཷࡅているᐙᗞ」の㸯㡯┠となった。

௨上のことから、ᗂ⛶ᅬᩍㅍචチの有↓で、「多ᵝな⫼ᬒ࠼⪄ࡸ方をᣢったᐙᗞの関ࢃり」に㐪いが࠶る

ことが明らかとなった。

⾲2-ϩ-59 多ᵝな⫼ᬒ࠼⪄ࡸ方をᣢったᐙᗞの関ࢃり�ᗂ⛶ᅬᩍㅍචチの有↓

      ᗂ⛶ᅬᩍㅍචチ 
合計 3 

      有 ↓ 

⏕活保ㆤཷ⤥࣭ᕷ⏫Ẹ⛯㠀ㄢ⛯をཷࡅてい

るᐙᗞ 

はい 

度数 61 333 394 0.04 

ᗂ⛶ᅬᩍ

ㅍ の � 
9.2� 12.2� 11.6�

調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
-2.1 2.1 

いい࠼ 

度数 601 2�397 2�99� 

ᗂ⛶ᅬᩍ

ㅍ の � 
90.�� �7.�� ��.4�
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調ᩚ῭ࡳ

ṧ差 
2.1 -2.1 

.͊05�p� .10    p� .05    p� .01

ᑠ࣭中࣭高ᩍㅍචチ

ᑠ࣭中࣭高ᩍㅍචチの࠶るேが、ᑠ࣭中࣭高ᩍㅍචチのないேと比較して「࠶てはまる」と回答した割合が

有意に多いのは、「ᚅ࠶るいはそのணഛ㌷のᐙᗞ（ࢿグࣞク࣭ࢺ㌟యのᚅ等）」の㸯㡯┠となった。

ᑠ࣭中࣭高ᩍㅍචチのないேが、ᑠ࣭中࣭高ᩍㅍචチの࠶るேと比較して「࠶てはまる」と回答した割合が

有意に多い㡯┠はなかった。

௨上のことから、ᑠ࣭中࣭高ᩍㅍචチの有↓で、「多ᵝな⫼ᬒ࠼⪄ࡸ方をᣢったᐙᗞの関ࢃり」に㐪いが

。ることが明らかとなった࠶

⾲2-ϩ-60 多ᵝな⫼ᬒ࠼⪄ࡸ方をᣢったᐙᗞの関ࢃり�ᑠ中高ᩍㅍචチの有↓

      ᑠ中高ᩍㅍචチ
合計 3 

      有 ↓ 

ᚅ࠶るいはそのணഛ㌷のᐙᗞ（ࢿグࣞク

 （のᚅ等㌟య࣭ࢺ

はい 

度数 29 143 172 0.04 

割合 7.3� 4.�� 5.1�

調ᩚ῭ࡳṧ差 2.1 -2.1 

いい࠼ 

度数 369 2�51 3�220 

割合 92.7� 95.2� 94.9�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -2.1 2.1 

.͊05�p� .10    p� .05    p� .01

┳ㆤᖌ㈨᱁

 ┳ㆤᖌ㈨᱁の࠶るேが、┳ㆤᖌ㈨᱁のないேと比較して「࠶てはまる」と回答した割合が有意に多い㡯┠は

なかった。

┳ㆤᖌ㈨᱁のないேが、┳ㆤᖌ㈨᱁の࠶るேと比較して「࠶てはまる」と回答した割合が有意に多い㡯┠は「እ

ᅜ⡠ᐙᗞ」「࠾✍ྂ事ࡸ⩦い事が多すࡂるᐙᗞ」の㸰㡯┠となった。

௨上のことから、┳ㆤᖌ㈨᱁の有↓で、多ᵝな⫼ᬒ࠼⪄ࡸ方をᣢったᐙᗞの関ࢃりに㐪いが࠶ることが明

らかとなった。

⾲2-ϩ-61 多ᵝな⫼ᬒ࠼⪄ࡸ方をᣢったᐙᗞの関ࢃり�┳ㆤᖌ㈨᱁の有↓

      ┳ㆤᖌ㈨᱁ 
合計 3 

      有 ↓ 

እᅜ⡠ᐙᗞ はい 
度数 20 �49 �69 !.00 

割合 14.9� 26.1� 25.6�
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調ᩚ῭ࡳṧ差 -2.9 2.9 

いい࠼ 

度数 114 2�409 2�523 

割合 �5.1� 73.9� 74.4�

調ᩚ῭ࡳṧ差 2.9 -2.9 

 るᐙᗞࡂい事が多す⩦ࡸ事ྂ✍࠾

はい 

度数 10 444 454 

0.05 



割合 7.5� 13.6� 13.4�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -2.1 2.1 

いい࠼ 

度数 124 2��14 2�93� 

割合 92.5� �6.4� �6.6�

調ᩚ῭ࡳṧ差 2.1 -2.1 

.͊05�p� .10    p� .05    p� .01

ー㈨᱁ࣃル࣒࣊ー࣍

と回答した割合が「てはまる࠶」ー㈨᱁のないேと比較してࣃル࣒࣊ー࣍、るேが࠶ー㈨᱁のࣃル࣒࣊ー࣍ 

有意に多いのは、「経῭ⓗにᅔ❓しているᐙᗞ」「⏕活保ㆤཷ⤥࣭ᕷ⏫Ẹ⛯㠀ㄢ⛯をཷࡅているᐙᗞ」「ࡦとり

ぶᐙᗞ」「ⱝᖺฟ⏘のᐙᗞ」「Ꮚ育てとㆤをしているᐙᗞ」「」㞧なᐙ᪘ᵓᡂのᐙᗞ」の㸴㡯┠となった。

と回答した割合が「てはまる࠶」るேと比較して࠶ー㈨᱁のࣃル࣒࣊ー࣍、ー㈨᱁のないேがࣃル࣒࣊ー࣍

有意に多い㡯┠はなかった。

௨上のことから、࣍ー࣒࣊ルࣃー㈨᱁の有↓で、「多ᵝな⫼ᬒ࠼⪄ࡸ方をᣢったᐙᗞの関ࢃり」に㐪いが

。ることが明らかとなった࠶

⾲2-ϩ-62 多ᵝな⫼ᬒ࠼⪄ࡸ方をᣢったᐙᗞの関ࢃり࣍�ー࣒࣊ルࣃー㈨᱁の有↓

      
ーࣃル࣒࣊ー࣍

㈨᱁ 合計 3 

      有 ↓ 

経῭ⓗにᅔ❓しているᐙᗞ 

はい 

度数 91 447 53� 0.04 

割合 19.0� 15.3� 15.9�

調ᩚ῭ࡳṧ差 2.1 -2.1 

いい࠼ 

度数 3�7 2�467 2��54 

割合 �1.0� �4.7� �4.1�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -2.1 2.1 

⏕活保ㆤཷ⤥࣭ᕷ⏫Ẹ⛯㠀ㄢ⛯をཷࡅている

ᐙᗞ 

はい 

度数 71 323 394 0.02 

割合 14.9� 11.1� 11.6�

調ᩚ῭ࡳṧ差 2.4 -2.4 

いい࠼ 
度数 407 2�591 2�99� 

割合 �5.1� ��.9� ��.4�
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調ᩚ῭ࡳṧ差 -2.4 2.4 

 とりぶᐙᗞࡦ

はい 

度数 236 1�263 1�499 0.01 

割合 49.4� 43.3� 44.2�

調ᩚ῭ࡳṧ差 2.5 -2.5 

いい࠼ 

度数 242 1�651 1��93 

割合 50.6� 56.7� 55.��

調ᩚ῭ࡳṧ差 -2.5 2.5 

ⱝᖺฟ⏘のᐙᗞ 

はい 

度数 36 130 166 !.00 

割合 7.5� 4.5� 4.9�

調ᩚ῭ࡳṧ差 2.9 -2.9 

いい࠼ 

度数 442 2�7�4 3�226 

割合 92.5� 95.5� 95.1�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -2.9 2.9 

Ꮚ育てとㆤをしているᐙᗞ 

はい 

度数 2� 109 137 0.03 

割合 5.9� 3.7� 4.0�

調ᩚ῭ࡳṧ差 2.2 -2.2 

いい࠼ 

度数 450 2��05 3�255 

割合 94.1� 96.3� 96.0�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -2.2 2.2 

」㞧なᐙ᪘ᵓᡂのᐙᗞ 

はい 

度数 66 267 333 !.00 

割合 13.�� 9.2� 9.��

調ᩚ῭ࡳṧ差 3.2 -3.2 

いい࠼ 

度数 412 2�647 3�059 

割合 �6.2� 90.�� 90.2�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -3.2 3.2 

�͊���S� ���    S� ���    S� ���

♫会⚟♴ኈ㈨᱁

 ♫会⚟♴ኈ㈨᱁の࠶るேが、♫会⚟♴ኈ㈨᱁のないேと比較して「࠶てはまる」と回答した割合が有意に多

いのは、「་⒪ⓗࢣのᚲせなᏊども」「እᅜ⡠ᐙᗞ」「経῭ⓗにᅔ❓しているᐙᗞ」「⏕活保ㆤཷ⤥࣭ᕷ⏫Ẹ⛯

㠀ㄢ⛯をཷࡅているᐙᗞ」「ぶが⢭⚄ⓗなᝈの࠶るᐙᗞ」「ⱝᖺฟ⏘のᐙᗞ」「'9 るいはそのணഛ㌷のᐙ࠶

ᗞ」「Ᏻ౯なࣅ࣋ーࢵࢩターࡸᏳ౯なタクࢩー௦ࢃりに㢖回用しているᐙᗞ」の㸶㡯┠となった。

♫会⚟♴ኈ㈨᱁のないேが、♫会⚟♴ኈ㈨᱁の࠶るேと比較して「࠶てはまる」と回答した割合が有意に多

い㡯┠はなかった。
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௨上のことから、♫会⚟♴ኈ㈨᱁の有↓で、「多ᵝな⫼ᬒ࠼⪄ࡸ方をᣢったᐙᗞの関ࢃり」に㐪いが࠶る

ことが明らかとなった。

⾲2-ϩ-63 多ᵝな⫼ᬒ࠼⪄ࡸ方をᣢったᐙᗞの関ࢃり�♫会⚟♴ኈ㈨᱁の有↓

      ♫会⚟♴ኈ㈨᱁
合計 3 

      有 ↓ 

་⒪ⓗࢣのᚲせなᏊども 

はい 

度数 13 749 762 

0.07 



割合 36.1� 22.3� 22.5�

調ᩚ῭ࡳṧ差 2.0 -2.0 

いい࠼ 

度数 23 2�607 2�630 

割合 63.9� 77.7� 77.5�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -2.0 2.0 

እᅜ⡠ᐙᗞ 

はい 

度数 17 �52 �69 !.00 

割合 47.2� 25.4� 25.6�

調ᩚ῭ࡳṧ差 3.0 -3.0 

いい࠼ 

度数 19 2�504 2�523 

割合 52.�� 74.6� 74.4�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -3.0 3.0 

経῭ⓗにᅔ❓しているᐙᗞ 

はい 

度数 11 527 53� 

0.02 



割合 30.6� 15.7� 15.9�

調ᩚ῭ࡳṧ差 2.4 -2.4 

いい࠼ 

度数 25 2��29 2��54 

割合 69.4� �4.3� �4.1�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -2.4 2.4 

⏕活保ㆤཷ⤥࣭ᕷ⏫Ẹ⛯㠀ㄢ⛯をཷࡅているᐙ

ᗞ 

はい 

度数 � 3�6 394 

0.06 



割合 22.2� 11.5� 11.6�

調ᩚ῭ࡳṧ差 2.0 -2.0 

いい࠼ 

度数 2� 2�970 2�99� 

割合 77.�� ��.5� ��.4�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -2.0 2.0 

ぶが⢭⚄ⓗなᝈの࠶るᐙᗞ 

はい 

度数 19 1�235 1�254 

0.06 



割合 52.�� 36.�� 37.0�

調ᩚ῭ࡳṧ差 2.0 -2.0 

いい࠼ 
度数 17 2�121 2�13� 

割合 47.2� 63.2� 63.0�
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調ᩚ῭ࡳṧ差 -2.0 2.0 

ⱝᖺฟ⏘のᐙᗞ 

はい 

度数 5 161 166 

0.03 



割合 13.9� 4.�� 4.9�

調ᩚ῭ࡳṧ差 2.5 -2.5 

いい࠼ 

度数 31 3�195 3�226 

割合 �6.1� 95.2� 95.1�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -2.5 2.5 

 るいはそのணഛ㌷のᐙᗞ࠶9'

はい 

度数 4 12� 132 

0.05 



割合 11.1� 3.�� 3.9�

調ᩚ῭ࡳṧ差 2.3 -2.3 

いい࠼ 

度数 32 3�22� 3�260 

割合 ��.9� 96.2� 96.1�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -2.3 2.3 

Ᏻ౯なࣅ࣋ーࢵࢩターࡸᏳ౯なタクࢩー௦ࢃり

に㢖回用しているᐙᗞ 

はい 

度数 5 1�9 194 

0.05 



割合 13.9� 5.6� 5.7�

調ᩚ῭ࡳṧ差 2.1 -2.1 

いい࠼ 

度数 31 3�167 3�19� 

割合 �6.1� 94.4� 94.3�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -2.1 2.1 

.͊05�p� .10    p� .05    p� .01

㈨᱁なし

㈨᱁のないேが、ఱらかの㈨᱁が࠶るே、または↓回答と比較して「࠶てはまる」と回答した割合が有意に

多い㡯┠はなかった。 

ఱらかの㈨᱁が࠶るே、または↓回答が、㈨᱁のないேと比較して「࠶てはまる」と回答した割合が有意に

多い㡯┠は、「児࣭ᚋのᏊども」「་⒪ⓗࢣのᚲせなᏊども」「࣌ࣆ࢚ン（ࣜࢼࣞࢻン⮬ᕫὀᑕ）をฎ

方ࡉれたᏊども」「ࣞルࢠーの࠶るᏊども」「ⱝᖺฟ⏘のᐙᗞ」「Ꮚ育てとㆤをしているᐙᗞ」「'9࠶るいは

そのணഛ㌷のᐙᗞ」「ᚅ࠶るいはそのணഛ㌷のᐙᗞ（ࢿグࣞク࣭ࢺ㌟యのᚅ等）」「」㞧なᐙ᪘ᵓᡂのᐙ

ᗞ」「」合ⓗに多ࡃのၥ㢟をᢪ࠼たᐙᗞ」の10㡯┠となった。 

௨上のことから、㈨᱁の有↓で、「多ᵝな⫼ᬒ࠼⪄ࡸ方をᣢったᐙᗞの関ࢃり」に㐪いが࠶ることが明ら

かとなった。
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⾲2-ϩ-64 多ᵝな⫼ᬒ࠼⪄ࡸ方をᣢったᐙᗞの関ࢃり�㈨᱁なし

      ㈨᱁の有↓ 
合計 3 

      ≉になし ↓回答

児࣭ᚋのᏊども 

はい 

度数 �25 1�429 2�254 0.05 

割合 64.4� 67.7� 66.5�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -1.97 1.97 

いい࠼ 

度数 456 6�2 1�13� 

割合 35.6� 32.3� 33.5�

調ᩚ῭ࡳṧ差 1.97 -1.97 

་⒪ⓗࢣのᚲせなᏊども 

はい 

度数 24� 514 762 !.00 

割合 19.4� 24.3� 22.5�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -3.3� 3.3� 

いい࠼ 

度数 1�033 1�597 2�630 

割合 �0.6� 75.7� 77.5�

調ᩚ῭ࡳṧ差 3.3� -3.3� 

れたࡉをฎ方（ン⮬ᕫὀᑕࣜࢼࣞࢻ）ン࣌ࣆ࢚

Ꮚども 

はい 

度数 6� 154 222 0.03 

割合 5.3� 7.3� 6.5�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -2.27 2.27 

いい࠼ 

度数 1�213 1�957 3�170 

割合 94.7� 92.7� 93.5�

調ᩚ῭ࡳṧ差 2.27 -2.27 

 るᏊども࠶ーのࢠルࣞ

はい 

度数 254 4�1 735 0.04 

割合 19.�� 22.�� 21.7�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -2.03 2.03 

いい࠼ 

度数 1�027 1�630 2�657 

割合 �0.2� 77.2� 7�.3�

調ᩚ῭ࡳṧ差 2.03 -2.03 

ⱝᖺฟ⏘のᐙᗞ 

はい 

度数 47 119 166 0.01 

割合 3.7� 5.6� 4.9�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -2.60 2.60 

いい࠼ 

度数 1�234 1�992 3�226 

割合 96.3� 94.4� 95.1�

調ᩚ῭ࡳṧ差 2.60 -2.60 

Ꮚ育てとㆤをしているᐙᗞ はい 
度数 37 100 137 0.01 

割合 2.9� 4.7� 4.0�
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調ᩚ῭ࡳṧ差 -2.65 2.65 

いい࠼ 

度数 1�244 2�011 3�255 

割合 97.1� 95.3� 96.0�

調ᩚ῭ࡳṧ差 2.65 -2.65 

 るいはそのணഛ㌷のᐙᗞ࠶9'

はい 

度数 35 97 132 0.01 

割合 2.7� 4.6� 3.9�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -2.72 2.72 

いい࠼ 

度数 1�246 2�014 3�260 

割合 97.3� 95.4� 96.1�

調ᩚ῭ࡳṧ差 2.72 -2.72 

ᚅ࠶るいはそのணഛ㌷のᐙᗞ（ࢿグࣞク࣭ࢺ㌟

యのᚅ等） 

はい 

度数 52 120 172 0.04 

割合 4.1� 5.7� 5.1�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -2.09 2.09 

いい࠼ 

度数 1�229 1�991 3�220 

割合 95.9� 94.3� 94.9�

調ᩚ῭ࡳṧ差 2.09 -2.09 

」㞧なᐙ᪘ᵓᡂのᐙᗞ 

はい 

度数 95 23� 333 !.00 

割合 7.4� 11.3� 9.��

調ᩚ῭ࡳṧ差 -3.66 3.66 

いい࠼ 

度数 1�1�6 1��73 3�059 

割合 92.6� ��.7� 90.2�

調ᩚ῭ࡳṧ差 3.66 -3.66 

」合ⓗに多ࡃのၥ㢟をᢪ࠼たᐙᗞ 

はい 

度数 72 17� 250 !.00 

割合 5.6� �.4� 7.4�

調ᩚ῭ࡳṧ差 -3.04 3.04 

いい࠼ 

度数 1�209 1�933 3�142 

割合 94.4� 91.6� 92.6�

調ᩚ῭ࡳṧ差 3.04 -3.04 

.͊05�p� .10    p� .05    p� .01
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第３章 アンケート調査２ インターネット調査

Ⅰ 調査結果まとめ

本調査は、ファミリー・サポート・センター事業の会員になっていない層も含めた「本事業の認知度

調査」を全国規模（6,000 人を対象）で実施した。調査項目及び結果の詳細は下表の通り。 

インターネット調査 調査項目 

（１）依頼会員となり得る

子育て世帯層（子育て家庭

の保護者） 

（N＝2,391） 

・ファミサポを知っているか 

・知っている場合、知ったきっかけ、認知経路 

・会員になっているか 

・会員になっていない場合の理由 

・子どもを預かってほしい場合、何を重視するか 

・子どもを預かってほしい場合、実際はどのようにしているか

・ファミサポ事業へのイメージ 

（２）提供会員となり得る

年代層（提供会員世代10代

～70代） 

(N=3,609) 

・ファミサポを知っているか 

・知っている場合、知ったきっかけ、認知経路 

・会員になっているか 

・会員になっていない場合の理由 

・子育て支援の活動等の経験の有無 

・子育ての地域の助け合いについて必要性を感じているか 

・ファミサポ事業へのイメージ 

1 「ファミリー・サポート・センター事業の認知度と認知経路」について  

本事業は、子ども子育て支援新制度における地域子ども・子育て支援事業の一つであり、子育て家庭

を対象とした利用者の限られた制度であるため、事業の認知度は調査対象者全体では 4 割を下回る結果

となった。また、調査対象者別では、「依頼会員となり得る子育て世帯層（子育て家庭の保護者）」の認

知度は 46.9％と 5 割を下回っており、「提供会員となり得る年代層(提供会員世代 10 代～70 代)」では

26.7％とさらに低い結果となった。さらに、本事業認知者の会員登録経験も前者では 49.5％、後者では

28.7％といずれも 5 割を下回る結果となっている。なお、両者ともに世帯収入が高いほど認知度が高く

なる傾向も見られた。 

本調査はファミリー・サポート・センター事業を実施していない市町村に居住している回答者も含ま

れる可能性があることを踏まえたとしても、この結果から、近年全国で増加の一途を辿る依頼会員数に

ついては、未だ潜在的ニーズが多くあることを示しており、提供会員の確保に向けての取り組みもさら

なる周知・広報が必要であることが分かる。 

 次に本事業を認知した経路では、両調査対象ともに「市町村の広報」が 7 割を超え、最も有効な広報

方法であることが分かった。一方で、調査対象別では次点となった「子育て関連施設・子育てイベント
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等㸸39.8％（依頼会員となり得る子育て世帯層）」及び「බඹ施設ࡸබ的な⾜事での広報㸸28.5％（提供

会員となり得る年代層）」がともに 4割を下回る結果となっており、ୖ グでᣲࡆた⌧≧の認知度及び会員

登録経験の調査結果を⪃えると「市町村の広報」௨እの周知・広報の方法もేࡏて模⣴していく必要が

あるとゝえる。 

２ 「ဨⓏ㘓࡞ࡋ�⏤⌮ࡓࡋࢆい⌮⏤」について 

本調査では、ファミリー・サポート・センター事業の認知経路とేࡏて本事業の認知者が「会員登録

をした理由」及び「会員登録をしない理由」についても調査を⾜った。まず、「会員登録をした理由」に

ついては、「依頼会員となり得る子育て世帯層」では、「利用ᩱ㔠がᏳいから」、「⾜ᨻのෆでಙ頼でき

るから」、「ྠじ地域の住Ẹが預かってくれるから」の 3点がୖを༨める結果となった。この結果から、

ベࣅーࢩッターࡸ子育てタࢩࢡー等のẸ㛫の子育て支援にẚると本事業の利用ᩱ㔠はẚ㍑的Ᏻ౯であ

ると認㆑されていることࡸ「市町村の広報」にᥖ㍕されていること、ྠじ地域住Ẹによる預かりである

ことがᏳᚰ感につながっていることが分かる。  

また、「提供会員となり得る年代層」では、「ᅔっている人のᡭ助けをしたい、人のᙺに❧ࡕたいから」

（82.0％）が 8 割を超えて最も高い結果となり、次いで、「㛫にవ⿱ができたから」（43.4％）、「ᴦし

う、子どもがዲきだから」（41.6％）がࡑ 4割を超える結果となっており、活動により得られる㔠㖹的な

対౯௨እの理由が登録のな動ᶵであることが分かった。 

 一方で、「会員登録をしない理由」には、前者では、「依頼する必要がなかったから」を㝖くと、「利用

ᩱ㔠が高いから」（20.8％）、「いにくࡑうだから」（20.2％）、「人に預けることにᢠがあるから」

（19.7％）がᣲࡆられた。これは、利用ᩱ㔠については、登録理由の一つにᏳ౯であることがᣲࡆられ

ている一方で高㢠に感じる子育て家庭の保護者がいることを示した結果であるとゝえる。「いにくࡑ

うだから」は、本事業を利用する際の方法・ᡭ㡰ࡸ利用の際に結ࡤれるዎ⣙ෆᐜ（ㄳ㈇または‽ጤ௵ዎ

⣙であること）等の制度設ィの」㞧さに㉳ᅉするものと⪃えられる。なお、「人に預けることにᢠが

あるから」は、ᮎ子年㱋がዷፎ୰～3ṓまでの子育て家庭の保護者にࡑの傾向がᙉくなっている。また、

後者では、提供会員として登録しない理由として、「㛫がないから」（32.1％）、「何かၥ㢟があったと

きの㈐௵が重すࡂるから」（27.2％）がୖにᣲࡆられ、すての年代（10 代～70 代）でᴫྠࡡᵝの結

果となった。本人の多ᛁさと提供会員としての㈐௵の重さがネッࢡとなっていると⪃えられる。 

３「Ꮚࡶの㡸ࡅඛと㡸ࡿࡅ㝿に㔜どࡿࡍⅬ」について 

 「依頼会員となり得る子育て世帯層」のᬑẁの⏕活の୰で、実際の子どもの預けඛは「♽∗ẕ」（73.2％）

な♫会㈨※が多く、フ࣐ࣝー࢛などのインフ（16.7％）「ẕ௨እのぶ᪘∗♽」、（17.4％）「人知人」ࡸ

がᑡない結果となった。また、子どもを預か（％16.3）「ࢫࣅබ的支援サー」な♫会㈨※である࣐ࣝー࢛

ってもらう際の重視する点として、「預かってくれる人がಙ頼できる」（48.3％）が最も多く、「利用ᩱ㔠

がᏳいこと」（18.9％）、「（預かってほしいに）いつでもすࡄに預けられる」（9.8％）の㡰となった。

この結果とඛ㏙した会員登録した理由でᣲࡆられた「利用ᩱ㔠がᏳいから」及び「⾜ᨻのෆでಙ頼で

きるから」を踏まえると、ファミリー・サポート・センター事業は、「依頼会員となり得る子育て世帯層」

のニーズに㐺合しており、♽∗ẕࡸ♽∗ẕ௨እのぶ᪘、人知人等のインフ࢛ー࣐ࣝな♫会㈨※の次に
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㑅ᢥ⫥に入り得ることがᐃされる。 

㸲 「Ꮚ⫱てᨭάືの経㦂とᏊ⫱てのᆅᇦのຓྜࡅいについてのᚲせᛶ」について 

「提供会員となり得る年代層」のこれまでの子育て支援活動の経験については、「⌧在も活動୰」（2.1％）

と「⌧在活動していない」（3.9％）を合ࡏࢃた経験⋡は 6.0％であり、㠀ᖖにᑡない結果となった。ま

た、「子育て支援活動の経験もなく、関ᚰもない」（69.1％）が、「活動経験はないが関ᚰあり」（25.0％）

を 2 ಸ௨ୖの数್で多くなっており、地域住Ẹの無関ᚰはファミリー・サポート・センター事業だけで

のㄢ㢟ではなく、地域の子育て支援全⯡に関ࢃるㄢ㢟であるとゝえる。一方で、地域住Ẹྠኈの子育て

支援活動の必要性では、「必要」（19.8％）と「ある⛬度必要」（58.3％）を合78.1％、ࡏࢃが「必要」だ

と⪃えていることから、地域の子育て支援に関する⯆関ᚰをいかに㉳することがฟ᮶るかが、後

の㘽となると⪃えられる。地域住Ẹの無関ᚰを関ᚰへと⛣⾜するきっかけ࡙くり、また関ᚰから理ゎ・

ඹ感につなࡆる取り組みが後ồめられている。 

㸳 「ファミリー・サポート・センター事業のイ࣓ーࢪ」について 

ファミリー・サポート・センター事業に対する༳象について、「依頼会員となり得る子育て世帯層」で

は、「ಙ頼できる」（22.8％）ࡸ「ᩱ㔠がᏳい」（20.2％）、「ᑓ㛛性が高い」（13.9％）といったポジࢸ

ࣈࢸ࢞られているが、一方で、「利用しにくい」（32.3％）という㐠用㠃でのネࡆな༳象がୖにᣲࣈ

な༳象もポジࣈࢸな༳象をୖ回る結果となった。こࡕらのネࣈࢸ࢞な༳象は、ඛ㏙した会員登録し

ない理由でもᣲࡆられており、実際の支援に入る前のࣁーࣝࢻとなっているとゝえる。 

「提供会員となり得る年代層」のྠ事業に対する༳象では、前者とྠᵝに「ಙ頼できる」（25.5％）、「ᑓ

㛛性が高い」（19.8％）とある⛬度のホ౯されているものの、「ᡭ⥆きがࢃかりにくい」（33.3％）ことࡸ

「報㓘がᏳい」（18.9％）点などネࣈࢸ࢞な༳象もᙉい。また、前者とẚても、ಙ頼性ࡸᑓ㛛性の༳

象はࡸࡸ高いものの、「利用しにくさ」（提供会員となり得る年代層にとっての「ᡭ⥆きのࢃかりにくさ」）

がྠᵝに高くなっている。 

ୖグの結果から、「依頼会員となり得る子育て世帯層」及び「提供会員となり得る年代層」のいずれか

らも支援前の「ᡭ⥆きの分かりにくさ」、「利用しにくさ」がネࣈࢸ࢞な༳象としてᤊえられており、

本事業の制度設ィを含めたྛ✀ᡭ⥆き（会員登録、ㅮ⩦の在り方、利用のὶれ等）の度᳨ウవ地があ

るとゝえる。 
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࠙調査ᅇ⟅⪅ᒓᛶ㸫ᅇ⟅⪅㸦㹌㸻����� ேࠚ㸧  

・⏨ዪẚࠊᖺ௦ูᅇ⟅⪅୍ぴ 

ᅗ 3�Ϩ�1�1㸬⏨ዪẚ、年代別回答者一ぴ 

 リアูᅇ⟅⪅୍ぴ࢚・

ᅗ 3�Ϩ�1�2㸬࢚リ別回答者一ぴ 

49.8%

50.2%

22.3%

13.1%

17.2%

16.5%

14.9%

16.0%

11.4%

6.7%

8.8%

8.3%

7.3%

7.4%

10.9%

6.4%

8.5%

8.2%

7.6%

8.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

10代・20代

30代

40代

50代

60代

70代

男性10代・20代

男性30代

男性40代

男性50代

男性60代

男性70代

女性10代・20代

女性30代

女性40代

女性50代

女性60代

女性70代

【性年代別】

(N=6,000)

北海道・

東北, 
8.7%

関東・甲信越, 48.3%

中国・北

陸・四国, 
8.8%

東海・近畿, 26.9%

九州・沖

縄, 7.3%

ࠚリアู࢚࠙

�1 ������
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・፧ጻ㸦㓄അ⪅の᭷↓㸧 

ᅗ 3�Ϩ�1�3㸬፧ጻ（㓄അ者の有無） 

・Ꮚ⫱て経㦂 

ᅗ 3�Ϩ�1�4㸬子育て経験 

᭷䜚, 72.ϭ%

↓䛧, 27.9%

࠙Ꮚ⫱て経㦂ࠚ

�1 �����㸧

᭷䜚 7Ϭ.6%

↓䛧
29.4%

࠙፧ጻ㸦㓄അ⪅の᭷↓�ࠚ

�1 ������
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・ᮎᏊᖺ㱋

ᅗ 3�Ϩ�1�5㸬ᮎ子の年㱋 

・Ꮚࡶのேᩘ 

ᅗ 3�Ϩ�1�6㸬子どもの人数 

1.1%

3.1%

3.3%

2.8%

1.8%

5.8%

5.2%

3.9%

4.8%

3.7%

4.4%

30.0%

30.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0ṓᮍ‶䠄➨1Ꮚዷፎ中䠅

0ṓ

1ṓ

2ṓ

3ṓ

4ṓ

5ṓ

6ṓ

7ṓ

㻤ṓ

㻥ṓ

10ṓ௨ୖ

⌧ᅾᏊ䛹䜒䛿䛔䛺䛔

【ᮎᏊ䛾年㱋】

(N=6,000)

35.0%

47.7%

15.1%

1.6%

0.5%

0.1%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1ே

2ே

3ே

4ே

5ே

6ே

7ே௨ୖ

【Ꮚ䛹䜒䛾ேᩘ】

(N=4,128)
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・⫋業 

ᅗ 3�Ϩ�1�7㸬⫋業 

・ୡᖏᖺ 

ᅗ 3�Ϩ�1�8㸬世帯年収 

25.0%

37.6%

1.5%

0.4%

6.9%

13.4%

0.8%

9.9%

1.1%

3.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

↓⫋

ṇ♫ဨ・ṇつ⫋ဨ

ὴ㐵♫ဨ

ㄳ㈇♫ဨ

⮬Ⴀᴗ䚸⮬⏤ᴗ⪅

䝟䞊䝖・䜰䝹䝞䜲䝖

ෆ⫋

ᐙ᪘ᚑ⪅

⤒Ⴀ⪅䚸ᙺဨ

䛭䛾

【⫋ᴗ】

(N=6,000)

4.3%

6.0%

7.7%

9.3%

10.5%

10.8%

8.4%

6.7%

5.4%

5.7%

10.0%

15.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

100ᮍ‶

100䡚200ᮍ‶

200䡚300ᮍ‶

300䡚400ᮍ‶

400䡚500ᮍ‶

500䡚600ᮍ‶

600䡚700ᮍ‶

700䡚㻤00ᮍ‶

㻤00䡚㻥00ᮍ‶

㻥00䡚1㻘000ᮍ‶

1㻘000௨ୖ

䜟䛛䜙䛺䛔

【ୡᖏ年】

(N=6,000)
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࠙ᅇ⟅⪅ᒓᛶ㸫౫㢗ဨとࡾ࡞ᚓࡿᏊ⫱てୡᖏᒙ㸦Ꮚ⫱てᐙᗞのಖㆤ⪅㸧㸦1㸻����1 ேࠚ㸧  

・ᛶู�ᮎᏊᖺ㱋 

࠙性別�ᮎ子年㱋のࢫࣟࢡ表ࠚ 全体 ⏨性 ዪ性 

全体 2,391 1,215 1,175 

100.0� 50.8� 49.2� 

子育て家庭の保護者（ዷፎ୰～3ṓまで）

  

725 297 428 

100.0� 40.9� 59.1� 

子育て家庭の保護者（4～6ṓまで） 

  

896 492 405 

100.0� 54.8� 45.2� 

子育て家庭の保護者（7～9ṓまで） 

  

769 427 342 

100.0� 55.5� 44.5� 

ᅗ表 3�Ϩ�2�1.性別�ᮎ子年㱋 

�����

�����

�����

�����

�����

���1�

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

Ꮚ⫱䛶ᐙᗞ䛾ಖㆤ⪅䠄7䡚㻥ṓ䜎䛷䠅

Ꮚ⫱䛶ᐙᗞ䛾ಖㆤ⪅䠄4䡚6ṓ䜎䛷䠅

Ꮚ⫱䛶ᐙᗞ䛾ಖㆤ⪅䠄ዷፎ中䡚3ṓ䜎䛷䠅

【性別㽢ᮎᏊ年㱋別】

Ꮚ⫱䛶ᐙᗞ䛾ಖㆤ⪅㻔㻺㻩2㻘3㻥1㻕

女性 男性
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・ᖺ௦ู�ᮎᏊᖺ㱋 

ᅗ表 3�Ϩ�2�2.年代別�ᮎ子年㱋 

10.2%

18.9%

52.0%

18.0%

0.8%

0.1%

25.2%

35.4%

32.9%

6.1%

0.2%

0.2%

57.8%

29.2%

11.2%

1.5%

0.2%

0.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

10代・20代

30代

40代

50代

60代

70代

࠙ᖺ௦ู・ᮎᏊᖺ㱋ูࠚ

Ꮚ⫱てᐙᗞのಖㆤ⪅�1㸻����1�

Ꮚ⫱䛶ᐙᗞ䛾ಖㆤ⪅䠄7䡚㻥ṓ䜎䛷䠅 Ꮚ⫱䛶ᐙᗞ䛾ಖㆤ⪅䠄4䡚6ṓ䜎䛷䠅

Ꮚ⫱䛶ᐙᗞ䛾ಖㆤ⪅䠄ዷፎ中䡚3ṓ䜎䛷䠅

࠙年代別̺ᮎ子年㱋の 

 ࠚ表ࢫࣟࢡ

全体 10 代 

・20 代 

30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 

全体 2,391 723 675 777 203 10 4 

100.0� 30.2� 28.2� 32.5� 8.5� 0.4� 0.2� 

子育て家庭の保護者 

（ዷፎ୰～3 ṓまで） 

725 419 212 81 11 1 1 

100.0� 57.8� 29.2� 11.2� 1.5� 0.2� 0.1� 

子育て家庭の保護者 

（4～6 ṓまで） 

896 225 317 295 55 2 2 

100.0％ 25.2� 35.4� 32.9� 6.1� 0.2� 0.2� 

子育て家庭の保護者 

（7～9 ṓまで） 

769 78 146 400 138 6 1 

100.0� 10.2� 18.9� 52.0� 18.0� 0.8� 0.1� 
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・ᒃఫ࢚リアู�ᮎᏊᖺ㱋 

表 3�Ϩ�2�3㸬居住࢚リ別�ᮎ子年㱋 

・፧ጻ㸦㓄അ⪅の᭷↓㸧ู�ᮎᏊᖺ㱋 

࠙፧ጻ（㓄അ者の有無）̺ᮎ子年㱋のࢫࣟࢡ表ࠚ 全体 有り 無し 

全体 2,391 2,197 194 

100.0� 91.9� 8.1� 

子育て家庭の保護者（ዷፎ୰～3ṓまで） 

  

725 657 68 

100.0� 90.6� 9.4� 

子育て家庭の保護者（4～6ṓまで） 896 848 48 

100.0� 94.6� 5.4� 

子育て家庭の保護者（7～9ṓまで）  769 692 78 

100.0� 89.9� 10.1� 

ᅗ表 3�Ϩ�2�4㸬፧ጻ（㓄അ者の有無）別�ᮎ子年㱋 

89.9%

94.6%

90.6%

91.9%

10.1%

5.4%

9.4%

8.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

Ꮚ⫱䛶ᐙᗞ䛾ಖㆤ⪅䠄7䡚㻥ṓ䜎䛷䠅

Ꮚ⫱䛶ᐙᗞ䛾ಖㆤ⪅䠄4䡚6ṓ䜎䛷䠅

Ꮚ⫱䛶ᐙᗞ䛾ಖㆤ⪅䠄ዷፎ中䡚3ṓ䜎䛷䠅

య

【፧ጻ䠄㓄അ⪅䛾᭷↓䠅別・ᮎᏊ年㱋別】

Ꮚ⫱䛶ᐙᗞ䛾ಖㆤ⪅ 㻔㻺䠙2㻘3㻥1㻕

↓䛧 ᭷䜚

居住࢚リ�ᮎ子年㱋

の 

全体 ᾏ㐨 

・ᮾ 

関ᮾ 

・⏥ಙ㉺ 

୰国・㝣

・ᅄ国 

ᮾᾏ 

・近␥ 

ᕞ 

・Ἀ⦖ 

全体 2,391 218 1,109 220 659 185 

100.0� 9.1� 46.4� 9.2� 27.5� 7.7� 

子育て家庭の保護者

（ዷፎ୰～3ṓまで）

725 52 307 68 239 59 

100.0� 7.1� 42.3� 9.4� 33.0� 8.2� 

子育て家庭の保護者

（4～6ṓまで）  

896 103 421 80 219 73 

100.0� 11.5� 46.9� 8.9� 24.5� 8.1� 

子育て家庭の保護者

（7～9ṓまで）  

769 63 382 72 200 53 

100.0� 8.2� 49.7� 9.3� 26.0� 6.8� 
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࠙ᅇ⟅⪅ᒓᛶ㸫ᥦ౪ဨとࡾ࡞ᚓࡿᖺ௦ᒙ�ᥦ౪ဨୡ௦ 1� ௦㹼�� ௦� 

㸦1㸻����� ேࠚ㸧  

・ᛶู 

࠙⏨ዪ別ࠚ 全体 ⏨性 ዪ性 

提供会員となり得る年代層 

（提供会員世代 10代～70 代） 

3,609 1,774 1,835 

100.0� 49.1� 50.9� 

ᅗ表 3�Ϩ�3�1㸬性別 

・ᖺ௦ู 

男性㻘㻌4㻥㻚1㻑

女性㻘㻌50㻚㻥㻑

【男女別】

ᥦ౪ဨ䛸䛺䜚ᚓ䜛年代ᒙ

㻔㻺䠙3㻘60㻥㻕

17㻚0㻑

3㻚1㻑

7㻚1㻑

21㻚㻤㻑

24㻚4㻑

26㻚6㻑

0㻚0㻑 5㻚0㻑 10㻚0㻑 15㻚0㻑 20㻚0㻑 25㻚0㻑 30㻚0㻑

10代・20代

30代

40代

50代

60代

70代

【年代別】

ᥦ౪ဨ䛸䛺䜚ᚓ䜛年代ᒙ 㻔䠪䠙3㻘60㻥㻕
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࠙年代別ࠚ 全体 10 代・ 

20 代 

30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 

提供会員となり得る年代層 

（提供会員世代 10代～70 代）

3,609 614 110 257 787 882 959 

100.0� 17.0� 3.1� 7.1� 21.8� 24.4� 26.6� 

ᅗ表 3�Ϩ�3�2㸬年代別 

・ᒃఫ࢚リアู 

・全体 ᾏ㐨 ࠚ別リ࢚࠙

ᮾ 

関ᮾ・⏥

ಙ㉺ 

୰国・

㝣・ᅄ国

ᮾᾏ・

近␥ 

ᕞ・

Ἀ⦖ 

提供会員となり得る年代層 

（提供会員世代 10代～70 代）

3,609 306 1,788 309 956 251 

100.0� 8.5� 49.5� 8.6� 26.5� 6.9� 

ᅗ表 3�Ϩ�3�3㸬居住࢚リ別

  

ᾏ㐨・

ᮾ

����

㛵ᮾ・⏥ಙ㉺

�����

୰ᅜ・㝣・ᅄᅜ

����

ᮾᾏ・㏆␥

�����

ᕞ・Ἀ⦖

����

【ᒃఫ䜶䝸䜰別】

ᥦ౪ဨ䛸䛺䜚ᚓ䜛年代ᒙ䠄㻺㻩3㻘60㻥㻕
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ϩ ౫㢗ဨとࡾ࡞ᚓࡿᏊ⫱てୡᖏᒙの調査結果 

㸯�ファミリー・サポート・センター事業の認知度 

ファミリー・サポート・センター事業の認知度は、「依頼会員になり得る子育て世帯層(子育て家庭の保

護者)」（N＝2,931）と「提供会員になり得る年代層(提供会員世代 10 代～70 代)」（N=3,609）を合ࡏࢃ

たすての回答者（N＝6,000）では、「知っている」（16.8％）と「⪺いたことはある⛬度でෆᐜについ

ては知らない」（17.9％）を合ࡏࢃた認知度は 34.7�であった。 

また、「依頼会員になり得る子育て世帯層」の回答では、全体ベーࢫで 46.9％（認知度ィ）であり、ྛ

層（ᮎ子年㱋により 3 㝵層に分別）で 5 割ᙅの認知度であった。ࡑの୰でも「ዷፎ୰～3 ṓまで」層で

「（ෆᐜまで）知っている」⋡が 34.3％と最も高くなっており、ྠ 事業への関ᚰの高さがఛえる。なお、

世帯収入が高いほど認知度が高くなる傾向も見られた。 

▱䛳䛶䛔䜛㻘㻌

16.8%

▱䜙䛺䛔㻘㻌65㻚3㻑

⪺䛔䛯䛣䛸䛿䛒䜛⛬ᗘ

䛷ෆᐜ䛻䛴䛔䛶䛿▱䜙

䛺䛔㻘㻌17㻚㻥㻑

【䛂䝣䜯䝭䝸䞊・䝃䝫䞊䝖・䝉䞁䝍䞊ᴗ䛃䛾ㄆ▱ᗘ】

ᅇ⟅⪅ 㻔㻺㻩6㻘000㻕

26㻚0㻑

2㻥㻚5㻑

34㻚3㻑

2㻥㻚㻤㻑

20㻚1㻑

17㻚2㻑

13㻚㻤㻑

17㻚1㻑

53㻚㻥㻑

53㻚3㻑

51㻚㻥㻑

53㻚1㻑

0㻚0㻑 10㻚0㻑 20㻚0㻑 30㻚0㻑 40㻚0㻑 50㻚0㻑 60㻚0㻑

Ꮚ⫱䛶ᐙᗞ䛾ಖㆤ⪅ 䠄7䡚㻥ṓ䜎䛷䠅

Ꮚ⫱䛶ᐙᗞ䛾ಖㆤ⪅ 䠄4䡚6ṓ䜎䛷䠅

Ꮚ⫱䛶ᐙᗞ䛾ಖㆤ⪅ 䠄ዷፎ中䡚3ṓ䜎䛷䠅

Ꮚ⫱䛶ᐙᗞ䛾ಖㆤ⪅య

【䝣䜯䝭䝸䞊・䝃䝫䞊䝖・䝉䞁䝍䞊ᴗ䛾ㄆ▱ᗘ ᮎᏊ年㱋別】

Ꮚ⫱䛶ᐙᗞ䛾ಖㆤ⪅䠄㻺䠙2㻘3㻥1䠅

▱䜙䛺䛔 ⪺䛔䛯䛣䛸䛿䛒䜛⛬ᗘ䛷ෆᐜ䛻䛴䛔䛶䛿▱䜙䛺䛔 ▱䛳䛶䛔䜛
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全体 知っている ⪺いたことはある 

⛬度でෆᐜについて

は知らない 

認知度 知らない

子育て家庭の保護者 

全体 

2,391 713 409 1,122 1,269 

100.0� 29.8� 17.1� 46.9� 53.1� 

子育て家庭の保護者 

（ዷፎ୰～3ṓまで）

725 249 100 349 377 

100.0� 34.3� 13.8� 48.1％ 51.9� 

子育て家庭の保護者 

（4～6ṓまで）  

896 265 154 419 478 

100.0� 29.5� 17.2� 46.7％ 53.3� 

子育て家庭の保護者 

（7～9 ṓまで） 

769 200 155 355 414 

100.0� 26.0� 20.1� 46.1％ 53.9� 

ᅗ表 3�ϩ㸫1�1.ファミリー・サポート・センター事業の認知度(依頼会員・ᮎ子年㱋別) 

  全体 知っている ⪺いたことはある 

⛬度でෆᐜについて

は知らない 

認知度 知らない 

100 未‶ 31 15 7 22 9 

100.0� 48.6� 22.0� 70.6� 29.4� 

100 ～200  

未‶ 

53 14 10 24 29 

100.0� 25.8� 18.9� 44.7� 55.3� 

200 ～300  

未‶ 

102 19 17 36 66 

100.0� 18.8� 16.8� 35.6� 64.4� 

300 ～400  

未‶ 

168 37 30 67 100 

100.0� 22.2� 17.8� 40.0� 60.0� 

400 ～500  

未‶ 

312 96 41 137 175 

100.0� 30.7� 13.2� 43.9� 56.1� 

500 ～600  

未‶ 

336 91 50 141 196 

100.0� 26.9� 14.8� 41.7� 58.3� 

600 ～700  

未‶ 

326 110 46 156 171 

100.0� 33.7� 14.0� 47.7� 52.3� 

700 ～800  

未‶ 

201 72 41 113 88 

100.0� 35.7� 20.6� 56.3� 43.7� 

800 ～900  

未‶ 

159 52 32 84 75 

100.0� 32.7� 20.3� 53.0� 47.0� 

900 ～1,000 

未‶ 

205 67 20 87 118 

100.0� 32.6� 9.9� 42.5� 57.5� 

1,000 ௨ୖ 256 83 55 138 118 

100.0� 32.5� 21.4� 53.9� 46.1� 

 からない 243 59 60 119 125ࢃ

100.0� 24.1� 24.6� 48.7� 51.3� 

ᅗ表 3�ϩ㸫1�2.ファミリー・サポート・センター事業の認知度(依頼会員・世帯年収別) 
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２㸬ファミリー・サポート・センター事業ࢆ知ࡅࡗࡁࡓࡗ㸦౫㢗ဨ㸧 

ファミリー・サポート・センター事業の認知者がྠ事業を認知した経路では、「市町村の広報」が全体

で 71.5％、ྛ㝵層で 7割前後と最も高くなっている。次に、「子育て関連施設・子育てイベント等」 が

全体で 39.8％、ྛ㝵層で 4割から 5割であった。3␒目は、「බ的ᶵ関ࡸබ的⾜事などでの広報活動」が

全体で 27.4％、ྛ㝵層で 2割から 3割であった。 

なお、「ዷፎ୰～3ṓまで」層では、「Ẹ㛫施設（ၟ業施設等）」（26.6％）ࡸ「Ꮫᰯ関ಀ」（25.2％）で

知ったとの回答が高かったのが≉ᚩ的である。 

71.5%

39.8%

13.0%

27.4%

12.0%

14.2%

10.0%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ᕷ⏫ᮧ䛾ᗈሗ

Ꮚ⫱䛶関㐃タ䚸Ꮚ⫱䛶䜲䝧䞁䝖➼

Ꮫᰯ関ಀ䛷䛾ᗈሗ

බඹタ䜔බⓗ䛺⾜䛷䛾ᗈሗ

Ẹ㛫タ䛷䛾ᗈሗ䠄ၟᴗタ➼䠅

ཱྀ䝁䝭

䝩䞊䝮䝨䞊䝆䚸㻿㻺㻿

䛭䛾

【䝣䜯䝭䝸䞊・䝃䝫䞊䝖・䝉䞁䝍䞊ᴗ䜢▱䛳䛯䛝䛳䛛䛡䠄」ᩘᅇ⟅䠅య】

Ꮚ⫱䛶ᐙᗞ䛾ಖㆤ⪅ 㻔㻺㻩1㻘00㻤㻕

0.6%

8.7%

8.1%

26.6%

35.2%

25.2%

51.1%

65.8%

3.6%

8.9%

13.3%

7.7%

21.5%

14.7%

48.3%

71.1%

1.0%

6.0%

13.4%

5.2%

23.9%

9.7%

40.0%

69.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

䛭䛾

㻴㻼䚸㻿㻺㻿

ཱྀ䝁䝭

Ẹ㛫タ䛷䛾ᗈሗ

බඹタ䜔බⓗ䛺⾜䛷䛾ᗈሗ

Ꮫᰯ関ಀ䛷䛾ᗈሗ

Ꮚ⫱䛶関㐃タ䚸Ꮚ⫱䛶䜲䝧䞁䝖➼

ᕷ⏫ᮧ䛾ᗈሗ

【䝣䜯䝭䝸䞊・䝃䝫䞊䝖・䝉䞁䝍䞊ᴗ䜢▱䛳䛯䛝䛳䛛䛡䠄」ᩘᅇ⟅䠅ᮎᏊ年㱋別】

Ꮚ⫱䛶ᐙᗞ䛾ಖㆤ⪅ 䠄㻺䠙1㻘00㻤䠅

Ꮚ⫱䛶ᐙᗞ䛾ಖㆤ⪅䠄7䡚㻥ṓ䜎䛷䠅 Ꮚ⫱䛶ᐙᗞ䛾ಖㆤ⪅䠄4䡚6ṓ䜎䛷䠅

Ꮚ⫱䛶ᐙᗞ䛾ಖㆤ⪅䠄ዷፎ中䡚3ṓ䜎䛷䠅
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全体 市町村

の広報

子育て関

連施設、

子育てイ

ベント等

Ꮫᰯ関

ಀでの

広報 

බඹ施設

බ的なࡸ

⾜事での

広報 

Ẹ㛫施設

での広報

（ၟ業施

設等） 

ࢥཱྀ

ミ 

+3、

6N6 

のࡑ

 

全体 1,008 720 401 131 276 121 143 101 27 

100.0� 71.5� 39.8� 13.0� 27.4� 12.0� 14.2� 10.0� 2.7�

子育て家

庭の保護

者 

（ዷፎ୰

～3 ṓま

で） 

249 164 127 63 88 66 20 22 1 

100.0� 65.8� 51.1� 25.2� 35.2� 26.6� 8.1� 8.7� 0.6�

子育て家

庭の保護

者 

（4～6 ṓ

まで） 

265 188 128 39 57 20 35 24 9 

100.0� 71.1� 48.3� 14.7� 21.5� 7.7� 13.3� 8.9� 3.6�

子育て家

庭の保護

者 

（7～9 ṓ

まで） 

200 139 80 19 48 10 27 12 2 

100.0� 69.6� 40.0� 9.7� 23.9� 5.2� 13.4� 6.0� 1.0�

ᅗ表 3�ϩ�2.ファミリー・サポート・センター事業を知ったきっかけ(」数回答)(依頼会員・ᮎ子年㱋別) 

３㸬ファミリー・サポート・センター事業のⓏ㘓≧ἣ㸦౫㢗ဨ㸧 

ファミリー・サポート・センター事業を「知っている」者のうࡕ、依頼会員への登録経験者は全体で

49.5％（経験ィ）と༙数⛬度にのࡰるが、「㏥会者」（4.6％）をのࡒく「⌧在登録者」は 45.0％であっ

た。さらに「登録のみで依頼経験なし」（19.9％）をのࡒく「ࣈࢸࢡな登録者」は 25.1％となる。

は、「ዷፎ୰～3ṓまで」層で「な登録者ࣈࢸࢡ」 35.3％と 2層より 10 ポイントᙉ高くなってい

る（登録経験ィも 60.1％と高い）。
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ᅗ表 3�ϩ㸫3㸬ファミリー・サポート・センター事業への登録≧ἣ（依頼会員・ᮎ子年㱋別） 

  

14.8%

23.2%

35.3%

25.1%

18.6%

18.0%

22.9%

19.9%

7.5%

4.9%

2.0%

4.6%

59.2%

53.9%

39.8%

50.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

Ꮚ⫱䛶ᐙᗞ䛾ಖㆤ⪅䠄7䡚㻥ṓ䜎䛷䠅

Ꮚ⫱䛶ᐙᗞ䛾ಖㆤ⪅䠄4䡚6ṓ䜎䛷䠅

Ꮚ⫱䛶ᐙᗞ䛾ಖㆤ⪅䠄ዷፎ中䡚3ṓ䜎䛷䠅

య

【Ⓩ㘓≧ἣ ᮎᏊ年㱋別】

Ꮚ⫱䛶ᐙᗞ䛾ಖㆤ⪅ 㻔㻺䠙2㻘3㻥1㻕

ဨⓏ㘓䛺䛧 㐣ཤ䛻Ⓩ㘓㻛㏥䛧䛯 ဨⓏ㘓䛒䜚㻛౫㢗⤒㦂䛺䛧 ဨⓏ㘓䛒䜚㻛౫㢗⤒㦂䛒䜚

  

全体 会員登録 

あり 

�依頼経験

あり 

会員登録 

あり 

�依頼経験

なし 

㐣ཤに登録

�㏥会した

会員登録 

経験ィ 

会員登録

なし 

全体 713 179 142 33  360 

100.0� 25.1� 19.9� 4.6� 49.5� 50.5� 

子育て家庭の

保護者（ዷፎ୰

～3 ṓまで） 

249 88 57 5 99 

100.0� 35.3� 22.9� 2.0� 60.2� 39.8� 

子育て家庭の

保護者 

（4～6 ṓまで）

265 61 48 13  143 

100.0� 23.2� 18.0� 4.9� 46.1� 53.9� 

子育て家庭の

保護者 

（7～9 ṓまで）

200 30 37 15  118 

100.0� 14.8� 18.6� 7.5� 40.8� 59.2� 
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㸲�ファミリー・サポート・センター事業のⓏ㘓⌮⏤㸦౫㢗ဨ㸧 

会員登録の理由では、全体で「利用ᩱ㔠がᏳいから」（51.4％）が最も高く、次に「⾜ᨻのෆでಙ頼

できるから」（49.3％）、「ྠじ地域の住Ẹが預かってくれるから」（45.3％）の㡰であった。これを層別

にみると、「利用ᩱ㔠のᏳさ」は子年㱋がୖがるにつれ㡰を下ࡆ、㏫に 4ṓ௨ୖの 2層では「ྠじ地域

の住Ẹが預かってくれるから」が༙数⛬度と 1である。 

ᅗ表 3�ϩ�4�1.ファミリー・サポート・センター事業への登録理由（」数回答) (依頼会員・ᮎ子年㱋別・ 

ୖ㸱） 

登録理由 1 登録理由 2 登録理由 3 

全体 利用ᩱ㔠がᏳいから

51.4� 

⾜ᨻのෆでಙ頼で

きるから  

49.3� 

ྠじ地域の住Ẹが預か

ってくれるから 

45.3� 

子育て家庭の保護者

（ዷፎ୰～3ṓまで）

利用ᩱ㔠がᏳいから

64.9� 

⾜ᨻのෆでಙ頼で

きるから  

58.4� 

ྠじ地域の住Ẹが預か

ってくれるから 42.7�

子育て家庭の保護者 

（4～6 ṓまで） 

ྠじ地域の住Ẹが預

かってくれるから 

46.4� 

利用ᩱ㔠がᏳいから 

42.7� 

⾜ᨻのෆでಙ頼でき

るから  

41.0� 

子育て家庭の保護者 

（7～9 ṓまで） 

ྠじ地域の住Ẹが預

かってくれるから 

48.3� 

⾜ᨻのෆでಙ頼で

きるから  

44.9� 

利用ᩱ㔠がᏳいから  

39.8� 
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1� 

3.0%

8.9%

27.2%

8.7%

24.4%

44.9%

48.3%

39.8%

1.9%

16.0%

21.0%

20.0%

31.5%

41.0%

46.4%

42.7%

0.3%

25.8%

10.3%

23.3%

31.0%

58.4%

42.7%

64.9%

1.5%

18.5%

17.9%

18.8%

29.7%

49.3%

45.3%

51.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

䛭䛾

䝃䞊䝡䝇䛾⤌䜏䛜ᩚ䛳䛶䛔䜛䛛䜙

Ꮚ䛹䜒䜢ᆅᇦ䛸䛾䛛䛛䜟䜚䛾中䛷⫱䛶䛯䛔䛛䜙

ே䛻ᩍ䛘䛶䜒䜙䛳䛯䛛䜙

䛻⏝䛷䛝䜛䝃䞊䝡䝇䛜䛺䛔䛛䜙

⾜ᨻ䛜ෆ䛩䜛䛯䜑信㢗䛷䛝䜛䛛䜙

ྠ䛨ᆅᇦ䛾ఫẸ䛜㡸䛛䛳䛶䛟䜜䜛䛛䜙

䠄ᆅᇦఫẸྠኈ䛾ᨭ䛘ྜ䛔䛰䛛䜙䠅

⏝ᩱ㔠䛜Ᏻ䛔䛛䜙

【䝣䜯䝭䝸䞊・䝃䝫䞊䝖・䝉䞁䝍䞊ᴗ䜈䛾Ⓩ㘓⌮⏤㻔」ᩘᅇ⟅䠅ᮎᏊ年㱋別】

Ꮚ⫱䛶ᐙᗞ䛾ಖㆤ⪅㻔㻺䠙354㻕

య Ꮚ⫱䛶ᐙᗞ䛾ಖㆤ⪅䠄ዷፎ中䡚3ṓ䜎䛷䠅

Ꮚ⫱䛶ᐙᗞ䛾ಖㆤ⪅䠄4䡚6ṓ䜎䛷䠅 Ꮚ⫱䛶ᐙᗞ䛾ಖㆤ⪅䠄7䡚㻥ṓ䜎䛷䠅

  

  

全体 利用ᩱ㔠が

Ᏻいから 

ྠじ地域の住Ẹが預

かってくれるから

(地域住Ẹྠኈの支

え合いだから) 

⾜ᨻがෆす

るためಙ頼で

きるから 

に利用で

きるサーࣅ

 がないࢫ

から 

全体 354 182 160 174 105 

100.0� 51.4� 45.3� 49.3� 29.7� 

子育て家庭の保護者 

（ዷፎ୰～3ṓまで）

150 97 64 88 46 

100.0� 64.9� 42.7� 58.4� 31.0� 

子育て家庭の保護者 

（4～6 ṓまで） 

122 52 57 50 38 

100.0� 42.7� 46.4� 41.0� 31.5� 

子育て家庭の保護者 

（7～9 ṓまで） 

82 32 39 37 20 

100.0� 39.8� 48.3� 44.9� 24.4� 
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ᅗ表 3�ϩ�4�2.ファミリー・サポート・センター事業への登録理由(」数回答)（依頼会員・ᮎ子年㱋別） 

㸳㸬ファミリー・サポート・センター事業のⓏ㘓࡞ࡋࢆい⌮⏤ 

会員登録をしない理由では、全体およびྛ層で「依頼する必要がなかったから」が最も多かった。全

体では、「利用ᩱ㔠が高いから」（20.8％）、「いにくࡑうだから」（20.2％）、「人に預けることにᢠ

があるから」（19.7％）の㡰であった。ྛ層別にみると、「ዷፎ୰～3 ṓまで」の層では、「いにくさ」

と「ᩱ㔠の高さ」が、また、4ṓ௨ୖの 2層では「人に預ける Ᏻ」ࡸ「ᩱ㔠の高さ」がୖにᣲࡆ

られている。 

  

  

人にᩍえて 

もらったから 

子どもを地域と

の関ࢃりの୰で

育てたいから 

サーࢫࣅの 

組みがᩚって

いるから 

 のࡑ

全体 66 63 65 5 

18.8� 17.9� 18.5� 1.5� 

子育て家庭の保護者 

（ዷፎ୰～3ṓまで） 

35 15 39 1 

23.3� 10.3� 25.8� 0.3� 

子育て家庭の保護者 

（4～6 ṓまで） 

24 26 19 2 

20.0� 21.0� 16.0� 1.9� 

子育て家庭の保護者 

（7～9 ṓまで） 

7 22 7 2 

8.7� 27.2� 8.9� 3.0� 

  

  

全体 利用ᩱ㔠が

高いから 

ྠじ地域の

住Ẹに 

預けたく 

ないから 

⾜ᨻがෆ

する支援だ

がಙ頼でき

ないから 

に利用

できるサ

ーࢫࣅが

あるから

子どもを地域と

の関ࢃりの୰で

育てたいとはᛮ

 ないからࢃ

全体 534 111 47 52 45 22 

100.0� 20.8� 8.7� 9.8� 8.5� 4.2� 

子育て家庭

の保護者（ዷ

ፎ୰～3 ṓ

まで） 

161 27 23 27 10 16 

100.0� 16.7� 14.1� 17.1� 6.2� 10.0� 

子育て家庭

の保護者（4

～6 ṓまで）

203 44 16 8 14 2 

100.0� 21.6� 7.9� 4.1� 6.8� 0.8� 

子育て家庭

の保護者（7

～9 ṓまで）

170 40 8 17 22 5 

100.0� 23.7� 4.7� 9.8� 12.8� 2.7� 
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�1 

20.8%

8.7%

9.8%

8.5%

4.2%

9.8%

20.2%

19.7%

7.2%

8.5%

41.4%

3.4%

16.7%

14.1%

17.1%

6.2%

10.0%

9.7%

27.5%

16.2%

2.8%

8.0%

38.0%

1.9%

21.6%

7.9%

4.1%

6.8%

0.8%

9.7%

19.7%

22.2%

9.1%

6.4%

42.1%

4.2%

23.7%

4.7%

9.8%

12.8%

2.7%

10.0%

13.8%

20.0%

9.3%

11.7%

43.7%

3.8%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

⏝ᩱ㔠䛜㧗䛔䛛䜙

ྠ䛨ᆅᇦ䛾ఫẸ䛻㡸䛡䛯䛟䛺䛔䛛䜙

⾜ᨻ䛜ෆ䛩䜛ᨭ䛰䛜信㢗䛷䛝䛺䛔䛛䜙

䛻⏝䛷䛝䜛䝃䞊䝡䝇䛜䛒䜛䛛䜙

Ꮚ䛹䜒䜢ᆅᇦ䛸䛾䛛䛛䜟䜚䛾中䛷⫱䛶䛯䛔䛸䛿ᛮ䜟䛺䛔

䛛䜙

䝃䞊䝡䝇䛾⤌䜏䛜ᩚ䛳䛶䛔䛺䛔䛛䜙

䛔䛻䛟䛭䛖䛰䛛䜙

ே䛻Ꮚ䛹䜒䜢㡸䛡䜛䛣䛸䛻ᢠ䛜䛒䜛䛛䜙

ᐙ᪘䛜ᑐ䛧䛯䛛䜙

᪂ᆺ䝁䝻䝘䜴䜲䝹䝇ឤᰁ䛾ឤᰁ䛾ᜍ䜜䛜䛒䛳䛯䛛䜙

౫㢗䛩䜛ᚲせ䛜䛺䛛䛳䛯䛛䜙

䛭䛾

【䝣䜯䝭䝸䞊・䝃䝫䞊䝖・䝉䞁䝍䞊ᴗ䜈䛾Ⓩ㘓䜢䛧䛺䛔⌮⏤㻔」ᩘᅇ⟅䠅

ᮎᏊ年㱋別】

Ꮚ⫱䛶ᐙᗞ䛾ಖㆤ⪅㻔㻺䠙534㻕

య Ꮚ⫱䛶ᐙᗞ䛾ಖㆤ⪅䠄ዷፎ中䡚3ṓ䜎䛷䠅

Ꮚ⫱䛶ᐙᗞ䛾ಖㆤ⪅䠄4䡚6ṓ䜎䛷䠅 Ꮚ⫱䛶ᐙᗞ䛾ಖㆤ⪅䠄7䡚㻥ṓ䜎䛷䠅
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サーࢫࣅの

組みが 

ᩚっていな

いから 

いに

くࡑう

だから

人に子ど

もを預ける

ことにᢠ

があるから

家 ᪘ が

 対 し

たから 

新ᆺ࢘ࢼࣟࢥ

イࣝࢫ感ᰁ

の感ᰁのᜍれ

があったから 

依 頼 す る

必要が 

な か っ た

から 

ࡑ の

 

全体 52 108 105 39 46 221 18 

9.8� 20.2� 19.7� 7.2� 8.5� 41.4� 3.4�

子育て家庭

の保護者 

（ዷፎ୰～3

ṓまで） 

16 44 26 4 13 61 3 

9.7� 27.5� 16.2� 2.8� 8.0� 38.0� 1.9�

子育て家庭

の保護者 

（4～6 ṓま

で） 

20 40 45 19 13 86 9 

9.7� 19.7� 22.2� 9.1� 6.4� 42.1� 4.2�

子育て家庭

の保護者 

（7～9 ṓま

で） 

17 24 34 16 20 75 6 

10.0� 13.8� 20.0� 9.3� 11.7� 43.7� 3.8�

ᅗ表 3�ϩ�5㸬ファミリー・サポート・センター事業への登録をしない理由(」数回答)（依頼会員・ 

ᮎ子年㱋別） 

㸴㸬Ꮚࢆࡶ㡸ࡗてࡋいとᛮࡓࡗ経㦂ཬࡧᏊࢆࡶ㡸ࡿࡅሙྜの㔜どⅬについて 

子どもを預かってほしいとᛮった経験では、「ある」が全体で 63.8％であった。子どもを預かっても

らう際の重視点は、「預かってくれる人がಙ頼できる」（48.3％）が最も多く、「利用ᩱ㔠がᏳいこと」

（18.9％）、「（預かってほしいに）いつでもすࡄに預けられる」（9.8％）の㡰で、全体でも層別でも㡰

はኚࢃらなかった。 

また、「子どもの預けඛ」については、全体、層別ともに「♽∗ẕに預かってもらう」が最も多く、次

に「預かりඛがみつからなかった（⮬分で子どもをみた）」結果となったが、3௨㝆はྛ㝵層でᕪ␗が

見られた。 
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ᅗ 3�ϩ�6�1㸬子どもを預かってほしいとᛮった経験 

ᅗ 3�ϩ�6�2 子どもを預ける場合の重視点 

䛒䜛, 63.8%

䛺䛔, 36.2%

【Ꮚ䛹䜒䜢㡸䛛䛳䛶䜋䛧䛔䛸ᛮ䛳䛯⤒㦂】

(N=2,391)

18.9%

48.3%

6.4%

6.5%

9.8%

2.3%

3.2%

1.8%

2.5%

0.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

⏝ᩱ㔠䛜Ᏻ䛔䛣䛸

㡸䛛䛳䛶䛟䜜䜛ே䛜信㢗䛷䛝䜛䛣䛸

㡸䛛䛳䛶䛟䜜䜛ே䛜ᑓ㛛㈨᱁䜢ᣢ䛳䛶䛔䜛䛣䛸

⏝䛧䜔䛩䛔䛣䛸䚸ᡭ⥆䛝䛜䜟䛛䜚䜔䛩䛔䛣䛸

㡸䛛䛳䛶䜋䛧䛔䚸䛔䛴䛷䜒䛩䛠䛻㡸䛡䜙䜜䜛䛣䛸

ᨾ・䝖䝷䝤䝹䛜䛒䛳䛯䛻⿵ൾไᗘ䛺䛹䛜䛒䜛䛣䛸

බⓗ䛺䝃䞊䝡䝇䛷䛒䜛䛣䛸

䝃䞊䝡䝇䛜䛹䛾䜘䛖䛺䜒䛾䛛䜢▱䜛ㄝ᫂䛾ሙ䛜㌟近䛻䛒䜛䛣䛸

㡸䛛䛳䛶䜒䜙䛖䛣䛸䛻ᐙ᪘䛾⌮ゎ䛜䛒䜛䛣䛸

䛭䛾

【Ꮚ䛹䜒䜢㡸䛡䜛ሙྜ䛾㔜どⅬ䛻䛴䛔䛶】

(N=1,526)
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73.2%

16.7%

9.7%

17.4%

16.3%

12.1%

24.7%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

♽∗ẕ䛻㡸䛛䛳䛶䜒䜙䛖

♽∗ẕ௨እ䛾ぶ᪘䛻㡸䛛䛳䛶䜒䜙䛖

近ᡤ䛾ఫẸ䛾᪉䛻㡸䛛䛳䛶䜒䜙䛖

ே・▱ே䛻㡸䛛䛳䛶䜒䜙䛳䛯䜚䚸㡸䛡ྜ䛳䛯䜚䛩䜛

බⓗ䛺ᨭ䝃䞊䝡䝇䜢⏝䛩䜛

Ẹ㛫䛾䝃䞊䝡䝇䠄䝧䝡䞊䝅䝑䝍䞊➼䠅䜢⏝䛩䜛

㡸䛛䜚ඛ䛜䜏䛴䛛䜙䛺䛛䛳䛯䠄⮬ศ䛷Ꮚ䛹䜒䜢䜏䛯䠅

䛭䛾

【Ꮚ䛹䜒䛾㡸䛡ඛ㻔」ᩘᅇ⟅䠅 య】

㻔㻺㻩1㻘526㻕

65.1%

22.8%

15.4%

19.7%

16.3%

12.6%

23.2%

1.5%

78.2%

14.0%

6.6%

14.7%

15.1%

10.8%

22.0%

1.4%

74.5%

14.5%

8.1%

18.9%

17.9%

13.5%

29.7%

1.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

♽∗ẕ䛻㡸䛛䛳䛶䜒䜙䛖

♽∗ẕ௨እ䛾ぶ᪘䛻㡸䛛䛳䛶䜒䜙䛖

近ᡤ䛾ఫẸ䛾᪉䛻㡸䛛䛳䛶䜒䜙䛖

ே・▱ே䛻㡸䛛䛳䛶䜒䜙䛳䛯䜚䚸㡸䛡ྜ䛳䛯䜚䛩䜛

බⓗ䛺ᨭ䝃䞊䝡䝇䜢⏝䛩䜛

Ẹ㛫䛾䝃䞊䝡䝇䠄䝧䝡䞊䝅䝑䝍䞊➼䠅䜢⏝䛩䜛

㡸䛛䜚ඛ䛜䜏䛴䛛䜙䛺䛛䛳䛯䠄⮬ศ䛷Ꮚ䛹䜒䜢䜏

䛯䠅

䛭䛾

【Ꮚ䛹䜒䛾㡸䛡ඛ䠄」ᩘᅇ⟅䠅 ᮎᏊ年㱋別】

㻔㻺䠙1㻘526㻕

Ꮚ⫱䛶ᐙᗞ䛾ಖㆤ⪅䠄ዷፎ中䡚3ṓ䜎䛷䠅 Ꮚ⫱䛶ᐙᗞ䛾ಖㆤ⪅䠄4䡚6ṓ䜎䛷䠅 Ꮚ⫱䛶ᐙᗞ䛾ಖㆤ⪅䠄7䡚㻥ṓ䜎䛷䠅
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࠙預けඛࠚ 全体 ♽∗ẕに預か

ってもらう 

♽∗ẕ௨እの

ぶ᪘に預かっ

てもらう 

近ᡤの住Ẹの

方に預かって

もらう 

人・知人に

預かってもら

ったり、預け

合ったりする 

全体 1,526 1,117 255 148 266 

100.0� 73.2� 16.7� 9.7� 17.4� 

子育て家庭の保護者 

（ዷፎ୰～3ṓまで）

451 293 103 70 89 

100.0� 65.1� 22.8� 15.4� 19.7� 

子育て家庭の保護者 

（4～6 ṓまで） 

611 478 85 40 90 

100.0� 78.2� 14.0� 6.6� 14.7� 

子育て家庭の保護者 

（7～9 ṓまで） 

464 345 67 38 87 

100.0� 74.5� 14.5� 8.1� 18.9� 

࠙預けඛࠚ බ的な支援サー

 を利用するࢫࣅ

Ẹ㛫のサーࢫࣅ

（ベࣅーࢩッタ

ー等）を利用する

預かりඛがみつか

らなかった（⮬分で

子どもをみた） 

 のࡑ

全体 249 185 377 20 

16.3� 12.1� 24.7� 1.3� 

子育て家庭の保護者

（ዷፎ୰～3ṓまで）

73 57 104 7 

16.3� 12.6� 23.2� 1.5� 

子育て家庭の保護者

（4～6 ṓまで） 

92 66 135 8 

15.1� 10.8� 22.0� 1.4� 

子育て家庭の保護者

（7～9 ṓまで） 

83 62 138 5 

17.9� 13.5� 29.7� 1.1� 

ᅗ表 3�ϩ�6�3 子どもの預けඛ(」数回答)(依頼会員・ᮎ子年㱋別) 
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㸵㸬ファミリー・サポート・センター事業の༳㇟㸦౫㢗ဨ㸧 

ファミリー・サポート・センター事業に対する༳象では、全体で「ಙ頼できる」（22.8％）ࡸ「ᩱ㔠が

Ᏻい」（20.2％）、「ᑓ㛛性が高い」（13.9％）といったポジࣈࢸな༳象がୖにᣲࡆられているが、一

方で、「利用しにくい」（32.3％）という㐠用㠃でのネࣈࢸ࢞な༳象もྠᵝにᣲࡆられた。 

利用ᩱ㔠 ಙ頼性 

  全体 利用ᩱ㔠がᏳい 利用ᩱ㔠が高い ಙ頼できる ಙ頼できない

全体 2,391 483 450 545 365 

100.0� 20.2� 18.8� 22.8� 15.3� 

子育て家庭の保護

者（ዷፎ୰～3ṓまで）

725 170 134 185 142 

100.0� 23.4� 18.5� 25.5� 19.6� 

子育て家庭の保護

者（4～6ṓまで）

896 160 180 192 125 

100.0� 17.8� 20.1� 21.5� 14.0� 

子育て家庭の保護

者（7～9ṓまで）

769 153 135 168 98 

100.0� 19.9� 17.6� 21.9� 12.8� 

ᑓ㛛性 利用しࡸすさ ࡑの 

ᑓ㛛性が高い ᑓ㛛性が低い 利用しࡸすい 利用しにくい

全体 332 238 379 772 27 

13.9� 10.0� 15.9� 32.3� 1.1� 

子育て家庭の保護

者（ዷፎ୰～3ṓまで）

126 67 98 185 3 

17.4� 9.2� 13.5� 25.5� 0.4� 

子育て家庭の保護

者（4～6ṓまで）

89 102 138 357 15 

9.9� 11.4� 15.4� 39.8� 1.7� 

子育て家庭の保護

者（7～9ṓまで）

117 69 143 230 9 

15.2� 9.0� 18.5� 29.9� 1.2� 

表 3�ϩ�7 ファミリー・サポート・センター事業の༳象(」数回答) （依頼会員・ᮎ子年㱋別） 
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Ϫ ᥦ౪ဨとࡾ࡞ᚓࡿᖺ௦ᒙの調査結果 

㸯�ファミリー・サポート・センター事業の認知度�ᥦ౪ဨ� 

「提供会員となり得る」層でのファミリー・サポート・センター事業への認知度は全体で 26.7％（認知

度ィ）と、依頼会員層の 46.9％（認知度ィ）と、20ポイント低くなっている。「知っている」も 8.2％と

依頼会員層（29.8％）の 3分の 1௨下にとどまっている。 

また、⏨ዪ別では、ዪ性の認知度 33.1％にẚて⏨性の認知度は 20.0％と 10 ポイント௨ୖ低くなっ

ている。年代別の認知度では、30 代௨下とẚ㍑すると 40 代௨ୖの方が高いがいずれもᴫࡡ 3 割を下回

る認知度であった。なお、世帯収入が高いほど認知度が高くなる傾向も見られた。 

▱䛳䛶䛔䜛㻘㻌㻤㻚2㻑

⪺䛔䛯䛣䛸䛿䛒䜛⛬ᗘ

䛷ෆᐜ䛻䛴䛔䛶䛿▱䜙

䛺䛔㻘㻌1㻤㻚5㻑

▱䜙䛺䛔㻘㻌73㻚3㻑

࠙ファミリー・サポート・センター事業の認知度ࠚ

ᥦ౪ဨとࡾ࡞ᚓࡿᖺ௦ᒙ �1㸻������
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ᅗ表 3�Ϫ�1�1 ファミリー・サポート・センター事業の認知度（提供会員） 

࠙ファミリー・サポート・センタ

ー事業の認知度ࠚ 

詳細 

知っている ⪺いたことは

ある⛬度で 

ෆᐜについて

は知らない 

認知度 知らない 

⏨性 110 245 355 1,419 

6.2� 13.8� 20.0％ 80.0� 

ዪ性 185 422 607 1,229 

10.1� 23.0� 33.1％ 66.9� 

10 代・20 代 60 58 126 496 

9.7� 9.5� 19.2� 80.8� 

30 代 8 19 27 84 

6.9� 17.0� 23.9％ 76.1� 

40 代 27 48 75 182 

10.4� 18.8� 29.2％ 70.8� 

50 代 76 134 210 577 

9.6� 17.0� 26.6％ 73.4� 

60 代 54 184 238 644 

6.2� 20.8� 27.0％ 73.0� 

70 代 70 224 294 664 

7.3� 23.4� 30.7� 69.3� 

表 3�Ϫ�1�2 ファミリー・サポート・センター事業の認知度（提供会員・⏨ዪ別・年代別）

࠙ファミリー・サポー

ト・センター事業の

認知度ࠚ 

全体 知っている ⪺いたことは

ある⛬度で 

ෆᐜについて

は知らない 

認知度 知らない 

提供会員となり得る

年代層（提供会員世代

10 代～70代） 

3,609 295 667 962 2,647 

100.0� 8.2� 18.5� 26.7� 73.3� 
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  全体 知って 

いる 

⪺いたことはある

⛬度でෆᐜに 

ついては知らない

認知度 知らない

全体 

提供会員となり得る年代

層（提供会員世代 10 代～

70 代） 

3,609 295 667 967 2,647 

100.0� 8.2� 18.5� 26.7� 73.3� 

100 未‶ 227 2 41 43 184 

100.0� 0.9� 18.2� 19.1� 80.9� 

100 ～200 未‶ 308 15 52 67 241 

100.0� 4.9� 17.0� 21.9� 78.1� 

200 ～300 未‶ 358 20 60 80 278 

100.0 5.5� 16.8� 22.3� 77.7� 

300 ～400 未‶ 392 19 71 90 302 

100.0� 4.9� 18.1� 23.0％ 77.1� 

400 ～500 未‶ 320 26 46 62 248 

100.0� 8.3� 14.4� 22.7％ 77.4� 

500 ～600 未‶ 313 54 70 124 190 

100.0� 17.2� 22.2� 39.4� 60.6� 

600 ～700 未‶ 177 17 34 51 126 

100.0� 9.4� 19.4� 28.8� 71.3� 

700 ～800 未‶ 203 30 48 78 125 

100.0� 14.9� 23.7� 32.7� 61.4� 

800 ～900 未‶ 167 17 50 67 99 

100.0� 10.3� 30.2� 40.5� 59.4� 

900 ～1,000 未

‶ 

139 16 18 34 105 

100.0� 11.4� 13.2� 24.6� 75.4� 

1,000 ௨ୖ 344 42 70 112 232 

100.0� 12.3� 20.3� 32.5� 67.5� 

 からない 659 36 106 142 517ࢃ

100.0� 5.5� 16.0� 21.5� 78.5� 

表 3�Ϫ�1�3 ファミリー・サポート・センター事業の認知度（提供会員・世帯年収別）

  

― 125 ―



�� 

２㸬ファミリー・サポート・センター事業ࢆ知ࡅࡗࡁࡓࡗ�ᥦ౪ဨ� 

ファミリー・サポート・センター事業の認知者がྠ事業を認知した経路では、全体で「市町村の広報」

で知ったものが 77.8％と最も高く、次いで、「බඹ施設ࡸබ的な⾜事での広報」28.5％、「子育て関連施

設・子育てイベント等」は 22.4％となり、次点௨㝆のきっかけときくᕪが㛤く結果となった。  

なお、⏨ዪ別及び年代別においても「市町村の広報」が最も高くなっているが、次点௨㝆については

ⱝᖸのᕪ␗があった。 

4.9%

14.9%

20.6%

8.1%

28.5%

3.6%

22.4%

77.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

䛭䛾

䝩䞊䝮䝨䞊䝆䚸㻿㻺㻿

ཱྀ䝁䝭

Ẹ㛫タ䛷䛾ᗈሗ䠄ၟᴗタ➼䠅

බඹタ䜔බⓗ䛺⾜䛷䛾ᗈሗ

Ꮫᰯ関ಀ䛷䛾ᗈሗ

Ꮚ⫱䛶関㐃タ䚸Ꮚ⫱䛶䜲䝧䞁䝖➼

ᕷ⏫ᮧ䛾ᗈሗ

【䝣䜯䝭䝸䞊・䝃䝫䞊䝖・䝉䞁䝍䞊ᴗ䜢▱䛳䛯䛝䛳䛛䛡䠄」ᩘᅇ⟅䠅】

ᥦ౪ဨ䛸䛺䜚ᚓ䜛年代ᒙ 㻔㻺䠙2㻥5㻕

࠙ファミリー・サポート・セン

ター事業を知ったきっかけࠚ 

全体 市町村の 

広報 

子育て関連

施設、子育

てイベント

等 

Ꮫᰯ関ಀ 

での広報 

බඹ施設ࡸ

බ的な⾜事

での広報 

提供会員となり得る年代層 

（提供会員世代 10代～70 代）

295 229 66 11 84 

100.0� 77.8� 22.4� 3.6� 28.5� 
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(詳細) 市町村

の広報

子育て

関連施

設、 

子育て

イベン

ト等 

Ꮫᰯ関ಀ

での広報

බඹ施設

බ的なࡸ

⾜事での

広報 

Ẹ㛫施設

での広報

（ၟ業施

設等） 

࣒࣌ー࣍ ミࢥཱྀ

ージ、

6N6 

のࡑ

⏨性 78 32 7 40 22 34 35 4 

71.1� 29.1� 6.1� 36.6� 20.4� 31.3� 31.9� 3.3� 

ዪ性 151 34 4 44 1 26 9 11 

81.8� 18.3� 2.1� 23.7� 0.8� 14.3� 4.8� 5.9� 

10代・20

代 

42 24 0 18 13 31 31 0 

69.7� 39.4� � 30.3� 21.1� 51.4� 51.4� � 

30 代 4 2 1 2 1 3 3 0 

47.1� 29.4� 11.7� 29.4� 11.7� 35.3� 35.3� � 

40 代 18 9 3 7 2 4 3 0 

68.2� 32.0� 9.9� 25.9� 7.8� 15.9� 9.9� � 

50 代 63 9 3 17 2 5 4 5 

82.5� 12.3� 4.4� 22.8� 2.6� 6.1� 5.2� 6.1� 

60 代 48 12 3 14 3 7 3 4 

88.5� 21.7� 5.1� 25.6� 6.3� 12.8� 5.1� 7.7� 

70 代 55 10 1 26 3 11 1 6 

78.4� 14.8� 1.3� 36.4� 4.0� 16.3� 1.3� 8.1� 

ᅗ表 3�Ϫ�2 ファミリー・サポート・センター事業を知ったきっかけ(」数回答)（提供会員・⏨ዪ別 

・年代別） 

３㸬ファミリー・サポート・センター事業のⓏ㘓≧ἣ㸦ᥦ౪ဨ㸧 

ファミリー・サポート・センター事業を「知っている」と回答した人のうࡕ、提供会員の登録経験者

は全体で 28.7％（経験ィ）である。うࡕ、「登録のみで援助経験なし」（2.3％）と「㏥会者」（3.7％）を

㝖くࣈࢸࢡな登録者は 22.7％となる。 

࠙ファミリー・サポート・セン

ター事業を知ったきっかけࠚ 

Ẹ㛫施設での広報

（ၟ業施設等） 

ー࣒࣌ー࣍ ミࢥཱྀ

ジ、6N6 

 のࡑ

提供会員となり得る年代層 

（提供会員世代 10代～70 代）

24 61 44 15 

8.1� 20.6� 14.9� 4.9� 
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（詳細） 会員登録あり 

�援助経験あり

会員登録あり 

�援助経験なし

㐣ཤに登録 

�㏥会した 

会員登録 

経験ィ 

会員登録

なし 

⏨性 39 2 4 45 65 

35.4� 2.1� 3.5� 41.0� 59.0� 

ዪ性 28 4 7 39 146 

15.3� 2.4� 3.6� 21.3� 78.7� 

10 代・20 代 36 0 0 36 24 

60.6� � � 60.6� 39.4� 

30 代 3 1 0 5 4 

41.2� 11.7� � 52.9� 47.1� 

40 代 5 3 2 10 17 

17.7� 12.0� 7.8� 37.5� 62.5� 

50 代 9 3 4 16 61 

11.4� 3.5� 5.3� 20.1� 79.9� 

60 代 8 0 3 11 43 

14.1� � 6.4� 20.5� 79.5� 

70 代 7 0 1 8 62 

9.5� � 1.3� 11.8� 89.2� 

ᅗ表 3�Ϫ�3 ファミリー・サポート・センター事業への登録≧ἣ（提供会員・⏨ዪ別・年代別） 

ဨⓏ㘓ࡾ࠶�ຓ

経㦂ࡾ࠶� �����

ဨⓏ㘓ࡾ࠶�ຓ

経㦂ࡋ࡞� ����

㐣ཤにⓏ㘓�㏥ࡓࡋ� 

����

ဨⓏ㘓ࡋ࡞� 

�1���

【䝣䜯䝭䝸䞊・䝃䝫䞊䝖・䝉䞁䝍䞊ᴗ䜈䛾Ⓩ㘓≧ἣ】

ᥦ౪ဨ䛸䛺䜚ᚓ䜛年代ᒙ

䠄㻺䠙2㻥5䠅

  

  

全体 会員登録

あり 

�援助経験

あり 

会員登録

あり 

�援助経験

なし 

㐣ཤに 

登録 

�㏥会した

会員登録

経験ィ 

会員登録

なし 

提供会員となり得

る年代層(提供会

員世代（10代～70

代） 

295 67 7 11 85 210 

100.0� 22.7％ 2.3� 3.7� 28.7� 71.3� 
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㸲㸬ファミリー・サポート・センター事業のⓏ㘓⌮⏤㸦ᥦ౪ဨ㸧 

会員登録の理由では、「ᅔっている人のᡭ助けをしたい、人のᙺに❧ࡕたいから」が 82.0％で最も高

く、次いで、「㛫にవ⿱ができたから」（43.4％）、「ᴦしࡑう、子どもがዲきだから」（41.6％）となっ

ている。 

全体 ᅔ
䣬
て
い
る
人
の

ᡭ
助
け
を
し
た
い
䣍

人
の
ᙺ
に
❧
ࡕ
た

い
か
ら

ᴦ
し
ࡑ
う
䣍
子
ど
も

が
ዲ
き
だ
か
ら

子
育
て
経
験
が
活

か
ࡏ
る
か
ら

子
育
て
に
関
し
て
䣍

⮬
分
と
ྠ
じ
よ
う

な
≧
ἣ
に
⨨
か
れ

て
い
る
人
の
ᡭ
助

け
を
し
た
い
か
ら


㛫
に
వ
⿱
が
で

き
た
か
ら

地
域
ࡸ
♫
会
に
ᜠ

㏉
し
が
し
た
い
か

ら ඣ
❺

ᚅ
ࡸ
子
育

て
の
Ꮩ
❧
な
ど
䣍
♫

会
ၥ
㢟
の
ゎ
Ỵ
に

ᙺ
❧
ࡕ
た
い
か
ら

ࡑ
の


提供会

員とな

り得る

年代層

（提供

会員世

代 10

代～70

代） 

74 61 31 19 6 32 25 11 0 

100.0� 82.0� 41.6� 25.2� 8.3� 43.4� 34.0� 14.5� � 

ᅗ表 3�Ϫ�4㸬ファミリー・サポート・センター事業への登録理由(」数回答)（提供会員）

�����

�1���

�����

����

�����

�����

1����

����

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ᅔ䛳䛶䛔䜛ே䛾ᡭຓ䛡䜢䛧䛯䛔䚸ே䛾ᙺ䛻❧䛱䛯䛔䛛䜙

ᴦ䛧䛭䛖䚸Ꮚ䛹䜒䛜ዲ䛝䛰䛛䜙

Ꮚ⫱䛶⤒㦂䛜ά䛛䛫䜛䛛䜙

Ꮚ⫱䛶䛻関䛧䛶䚸⮬ศ䛸ྠ䛨䜘䛖䛺≧ἣ䛻⨨䛛䜜䛶䛔䜛

ே䛾ᡭຓ䛡䜢䛧䛯䛔䛛䜙

㛫䛻వ⿱䛜䛷䛝䛯䛛䜙

ᆅᇦ䜔♫䛻ᜠ㏉䛧䛜䛧䛯䛔䛛䜙

ඣ❺ᚅ䜔Ꮚ⫱䛶䛾Ꮩ❧䛺䛹䚸♫ၥ㢟䛾ゎỴ䛻ᙺ❧

䛱䛯䛔䛛䜙

䛭䛾

࠙ファミリーサポートセンター事業のⓏ㘓⌮⏤㸦」ᩘᅇ⟅㸧ࠚ

ᥦ౪ဨとࡾ࡞ᚓࡿᖺ௦ᒙ �1 ���
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㸳�ファミリー・サポート・センター事業のⓏ㘓࡞ࡋࢆい⌮⏤㸦ᥦ౪ဨ㸧 

会員登録をしない理由では、「㛫がないから」（32.1％）が最も高く、次いで、「（何かၥ㢟のあった

ときの）㈐௵が重すࡂるから」（27.2％）、「新ᆺ࢘ࢼࣟࢥイࣝࢫ感ᰁのᜍれ」（19.5％）となっており、

本人の多ᛁさと㈐௵の重さがネッࢡとなっている。一方で、本人௨እの理由である「家᪘が対したか

ら」（2.6％）及び「家᪘の理ゎが得られないから」（3.8％）は、登録しない理由の୰で低い結果となっ

ていることが分かる。 

全体 活
動
�
興
味
�
�
�
�
�

時
間
�
�
�
�
�

報
酬
�
安
�
�
�

何
�
問
題
�
�
�
�
�
�
�

責
任
�
重
す
�
�
�
�

家
族
�
理
解
�
得
�
�
�
�

�
�

研
修
�
負
担
�
�
�

同
�
地
域
�
人
�
関
�
�
�

�
�
�
�
�

家
族
�
反
対
�
�
�
�

新
型
�
�
�
�
�
�
�
感
染
症

�
感
染
�
恐
�
�
�
�
�
�
�

活
動
�
依
頼
�
�
�
�
�
�

� �
�
他

提

供

会

員

228 36 73 9 62 9 37 10 6 44 36 27 

100.0� 15.7� 32.1� 4.1� 27.2� 3.8� 16.2� 4.2� 2.6� 19.5� 15.6� 11.7�

ᅗ表 3�Ϫ�5 ファミリー・サポート・センター事業への登録をしない理由(」数回答)（提供会員） 

1����

���1�

��1�

�����

����

1����

����

����

1����

1����

11���

0% 20% 40% 60% 80% 100%

άື䛻⯆䛜䛺䛔䛛䜙

㛫䛜䛺䛔䛛䜙

ሗ㓘䛜Ᏻ䛔䛛䜙

ఱ䛛ၥ㢟䛜䛒䛳䛯䛸䛝䛾㈐௵䛜㔜䛩䛞䜛䛛䜙

ᐙ᪘䛾⌮ゎ䛜ᚓ䜙䜜䛺䛔䛛䜙

◊ಟ䛜㈇ᢸ䛰䛛䜙

ྠ䛨ᆅᇦ䛾ே䛸関䜟䜚䛯䛟䛺䛔䛛䜙

ᐙ᪘䛜ᑐ䛧䛯䛛䜙

᪂ᆺ䝁䝻䝘䜴䜲䝹䝇ឤᰁ䛾ឤᰁ䛾ᜍ䜜䛜䛒䛳䛯䛛䜙

άື䛾౫㢗䛜䛺䛛䛳䛯䛛䜙

䛭䛾

【䝣䜯䝭䝸䞊䝃䝫䞊䝖䝉䞁䝍䞊ᴗ䜈䛾Ⓩ㘓䜢䛧䛺䛔⌮⏤䠄」ᩘᅇ⟅䠅】

ᥦ౪ဨ䛸䛺䜚ᚓ䜛年代ᒙ 㻔㻺㻩22㻤㻕
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㸴㸬Ꮚ⫱てᨭάື経㦂について 

これまでの子育て支援活動の経験では、全体で「⌧在も活動୰」（2.1％）と「⌧在活動していない」

（3.9％）を合ࡏࢃた経験⋡は 6.0％と㠀ᖖに低い結果となった。なお、「活動経験はないが関ᚰあり」

（25.0％）という関ᚰ層もᏑ在している一方で、「子育て支援活動の経験もなく、関ᚰもない」（69.1％）

が最も高い結果になった。 

表 3�Ϫ�6㸬子育て支援活動経験について（提供会員・⏨ዪ別・年代別） 

࠙子育て支援活

動経験ࠚ 

  

全体 子育て支援

活動経験 

あり�⌧在

活動୰ 

子育て支援

活動経験 

あり�⌧在

活動なし 

子育て支援

活動経験 

あり 

子育て支援

活動経験 

なし 

�関ᚰあり

子育て支援

活動経験 

なし 

�関ᚰなし

提供会員となり

得る年代層 

(提供会員世代

10 代～70代） 

3,609 75 140 215 901 2,493 

100.0� 2.1％ 3.9� 6.0％ 25.0� 69.1� 

(詳細) 子育て支援

活動経験 

あり�⌧在

活動୰ 

子育て支援

活動経験 

あり�⌧在 

活動なし 

子育て支援

活動経験 

あり 

子育て支援

活動経験 

なし 

�関ᚰあり 

子育て支援

活動経験 

なし 

�関ᚰなし

⏨性 43 62 105 436 1,232 

2.4� 3.5� 5.9� 24.6� 69.5� 

ዪ性 32 78 110 465 1,261 

1.8� 4.2� 6.0� 25.3� 68.7� 

10 代・20 代 31 18 49 109 456 

5.0� 3.0� 8.0％ 17.7� 74.3� 

30 代 4 0 4 19 86 

4.0� � 4.0％ 17.4� 78.1� 

40 代 6 8 14 56 187 

2.3� 3.1� 5.4� 21.7� 73.0� 

50 代 12 31 43 171 574 

1.5� 3.9� 5.4� 21.7� 72.9� 

60 代 9 28 37 231 614 

1.0� 3.2� 4.2� 26.1� 69.7� 

70 代 13 55 68 316 575 

1.4� 5.7� 7.1� 32.9� 60.0� 

― 131 ―



�� 

㸵㸬ᆅᇦのఫẸྠኈࡀຓ࠺ྜࡅᏊ⫱てᨭのᚲせᛶについて 

「地域住Ẹྠኈの子育て支援活動の必要性」では、「必要」（19.8％）と「ある⛬度必要」（58.3％）を

合ࡏࢃて、78.1％が「必要」だと⪃えている結果となった。 

࠙地域の住Ẹྠኈが助け

合う子育て支援の必要性ࠚ

必要だと 

ᛮっている 

ある⛬度 

必要だとᛮう 

あまり必要 

だとᛮࢃない 

必要だと 

ᛮࢃない 

全体 
3,609 713 2,105 362 

100.0� 19.8� 58.3� 10.0� 

⏨性 352 981 190 251 

19.8� 55.3� 10.7� 14.2� 

ዪ性 362 1,124 172 178 

19.7� 61.2� 9.4� 9.7� 

10 代・20 代 133 298 42 142 

21.6� 48.5� 6.8� 23.1� 

30 代 17 58 10 25 

15.8� 52.6� 9.3� 22.3� 

40 代 44 133 38 43 

17.1� 51.6� 14.6� 16.6� 

50 代 117 489 91 90 

14.8� 62.2� 11.6� 11.4� 

60 代 178 524 107 72 

20.2� 59.4� 12.1� 8.2� 

70 代 224 603 75 58 

23.4� 62.9� 7.8� 6.0� 

ᅗ表 3�Ϫ�7  地域の住Ẹྠኈが助け合う子育て支援の必要性について（提供会員・⏨ዪ別・年代別） 

ᚲせ䛰䛸ᛮ䛳䛶䛔䜛㻘㻌

19.8%

䛒䜛⛬ᗘᚲせ䛰䛸ᛮ䛖㻘㻌

58.3%

䛒䜎䜚ᚲせ䛰䛸ᛮ䜟䛺

䛔㻘㻌10㻚0㻑

ᚲせ䛰䛸ᛮ䜟䛺

䛔㻘㻌11㻚㻥㻑

【ᆅᇦ䛾ఫẸྠኈ䛜ຓ䛡ྜ䛖Ꮚ⫱䛶ᨭ䛾ᚲせ性】

㻔㻺㻩3㻘60㻥㻕
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㸶㸬ファミリー・サポート・センター事業の༳㇟�ᥦ౪ဨ� 

提供会員となり得る年代層のྠ事業に対する༳象では、「ಙ頼できる」（25.5％）、「ᑓ㛛性が高い」

（19.8％）とある⛬度のホ౯されているものの、「ᡭ⥆きがࢃかりにくい」（33.3％）ことࡸ「報㓘がᏳ

い」（18.9％）点などネࣈࢸ࢞な༳象もᙉい。また、依頼会員（子育て家庭の保護者層）とẚても、

ಙ頼性ࡸᑓ㛛性の༳象はࡸࡸ高いものの、「利用しにくさ」（提供会員となり得る層にとっての「ᡭ⥆き

のࢃかりにくさ」）がྠᵝに高くなっている。 

  
利用ᩱ㔠 ಙ頼性 

  
全体 報㓘が高い 報㓘がᏳい ಙ頼できる ಙ頼できない 

提供会員となり

得る年代層 

（提供会員世代

10 代～70代） 

3,609 153 683 920 275 

100.0� 4.2� 18.9� 25.5� 7.6� 

ᑓ㛛性 ᡭ⥆きのࢃかりࡸすさ 
のࡑ

ᑓ㛛性が高い ᑓ㛛性が低い 
ᡭ⥆きが 

 すいࡸかりࢃ

ᡭ⥆きが 

かりにくいࢃ

提供会員となり

得る年代層 

（提供会員世代

10 代～70代） 

715 425 492 1,202 210 

19.8� 11.8� 13.6� 33.3� 5.8 � 

表 3�Ϫ�8�2  ファミリー・サポート・センター事業の༳象(」数回答)（提供会員）  

― 133 ―



�� 

(詳細)
利用ᩱ㔠 ಙ頼性 ᑓ㛛性 

ᡭ⥆きのࢃかりࡸ

すさ 

のࡑ
報㓘が

高い 

報㓘が

Ᏻい 

ಙ頼 

できる

ಙ頼で

きない

ᑓ㛛性

が高い

ᑓ㛛性

が低い

ᡭ⥆き

がࢃか

りࡸす

い 

ᡭ⥆き

がࢃか

りにく

い 

⏨性 93 318 455 144 409 169 255 631 96 

5.2� 17.9� 25.6� 8.1� 23.0� 9.5� 14.4� 35.6� 5.4� 

ዪ性 60 365 466 131 306 256 236 571 114 

3.3� 19.9� 25.4� 7.2� 16.7� 14.0� 12.9� 31.1� 6.2� 

10 代・

20 代 

54 118 189 51 171 16 123 184 11 

8.9� 19.2� 30.7� 8.3� 27.8� 2.7� 20.1� 29.9� 1.8� 

30 代 5 18 23 8 21 17 19 43 3 

4.5� 16.2� 20.7� 6.9� 18.6� 15.4� 17.0� 39.3� 2.4� 

40 代 16 49 50 26 43 34 27 95 10 

6.2� 19.2� 19.5� 10.1� 16.7� 13.2� 10.5� 37.0� 3.7� 

50 代 26 152 160 74 131 111 73 273 42 

3.4� 19.4� 20.4� 9.4� 16.7� 14.1� 9.3� 34.7� 5.3� 

60 代 21 169 213 69 157 116 112 303 60 

2.4� 19.2� 24.1� 7.8� 17.8� 13.1� 12.7� 34.4� 6.8� 

70 代 30 176 286 48 192 130 137 304 85 

3.1� 18.3� 29.8� 5.0� 20.1� 13.6� 14.3� 31.7� 8.9� 

表 3�Ϫ�8�2  ファミリー・サポート・センター事業の༳象(」数回答) （提供会員・⏨ዪ別・年代別） 
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Ⅳ インターネット調査自由記述まとめ

1

2

〇 信頼：374

・ 預けたい時に信頼できる人に預けられる

・ 信頼できそうな内容なので機会があれば利用したい

・ 預けるほうと預けられる方との信頼関係が一番大切でお互いを尊重することが基本だと思います。一
般的な私立の保育所との違いや位置づけを良く相互に理解しあうことが大事だと思います。

・ 安心、信頼して預けられるよう、面談や研修等で細やかなフォローをお願いしたいです。

・ 積極的な情報の開示・共有による信頼感の醸成。

・ 近所の人とはいえ、まったく素性のわからない人に子供を預ける事に不安を覚える。相手が本当に信
頼できる人物かどうかわからないので、その辺りを解消する方法があれば良いと思う。

・ 会員登録が容易でかつ信頼できる会員であること。 犯罪歴のある人は登録できないこと。

・ 本当に信頼のある方なのか、どのような基準で選ばれているのか心配

・ 信頼できる提供会員だと良いが、なかなか信頼出来ないので預けたいと思わない。 事前に提供会員の
人となりを知るためにもお試し制度があると良い。

・ 大切な子供を預けるわけだから、とにかく信頼できる人材育成に取り組んで欲しい。

・ 知らない個人宅に預けることに抵抗があって。 逆にうちにシッターをお願いすることも抵抗ありま
す。お金の有無じゃなく、信頼関係を築いた人にお願いしたいと思うので、その保護者同士で密なお
付き合いを今までしてこなかったからそこも抵抗あります。個人間はトラブルがこわいので利用は嫌
です.

・ どこまで信頼できるかわからない

内容別集計

記載内容（抜粋）

全回答者に対し、ファミリー・サポート・センター事業に求めることや期待することについて聞いたとこ
ろ以下の回答が寄せられた。

(n=1,518)
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〇 Ᏻ：2��

・ 子供の安全をᏲることが組⧊としてᚭᗏできているかがၥ㢟だと思う。

・ 子供の安全性の☜保と一のሙ合の⿵ൾ

・ 子供に対する安全性が一番。そのୖでᩱ金がいやすいタᐃであること。

・ 子供の安全が�番なので信頼できる人である事が�番のᕼᮃです。 ㄏᣂや、待、安全対⟇の不ഛなど
Ⰽࠎなࣗࢽーࢫがあるので預けるなら安心安全でお願いしたいです。

・ 子供の安全性がᏲられるかどうか。個人情報がᏲられるかどうか。

・ 安心安全な≧ἣがᐈほ的にศかるようにして欲しい

・ 預かるഃの方のᑂᰝ基準をタけて、安全、安心して預けられるようにしてほしいです

・ 子供の預かり、㏦㏄等提供会員の安全⟶理が㐺切にできるかྰかのุ᩿を事業యഃとして㐺切に⾜
うことができるか。

・ 安全性。 利用ᩱ金が㧗くなってもいいので、預けඛのㄪᰝや研修、⟶理などをしっかりしてほしい。

・ より安全に子育てをサポートしてほしいです。サーࢫࣅの㉁を㧗めてほしいと思います。

〇 Ꮚ⫱࡚：1��

・ シンࢢルᐙᗞや、ᐙᗞの事情で子育てを手ఏう者がいないሙ合など、༢Ⓨでのサポートをしてくれ
る。  Ẹ⏕ጤ員やぢᏲり㝲の࣓ンࣂーなどと㐃ᦠしてくれると なお有り㞴いのでは͐͐

・ ♫会で子育てをしていく組ࡳとしてホ౯できる

・ 子育てୡ௦にᐃ╔するように35を⥆けて欲しいです。 私はこのような制度があることを知りませんで
した。 制度はとても良いものだと思います。

・ 無知はᛧいので、どこかで知れる機会をసらなければならないと思いました。 せっかくこのような
サーࢫࣅがあるのに知らないで子育てが⤊わってしまう方が大༙かと思う

・ ⮬ศが子育てをしている時にこういう制度とかシ࣒ࢸࢫが欲しかったですࡡ。┘どまではできなくて
も㈨᱁とかある⛬度信頼できる人㐩にしっかりした報㓘をᡶってやるきだと思います。

・ ⮬ศの子供は⮬ศが子育てをすき

〇 ᩱ㔠：127

・ ᩱ金が安いので預けやすいと思った。

・ ᩱ金無ᩱでᅜ⟇であるきだ

・ 利用ᩱ金が㧗いので利用しやすいとは思えません。

・ ᩱ金がపければ利用しやすい。子供の㏦㏄等は、時間制でなく回ᩘ制にしてほしい。

・ ᐙᗞの所ᚓ、子供の人ᩘによるᩱ金タᐃがᚲせかと

・ ᩱ金が㧗くても良いから、すࡄに預けれるయ制をとってほしい。

・ ᩱ金などはẸ間にẚて安いなと感じました。ただ、౫頼するときにண⣙するにも時間がかかり、す
。れれば良いなと感じますࡉリࢡに利用とはならないので、そこがࡄ

・ �時間���くらいなら近所のクඣ所のほうがよっࡱど安いですよ。ファミリーサポートというくらい
なら思い切って�時間���᱁安でやってࡳたらいかがですか㸽

〇 ᨭ：1�2

・ බ的なᨭをᣑして、よりしっかりした制度になって欲しい

・ とにかくシンࢢルࢨ࣐ーᐙᗞのᨭをᚭᗏして欲しい。⮬ศの࿘りにも大ኚ⏕άにⱞしんでいるシン
。いいる。ᨭをもっとᣑしてほしいࡥーᐙᗞがいっࢨ࣐ルࢢ

・ ዷፎ、出⏘したࡉれた方全ての方にこのようなᨭがある事をఏえて、登録を全員し、今よりもっと
もっと利用に対してࣁーࢻルを下ࡆ、Ꮩ立してしまわないようにしてあࡆたいと思う

・ 個人のᶒ利ព㆑のኚや616による無㈐௵な情報の用により᫇とは違ったサーࢫࣅのᙧែになる。こ
の時௦の子育てᨭの内容を⢭ᰝしてほしい。

・ もっと��㹼��௦のయをືかせる提供会員をቑやして欲しい。 ᨭのサポートがࡺるい。 ᨭのと
き、⮬宅も会員宅も無理なときにえるሙ所・㒊ᒇを、බẸ㤋などに一ᐊసって欲しい。
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〇 ᆅᇦ：�3

・ ᆅᇦで子育てᨭすることは、とても良いと思います。

・ ᆅᇦࡈとにᕪがありすࡂるかも。

・ 良い制度だと思います。ᆅᇦに᰿付く制度にⓎᒎすればよい。

・ ᆅᇦで子どもを育てるというព㆑づけ。 個人情報に関する度を㐣ࡂた制㝈や子供がᣵᣜも㏉ࡉないほ
どの㆙ᡄ心の᳜え付けがなくなればいいと思う。

・ ᆅᇦや♫会で子育てをᨭすることは良いことです。౫頼と提供をいかに࣒ࢫーࢬに取りᣢてるかが
ၥ㢟だと思います。信頼できる提供者をᆅᇦの୰で準ഛすることは⏣⯋ではྍ⬟かもしれませんが、
㒔会ではᅔ㞴ではないでしࡻうか。

・ ᆅᇦ♫会で子育てをศᢸして子供たちがやかに育ってほしい。子供を預けても安心だと思える相手
と࣐ッࢳンࢢできればいいし、トラブルになった時の対ฎに関しても情報が開示ࡉれればよいと思
う。

〇 ㈐௵：�3

・ 預かった子供にఱかあったሙ合の㈐௵は、サポートセンターが全面的に⿕ってくれるのでしࡻうか㸽
その保ドがないと⌧ᐇには㞴しいと思います。

・ どの⛬度の配៖をして預かればよいのか㸽また不៖の事ᨾなどが㉳こった㝿の対ᛂはどのような㈐௵
を㈇わなければならないのか、⌧௦の♫会事情では方に不安があるでしࡻう。

・ 法的な㈐௵の所ᅾがẼになるし会員間でỴめる有ൾでは≉にఱかにつけて㈐௵がⓎ⏕するのではとお
もうと積極的に関わるẼがኻせてしまう。

・ 時間にవ⿱があり子どもがዲきなので༠ຊしてࡳたいと思うが、が一の事ᨾなどのときに㈐௵が㈇
い切れるのか不安。心にയがṧってしまうような事ែが㉳きるかもしれないとᑡしᛧいẼがする。

・ 今のୡの୰とてもありがたい事業ですが、㈐௵をకう事ですのでとても心配はあります。

・ 子供を預けた相手がኚ㉁者で、ఱか犯罪にᕳき㎸まれてしまったሙ合に、ㄡが㈐௵を取るのか、どう
いった㈺ൾをཷけられるのかが᫂☜になっていないと、ᛧくて預けることはできない。

・ ၥ㢟があったときに提供会員の㈐௵があまりၥわれないような組ࡳにすき。

・ ၥ㢟が⏕じそうな事業は⾜ᨻが㈐௵をᣢって⾜うきである

・ 子供に事ᨾが㉳きないようなయ制や、が一事ᨾが㉳きたሙ合の㈐௵所ᅾ�等を᫂☜にᐃめるᚲせがあ
ると思います。

〇 ��3：ࢫࣅーࢧ

・ 報㓘は安いが、無ᩱだと頼ࡳにくいとおもうので良いと思う。これからᚲせなサーࢫࣅだと思う。

・ ㉁の良い提供会員によってサーࢫࣅの㉁や信頼性のྥୖがᅗられることや知ྡ度がቑしていくこと。

・ サーࢫࣅをཷける㝿の、ᆅᇦ的な有利・不利の解消。

・ ㄡでもᚲせな時に安心して利用できるサーࢫࣅになればいいと思います。

・ 当᪥ᛴにや⇕が出た時でも預かってくれるサーࢫࣅ

・ サーࢫࣅシ࣒ࢸࢫのᵓ築とᚲせとࡉれるところのㄆ知ྥୖ。వศな出㈝の๐ῶ。

・ を期待していますࢫࣅが㧗いサーࢫン࣐フォーࣃトࢫࢥ

・ ⏦し㎸ࡳ手⥆きなどが⡆༢でサーࢫࣅを利用し易いことを期待してます。また、ᛴにサーࢫࣅを利用
したい時に対ᛂྍ⬟であることを期待してます。

・ 登録制で⮬యが提供するサーࢫࣅなので安心

〇 ࿘▱࣭ᗈሗ：��

・ ࿘知άືをして、このような制度があることをたくࡉんの人が知るᚲせがある

・ 一般の人にもしっかり࿘知してほしい
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・ 利用者ഃが⮬らㄪないとᏑᅾがわからないようなᆅなάືではなく、子どもの有無に関わらࡎ全
員がそのᏑᅾを知るく࿘知ㄆ知するき。

・ 制度を知らない人がከいと思うので࿘知がᚲせと思われる

・ きちんとサポートしてくれているのかศかりにくいから、やっている内容を࿘知して欲しい

〇 ᑓ㛛ᛶ：��

・ ᑓ㛛性は無いが手が✵いている人がࠉ⡆༢に子育てୡ௦をᨭえられる組ࡳは素ᬕらしい。ᩱ金が安
いのも㨩ຊ。

・ ᑓ㛛性はなくても、ᡃࠎぶ⮬㌟が信頼でき、子供㐩を かくぢᏲってもらえればそれで良いです。Ꮫ
❺のඛ⏕やᏛᰯのඛ⏕等からの待や࣓ࢪもᐇᅾするいまは、人選をཝしくして㡬きたいと思いま
す㸟

・ ᑓ㛛性があり信頼できそう

・ ᑓ㛛性をᣢった人のຓを不ྍḞとしてほしい。

・ ᑓ㛛性が不㏱᫂で信用にかけます。預けるのがᛧい。今までᗂ⛶ᅬや保育ᅬにしか預けたことがない
ので、信頼できません。

・ 㞀ᐖඣもぢれるᑓ㛛的な人がいること。

・ ᑓ㛛性と安全性のᢸ保を求めたい

〇 ሗ㓘���3

・ 報㓘が安いと思う

・ 報㓘がᑡない。᭱ప㈤金は保ドしないと

・ ㈐௵ある事のわりに報㓘がపい。බ共ᅋయの⿵ຓをᙉするᚲせがある。

・ をᏲるάືなので、それにぢ合った報㓘が欲しいです。

・ ⾜ᨻの⿵ຓを⾜い、報㓘を᭱ప㈤金୪ࡳにᘬきୖࡆるきだと⪃える。

・ 報㓘が㧗ければ提供会員になってࡳたい

・ 子供を預かるഃにとっても、子供のᒅクのない➗㢦をぢていると ࢫトࣞࢫなどなくなり㸪また⮬㌟の
ᗣにつながったりと おまけに報㓘までもらえるんだったら、ࣉラࢫのస用でしか ないと思いま
す。

〇 㡸3：ࡾ�

・ ẕ子ᐙᗞや共ാきᐙ᪘のために子供を預かり安心できるሙ所で子供を預かっておくሙ所があることは
大事だと感じる。また⏕ά保護ཷ⤥者のᐙᗞも保護者のാく⎔ቃసりにも㈉⊩するだろう。

・ ᅔったときはຓけ合うのはいいが、⮬宅では預かりたくない。

・ 子供の保育タ⤊ᚋの預かりはຓかりますࡡ

・ 個人宅ではなく、ඣ❺㤋で預かりサーࢫࣅをしてくれること

〇 ㅮ⩦：23

・ ⤖ᵓな制度だと思う。提供会員にどのようなᩍ育を⾜っているかもᗈ報すると、不安の解消につなが
ると思う。ㅮ⩦ཷㅮᚋにホ౯を⾜って、内㒊㈨᱁を付してはどうか。

・ 提供会員はㅮ⩦を��時間ཷㅮᚋάື開ጞとの事だが、౫頼会員の立ሙからするともうᑡしཷㅮしても
らってからの方がより安心して預けられると思う。

・ 提供会員の方がどのようなㅮ⩦をཷけてどのような⪃えをᣢっている方なのかわかると安心する。

・ ㅮ⩦をཷけてからάື開ጞとありますが、もうᑡし㛗い期間ᚲせかと思いました。預けるのには信頼
性がないと心配です。

・ ㅮ⩦だけでは預けられるか不安。▷時間でも知らない人に子供を預けるのは不安。 ㈨᱁の☜立や、預
かってくれる方の面談などが出来たらいいと思う。

�
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第４章 ヒアリング調査

Ⅰ 調査結果まとめ

 今回のヒアリング調査を通じて、信頼関係の構築、講習会の充実、支え合い活動であることを重視

するなど、すべてのセンターに共通する内容が浮かび上がる一方で、広報活動、活動場所のあり方、

他機関との連携の状況などについては、多様なかたちが日々の運営のなかで築かれていることが明ら

かになった。そして、実施主体と実施される地域の特性に応じ、各々のセンターで日々築かれていく

内容の多様さは、ファミサポ事業の特徴であると考えられる。

また、各センターの実態を捉える際には、実施主体が持つリソースやセンターを取り巻く地域社会

のエコシステムのなかで捉えていく必要性がうかがえた。今回のヒアリング調査では、市区町村の直

営をはじめ、ボランタリーな活動から立ち上がった NPO 法人、社会的養護に関わる社会福祉法人、

保育所を運営する社会福祉法人、地域コミュニティと密接に関わる社会福祉協議会など、それぞれ異

なる実施主体にお話しをお伺いした。その結果、各々のセンターのアドバイザーは実施主体が持つリ

ソースを最大限に生かしながら、なおかつ地域社会を舞台に、日々コーディネートを展開している実

態が浮かび上がった。このような実態は、会員数、活動数、活動内容などのみに着目して捉えていて

は見過ごしてしまう部分であり、ファミサポ事業の今後を検討していく際には留意が必要であると考

えられる。

１ 提供会員の確保について

 今回のヒアリング調査では、提供会員が増えている、提供会員より依頼会員が多い、提供会員の稼

働率が増加しているなど、提供会員数の動向に特徴のあるセンターにお話しをお伺いした。一方で、

いずれのセンターにおいても、提供会員の「数」を意識した工夫というよりも、提供会員の活動に対

する理解や、実際の活動状況を確認しながら提供会員の「質」を意識した工夫が行われていた。この

ような状況からは、提供会員の確保について検討していく際には、提供会員の数のみでなくその内実

に着目する必要性があると考えられる。

具体的な広報活動では、市区町村単位の広域の層に対する働きかけ（広報誌への掲載、チラシの工

夫、SNS の活用など）とともに、より身近な層に働きかける工夫（人を介した紹介、自治会の集まり

での周知、ボランティアセンター職員からの紹介、依頼会員へ提供会員の登録を促すなど）が行われ

ていた。とりわけ、身近な層に働きかける工夫は、センターのある市区町村の地域特性や実施主体が

持つリソースが反映され多様であった。

 また、多くのセンターで行われていた工夫として、提供会員の登録後、実際の活動につなげるため

のアプローチがある。モチベーションの低下が生じないよう間を置かずに活動の依頼を行う、休眠状

態の会員に対する電話での現状確認のほか、活動に不安を感じる会員に実際に活動を見学していただ

く、公共の場所での預かりを体験していただくなどのスモールステップを設ける工夫が行われており、

効果がうかがえた。

 さらに、提供会員の講習会についても工夫が行われていた。講習会の内容を魅力あるものに充実さ

せる、スタンプカードにより達成感を得られる仕掛けのほか、託児付きの実施や開催曜日・時間の検

討、近隣市町と連携することで不足分の講座を補うなど、受講しやすい環境づくりがさまざまな形で
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ヨみられていた。このような講習会の工夫は、₯ᅾ的な提供会員の確保につながっている様Ꮚである。

㸰 ᶵ㛵との㐃ᦠについて

 今回のヒアリング調査では、行ᨻとの連携、ࡤࢁࡦ（地域Ꮚ育て支ᣐⅬ事業）との連携について

特徴のあるセンターにお話しをお伺いした。 

 行ᨻとの連携について、」合的なᅔ㞴をᢪえるᐙᗞに対し、社会福祉協議会が運営するセンター、

行ᨻ、ᑠ学ᰯ、Ẹ生ጤ員・児❺ጤ員が連携しサポートを行う事からは、社会福祉協議会と行ᨻの関

係をᅵ台に、地域の関係機関も巻き㎸みながら生活支が行われている実態が明らかになった。また、

Ꮚ育てグループから立ち上げられた NPO 法人が運営するセンターでは、行ᨻや関係機関からᅔ㞴を

ᢪえるᐙᗞ（⏘後うつ、保護⪅やᏊどもの㞀がいなど）の会員登録依頼が多く、保ᖌとともに会員

登録やその後の見Ᏺりを行う様Ꮚが明らかになった。このような実態からは、ᅔ㞴をᢪえるᐙᗞを地

域で支する体ไの一つにファミサポ事業が⤌み㎸まれている様Ꮚがうかがえ、とりわけそのなかに

おいて行ᨻや関係機関との連携が重視されていることが分かる。 

ࡤࢁࡦとの連携については、社会的養護に関わる社会福祉法人が、ファミサポ事業とともにࡤࢁࡦ 

事業を運営するセンターにお話しをお伺いした。「ᡭをᕪしఙべられるいやすいファミサポにした

い」といういから、ファミサポ事業のᙅみ（ニーࢬᢕᥱとⓎ信力）をࡤࢁࡦ事業のᙉみが補ってい

る様Ꮚがうかがえた。また、その⫼ᬒには、ࡤࢁࡦスタッフがセンターをවົしていることやミーテ

ィングを通じた意ᛮ通などの工夫があった。

 そのほか、センターが他機関や他事業と連携するにあたり、ձ報共᭷の⠊ᅖと方法、ղ関係機関

のファミサポ事業に対する理解が、共通のㄢ㢟として生じていることが明らかになったⅬは重要であ

る。ձ報共᭷の⠊ᅖと方法については、すべてのセンターにおいて、他機関や他事業とどこまで、

どのように報共᭷を行っていくべきかᶍ⣴しながら㐍められている状況であった。ղ関係機関のフ

ァミサポ事業に対する理解については、行ᨻや関係機関においてファミサポ事業の活動内容や特質の

理解不足があり、連携する際の㞀ቨになっている状況があった。一方、センターによっては、ᐙᗞ児

❺┦ㄯ所職員、保ᖌ、ຓ⏘ᖌ、保育ᅬ㛗、㉥ちࢇࡷゼၥ員などの関係⪅に対しファミサポ事業の紹

介をヨみたとこࢁ、理解が῝まりᅔ㞴な依頼がῶᑡするというエࣆソードが紹介された。このように、

関係⪅の理解は連携に不ྍḞな要⣲であると考えられる。

㸱 会員の≧ἣについて

 今回のヒアリング調査では、提供会員、依頼会員、୧方会員に、ヲしくお話をお伺いした。 

 提供会員となったきっかけとしては、身近な人（人、実Ꮚ、実Ꮚの習い事のඛ生）が依頼会員と

して用していた様Ꮚを見ながら関ᚰをもつようになったというエࣆソードが⪺かれ、実際の様Ꮚを

間近で見ることは、提供会員になるための㞀ቨを取り㝖くことにつながる様Ꮚがうかがえた。また、

活動を通じて、提供会員やそのᐙ᪘が依頼会員のᏊどもとのࡩれあいをᴦしみ、ࡩれあいを通じた学

びが生じるほか、提供会員が自身のᏊ育てをり㏉るきっかけにもなっていた。 

依頼会員となったきっかけをお伺いすると、身近に頼れる預けඛなどがないなか会員登録を行った

というエࣆソードが⪺かれ、ᕪし㏕ったᏊ育て環境から登録を行っている様Ꮚがうかがえた。一方、

実際の用を通じて、提供会員が身近な♽∗ẕ௦わりとなり、Ꮚどもの特性に関する話を共᭷したり

仕事のᝎみを┦ㄯするなど、依頼会員にとって⢭⚄的な支えとなっているというኌが数多く⪺かれた。
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⥅⥆的な用のなかで、提供会員との関係性がᑡしずつ築かれていくことが分かる。 

 ୧方会員については、依頼会員であった⤒験から、預けるഃのẼ持ちをᐹした関わりを行っている

エࣆソードが⪺かれた。用するഃにも活動するഃにもなり得る୧方会員のᏑᅾは、ファミサポ事業

の「支え合い」の特徴を体現している。 

 ௨上のような会員の活動と会員間の関係構築の⫼ᬒには、アドバイザーによるきめ⣽やかなコーデ

ィネートがあった。いずれのセンターにおいても会員とのコミュニࢣーションを重要視し、会員と信

頼関係を構築しながら、提供会員と依頼会員の࣐ッチングをៅ重に行っている。このようなアドバイ

ザーのコーディネートがファミサポ事業を支えている様Ꮚがうかがえた。 
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Ⅱ 提供会員の確保が十分出来ているセンター

提供会員の確保について

１ 確保のために実施した内容・工夫点

（１） 提供会員不足を補うためにどのような取組を実施したか

提供会員確保のために、花巻市全員の家庭に配られる市の広報で周知を行っている。また、ファミサポ会員

向けの会報紙の中でも、会員募集を必ず掲載している。子どもが小学校を卒業する依頼会員などに、今度は

預かる側になってもらえないかと、電話や手紙で一人ひとりにお願いしている。その中に「今までファミリー・サ

ポート・センターにお世話になったので、今度は預かる側として登録してもいい」と言う方がいらっしゃる。その

他にアドバイザーやサブリーダーが、「この方はもしかしたら会員になってくれるかもしれない」と思えば、一人

ひとりに声掛けしている。 

（２）工夫した点

来所が難しい場合には、アドバイザーが直接自宅に申込書を届けたり、登録の説明に行ったりするなど、対面

でコミュニケーションをとることを大事にしている。提供会員になる方のご自宅には、必ず訪問するようにしてい

る。また、習い事の依頼が多くなっているが、同じ習い事に通っている友達同士の会員であれば、両方会員と

して登録を変更していただき、習い事の送迎をすることを提案したことがある。 

（３）苦労した点

両方会員の登録希望はあるが、まだ自分の子どもが小さく安全確保に不安があると感じる方には、援助ができ

るようになってから協力していただければ大丈夫と説明。また、提供会員への登録を希望される方には、本事

業のねらいやあり方について、丁寧に説明をした。 

２ 確保を実現できたポイント

（１） 結果を出すために重要となったポイントについて

草の根的な、一対一のコミュニケーションが、もっとも登録に結び付いていると感じている。たとえば、まだ援助

会員になっていない方に、「こういう送迎の依頼があるのだが」という具体的な活動のイメージを提示して、援助

会員になってもらうなど、個人的な声掛けを大事にしている。 

３ 今後の確保のための改善点と改善策

（１） 今後の目標や目指すところ、取り組みたいこと等

会員の人数をただやみくもに増やすというのではなく、登録してくださった方に、うまく援助の依頼を結び付ける

ということが重要だと考えている。たとえば、援助会員として登録していただいても、地域的に援助依頼がなか

ったり、時間的に援助依頼と合わなかったりするとせっかく登録していただいた会員に申し訳ないため、どのよ

うにすれば援助活動に結びつけられるかを考えている。会員登録をしていただいたが、援助がないまま時間が

たってしまうと会員のモチベーションが下がってしまうと感じている。また、閉鎖的な場所での依頼が不安だとい

う依頼会員や援助会員もいらっしゃる。コロナの影響でまだ実現していないが、市のこどもセンター内など、公

の施設を利用して預かりを行っていただくなどの工夫を考えている。 

４ 事業を行うにあたっての提供会員の位置づけ

（１） 会員が安心・安全に活動できるようアドバイザーと会員とのかかわりをどのように考えているか

一番は会員とのコミュニケーションである。お互いの信頼関係を築くことによって、スムーズな援助活動の調整

ができる。細かいことではあるが、いろいろな問題が出てくることがあったときに、会員とアドバイザーの信頼関

係があることによって、言いづらいことも言えたり、分かっていただいたりすることがすごく多い。例えば報告書

を出していただいたときも、ただそれを受け取るだけではなくて、日常的な会話をしながら、その会員の特性を

つかんだり、会員とのコミュニケーションをとるなどしている。 

１．センター名：はなまきファミリー・サポート・センター（岩手県花巻市） 

直営：花巻市 
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についてࣖݣᩊʙ̊↧の

１ ᅔ難事例の対ᛂのための体ไ・㐃ᦠඛ

（１） 関係ᶵ関との㐃ᦠについて

市保センター、保ᖌ、家庭┦ㄯ員、♫会⚟♴センター、⒪⫱センター、市の⚟♴関係㒊⨫、市の子ども

関係施設や学校、㣴⫱ᨭ援訪問事業のケース᳨ウ会などと㐃ᦠをとっている。ẕぶの心のや、ひとりぶ家

庭、ప所ᚓ⪅、㞀ᐖඣ⪅へのᨭ援など、行っている。 

（２）㐃ᦠのために工夫している点

市の直Ⴀということで、ファミサポ会員௨እのケースについても、センターの方から関わるᶵ会をᚓている。 

２ ᅔ難事例への対ᛂ事例と対ᛂにあたって重どした点

（１） 実㝿に対ᛂしたᅔ難事例で㐺ษな対ᛂができたと思う活動について

ప所ᚓ⪅や㞀がいをᣢつ家庭に関しては、他ᶵ関と㐃ᦠし、ケース᳨ウ会㆟を行った。報ඹ᭷することでそ

のような家庭に対しても対ᛂすることができた。 

（２） 㐺ษな対ᛂを行うためのポイントや必要と考える体ไや対ᛂについて

㔠㖹問題は⚟♴ㄢがᢸᙜ、㞀がいに関しては㣴⫱センターのඛ⏕がᢸᙜということで、ᵝ䚻なᢸᙜ㒊⨫が力

を合わせてケース᳨ウ会㆟を㐍めてきた。 

ケース᳨ウ会㆟が⤊した後も、ᐃᮇ的にファミサポ利用の≧ἣをඹ᭷することもし、アフターフ䜷ローができ

ている。また、このようなケースの場合は、依頼会員から依頼がなくとも、「᭱㏆ᅔっていることはないか」など、ニ

ーズの᥀り㉳こしも行うようにしている。また、提供会員の話から、援助会員のᅔり感をお⪺きすることにつなが

ることもある。その㝿、提供会員と援助会員の間をとりもつように、アドバイザーが間にධっている。 

３ ᅔ難事例、配៖が必要な家庭との向き合い方

（１） ᅔ難事例に対して

（２） 配៖が必要な家庭に対して

（１）（２）市の直Ⴀを⏕かし、関係ᶵ関と㐃ᦠを取りながら、アドバイザーだけではなく、いろいろなところと報を

ඹ᭷して、援助調整を行っていけているというところが、花巻市のᙉみである。また提供会員の人間性もすば

らしく、大変な援助活動に対しても、「ᴦしく援助活動をさせていただいています。」と言う会員が䜋とんど。アド

バイザーが会員のモチベーションをᘬきୖ䛢ているというよりも、提供会員の人や、「本ᙜに援助しているこ

とがᴦしいのよ。」と言ってくださる会員のẼᣢ䛱を、大事にしていかなければいけないと感じている。ཎᑥⅱ

↺ӕኵについて

ↂ↻ⅺ↸のע؏の܇Ꮛてૅੲにⅹいて⅚⇻⇇∅∐∞∝⇛∃∞⇮∝⇡∙⇥∞ʙಅのⅱ↹૾について

習い事をさせている家庭からの送迎のニーズが増えているが、本当にファミサポの援助が必要な家庭

への支援ができているかどうか、考えることがある。習い事の送迎はファミサポで必要な支援なのか？

等、今後考えていく必要があるのではないか。 
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提供会員の確保について

１ 確保のために実施した内容・工夫点

（１） 提供会員不足を補うためにどのような取組を実施したか

保⫱ᅬを２ᅬ㐠Ⴀする♫会⚟♴ἲ人が３ᖺ༙๓からጤクを受けている。同ἲ人では地域㈉⊩の一㈏として大

⏣子⫱てᨭ援センターもጤクを受けている。ጤクを受けたẁ㝵では会員が整⌮されており会員が༑数ྡ䜋ど

であったが、ጤク時には保⫱士の提供会員登録の䜋か、市内のㄆྍ保⫱ᅬ 㻝㻡 ᅬ䜋どにファミサポ事業の説

明をしたところ、ᅬ㛗㏥⫋⪅やその配അ⪅などの登録があり 㻝䡚㻞 ᖺ目に提供会員が増えた。その後はẸ⏕ጤ

員協㆟会や人とのつながりにより、ᖺ数ྡの提供会員登録がある。その䜋か、市の広報にᖺ 㻝 ᅇ活動⤂を

掲載、᭶ 㻝 ᅇ大⏣市子⫱て報というᢸᙜㄢがⓎ行する 㻭㻠・㻝 ᯛのリーフ䝺䝑トに掲載し、保⫱ᅬ、ᅗ書㤋、小

ඣ⛉などに配ᕸしている。 

（２）工夫した点

市内のㄆྍ保⫱ᅬに一⏕ᠱ声かけを行った。

（３） 苦労した点

特になし。 

２ 確保を実現できたポイント

（１） 結果を出すために重要となったポイントについて

保⫱ᅬを㐠Ⴀする♫会⚟♴ἲ人がጤクを受けており、センターの事ົ所が保⫱ᅬ内にあるという⎔ቃや保⫱

関係⪅の䝛䝑ト䝽ー䜽が活かされているという点がある。小さいま䛱であるため、人のつながりもᙉい。 

３ 今後の確保のための改善点と改善策

（１） 今後の目標や目指すところ、取り組みたいこと等

特ẁ事業ᣑ大のようなことは考えていないが、今後 㻝㻜 ᖺ䜋どの㛗ᮇ的な䝡ジョンを考えた㝿に、現ᅾの提供会

員が㧗㱋になり、その活動をᘬき⥅いでいけるかというᠱᛕはある。 

４ 事業を行うにあたっての提供会員の位置づけ

（１） 会員が安心・安全に活動できるようアドバイザーと会員とのかかわりをどのように考えているか

保⫱ᅬの一ゅにධるセンターの事ົ所内に、かつて一時預かりとして用していた㒊ᒇがあり、提供会員の活

動を行うために利用している。大⏣市の中心㒊に位置し、利用会員もア䜽セスしやすい。同場所で活動を行う

㝿にはアドバイザーが関わるᶵ会を設け、提供会員に安心してもらえるようにしている。 

᪂つの利用の㝿にはアドバイザーが送迎や預かりを⤒㦂し、提供会員が援助活動を行う㝿のアドバイスにつな

䛢ている。 

についてࣖݣᩊʙ̊↧の

１ ᅔ難事例の対ᛂのための体ไ・㐃ᦠඛ

（１） 関係ᶵ関との㐃ᦠについて

ጤクを受けた㝿に、市内のㄆྍ保⫱ᅬにファミサポ事業を周知したため、保⫱ᅬでᅔっている保ㆤ⪅をぢた

ᅬのᅬ㛗がファミサポ事業の利用を⤂するケースが多くある。ファミサポ事業のᢸᙜㄢと⥥ᐦに確ㄆしながら

対ᛂしている。 

（２）㐃ᦠのために工夫している点

ファミサポ事業のᢸᙜㄢとの報告・㐃⤡・┦ㄯを丁寧に行っている。 

２ ᅔ難事例への対ᛂ事例と対ᛂにあたって重どした点

（１） 実㝿に対ᛂしたᅔ難事例で㐺ษな対ᛂができたと思う活動について

ᙜึ小学⏕までを対㇟としていたが、自閉の子どもの預かりについて中学⏕まで利用したいという要望があ

った㝿、す䛠にᢸᙜㄢと┦ㄯを行い中学⏕まで利用できるようにした。保ᖌを通じて報が༑分にないまま

センターにつながるケースがある。

（２）㐺ษな対ᛂを行うためのポイントや必要と考える体ไや対ᛂについて

自閉の子どもの預かりには、㞀ᐖ⪅施設にめる提供会員のかたをできるだけ䝬䝑チン䜾したり配៖してい

㸰．センター名：ࡔ࠾࠾ファミリーサポートセンター（ᓥ᰿県⏣市） 

ጤク：♫会⚟♴ἲே⏣保⫱センター 

《提供会員確保》 

― 144 ―



る。ᅔ難をᢪえる家庭䜋ど家庭に❧䛱ධって䜋しくないと思われているため、あまり㋃み込まない付き合いがⰋ

いと考えている。 

３ ᅔ難事例、配៖が必要な家庭との向き合い方

（１）ᅔ難事例に対して

（２）配៖が必要な家庭に対して

（１）（２）ファミサポ事業を行いながら、家庭に❧䛱ධっていくというよりも、㊥㞳感をᅗりながら、ポイントをつか䜐と

いうことが大事であると感じる。 

ཎᑥⅱ↺ӕኵについて

子どもの対ᛂに័れている保⫱士の提供会員がいることはᙉみ。利用会員のなかには、保⫱士の㈨᱁をもっ

ている提供会員が安心感につながることがある。 

ↂ↻ⅺ↸のע؏の܇Ꮛてૅੲにⅹいて⅚⇻⇇∅∐∞∝⇛∃∞⇮∝⇡∙⇥∞ʙಅのⅱ↹૾について

⏣ᕷのሙྜ、ಖ⫱ᅬを㐠Ⴀࡍる♫⚟♴ἲேがጤクをཷࢱࣥࢭ、ࡅーの事ົᡤࡶಖ⫱ᅬෆの୍ᐊにあ

るという⎔ቃがᜨࢀࡲているとឤࡌる。ጤクであࡗてࡶ、⾜ᨻがᡭᨺࡋで࠾㢪いࡍるというのではなく

㐃ᦠをྲྀることが必要であࡾ、බⓗᶵ㛵とのࡘながࡾが、ᥦ౪ဨがᏳᚰࡋてάືできることにࡘなが

ると考える。Ᏻ᫆な᳨ࢺࢵࢿ⣴でᏳ౯な୍㡸かࡾとࡋて⏝さࡼࢀうとࡍる⏝ဨࡶいるࡵࡓ、本

当に必要なேにᒆいているかということがẼになる。ᥦ౪ဨのࢸࣥࣛ࣎⢭⚄がࡘながる援助άື

を⾜ࡗていくということがポࡔࢺࣥとᛮう。 
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提供会員の確保について

１ 確保のために実施した内容・工夫点

（１）提供会員不足を補うためにどのような取組を実施したか

ᮧ内のあら䜖る場所にチ䝷シの配付したことにຍえて、䝩ーム䝨ージでの広報、広報ㄅでの広報等を行った。

また、人づてに⤂依頼等を行った。 

（２） 工夫した点

小さい自体のᙉみを⏕かして、䝛䝑ト䝽ー䜽を㥑して、人を⤂していただいた。例えば、保⫱士㈨᱁が

ある方とか、子どもの預かり⤒㦂のある方等を、まず「いませんか䠛」ということでお話を⪺いたり、「いい人いま

せんか䠛 ᅔってるんです。ㄡか⤂してください」と、いろいろなところに行ってお願いをしてᅇった。 

 䝪䝷ン䝔䜱アᅋ体の会㆟だとかẸ⏕ጤ員さんの会㆟等にཧຍさせていただいて、「こういう事業だが、今こう

いった案௳の人が足らない」ということで、お願いをしてᅇったこともあった。実㝿のところは、広くお願いをする

とᛂがよくなくて、ᛂがあるのは個ูに対ᛂしたケースで、人づてに⤂されて来てくださる方の方が、実

㝿に対ᛂしていただいている。 

（３） 苦労した点

ᙜึ、チ䝷シを䝩ーム䝨ージや広報ㄅ、それから地域の㈞れる場所、スー䝟ー、学校、コン䝡ニ、公ඹ施設、

ᮧ内にある㝔、保⫱所、ᗂ⛶ᅬ、ඣ❺㤋、公ᅬの掲示ᯈ等、とにかくありとあら䜖るところに㈞らせていただ

いたが、実㝿のところ、紙ベースではなかなかᛂがなくて、苦ᡓをしたところはある。今は本ᙜに᭱小㝈の場

所にしか㈞っていない≧ែである。 

２ 確保を実現できたポイント

（１） 結果を出すために重要となったポイントについて

一⯡の方は、どうしても子どもを預かるにあたって不安がすごく大きいので、安心して活動してもらうために、

不安を⪺きつつ、具体的なニーズ、例えばኤ方の送迎の事だとか、それから保⫱所が⤊わった後の、おẕ

さんがᖐるまでの時間をおう䛱でぢていて䜋しいとか、具体的なᙧでおఏえしたりした。また、不安であれば、

その不安な≧ἣをᴟ力ゎᾘするために、実㝿に他の方がやってもらっているのをぢていただいたりとか、ᨭ援

センターの方に来ていただいてお子さんた䛱とゐれ合う時間を多くసったりさせていただいて、ᛴに↓⌮な

事をお願いしないようなᙧにしている。 

３ 今後の確保のための改善点と改善策

（１） 今後の目標や目指すところ、取り組みたいこと等

今、活動している提供会員の方た䛱に、とにかく⑂ᘢしないで㛗く⥆けてもらえるように、よくほᐹをしてୖ手

に調整をしていきたいなと考えている。また、提供会員の㧗㱋だったりとか、ⱝい提供会員はまとまった事

の方にⓙさん⛣っていってしまうので、᪂つの人ᮦ確保は今後も⥅⥆していかなければならないと思うが、「ᴦ

しく、やりがいのある事ですよ」ということを今後も 㻼㻾 をᙉしていきたい。地域の多ᵝな人ᮦを、子⫱てに

㝈らず、ᅜ㝿ὶやㄞみ⪺かせ等、それ䛮れのᙉみを⏕かしていただけるような事だということを、ᙉく 㻼㻾

をして、うまく人ᮦを⏕かしていけるような場でありたいと思っている。 

４ 事業を行うにあたっての提供会員の位置づけ

（１） 会員が安心・安全に活動できるようアドバイザーと会員とのかかわりをどのように考えているか

コロナ๓までは、子⫱てᨭ援センターの⏬を手ఏってもらいながら提供会員に集まってもらいὶのᶵ会

をసっていた。例えば、ኟ⚍りの‽ഛ等を通しながらὶをしてもらい、なおかつ利用してもらうようなおẕさん

た䛱（依頼会員）にも接していただいて、利用のための 㻼㻾 にさせていただいている。 

ࣖݣᩊʙ̊↧の

１ ᅔ難事例の対ᛂのための体ไ・㐃ᦠඛ

（１）関係ᶵ関との㐃ᦠについて

センターが行ᨻ直Ⴀでᗣ増㐍ㄢに所ᒓしている。ᗣ増㐍ㄢには保センターも所⟶しており、センター

とのつながりがᐦになっている。 

㸱．センター名：⨾ᾆᮧファミリー・サポート・センター（Ⲉᇛ県⨾ᾆᮧ） 

直営：⨾ᾆᮧᗣቑ㐍ㄢ 
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（２）㐃ᦠのために工夫している点

同じㄢに所ᒓしているので、常に報ඹ᭷をしたりとか、お互いの事業のᨭ援をし合ったり、行き来があり、

子どもた䛱の報をᐦにさせてもらっている。子⫱てᨭ援センターが子⫱て広場の他に、ファミリー・サポート、

利用⪅ᨭ援事業を実施しているので、┦互にᐦに㐃ᦠしている。 

２ ᅔ難事例への対ᛂ事例と対ᛂにあたって重どした点

（１）実㝿に対ᛂしたᅔ難事例で㐺ษな対ᛂができたと思う活動について

㞀がいがあるお子さんで、多動でとても動きが⃭しいお子さんだったので、どういったែໃを取ったらこの

お子さんに対ᛂができるか㠀常で関わっていただいている⮫ᗋ心⌮士（公ㄆ心⌮士でもある）のඛ⏕に┦

ㄯをして、㞀ᐖのあるお子さんに関してᢸᙜができそうな方で集まってຮᙉ会をさせていただいた。その中で、

「できる⠊ᅖで↓⌮なくやりまし䜗う」ということになりᑡしずつ子⫱てᨭ援センター内で安全を確保しながらやら

せていただいたことがあった。 

（２）㐺ษな対ᛂを行うためのポイントや必要と考える体ไや対ᛂについて

それ䜋ど大きなᙧで会合を㛤くわけではないのだが、」数の提供会員が活動していく中で、㐺ᐅ、⮫ᗋ心

⌮士（公ㄆ心⌮士でもある）ඛ⏕に┦ㄯできるタイミン䜾で集まっていた。提供会員とアドバイザーの 㻡 人䛠ら

いで集まってᡴ䛱合わせをするようなᙧで、「ఱ度か実㝿に預かってみたが、こういう問題点があった」というこ

とで、改善を重ねていったことがⰋかったと思う。 

３ ᅔ難事例、配៖が必要な家庭との向き合い方

（１）ᅔ難事例に対して

（２） 配៖が必要な家庭に対して

（１）（２）行ᨻ直Ⴀのセンターであり、保センターや子⫱てᨭ援センター等が同じ組⧊内にあることを活かして、

対ᛂできることが多くあると感じている。 

４ 今後の目標や目指すところ、取り組みたいこと

なし 

ↂ↻ⅺ↸のע؏の܇Ꮛてૅੲにⅹいて⅚⇻⇇∅∐∞∝⇛∃∞⇮∝⇡∙⇥∞ʙಅのⅱ↹૾について

᪤Ꮡのಖ⫱のタ、ᗂ⛶ᅬ、ಖ⫱ᡤではᑐᛂࡋきࢀないࡼうなニーズにᑐᛂできているというとこࢁ

で、きࡵ⣽ࡸかなᑐᛂができる、ᆅᇦのㄢ㢟ゎỴができるࡶのࡔとᛮࡗている。ファミサポを⏝ࡍるこ

とにࡗࡼて、࠾ẕさࡕࡓࢇにవ⿱ができ、Ꮚどࡕࡓࡶにవ⿱のあるᑐᛂができࡾࡓ、ぶᏊ㛵ಀがうࡲくい

 。ているࡗているがあるとᛮࡗ
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提供会員の確保について

１ 確保のために実施した内容・工夫点

（１） 提供会員不足を補うためにどのような取組を実施したか

ᐃᮇ的にዪ性労ാ協会で示されるㅮ習会を実施することで、提供会員を増やしている。他市⏫と㐃ᦠし、ᕝ

ಛ⏫で 㻞㻠 時間ㅮ習を‶たせない㝿は本ᯇ市や本ᐑ市のㅮ習会にཧຍしてもらい、ྍ⬟な㝈りそのᖺ度内

で受ㅮをಟしてもらえるようにしている。フ䜷ローを行い確実に᭱後までಟしてもらえるようにしている。他

市⏫のㅮ習会報はその㒔度送ってもらえるようにしている。また、ㅮ習会の↔点を特に 㻡㻙㻢 ṓのお子さんを

もつẕぶが受けられるような時間ᖏ（お子さんがᗂ⛶ᅬの時間ᖏ）に㛤ദするようにしている。お子さんがᗂ⛶

ᅬから小学校に通うようになった㝿に、時間が✵き提供会員を行ってもらえることがある。 

（２） 工夫した点

ㅮ習会は、⏫のᑓ㛛⫋（ᗂ⛶ᅬᩍㅍ、保⫱士、ᰤ㣴士、保ᖌ、子⫱てᨭ援ㄢなど）にもㅮᖌを依頼している。 

（３） 苦労した点

⥭ᛴサポート䝛䝑ト䝽ー䜽の事業から㛤ጞしたため、そのᙜ時からの提供会員の㧗㱋や、提供会員のう䛱

✌ാ⋡は３分の１䛠らいであるというㄢ題はあるが、ㅮ習会の㛤ദ方ἲを工夫しⱝい世௦の提供会員を増やし

ている。 

ㅮ習会をಟ⪅のう䛱、実㝿に提供会員に登録し活動を行える人は２䛠らいであるため、関心をもってಟ

されたಟ⪅へのാきかけがㄢ題になっている。 

２ 確保を実現できたポイント

（１） 結果を出すために重要となったポイントについて

ⱝい世௦の提供会員がㅮ習会を受けやすくするため、お子さんのクඣを↓ᩱで実施している。ㅮ習会を受

ㅮするという㑅ᢥ⫥が広がっているように感じる。 

３ 今後の確保のための改善点と改善策

（１） 今後の目標や目指すところ、取り組みたいこと等

提供会員からのཱྀコミによるおㄏいがຠ果が㧗いことを実感している。ㅮ習会の内容などを⌮ゎしたうえで

声かけいただけるため、ཱྀコミで来られるかたは大ษにしたい。 

利用会員と提供会員のὶをᅗるために「ファミサポひろば」というὶ会を行い、㣰つき大会やὶしそうめん

などの体㦂を提供している。このようなὶも大ษにしたい。 

センターの事ົ所がධるᘓ≀内の䜋か、「ᕝಛ⏫子どものᒇ内㐠動場」内にある「ファミサポのへや」での預か

りを実施しており、公ඹス䝨ースでの預かりはニーズが㧗いと感じる。 

４ 事業を行うにあたっての提供会員の位置づけ

（１） 会員が安心・安全に活動できるようアドバイザーと会員とのかかわりをどのように考えているか

アドバイザーは利用会員と提供会員を結びつけるᙺ目として大ษであると考えている。 

活動๓の䝽ンコー䝹を大ษにしている。提供会員は、家を出る๓など活動にධる㝿に必ず事ົ所に䝽ンコー䝹

を行うことにしている。䝽ンコー䝹を受けた事ົ所も、お願いしますというẼᣢ䛱で対ᛂする。活動を⤊えた㝿に

も、⤊わりましたという㐃⤡をᦠᖏ電話を利用して行うことで、提供会員とアドバイザーのつながりを感じられると

思っている。 

「㻟㻢㻡 日対ᛂ」をモ䝑トーとして掲䛢ている。１ྎのᦠᖏ電話をアドバイザー２ྡ、⌮事㛗、⌮事㛗、ᙺ員の䠑人

で、常にㄡかが対ᛂできるようにしている。 

についてࣖݣᩊʙ̊↧の

１ ᅔ難事例の対ᛂのための体ไ・㐃ᦠඛ

（１） 関係ᶵ関との㐃ᦠについて

㞀がいඣの預かりに関しては、䝕イサー䝡スなどの指ᑟ員と話し合いを行い、Ẽを付ける必要があることにつ

いて助言をいただいている。 

㸲．センター名：ᕝಛ⏫ファミリー・サポート・センター（⚟ᓥ県ᕝಛ⏫） 

⿵ຓ：132 ἲேࢥミࣗࡅࡓࡤࡷࡕࢸࢽ 
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（２）㐃ᦠのために工夫している点

グ載なし 

２ ᅔ難事例への対ᛂ事例と対ᛂにあたって重どした点

（１）実㝿に対ᛂしたᅔ難事例で㐺ษな対ᛂができたと思う活動について

（２）㐺ษな対ᛂを行うためのポイントや必要と考える体ไや対ᛂについて

（１）（２）ᨭ援学校に通学しているお子さんの送迎援助を㛗ᮇ間実施した。㧗校にධってからはᨭ援学校のバ

ス通学になったが、付きῧうᙧで援助を⥅⥆している。 

Ⓨ達㞀ᐖをᢪえるお子さんの預かりについては、័れるまでの間、提供会員とアドバイザーの人体ไで

対ᛂを行った。㛗時間になる預かりの場合には、๓༙と後༙をูの提供会員に依頼するなどして、一人の提

供会員に㈇ᢸが೫らないようにしている。このような預かりの場合には、保ㆤ⪅をྵめた話し合いを常に行い、

≧ἣをᢕᥱしながら提供会員௵せにならないように対ᛂしている。 

３ ᅔ難事例、配៖が必要な家庭との向き合い方

（１）ᅔ難事例に対して

（２）配៖が必要な家庭に対して

（１）（２）ファミサポ事業にとって、おẕさんのᨭ援が大ษであると考えている、これまで事ᨾ等は⏕じていない

が、ᅔ難な事例の⛬度によっては、事業のጤクඖである子⫱てᨭ援ㄢなどの行ᨻに┦ㄯしながら㐍める必要

があると思っている。 

ཎᑥⅱ↺ӕኵについて

小さな⏫でⓎᒎしてきた 㻺㻼㻻 ἲ人が、他の事業とあわせてファミサポのጤクを受けている。地域のいろいろな

ᅔったということに対ᛂして活動が広がってきた。地域の子⫱て家庭が頼れるඛとして㈗重なᏑᅾになっている。 

ↂ↻ⅺ↸のע؏の܇Ꮛてૅੲにⅹいて⅚⇻⇇∅∐∞∝⇛∃∞⇮∝⇡∙⇥∞ʙಅのⅱ↹૾について

いࢁいࢁなᙧでの㡸かࡾが増えてࡾ࠾、᭱㏆は▷㛫のࡻࡕࠕい㡸かࠖࡾのࡼうなᙧࡶከくなࡗてい

る。132、ࡓࡲ ἲேでは、Ꮚ⫱て支援サポーࢱーのὴ㐵事ᴗࡸ㧗㱋⪅支援ࡗ⾜ࡶてࣛࢣࢢࣥࣖ、ࡾ࠾ー

の家庭へのᑐᛂなどファミサポのᯟにとどࡲらないໟᣓⓗなニーズへのᑐᛂの必要ᛶをឤࡌる。ファミ

サポとのࡳࡍศࡅは⾜ࡗているが、ファミサポをྲྀࡾᕳく♫ໃのኚࡶឤࡌている。 
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提供会員の確保について

１ 確保のために実施した内容・工夫点

（１）提供会員不足を補うためにどのような取組を実施したか

本事業௨๓に、㻺㻼㻻 ἲ人ඖẼな௰間が㐠Ⴀする⏕活ᨭ援᭷ൾ䝪䝷ン䝔䜱ア「たすけあい㧗ᓥ」の活動が

あり、そこにあった預かりᨭ援がᢤき出された特Ṧなᙧែで、たすけあい㧗ᓥの会員も力をⓎしてくれてい

る。よって、たすけあい㧗ᓥの会員で、ファミサポ事業の具体的な依頼をご説明してファミサポ事業の会員に

⛣行してくださる方がいる。㻺㻼㻻 とファミサポ事業の両方の会員になって、⮫ᶵᛂ変にサポートしてくださる

方もいる。 

（２）工夫した点

ファミサポ事ົᒁのある 㻺㻼㻻 のᣐ点で「㻼㻸㼁㻿♥㻴㻻㻹㻱」という会員ὶ会をවねた取り組みを実施してい

る。それは、実家のようなᒃ心地のいい✵間をసって、そこに子⫱て中の方はどんどん子どもを㐃れて㐟び

に来てもらう取り組み。䝽ー䜽ショ䝑䝥やㅮᗙと、会員ὶ会を合体して行っている。たすけあい㧗ᓥの活動

は、ごᖺ配の方から一⯡の現ᙺの䝬䝬世௦の方まで一⥴に一つの✵間にいて、みんなᣢ䛱つᣢたれつで

助け合うという考えで実㊶している中に、たまたま子⫱てᨭ援はファミサポとして特されているᵓ㐀だ。ファ

ミサポと 㻺㻼㻻「たすけあい㧗ᓥ」の活動の全体として、子⫱てだけではなく、㧗㱋でᅔっている方も、みんな

で「㡰⧞りでᨭえ合う」という⌮ᛕをᇶ┙としている。 

・スタン䝥䜹ードをసっていて、䠕㡯目 㻞㻠 時間⤊するまで、ཧຍしたらスタン䝥をᢲし、達ᡂ感をぢえるし

ている。ㅮᗙのసり方も工夫していて、例えば「安全」の㡯目といっても、リス䜽䝬䝛ジメントのほ点で考える

と、例えばチ䝱イ䝹ドシートのㅮᗙ、心⫵⸽⏕のㅮᗙ、䝠䝲リ・䝝䝑トのㅮᗙ、㜵⅏のㅮᗙなど、たくさん‽ഛ

しているので、受ㅮ⪅も⯆をもってཧຍしてくれている。 

２ 確保を実現できたポイント

（１）結果を出すために重要となったポイントについて

・㻵㼚㼟㼠㼍㼓㼞㼍㼙 や 㼀㼣㼕㼠㼠㼑㼞 などの 㻿㻺㻿 での報提供等も、提供会員確保のᡂຌにつながっている。公ᘧ 㻸㻵㻺㻱

で、ㅮᗙの広報などを行っている。㻿㻺㻿でイン䝟䜽トのある䜻䝱䝑チコ䝢ー（例えば「ご㣤⏨子を⫱てる」など）

のㅮᗙチ䝷シを送るດ力もしている。ときにはダイ䝺䜽トに 㻸㻵㻺㻱 で、ཧຍして䜋しい会員にㅮᗙのお知らせ

の㐃⤡をධれることもある。 

・ㅮᗙを䠒㐌間㐃⥆で実施すると、㒔合がつかない場合があるので、１ᅇ１ᅇのㅮᗙを個性的でᴦしい内容

に工夫し、㐃⥆でなくとも、⯆をもってཧຍしてくれる人が増え、結果的に受ㅮ⋡ୖ᪼につながっている。 

・提供会員のᖺ㱋ᒙによっても、受け取り方は㐪っていて、㻡㻜 ௦、㻢㻜 ௦、㻣㻜 ௦の方は電話でㄏった方がຠ

果的だが、㻞㻜 ௦、㻟㻜 ௦のⱝい方は、㻿㻺㻿 でイン䝟䜽トのある䝡ジュア䝹でᘬ付けるチ䝷シでⓎ信するとᛂ

がⰋい。アドバイザーが、䝕ザイン業⏺出㌟であり、ㅮᗙなどの募集のⓎ信の方が、受け手のことをよく

考えており、工夫‶載である。 

・くるくる市といって子ども用ရをリ䝴ースするイベントにཧຍして、ファミサポ事業をㄆ知してもらい、会員とな

る方も増えている。 

・㻺㻼㻻 のᣐ点で預かり場所を提供するようになったおか䛢で、提供会員が自分の家を∦付けなくても、す䛠

に預かりをすることができるようになり、活動につながりやすくなった。 

３ 今後の確保のための改善点と改善策

（１）今後の目標や目指すところ、取り組みたいこと等

ୖグで㏙䜉た、㻿㻺㻿ができる方とできない方、それ䛮れに向けた広報の工夫を⥅⥆していきたい。公ᘧ㻸㻵㻺㻱

もフリーだったのが来ᖺで᭷ᩱになる㒊分もあるらしく、そのぢ直しもどうするか考えたい。 

４ 事業を行うにあたっての提供会員の位置づけ

（１）会員が安心・安全に活動できるようアドバイザーと会員とのかかわりをどのように考えているか

「確保をできたポイント」で㏙䜉たことと同じであるが、「大家᪘」のイメージで実㊶を行っている。提供会員も、

依頼会員も、サー䝡スの提供⪅、受┈⪅というよりも、「㡰⧞りでᨭえあう」大家᪘として௰Ⰻくやっていきたいと

いうẼᣢ䛱がᙉい。その大家᪘の㍯の中に、アドバイザーや、事ົᒁがある、というイメージがある。ㅮᗙのㅮ

㸳．センター名：㧗ᓥ市ファミリーサポートセンター࠶ࡅࡍࡓい㧗ᓥ（㈡県㧗ᓥ市） 
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ᖌ（┳ㆤᖌ）の方も、わが子を㐃れてきて、ご自分のお子さんのⓎ⇕体㦂やẼの時のฎ置の事などᅔったこ

とやኻᩋㄯもおẕさん目⥺でリア䝹にお話してくださった。⡿⢊の䝟ンのㅮᖌは、䝟ンを↝きながら、ア䝺䝹䜼

ー対ᛂの話をしてくださる。このような㣗䜉る⣔のㅮᗙは大人Ẽである。ㅮᖌの子どものᵝ子も かくぢᏲりあ

いながら、ファミサポに関わる人す䜉てが、ᨭえあう関係づくりを大事にしている。 

についてࣖݣᩊʙ̊↧の

１ ᅔ難事例の対ᛂのための体ไ・㐃ᦠඛ

（１）関係ᶵ関との㐃ᦠについて

ᅔ難なケースは、ᇶ本的に、行ᨻからの⤂で来れられるので、あら䜖る㒊⨫と㐃ᦠをとっている。そのព

で、行ᨻからも信頼をᚓている。ᅔ難なケースが、自分から、ファミサポ利用に来ることはあまりない。 

２ ᅔ難事例への対ᛂ事例と対ᛂにあたって重どした点

（１）実㝿に対ᛂしたᅔ難事例で㐺ษな対ᛂができたと思う活動について

（２）㐺ษな対ᛂを行うためのポイントや必要と考える体ไや対ᛂについて

⏕活保ㆤ世ᖏの方で、地方なので㌴がないと保⫱ᅬに送迎できないため、༙ᖺ䜋ど送迎などのᨭ援を⥅

⥆した事例がある。ẖ日のことなので、提供会員をఱ人もお願いして、チ䝱イ䝹ドシートを、くるくる市で調達し

た分と、会員さんにびかけして用させてもらった分で䠑個䛠らい確保し、提供会員に㈚し出して、ᨭえてい

った。他にも、ひとりぶで、」数のᖺ子をᢪえて、さらに出⏘という時に、提供会員でᨭえた事例もある。さらに、

ぶが⢭⚄的に不安ᐃで、♽∗ẕ宅にも預けられず、学❺もえないᖺ㱋の小学⏕を、ファミサポ事ົ所で預

かっていた時ᮇもあった。⤒῭的にᅔ難な家庭は、行ᨻからの補助がある。提供会員は、依頼会員の個人

報は知らないでも、「ᅔったケースに対してみんなで助けるのがᙜたり๓」というẼᣢ䛱で、ᨭえてくれる。 

３ ᅔ難事例、配៖が必要な家庭との向き合い方

（１）ᅔ難事例に対して

（２）配៖が必要な家庭に対して

ᇶ本的に、「ᅔっていること」について、ᇉ根はないので、ྍ⬟な㝈り、す䜉てをᨭえようと思っている。ㅖ事

を⪺いていなくても「そんなのᅔっているなら、行ってあ䛢たらいい」という感じでやってくださる会員の方が

多い。ただ、個人報のඹ᭷はできないので、ᨭ援をしていて、だんだんと≧ἣがわかってきて、ඛに⪺いて

おけばよかった、ということがある。≧ἣによっては、重いケースについては、アドバイザーや事ົᒁメンバー

だけで、対ᛂすることもある。 

４ 特Ⰽある取組についてཎ

（１）（２）・㧗ᓥ市は、子どもがᑡない地域なので、活動௳数もᑡないし、䜋かのᅋ体とẚ㍑すると、వ⿱があ

るのだろうとは思う。提供会員同士も、㒊活動のようなイメージで、「ḟは䜽䝷フトのㅮᗙをしよう」など、┦互にか

かわりあって、ᴦしんでくれている。 

・ᅔ難ケースであればある䜋ど、䝬䝑チン䜾についてᝎ䜐。しかし、提供会員は、子⫱て⤒㦂⪅が多く、アド

バイザーが思う௨ୖに、度㔞の大きい人が多く、関係を῝めていってくださる。アドバイザーの方がᩍえら

れることが多い。ᑥⅱ↺ӕኵについて

ↂ↻ⅺ↸のע؏の܇Ꮛてૅੲにⅹいて⅚⇻⇇∅∐∞∝⇛∃∞⇮∝⇡∙⇥∞ʙಅのⅱ↹૾について

ファミサポࡅࡔで、ᆅᇦのᅔࡈࡾとがゎỴࡍるࡅࢃではない。ࡅࡍࡓあい㧗ᓥの⏕ά支援ࡸ、あるいは

いࢁいࢁなᆅᇦのᅋయと୍⥴に、ࢺーࣝࢱに支えていく必要がある。いࢁいࢁな㒊⨫ࡸᶵ㛵、ᅋయࡸேࠎ

と㐃ᦠࡋて、ᆅᇦయで支えあうᵓ㐀をసࡗていきࡓいとᛮࡗている。ᅔ㞴なࢣーࢫになࡤࢀなるど、

ಶேሗのඹ᭷があࡶ、ࡤࢀうᑡࡋᑀに支援ができࡓのにとᛮうࡶあࡤࢀ、୍⯡ᕷẸにಶேሗを

ඹ᭷できないというࡶ࣐ࣥࣞࢪある。このⅬは、ㄢ㢟ࡔとឤࡌる。ࠕᅔࡗていることࠖにࡘいては、なࢇ

でࡶ助ࡓࡅいが、助ࡅることが本当にぶᏊのࡵࡓになるのか、あるいは、ࢇࡑなことは考えࡎに、᭩㢮が

ことがあࡴいのか、この୧ᴟでᝎࡼࡤࢀࡅ⥆支援をࡶてࡗにならないとᛮࡵࡓているので、ぶᏊのࡗᩚ

る。 
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提供会員の確保について

１ 確保のために実施した内容・工夫点

（１）提供会員不足を補うためにどのような取組を実施したか

（２）工夫した点

・᪂ᐟ༊の広報にᖺ 㻟 ᅇ、利用会員の登録説明会、提供会員のㅮ習会を一⥴に掲載している。 

・༊および⏫会の掲示ᯈへのチ䝷シ掲示の䜋か、༊施設に所⟶ㄢを通じてチ䝷シを掲示している。」数の掲

示ᯈで⧞り㏉し目にするということは大ษであり、ຠ果があるように思う。 

・༊内 㻝㻜 ブロ䝑䜽の⏫会㐃合会の会合に、♫協の地༊ᢸᙜ⫋員とともにアドバイザーがཧຍし周知している。

時ᮇは提供会員ㅮ習๓の 㻡 ᭶である。⏫会㐃合会の側から♫協との㐃ᦠᙉをびかけられ、♫協の地

༊ᢸᙜ⫋員がẖ᭶の会合にཧຍするようになった。このᶵ会を利用している。 

・༊内 㻢 か所にある♫協の䝪䝷ン䝔䜱アコーナー⫋員にファミサポの説明を行い、コーナーに来所する䝪䝷ン

䝔䜱ア希望⪅にファミサポ活動を⤂している。⫋員が直接話をすることで人もᢕᥱしたうえで活動を⤂

するため、ຠ果があると感じる。 

（３）苦労した点

⏫会の掲示ᯈへのチ䝷シ掲示はとてもⰋい 㻼㻾 になるが、⏫会ごとに掲示ᯈ数が␗なっていたり、⏫会㐃合

会の会合が㠀㛤ദの場合には⏫会㛗ᐄに送付するなどの手⥆きが必要でありస業㔞が多い。 

２ 確保を実現できたポイント

（１）結果を出すために重要となったポイントについて

・✌ാ⋡のୖ᪼について、提供会員の᥀り㉳こしが影響していると考えられる。 

ㅮ習会ಟ後の活動につながっていない方や、活動をఇṆしている提供会員に対して、現≧確ㄆの電話

を行ってきた。時ᢡ電話をすることはຠ果があると感じる。アドバイザーが௦わっていることもおఏえできると

ともに、提供会員との㊥㞳が㏆くなるように思う。また、ஂし䜆りに活動を行う提供会員に対しては、ᕪしᨭ

えなければ事๓ᡴ䛱合わせに❧䛱会わせて䜋しいという声掛けもしている。提供会員にそのような声掛け

は႐んでいただけており、✌ാ⋡のୖ᪼につながっているかもしれない。 

３ 今後の確保のための改善点と改善策

（１）今後の目標や目指すところ、取り組みたいこと等

・༊内で提供会員のᑡない地域があるため、そのような地域で提供会員が確保できるようにしたい。 

・㐣ཤ 㻞 ᖺ間行えていなかった現ἣ確ㄆの用紙を提供会員に配ᕸし、᪂たに活動できる≧ἣや日䚻の活動

で感じる不安など、提供会員のいをỮみ取っていけるようにしたい。 

４ 事業を行うにあたっての提供会員の位置づけ

（１）会員が安心・安全に活動できるようアドバイザーと会員とのかかわりをどのように考えているか

ẖ᭶の報告書を送付いただく㝿、一➹⟢の手紙を同ᑒいただくことがあり、中には不安やいをグධされ

ていることがある。そのような場合、提供会員にす䛠に電話をし、直接話すようにしている。提供会員の不安

をゎᾘしたり、依頼会員にఏえづらいことがあれば、アドバイザーからఏえたり、とᶫΏしすることを心がけ

ている。 

提供会員向けのス䝔䝑䝥ア䝑䝥◊ಟの㝿に、㞧ㄯなどのなかでいをおఛいすることも行っている。 

事๓ᡴ䛱合わせの㝿には、᪂しい提供会員はも䛱ろんのこと、ベ䝔䝷ンの提供会員でも難しい依頼の場合

には❧䛱会うようにしている。ベ䝔䝷ンの提供会員であっても、ᵝ子をお互いに確ㄆするᶵ会は大ษである

と感じる。 

についてࣖݣᩊʙ̊↧の

１ ᅔ難事例の対ᛂのための体ไ・㐃ᦠඛ

（１）関係ᶵ関との㐃ᦠについて

保センター、子ども家庭ᨭ援センター、ඣ❺┦ㄯ所などと㐃ᦠを取っている。 

༊内 㻡 か所に子ども家庭ᨭ援センターがあり、依頼会員の登録説明会の会場としても用している。その

㸴．センター名：᪂ᐟ༊ファミリー・サポート・センター（ᮾி㒔᪂ᐟ༊） 

ጤク：♫会⚟♴ἲே᪂ᐟ༊♫会⚟♴༠㆟会 

《提供会員確保》 
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ため、⫋員と㢦のぢえる関係になっておりファミサポの利用について┦ㄯを受けることもある。子ども家庭ᨭ

援センターからさま䛦まな依頼の┦ㄯが来ることが多い。 

（２）㐃ᦠのために工夫している点

ファミサポ事業のᢸᙜㄢとの報告・㐃⤡・┦ㄯを丁寧に行っている。 

２ ᅔ難事例への対ᛂ事例と対ᛂにあたって重どした点

（１）実㝿に対ᛂしたᅔ難事例で㐺ษな対ᛂができたと思う活動について

➨一子（自閉ഴ向）と➨子（⫵ᶵ⬟㞀ᐖ）の家庭で、➨一子の⒪⫱時に➨子の一時預かりを行うという

事例があった。∗ぶの協力がᚓられず、⩏ẕの訪問はあるもののẕぶを㈐めるഴ向にあり、スト䝺スを感じ

ている≧ἣであった。保ᖌと一⥴に依頼会員の登録にఛい、提供会員を᥈したところ、保⫱士の㈨᱁を

᭷し≧ἣに⌮ゎのある提供会員がぢつかり、安心した活動が行われた事例がある。

（２）㐺ษな対ᛂを行うためのポイントや必要と考える体ไや対ᛂについて

➨一子がⓎ達ᨭ援センターを利用しており、同センターとファミサポも῝く関わりがあるため、報ඹ᭷をし

ながら㐍められたことの䜋か、依頼会員と提供会員の信頼関係が᪩ᮇのẁ㝵で築かれたことが大きかった

と感じる。 

３ ᅔ難事例、配៖が必要な家庭との向き合い方

（１）ᅔ難事例に対して

（２）配៖が必要な家庭に対して

（１）（２）ス䝔䝑䝥ア䝑䝥◊ಟにおいて、特性のあるお子さんの関わりに関するㅮᗙを取りධれている。Ⓨ達

ᨭ援センターの⫋員がㅮᖌだが、特性の話だけではなくྡでᣓるのではなく一人一人をぢることの大ษ

さも話されるため、提供会員はそのような⌮ゎをされているのではないかと感じる。 

提供会員は特に感じていなかったが、依頼会員が子どもの特性についてᝎんでおり、周りの່めもあり

ᨭ援学⣭に⛣ったが子どもも依頼会員も⣡ᚓしていないという┦ㄯを提供会員に行ったという䜶䝢䝋ードが

ス䝔䝑䝥ア䝑䝥◊ಟでඹ᭷された。そのようなモ䝲モ䝲としたẼᣢ䛱を受けṆめᐤりῧうことができるのが、

ᑓ㛛⫋ではないファミサポの提供会員のព⩏であるとㅮᖌがコメントをされた。ファミサポのᙺを言い⾲

しているように思う。ཎⅱ↺ӕኵについて

ཎᑥⅱ↺ӕኵについて

 いてࡘーに࢛ࣟのάືの㝿のフࡾࡪࡋஂی

άືに㸱、㸲ᖺのࢡࣥࣛࣈが㛤いてࡓࡗࡲࡋሙྜには、᪂ࡋい⏝のᡭᘬきを࠾Ώࡋࡋ、ಶูにㄝ᫂

らえるࡶてࡋい、↓⌮なくάືを㛤ྜࡕ❧ࡶせにࢃྜࡕる。事๓ᡴࡍーを࢛ࣟながらάືのフࡋ

 。ているࡋうにࡼ

 いてࡘにࡾࢃᏛ⏕の㛵ی

ẕぶがᥦ౪ဨを⾜ࡗてࡑ、ࡾ࠾のፉさࡸࢇᜥᏊさࢇがᏛ⏕の㝿にᥦ౪ဨとࡋてάືさࢀる

がある。ࡋࡔࡓ、Ꮫ⏕のሙྜにはάືᮇ㛫が㝈らࢀてࡲࡋう。 

 いてࡘ㒔ᚰ㒊のᥦ౪ဨのᵝᏊにی

子⫱てが一ẁⴠした 㻠㻜 ṓ௦後༙から 㻡㻜 ṓ௦の登録が多い。㧗㱋⪅の希望も多く、♫協が㐠Ⴀする䝪䝷ン

䝔䜱アセンターを通じて 㻣㻜 ṓ௦後༙から 㻤㻜 ṓ௦の希望もあるが、䝪䝷ン䝔䜱アセンターの⫋員がファミサポと

はูの䝪䝷ン䝔䜱アにつな䛠ᙧで対ᛂしている。活動内容では保⫱所への送迎や一時預かりが中心だが、

పᖺ㱋の子どもの習い事への送迎（ⱥㄒやインターナショナ䝹関係）が増ຍしている。また、⫱ఇが整ഛされ

ていながらも事の㒔合で取ᚓできないというかたに対するサポートも多い。 

ↂ↻ⅺ↸のע؏の܇Ꮛてૅੲにⅹいて⅚⇻⇇∅∐∞∝⇛∃∞⇮∝⇡∙⇥∞ʙಅのⅱ↹૾について

ᆅᇦのなかでの┦援助άືというとこࢁをษに、ఏえていきࡓいと考えている。Ⓩ㘓にはᏳ౯な

をᑀにఏࢁうではないというとこࡑ、ࡵࡓるࢀら࠾ࡶる᪉ࢀーであるというㄆ㆑で᮶らࢱࢵࢩーࣅ࣋

えるࡼうにࡋている。ファミサポあࡾきで習い事をጞࡵらࢀる౫㢗ဨには、あくࡲでࡶファミサポは

家庭のできない㒊ศを⿵ࡍるࡶのであるというⅬをఏえていかなࡤࢀࡅならないとឤࡌる。 

ᥦ౪ဨがᐇឤをࡗࡶてάືࡋていࡅࡔࡓるࡼうに、ᥦ౪ဨのẼᣢࡕにᐤࡾῧい、┦援助άືで

あるというⅬをษにࡓࡋい。ࢼࣟࢥ⚝に࠾いて⣬㠃ὶを┠ⓗとࢣࣥࡓࡋーࢺを⾜ࡓࡗとこࢁ、ᆅ

ᇦのなかでဨྠኈがࡘながࡾ、ᥦ౪ဨとᆅᇦの♽∗ẕのࡼうなಙ㢗㛵ಀが⠏かࢀているࡸ、༞ᅬ࣭

㌿ᒃ後ࡶ⥆いている㛵ಀᛶがあることがศかࡑ。ࡓࡗのࡼうなάືをࡓࡋࡊࡵいࡋ、ఏえていきࡓい。 
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Ϫ ᶵ㛵の㐃ᦠが出来ているセンター

ᡲઃのྵཞ∝јௐについて

１ 㐃ᦠが必要となった⫼ᬒ

どういったことが問題・ㄢ題となり㐃ᦠすることになったのか、その⤒⦋

（１） ఱが問題・ㄢ題だったのか

保⫱のサポートで協力会員が利用会員のところにఛうという通常のサポートをやっている中で、保⫱ᅬに

登ᅬしている子が、お∗さんのひとりぶの家庭で行きりのようなところがあって、ᮅの送り出しなどが難しい

ということだった。 

（２） 㐃ᦠまでの⤒⦋

保⫱サポートが、᭷ൾサー䝡スではあるが䝪䝷ンタリーな㒊分もྵめて、ᐃᮇ的に声がけなどの活動のサ

ポートにධれないかと行ᨻから依頼があった。そこから、どういうᙧだったらサポートできるかと行ᨻとも㐃⤡

を取りながらサポートのᙧを考えていったというものが一つの⤒⦋としてある。 特ẁのサポートが必要そうな

ඣ❺、お子さんに関しては、行ᨻ（子⫱てᨭ援ㄢ等の子⫱て関㐃㒊⨫）からセンターにくる┦ㄯが⤒㊰として

は一番多い。 

また、センターの㐠Ⴀ体が♫会⚟♴協㆟会であり、日㡭からの信頼関係が行ᨻとᵓ築出来ていたこと

もあり、行ᨻが᭱ึに┦ㄯする┦手としてファミリー・サポート・センターがある。 

２ 㐃ᦠの内容、ᙺ分ᢸ

（１） 㐃ᦠの内容について

ᙜึは、㻟 人ᘵのᮎ子に対する保⫱ᅬへの送迎ᨭ援で問題なくᨭ援が出来ていた。しかし、ᮎ子が小

学⏕になった㡭に、┿ん中の子の不登校（行きり）がጞまったことやその家庭が⤒῭的な⌮⏤から学༊እ

にᘬっ㉺ししたことなどが重なり、その家庭へのᨭ援（ᮅの声かけ、登下校時の送迎等）をファミサポ、行ᨻ、

小学校、Ẹ⏕ጤ員ඣ❺ጤ員が㐃ᦠしてᒎ㛤することとなった。 

（２） ファミリー・サポート・センター、㐃ᦠඛᶵ関、それ䛮れのᙺ

」㞧な家庭であり、要保ㆤඣ❺対策地域協㆟会においてもᨭ援対㇟となっていたこともあり、行ᨻ（子⫱

てᨭ援ㄢ）が中心となり、関係⪅間で㐃ᦠを取っていた。ファミサポは、Ẹ⏕ጤ員ඣ❺ጤ員と㐃ᦠして、子ど

もた䛱がẖᮅの登校ができるように㝶時」数人で関わり、ᨭ援を⥅⥆した。また、不登校という問題もあり小

学校のᩍ㢌ඛ⏕をはじめᢸ௵のඛ⏕等もぶ㌟に対ᛂしていただいた。 

３ うまく対ᛂできた事例、㐃ᦠຠ果

（１） 実㝿に対ᛂした㐃ᦠ事例で㐺ษな対ᛂができたと思う活動について

提供会員からᚓられた報を関係⪅とඹ᭷することで、周りの♫会㈨※を巻き込みながら、この家庭をᨭ

援する体ไづくりができたことは、㐃ᦠ事例として㐺ษな対ᛂであったと思う。報ඹ᭷は、必要なタイミン䜾

でケース䜹ンファ䝺ンスを㛤ദするとともに、関係⪅でసった 㻸㻵㻺㻱 䜾䝹ー䝥がษれ目のないᨭ援につなが

ったと感じている。 

（２） 㐺ษな対ᛂを行うためにどのようなことが重要だったか。どのような体ไや対ᛂをすればうまくできると考えて

いるか

関係⪅間の報ඹ᭷がに出来ていたことで、それ䛮れが㐺ษな対ᛂを取れていたと感じている。フ

ァミサポ（アドバイザー）も㐺ᐅ、提供会員からの報を確ㄆし、その㒔度対ᛂするようにດめたことが今ᅇの

事例では重要であったと感じる。 

４ 今後の目標や目指すところ、取り組みたいこと

今ᅇの事例のようなᅔ難事例に対するファミサポとしての対ᛂについては、今後᳨ウする必要があると考えて

いる。具体的には、ファミサポとして「どこまで関わるのか」であったり、「どのような関わり方が出来るのか」という点

については、組⧊として考えていきたい。 

また、センターの㐠Ⴀ体が♫会⚟♴協㆟会であることからᚓられた報（♫会⚟♴協㆟会の他㒊⨫からの

報提供）もあるので、ファミサポ㐠Ⴀ体によって出来ることは多くあると思う。 

㸵．センター名： ᮾᾏᮧファミリー・サポート・センター（Ⲉᇛ県ᮾᾏᮧ） 

ጤク：ᮾᾏᮧ♫会⚟♴༠㆟会 
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ᡲઃにⅹↀ↺բ᫆ໜ∝ᛢ᫆

１ 㐃ᦠにあたっての問題点、ㄢ題

（１） ファミサポの事業と他ᶵ関との㐃ᦠを行うୖで、問題となったことやㄢ題、またその対ᛂ方ἲについて

今ᅇの事例では、行ᨻ、学校、Ẹ⏕ጤ員ඣ❺ጤ員、௵ඣ❺ጤ員との㐃ᦠがに行われていたが、地

域で小学⏕の下校時ぢᏲりや㜵≢䝟トロー䝹等をしている自会やᨭ援組⧊との㐃ᦠについてはㄢ題が

あった。具体的は、自会やᨭ援組⧊等の地⦕関係⪅にᨭ援が必要なඣ❺やその家庭に関する個人報

のඹ᭷をすることの難しさがある。 

⌮は地域の公⚾関係⪅がそれ䛮れのできる⠊ᅖでᙺ分ᢸを行うことであるが、今後のㄢ題とㄆ㆑して

いる。 

（２） 今後のスムーズな㐃ᦠに向けての要望

まずは、地域での㐃ᦠ┦手となる多ᵝな♫会㈨※を増やしいかなければならないと感じている。それには、

行ᨻからのാきかけをྵめて活動⪅を増やしていく必要があると考えている。 

ཎᑥⅱ↺ӕኵについて

１ センターの特Ⰽを㋃まえて、特に㐃ᦠᶵ関の方について

㐃ᦠ┦手（行ᨻ）の❧場からみると、ファミサポ事業を♫会⚟♴協㆟会が行っている点が一番大きな安心

ᮦᩱの一つではあると思う。（組⧊としての信頼がある。）確かに、サポーター（提供会員）は一個人、ᬑ通の

方がやっていらっしゃるが、取りまとめは♫会⚟♴協㆟会でやっているというところが、一番の安心ᮦᩱだと

は思っている。 

⇻⇇∅∐∞∝⇛∃∞⇮∝⇡∙⇥∞ʙಅのⅱ↹૾について

１ これからの地域の子⫱てᨭ援において、ファミリー・サポート・センター事業はどのようなᨭ援・㐃ᦠがồめられ、

どのようなᨭ援・㐃ᦠを行っていく必要があると思うか。事業のあり方についての考え。

ไᗘにとらࢀࢃないで、ある⛬ᗘᰂ㌾にᑐᛂできるサポーࢱーが必要であるとឤࡌている。୍ とࡋて

は、送迎ࡸኌࡅというάືࡶあࡤࢀ、ᛴに౫㢗ෆᐜがኚࡾࢃຮᙉをぢてࡶらうなどは⌧ሙでは㉳こࡾ

ᚓることである。ࡑの୰で、ファミサポ事ᴗが༢୍ⓗなάືでࠕこのサーࢫࣅをࠖࡍࡲࡾࡸとうࡗࡓてࡋ

、から、ある⛬ᗘ、ಶேᑐಶேの、ᥦ౪ဨと⏝ဨの୰でࡔ。とᛮうࡔていると、できない㒊ศࡗࡲ

�ᑐ �のྲྀࡾỴࡵの୰でᰂ㌾にືࡅる、ファミࣜー࣭サポーࡓࡳࢺいなྲྀࡳ⤌ࡾというのは、事なのか

なとᛮう。 

 ある⛬ᗘ㐟ࡧがあるというか、ࡑの୰でືࡅるというのは、今後ࡶ必要になࡗてくるࡋ、㔜要ᛶࡶ㧗ࡲ

うと、なかなかືき࡙らくなࡲࡋてࡗていࡗ⦡ไᗘでࡾࡲている。あࡌてくるのではないかなとはឤࡗ

ᡃ、ࠎういうពでは、ඖࡑ、う㒊ศがあるとᛮうのでࡲࡋてࡗていࡗ ࡓࡗࡲはⓎ➃が௵ពᅋయからጞࠎ

というとこࡶࢁあるので、ある⛬ᗘᰂ㌾にືࡅているというのが、今のᙉࡳなのかなとᛮࡗている。ࡓ

とかᰂ㌾ࡾࡓࡗࡔては、⫱ᡂがኚࡋると、ᥦ౪ဨとࡍࡾࡓࡗࡲࡋてきてࡗ支援のෆᐜが」㞧にな、ࡔ

ᛶがồࡵらࡾࡓࢀなど、ኚになࡗてくるかとはᛮうが、ࡍࡲࡍࡲ事になࡗてくるのではないかなと

いうのは、ಶேとࡋてはᛮう。 
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《ਃঢ়峒峘৴》 

ᡲઃのྵཞ∝јௐについて

１ 㐃ᦠが必要となった⫼ᬒ

（１） どういったことが問題・ㄢ題となり㐃ᦠすることになったのか、その⤒⦋

䐟 ఱが問題・ㄢ題だったのか

㻝 つ目に、「ニーズのᢕᥱとⓎ信力のᙅさ」があった。ファミサポの業ົはᮍだ会員になられていない方がな

䛬利用されていないのかということをᢕᥱしたり、会員でない方にファミサポについて知ってもらうことが難し

いというㄢ題がある。広場とファミサポの㐃ᦠを῝める๓は、広場を利用する方でもファミサポを知らない≧

ἣや集ᅋの登録説明会を行ってもཧຍ⪅が増えないというㄢ題があった。 

㻞 つ目に、「提供会員の㧗㱋にకう人ᮦ不足」があった。 

㻟 つ目に、「広場の利用⪅からの┦ㄯにファミサポを⤂することが増えたこと」があった。利用⪅からの┦ㄯ

を受けファミサポにつな䛠なか、す䛠に登録される方がいる一方、子どもを預けることへのᢠ感、‽ഛ≀の

‽ഛ、登録会へのཧຍなど、登録に䝝ード䝹の㧗さを感じられる方もいることがぢえてきた。 

関係性を築いた広場のスタ䝑フがᐤりῧうためにも、広場とファミサポの㐃ᦠが必要となった。 

䐠 㐃ᦠまでの⤒⦋

ጤクඛの♫会⚟♴ἲ人は、ඣ❺㣴ㆤ施設やஙඣ㝔等の子どもの⚟♴に関わるἲ人である。㻞㻜㻜㻠 ᖺから

公❧ᗂ⛶ᅬの㊧地で♫会的㣴ㆤの子どもた䛱のショートス䝔イ事業をᯛ方市と㐃ᦠして実施していた䜋か、

広場の㐠Ⴀ、㻞㻠 時間の子⫱て電話┦ㄯの 㻟 つの事業を行っていた。そのようななか、ᯛ方市が直Ⴀで行っ

ていた「サ䝥リᮧ㔝」内の広場、ファミサポ事業もጤクᙧᘧに変更となり、同ἲ人が㐠Ⴀをᢸうことになった。

ጤクを受けたᙜึ、広場とファミサポは㐃ᦠしながら㐠Ⴀされている≧ἣではなく、ᖺ間⣙ 㻞 人が利用す

る広場の㐠Ⴀで手一ᮼの≧ἣでもあった。その後、ᑡしずつ方が㐃ᦠすることになった。 

♫会的㣴ㆤの子どもた䛱とも接するᶵ会が多いなか、「手をᕪしఙ䜉られる、いやすいファミサポにした

い」という希望が、広場とファミサポの㐃ᦠを㐍める根っこにある。 

㐃ᦠの具体的なዎᶵとして、「㻞㻜㻞㻝 ᖺ 㻝㻞 ᭶で実施した広場でのアンケート調ᰝにおいてᏙ㌷ዧ㜚してい

る子⫱て家庭が多いことが明確になったこと」「ファミサポのスタ䝑フにḞ員が出たことで広場のスタ䝑フがව

ົで業ົにᙜたる体ไがᵓ築されたこと」がある。現ᅾ 㻠 ྡのスタ䝑フが、ファミサポと広場をවົしている。 

２ 㐃ᦠの内容、ᙺ分ᢸ

（１） 㐃ᦠの内容について

（２） ファミリー・サポート・センター、㐃ᦠඛᶵ関、それ䛮れのᙺ

ᇶ㍈には、スタ䝑フのព㆑改㠉があった。広場とファミサポが㐃ᦠする௨๓には、お互いの㡿域には㋃み

込まないというព㆑があったが、ᮅ♩をしてその日の動きや業ົ内容を確ㄆし合うことや、ミー䝔䜱ン䜾には

お互いのスタ䝑フが一人ずつཧຍすることで報ඹ᭷にດめるなど、ᇶ本的なところからጞめた。具体的な

㐃ᦠの内容は、ḟの 㻠 つである。 

㻝 つ目に、「広場のⓎ信力の活用」がある。ファミサポの周知は䝩ーム䝨ージや公ᘧ 㻸㻵㻺㻱、ファミサポ通信

などを行っていたが、あまりຠ果を実感できていなかった。ファミサポの依頼会員は䜋䜌広場の利用⪅にもな

っているため、広場のフ䜵イスブ䝑䜽、インスタ、㻸㻵㻺㻱 を活用し、ファミサポのイベントも広場の 㻿㻺㻿 で周知し

ている。特にリア䜽ションがあるのがインスタである。どぬ的に子どもを預けるイメージをもってもらえるように

┿付きにしたり、用事のためだけでなく「リフ䝺䝑シュで利用してもいい」というメ䝑セージも込めながらⓎ信す

るなど、広場のⓎ信力を活用している。 

㻞 つ目に、「広場を利用した登録会」がある。登録会では保⫱ᐊを設け、広場スタ䝑フや提供会員が保⫱

を行うことにした。登録の㝿に㢦なじみの広場のスタ䝑フがいることで安心され、提供会員も広場スタ䝑フの保

⫱のᵝ子から学びその後のサポートに活かしてもらえるという利点もあった。 

㻟 つ目に、「出ᙇ登録会での保⫱」がある。地域に出向いた出ᙇ登録会を᭶ 㻞 ᅇ（㥐๓およびྛ地域の公

ඹ施設）行っており、出ᙇ登録会においても広場スタ䝑フと提供会員による保⫱を実施している。ファミサポ

の説明は事ົ的な話が多いため、広場のᵝ子を⤂すると⯆をもってもらえる。 

㻠 つ目に、「広場スタ䝑フのファミサポවົ」である。වົ௨๓は、ファミサポの登録のẁ㝵になるとᘬき⥅䛠

㸶．センター名：ᯛ᪉市ファミリー・サポート・センター（㜰ᗓᯛ᪉市） 

ጤク：♫会⚟♴ἲே㜰Ỉୖ㞄保㤋 
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≧ἣだったが、ᘬき⥆き広場のスタ䝑フがึᅇ登録を行うことで、具体的にどのような利用をされたいのかな

ど話ながら登録を行うことや、利用後のフ䜷ローも行き届くようになった。また、提供会員の⤂を受けたファ

ミサポのスタ䝑フには言いづらいことをවົスタ䝑フにはఏえることができるケースも多く、利用会員とファミサ

ポ、広場がつながるような声かけや関わりをවົスタ䝑フが行えるようになっている。 

３ うまく対ᛂできた事例、㐃ᦠຠ果

（１） 実㝿に対ᛂした㐃ᦠ事例で㐺ษな対ᛂができたと思う活動について

（２） 㐺ษな対ᛂを行うためにどのようなことが重要だったか。どのような体ไや対ᛂをすればうまくできると考えて

いるか

㻝 つ目に、㻞㻜㻞㻞 ᖺ 㻝㻜 ᭶に᪂しく行った「おヨし体㦂会」の実施がある。ᯛ方市では 㻞 ṓඣᮍ‶のお子さん

を対㇟に 㻡 時間分の↓ᩱ体㦂䜽ーポンがあるが、利用につながらない⌮⏤の 㻝 つに、他人の自宅に子どもを

預けることに対する不安がある。そこで、ᬑẁ利用する広場で広場スタ䝑フもいるなかでのおヨし体㦂会を実

施し、心⌮的䝝ード䝹を下䛢るヨみを行った。おヨし体㦂会も広場のⓎ信力を利用してインスタでお知らせを

ୖ䛢たところ多くの申込みがあった。ḟᅇの実施についても、お知らせึ日でᐃ員がᇙまるなど響が大きい。 

㻞 つ目に、「広場での預かりの増ຍ」がある。広場での預かりは௨๓から周知していたが、登録の㝿に⤂

するようにしていると、実㝿の広場での預かりのᵝ子を目にしながら、利用される方が増えるようになった。他の

方と一⥴に利用することで心⌮的な䝝ード䝹もపくなり、広場での預かりを体㦂したあと、提供会員の自宅で

の預かりにつながることもある。また、⤒㦂のὸい提供会員の活動の場にもなっている。 

４ 今後の目標や目指すところ、取り組みたいこと

㻝 つ目に、「Ẽ㍍に預ける体㦂を」ということがある。「おヨし体㦂会」や「広場での預かり」によりファミサポを

利用する心⌮的䝝ード䝹が下がっているが、さらに広䛢ていきたい。 

㻞 つ目に、「依頼会員から提供会員へ」ということがある。提供会員の不足に対ᛂしていくため、依頼会員が

提供会員としても活動してもらえるようにព㆑を変えてもらえるようなヨみを行いたい。これまで㣴ᡂㅮᗙはᮅ

からኤ方まで、ᖹ日に 㻟 日間実施というᙧであったが、日⛬や時間ᖏを工夫しながら、保⫱付きなど依頼会員

向けの㛤ദも᳨ウしている。 

ᡲઃにⅹↀ↺բ᫆ໜ∝ᛢ᫆

１ 㐃ᦠにあたっての問題点、ㄢ題

（１） ファミサポの事業と他ᶵ関との㐃ᦠを行うୖで、問題となったことやㄢ題、またその対ᛂ方ἲについて

個人報のඹ᭷の方はㄢ題に感じている。㐃ᦠは行いながらも、個人報のඹ᭷の方については細

心のὀពをᡶっている。他のひとりぶᨭ援ᶵ関や行ᨻᶵ関、保ᖌからの┦ㄯや問い合わせもあるが、その

ような㝿にもධ手できる報は㝈られている。ྍ⬟な㝈りᡴ䛱合わせを重ねることや、ファミサポに対する⌮ゎ

を῝めていただけるように話し合いを重ねて対ᛂしている。 

ཎᑥⅱ↺ӕኵについて

１ センターの特Ⰽを㋃まえて、特に㐃ᦠᶵ関の方について

㻝 つ目に、「広場スタ䝑フのファミサポවົ」について。広場スタ䝑フがファミサポを手ఏうᙧである。㐌 㻞 ᅇ

䜋ど、༗後に手ఏいをしている䜋か、㣴ᡂㅮᗙの時ᮇや集ᅋの登録会がある時ᮇは㏣ຍで手ఏっている。ま

た、報告書のධ力も手ఏうため、提供会員がおẕさんをᨭえられているᵝ子や、ᬑẁのᵝ子が分かり、広場の

ᨭ援にもᙺ❧つとともに、ᬑẁ目にすることができない提供会員の活動をㄆ㆑することもできる。ただし、個人

報のඹ᭷には細心のὀពをᡶっており、広場における報のඹ᭷は、本人にチྍの確ㄆをとった内容の

みファミサポとඹ᭷している。 

㻞 つ目に、「行ᨻᶵ関との㐃ᦠのあり方」について。家庭ඣ❺┦ㄯ所や保センターとの㐃ᦠは難しいが、

♫会的㣴ㆤに関わる♫会⚟♴ἲ人がጤクを受けているため、♫会⚟♴ἲ人を通じた家庭ඣ❺┦ㄯ所とのẖ

᭶の㐃⤡会などがあり信頼感のᇶ♏がある点が、ファミサポと広場の༢⊂実施ではない特ᚩとなっている。 

㻟 つ目に、「行ᨻᶵ関のファミサポに対する⌮ゎ」について。௨๓は、行ᨻᶵ関がファミサポで対ᛂがᅔ難

なケースもファミサポにつな䛢るということが行われていた。そこで、ファミサポへの⌮ゎを῝めてもらうため、家

庭ඣ❺┦ㄯ所の⫋員向け、保ᖌや助⏘ᖌの会㆟、公❧と⚾❧保⫱ᅬのᅬ㛗さんとのお話、㉥䛱ゃん訪問

員の◊ಟなどでファミサポのᙺを⤂することをヨみたところ、行ᨻᶵ関がファミサポを⌮ゎしてくれることで

イ䝺䜼ュ䝷ーな依頼がなくなった。また、ᯛ方市では利用補助を௨๓は❧᭰ᡶいで実施していたが、実㝿はあ

まり用されておらず、ཎᅉは手⥆きの↹㞧さであるということがあった。そのような実ែを、数Ꮠと⏬案を書

いて行ᨻᶵ関にもっていくことで⌮ゎをᚓることができ、䜽ーポンにつながった。 
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⇻⇇∅∐∞∝⇛∃∞⇮∝⇡∙⇥∞ʙಅのⅱ↹૾について

１ これからの地域の子⫱てᨭ援において、ファミリー・サポート・センター事業はどのようなᨭ援・㐃ᦠがồめられ、

どのようなᨭ援・㐃ᦠを行っていく必要があると思うか。事業のあり方についての考え。

ᯛ᪉ᕷではᗈሙとの㐃ᦠは㐍ࡵらࢀていると考えている。ᗈሙでの㡸かࡾయ㦂のሗ࿌をᢸ当ㄢに

ている。今後ファミサポとᗈࡗながࡘえないかというヰに⾜ࡶᯛ᪉ᕷෆののᗈሙで、ࢁとこࡓࡗ⾜

ሙの㐃ᦠを⾜ࡗていかࢀるࢱࣥࢭーは、ࡑのࡼうなᙧでᑟධさࢀるの୍ࡶࡔとᛮう。 

ᅔ㞴な家庭を支援ࡋていくࡵࡓには、ファミサポで㞴ࡋいࢣーࢫはࡋかるき㛵ಀᶵ㛵にࡘなࡂ、

支援の㍯をᆅᇦにᗈࡆらࡓࢀらとᛮう。 
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《ਃঢ়峒峘৴》 

ᡲઃのྵཞ∝јௐについて

１ 㐃ᦠが必要となった⫼ᬒ

どういったことが問題・ㄢ題となり㐃ᦠすることになったのか、その⤒⦋

（１） ఱが問題・ㄢ題だったのか

ファミサポの設❧ᙜึから、行ᨻᶵ関を中心とした関係ᶵ関や関係ᅋ体からのᨭ援が必要な家庭に対する

ファミサポ利用のᡴデがあり、会員登録を行っている。例えば、⏘後うつだったり、⢭⚄的な㒊分で子⫱てが

ᅔ難であるとか、保ㆤ⪅の方に㞀がいがあるとか、㏫にお子さんに㞀がいがあるとかの事例である。 

（２） 㐃ᦠまでの⤒⦋

子⫱て世௦ໟᣓᨭ援事業を実施している㒊⨫の保ᖌがᨭ援している子⫱て家庭の中で、その方た䛱にと

ってファミサポが一番㐺ᙜなサー䝡スとุ᩿した場合に、世ᖏから同ពをᚓて、保ᖌからセンターに㐃⤡

がධり報ඹ᭷、会員登録を行っている。 

２ 㐃ᦠの内容、ᙺ分ᢸ

（１） 㐃ᦠの内容について

保ᖌから⤂のあった保ㆤ⪅が動けないような≧ἣであったり、自宅から出られないような≧ἣの場合に

は、センターから保ㆤ⪅の自宅に訪問をさせていただくこともある。なお、会員登録はセンターに来ていただ

くということは๓提なので、センターで登録というᙧにはなるが、ど䛱らにしてもᢸᙜ保ᖌが同行していただ

いている。同ᵝにその他の関係ᶵ関がつないで、センターで会員登録するときには、その⤂ඛのᢸᙜ⪅

が一⥴にいて登録をするというᙧである。 

（２） ファミリー・サポート・センター、㐃ᦠඛᶵ関、それ䛮れのᙺ

保ᖌから⤂の子⫱て家庭はᇶ本的に䝝イリス䜽家庭であることが多いので、保ᖌも⥅⥆的にぢᏲりを

行いながら、必要にᛂじてファミサポを活用していくというᙧが多い。また、ファミサポの会員登録をしたとして

も利用に⧅がらないケースもあるので、㝶時、保ᖌとセンターが報ඹ᭷を行いながらᨭ援をしている。 

３ うまく対ᛂできた事例、㐃ᦠຠ果

（１） 実㝿に対ᛂした㐃ᦠ事例で㐺ษな対ᛂができたと思う活動について

市の保ᖌが所ᒓしている㒊⨫で行っている⏘後䝦䝹䝟ー（䜶ン䝊䝹ᛂ援㝲）があるのだが、こ䛱らの事業

が特例を㝖き 㻢 か᭶までしか利用できないので、その後のᨭ援としてファミサポ事業を⤂いただきᨭ援が

⥅⥆した事例がある。

（２） 㐺ษな対ᛂを行うためにどのようなことが重要だったか。どのような体ไや対ᛂをすればうまくできると考えて

いるか

日㡭からの報ඹ᭷は大事であるし、ఱよりファミサポ事業のことを関係ྛ所に知ってもらうことが重要である。

そのため、センター㛤設ᙜึから地域の子⫱てᨭ援センターへのᐃᮇ的な訪問やྛ✀会㆟にཧຍさせて

いただくなどの取り組みを⥅⥆してきた。 

４ 今後の目標や目指すところ、取り組みたいこと

センター設❧から 㻝㻤 ᖺ⤒㐣しているので、提供会員の㧗㱋と会員確保はすごくㄢ題ではある。⌮のᚠ

⎔としては依頼会員が両方会員になって提供会員になるというのがある。またセンターとしては、両方会員も

増やしていきたいと考えており、やはり利用⪅からᨭえる側になれるような方がᚠ⎔していければいいなとい

うのが⌮である。 

ᡲઃにⅹↀ↺բ᫆ໜ∝ᛢ᫆

１ 㐃ᦠにあたっての問題点、ㄢ題

（１） ファミサポの事業と他ᶵ関との㐃ᦠを行うୖで、問題となったことやㄢ題、またその対ᛂ方ἲについて

保ᖌからの⤂でセンターが関わることになった子⫱て家庭のす䜉てが会員登録、利用につながるわけ

ではない現≧がある。また、会員登録まで出来たとしても利用に⧅がらず、センターとしてはその家庭が現ᅾ

どのような≧ἣなのかが分からないままになっているケースもある。 

そのようなケースについてはᐃᮇ的に、保ᖌに⪺ける⠊ᅖで報提供を依頼している。 

㸷．センター名：ファミリー・サポート・センターࡃるࡵ（⚟ᒸ県ஂ␃⡿市） 

ጤク：132 ἲேࣝ・ࣂトー 
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（２） 今後のスムーズな㐃ᦠに向けての要望

䝝イリス䜽家庭のファミサポ利用については、日常的に報ඹ᭷を行っていきたいと考えているが、個人

報のほ点からどこまでセンターがᢕᥱす䜉きかなどは᳨ウのవ地があると考えている。 

ཎᑥⅱ↺ӕኵについて

１ センターの特Ⰽを㋃まえて、特に㐃ᦠᶵ関の方について

センター❧䛱ୖ䛢の㝿は、ファミサポ自体が知られていなかったので、関係⪅もどこのㄡか分からないこと

が多くあったので、ᣵᣜや事業説明の訪問時に᭱ึからᢸᙜの市ᙺ所の⫋員の方を一⥴に㐃れて行くとか、

市を通して㐃⤡を取ってもらうことを行っていた。そのようなᙧで自↛とファミサポの周知と関係⪅との㐃ᦠが出

来る下地が出来てきたのだと感じている。 

⇻⇇∅∐∞∝⇛∃∞⇮∝⇡∙⇥∞ʙಅのⅱ↹૾について

１ これからの地域の子⫱てᨭ援において、ファミリー・サポート・センター事業はどのようなᨭ援・㐃ᦠがồめられ、

どのようなᨭ援・㐃ᦠを行っていく必要があると思うか。事業のあり方についての考え。

ᕷと㐃ᦠに࠾いて、ಖᖌ⤒⏤でࢡࢫࣜࣁ家庭の支援の୍ࡘとࡋてファミサポが㛵ࢃることࡘい

ては、ࢨࣂࢻーࡶᥦ౪ဨの㈇ᢸにࡘいて㠀ᖖにẼをࡗている。ࡔࡓ、⌧ᐇにࢡࢫࣜࣁ家庭

にᑐࡋてできるサポーࢺは、今のとこࢁファミサポࡋかないというࡼうな⌧≧ࡶศかるので、ࡑこは

、てくる。⤖ᯝࢀこのᥦ౪ဨならࠖとᛮう᪉は㝈らࠕ。をう⤒⚄ࡶのときにとてࢢࣥࢳࢵ࣐ࡾはࡸ

≉ᐃの᪉に࠾㢪いをࡋてࡲࡋうことがከい。㐃ᦠをᙉࡋ、ᵝࠎな事ᴗに㛵ࢀࢃるဨを増ࡋࡸてい

きࡓい。 
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ϫ 会員（提供会員ࠊ౫㢗会員ࠊ୧᪉会員）

ی提供会員ی

提供会員ऴإ

・おྡ๓䠖 㻭 さん 

・会員登録ᖺ数（活動ᖺ数）䠖１１ᖺ 

・活動௳数䠖 ᖺ間 ⣙ 㻝㻥㻡 ௳（２䠌２１ᖺ度）  ᭶ ⣙１䠒௳ 

・なサポート内容䠖  

  㞀がいをᣢつ子の援助・ఇみの日の預かり・保⫱ᅬ送迎など 

  １人の依頼会員を１䠌ᖺ間⥅⥆してサポートしている。 

   （㞀がいをᣢつஙᗂඣのサポートから㛤ጞし、現ᅾ３人ᘵになりఇみの日の預かりなど） 

提供会員ѣ⇁ᡫↇて࣬ⅵↂ↗

１ 提供会員になった動ᶵ

（１） 提供会員になった動ᶵ・きっかけ

ᮎፉが習っていた䝢ア䝜のඛ⏕がファミサポを利用していて、ඛ⏕とፉさんと援助会員さんとのやり取りが

とても䜋の䜌のとしてやかで かいものを感じた。自分の子⫱てもひとẁⴠして、↓⌮なくఱか♫会ཧຍが

できるといいかなと思っていたところに、䝬䝬友からㄏわれ事業説明にཧຍ。体㦂Ⓨ⾲で援助会員や依頼会

員のお話をⰍ䚻うかがって、䛱䜗っとやってみようと思った。 

（２） ファミサポを知ったきっかけ、会員登録までの⤒⦋

ᮎፉの同じ学ᖺの䝬䝬友が、たまたま援助（提供）会員の活動をしたことがあるという話を⫈いて、ファミサ

ポの活動に⯆をᢪいたことがきっかけである。会員登録は、ファミサポの活動を知って 㻝 ᖺ後䛠らいである。

活動をጞめる๓は䝟ートの事をしていたが、ఇ日でも子どもと一⥴に家でできる活動があったらいいなと思

って会員登録をすることにした。 

２ ファミサポの活動について

（１） 具体的な活動内容、またその活動をどのように感じているか

自宅での預かりも、依頼会員のお宅での預かりもある、お預かりする子は 㻝 人からᘵ 㻟 人の時もある。

保⫱ᅬ・ᗂ⛶ᅬの送迎や習い事の送迎、㞀がいをᣢつ子のサポート。 

お子さんとおẕさんのお話をఛってからご要望に合わせるというかた䛱でサポートさせていただいている

が、自分の䝨ースでできるというのが、自分には合っていると思う。

（２） 実㝿に援助活動をする中での༳㇟にṧった活動

ጜጒのお子ᵝを自宅でお預かりしたとき、ፉも一⥴にスイー䝒సりや䝟ンసりをしたり、ᴦしく㐟䜆ことが

できⰋい思い出がいっ䜁いできたので、すごくよかったと言っている、その⤒㦂があるので小さい子との関わ

りがୖ手と〔められる事もあるようだ。

（３） 提供会員として、ファミサポの活動を通してᚓたこと

援助会員になっていなかったら、きっと関わることがなかったと思う、㞀がいのある子のサポートをすること

で、䝝ン䝕䜱䜻䝱䝑䝥をᣢっている子への対ᛂを知り一つの個性としてᤊえることができ、自↛に接することが

できた。今は 㼅㼛㼡㼀㼡㼎㼑 をぢてຮᙉするのがᴦしい。

（４） 今後、どのように活動していきたいか

安全面は䛱ゃんと考៖しながら、のんびりと䜖ったりとしたẼᣢ䛱でサポートを⥆けていきたい。子どもた

䛱からඖẼをもらえることが自分のモチベーションになっている。 

３ 特Ⰽある活動内容について

（活動することへの家᪘の⌮ゎについては、）᭱ึ、夫は他人ᵝの子どもを自宅でお預りして、もしఱ

かケ䜺でもしたらという不安があり、対だったが、一番᭱ึのサポートはᮍᑵ学のጜጒで日᭙日に㛗時間、

ᮅからኤ方までの預かりをすることが多く、夫も一⥴に㐣ごしサポートのᅇ数を重ねることで、大丈夫そうだな

と安心したようだった。ጜጒのサポートは中学⏕になった今も数ᅇだが⥆いている。 

１㸮．センター名：❧ᕝ市ファミリー・サポート・センター（ᮾி㒔❧ᕝ市） 

直営：❧ᕝ市Ꮚࡶᐙᗞ㒊 Ꮚࡶᐙᗞᨭセンター 
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⇻⇇∅⇛∃についてஓ↯ↂ↗

１ ファミサポ事業のあり方

（１） これからのファミサポ事業について提供会員の❧場からの考え

ファミリー・サポートという活動があることをまず自分も䜋䜌知らなかった。たまたま友人がいて知ったので、やは

りㄆ知度がపいというのがあると思う。現会員はㅰ♩㔠がୖがるからといってサポートに対するጼໃが変わること

はないと思うが、これから援助会員になる方た䛱には重要かもしれないと感じている。依頼会員さんの㈇ᢸを増や

すことなく、ㅰ♩㔠をୖ䛢ること、ᅜや行ᨻが助ᡂしてくれるとよいと思う。 

⇈⇯⇶⇊⇜∞↧のឋբ

１ アドバイザーからみるセンターと会員との関係性

（１） 自センターの会員の方䚻と、センターとしてどのような関係性を築いていらっしゃいますか。また、提供会員

の確保のために、会員に協力いただいていることがありますか。

䝬䝑チン䜾のときはアドバイザーも間にධって、安心してサポートできるようにいろいろな細かいこともお話を

ఛってというᙧでスタートをしている。また、提供会員の方が活動をしていく中で、ఱかあったときはす䛠に┦ㄯ

に来てねというᙧで、Ẽ㍍に声をかけていただけるような㞺ᅖẼづくりと関係をసっている。 

ی౫㢗会員ی

̔᫂会員ऴإ

・おྡ๓䠖 㻮 さん 

・会員登録ᖺ数䠖 䠔䜹᭶ （２䠌２１ᖺ３᭶ධ会 他┴から㌿ᒃしてきてす䛠に登録） 

・依頼௳数䠖 ᖺ間 ⣙４䠌௳（２䠌２１ᖺ３᭶䡚２䠌２２ᖺ䠕᭶）  ᭶ ⣙䠒௳ 

・な依頼内容䠖  

・ᘬ㉺しの∦付けの間サポート 

・ᑵ労間の預かり（ᅾ宅での事）など 

̔᫂会員ѣ⇁ᡫↇて࣬ⅵↂ↗

１ 依頼会員になった動ᶵ

（１） 依頼会員になった動ᶵ・きっかけ

❧ᕝ市にᘬっ㉺す๓に、夫の事の関係で他┴にᅾఫしており、夫の事も多ᛁで䜋䜌䝽ン䜸䝨⫱ඣだっ

たため、子どもの預かりで依頼した。それから䜋䜌ẖ日利用していた時ᮇがある。

（２） ファミサポを知ったきっかけ、会員登録までの⤒⦋

ファミサポについては、出⏕届を出した時に㡬いた子の中にファミサポの⤂䝨ージがあったこと、１䡚

㻞 か᭶ඣの保ᖌ訪問の㝿にファミサポの話を⪺いたことなどから知った。❧ᕝ市にᘬっ㉺すことになり、他

┴でのファミサポにとても助けられてので、❧ᕝ市でも依頼したいと思い会員登録をした。 

２ ファミサポの活動について

（１） 具体的な利用内容、またその援助に対してどのように感じているか

子どもの預かりをお願いしている。提供会員の方は、子どもの㐟びもよく知っていて、集中して子どもと一⥴

に㐟んでくれる。その援助会員さんにかかると、㌟のᅇりにあるす䜉てのものがᴦしいおも䛱ゃに変㌟するな

ど、ぶとしてもຮᙉになっている。

（２） 実㝿に依頼をして援助を受ける中で༳㇟的な活動について

預かりの場所は依頼会員の自宅がであるが、子どものᡂ㛗にకい、᭱㏆は子⫱てひろばに行ったりするこ

ともでてきた。家にはないおも䛱ゃがあったりするので、ᴦしく㐣ごしているᵝ子。 

（３） 依頼会員として、ファミサポの活動を通してᚓたこと

子⫱てをしていく中で、Ꮩ❧になりが䛱な≧ἣを提供会員にぶ㌟にフ䜷ローしていただいている。提供会員
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の方がぶᡉ（おጜさん）と感じるくらいⰋくしてもらっているし、子どもとの㐟びについてもⰍ䚻なⓎ・㐟び方

をぢることができるのはありがたい。 

（４） 今後は、ファミサポをどのように利用したいと思うか

ㅰ♩の㢠としてはᑡなす䛞るのではと思っている。もうᑡし多くᡶえたらよいかなと思う。その⌮⏤は、その方

がもうᑡしẼවねなくお願いできるため（㻣㻜㻜 だと安くてお願いするのが申し訳ないẼᣢ䛱があるため）。た

だ、地域の助け合いの活動、（᭷ൾ）䝪䝷ン䝔䜱アなので、お㔠が目的ではないというところもあるのかとも思う。 

⇻⇇∅⇛∃についてஓ↯ↂ↗

１ ファミサポ事業のありかた

（１） これからのファミリー・サポート・センター事業について依頼会員の❧場からの考えや要望

これだけお世話になっているので、いずれは提供会員となり、ᜠ㏉しをさせていただきたいと感じているが、も

うᑡし子どもが大きくなるまでは、事をフ䝹でしたいと思っている。時ᮇが来たら䛬ひᜠ㏉ししたい。

⇈⇯⇶⇊⇜∞↧のឋբ

１ アドバイザーからみるセンターと会員との関係性

（１） 自センターの会員の方䚻と、センターとしてどのような関係性を築いていらっしゃいますか。

また、提供会員の確保のために、会員に協力いただいていることがありますか。

ධ会のときも細かく説明をさせていただきながら䝬䝑チン䜾につないでいるのと、㢦合わせのときにもఱでもẼ

㍍にこ䛱らにもいろいろお話をしていただけるように、信頼関係を大ษにしている。アドバイザーと依頼⪅側が信

頼関係をᣢてるように、㢦合わせの時間を༑分に取って、安心して預けてもらえるᙧを取っているところである。 
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ی提供会員ی

提供会員ऴإ

・おྡ๓䠖 㻯 さん 

・会員登録ᖺ数（活動ᖺ数）䠖䠑ᖺ 

・活動௳数䠖 ᖺ間 ⣙３４䠑௳ ᭶２䠔௳ 

・なサポート内容䠖  

  現ᅾ関わっているのは䠑ྡ（２䠌２２ᖺ１２᭶時点） 

  㢖度は㐌１、᭶１、㐌 㻟、ᖹ日ẖᮅなどᵝ䚻 

  ᖺ㱋は１ṓ、１ṓ༙、䠒ṓ、㻢 ṓ子、１䠌ṓ 

  習い事の送迎、ᖹ日ẖᮅやኪの依頼会員宅でのサポート、提供会員宅での預かりなど。 

Ⓨ達特性のあるお子さんや⢭⚄的にしんどいおẕさんのサポートも行っている。 

提供会員ѣ⇁ᡫↇて࣬ⅵↂ↗

１ 提供会員になった動ᶵ

（１） 提供会員になった動ᶵ・きっかけ

友人に提供会員と依頼会員がおり、ファミサポのᏑᅾは知っていた。依頼会員の友人が、「（提供会員のẶ

ྡ）さんが提供会員になってくれたらいいな」と㍍くⓎ言されたことがきっかけでㅮ習会を調䜉、受ㅮすることに

なった。ㅮ習会の内容は㨩力的でᴦしく、実㝿に提供会員として活動されているかたのお話をఛい活動もᴦ

しそうだと感じたが、事ᨾの対ᛂなど不安なẼᣢ䛱もあった。ㅮ習会ಟ後、事ົᒁから登録していただける

かと声掛けがあり、送迎䛠らいならと会員登録を行った。⩣日、電話でᮍᑵ学ඣ（ዪඣ）の送迎に関するサポー

トの依頼があり活動を行うことになった。ஂし䜆りに小さな子どもと接する᪂㩭なᶵ会となり、子どもがいてく

れたこともᎰしく、このようなことでᙺに❧つことができるのならと思い⥅⥆的に活動することになった。 

（２） 提供会員増ຍのために必要なこと

活動内容を一⯡の人に届くように周知することが必要であると感じる。子⫱てを⤊えた提供会員のター䝀䝑

トᒙにファミサポの報は届きづらく、広報にグ載されているだけでは✵いた時間を利用して活動できるという

ことも分かりづらいかもしれない。提供会員が不足している≧ἣは、今ᅇの䝠アリン䜾を通じてึめて知ったた

め、ཱྀコミで会員から広䛢ていくດ力も必要だとㄆ㆑した。また、これ䜋ど足りていないという具体的なニーズ

がもうᑡしఏわるᙧになる必要があると感じる。 

２ ファミサポの活動について

（１）具体的な活動内容、またその活動をどのように感じているか

送迎に関するサポートからጞめた。依頼会員との関わりもそれ䜋ど多くなく、送迎が⤊われば活動が⤊わる

ᙧだったが、⥆けるなかで預かりもᑡしずつ増えていった。現ᅾは依頼会員のご自宅で依頼会員（ẕぶ）と一

⥴に、Ⓨ達特性のある子のお子さんを、ᖹ日ẖᮅ㉳ᗋからᗂ⛶ᅬに送り出すまでのサポートや、ኪのᛁし

い時間ᖏに依頼会員（ẕぶ）が家事をしている間、お子さんをみるという活動が多くなっている。 

現ᅾ 㻡 ྡの依頼会員のサポートを行っているが、㐌 㻝、᭶１、㐌 㻟、ᖹ日ẖᮅなどサポートの㢖度は␗なる。 

（２）実㝿に援助活動をする中での༳㇟にṧった活動

ዷፎ中にୖのお子さんのサポートを行っていた㝿、出⏘後助⏘㝔へお子さんを㐃れておఛいしたところ、

⏘まれたての᪂⏕ඣをᢪかせてもらい家᪘のように一⥴に႐び合えたという体㦂は㈗重で、とてもᎰしかった。

また、バ䝺䜶のⓎ⾲会にᣍᚅされたり、思いがけない䜅れあいは༳㇟にṧっている。自分自㌟はしんどい子

⫱てをしてしまったという┬が、提供会員の活動につながっているため、依頼会員に႐んでもらえるᴦしさも

あり、✚されていく༳㇟的な出来事はᐆ≀になっている。 

（３）提供会員として、ファミサポの活動を通してᚓたこと

言うことを⪺いてくれないお子さんに対して〔めるように心がけたところ、関係が築けて⣲直に対ᛂしてくれる

ようになったという⤒㦂がある。活動を通じてᴦしさだけではなく学びがあり、ຮᙉになっている。

（４）今後、どのように活動していきたいか

手㐟びなど、子どもとの㐟び方を増やしたり、ス䜻䝹ア䝑䝥をして⥅⥆的に活動を行っていきたい。 

１１．センター名：ࡓまࡘファミリー・サポート・センター（㤶ᕝ県㧗ᯇ市） 

ጤク：132 ἲேࡓまࡘ⏨ዪඹྠཧ⏬ࢵࢿト 

《ファミサポ会員》
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３ 特Ⰽある活動内容について

送迎サポートから預かりサポートへの⛣行について 

事ົᒁからの依頼によってᚎ䚻に⛣行した。送迎サポートに័れてきた㡭に 㻝 日だけの預かりサポートの依頼

があり、ᚎ䚻に依頼のᖜが広がりス䝔䝑䝥ア䝑䝥した≧ἣである。 

⇻⇇∅⇛∃についてஓ↯ↂ↗

１ ファミサポ事業のあり方

（１）これからのファミサポ事業について提供会員の❧場からの考え

༢なる送迎や預かりだけでなく、子どものᡂ㛗の手助けを行えるようにしたいといういがあるため、登録時

のㅮ習会は大ษであると思う。心ᵓえが必要な活動であるため、㉁のⰋい提供会員が増えて䜋しい。 

提供会員の活動は一人で行うためᏙ❧感もある。事ົᒁとの関係性も大ษだが、ささいなことをពぢし

合える提供会員同士のᶓのつながりも大ษだと感じる。あらたまったពぢの場というよりも、ఱか一⥴にస

業を行いながら㞧ㄯや自↛な会話ができる場が増えていくこともⰋいのではないか。 

⇈⇯⇶⇊⇜∞↧のឋբ

１ アドバイザーからみるセンターと会員との関係性
（１）自センターの会員の方䚻と、センターとしてどのような関係性を築いているか。また、提供会員の確保のため
に、会員に協力いただいていることがあるか。

䕔提供会員との関係ᵓ築 
・提供会員とのコミュニケーションを大ษにしており、報告書の提出時に活動の話をヲしくఛったり、世間話をし

ながら提供会員の人を知り䝬䝑チン䜾に活かしている。 
・䝬䝑チン䜾に関しては⤂㈐௵の重要性を自ぬしたコー䝕䜱䝛ートを、アドバイザーのඹ通ㄆ㆑としている。 
・活動≧ἣをアドバイザー全員でᢕᥱ・ඹ᭷することで、アドバイザー全員がバ䝑䜽ア䝑䝥している安心感をᣢっ

ていただけるように心がけている。 
・難しいサポートの場合、ึᅇにアドバイザーが同行する場合もある。 
・ึᅇの活動後には、提供会員と依頼会員の両方に電話をධれ、サポート内容にズ䝺が⏕じていないか確ㄆす

る。そこでఱらかの問題が⏕じている場合には調整を行う。調整等は中❧的な❧場で行うことを心がけている。
また、提供会員に↓⌮が⏕じていないか丁寧に確ㄆしている。 

ی౫㢗会員ی

̔᫂会員ऴإ

・会員登録ᖺ数䠖 䠒ᖺ 

・依頼௳数䠖 ᖺ間 ⣙䠔䠒௳  ᭶ ⣙䠓௳ 

・な依頼内容䠖  

  お子さんのᖺ㱋䠖 䠒ṓ 㻥 䜹᭶ 

学❺から自宅までの送迎、ᖐ宅後やẕぶ出ᙇ時の預かりと送迎など日常的に依頼。 

̔᫂会員ѣ⇁ᡫↇて࣬ⅵↂ↗

１ 依頼会員になった動ᶵ

（１） 依頼会員になった動ᶵ・きっかけ

（２） ファミサポを知ったきっかけ、会員登録までの⤒⦋

大学ᩍ員としてのົඛが㧗ᯇ市内にあるが、実家はᕞであり、夫は他┴で家業を⥅いでいて㐲㊥㞳፧

である。子どもが 㻝 ṓの時点で⫋場ᖐすることになった。家᪘によるᜏ常的なサポートがᮇᚅできないなか、

ベ䝡ーシ䝑ターやඣ保⫱等のไ度を調䜉る㝿にファミサポを知り、⸕にもすがる思いで登録を行った。会員

登録の時点ではき䛱んと利用ྍ⬟であるのか、どのような提供会員を⤂されるのかᮍ知数であったが、頼ら

䛦るをᚓないという≧ἣから登録を行った。 

２ ファミサポの活動について

（１） 具体的な利用内容、またその援助に対してどのように感じているか

提供会員 㻞 ྡと䝬䝑チン䜾を行っているが、う䛱 㻝 ྡの提供会員に 㻢 ᖺ間⥅⥆的に活動いただいている。

会㆟のᛴ㑉ᘏ㛗や✺Ⓨ的な会㆟の㝿の学❺保⫱への迎え、出ᙇ時の預かりなど、✺Ⓨ的な依頼も多く日常
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的に利用している。᭙日や時間など、ᅛᐃした利用ではない。コロナ⚝において学⣭閉鎖等で保⫱所や小学

校に登校できない㝿にも活動いただき、提供会員のᨭ援なしには⫋業⏕活がᡂ❧しない≧ἣである。

（２） 実㝿に依頼をして援助を受ける中で༳㇟的な活動について

子どもにとって提供会員は♽ẕの௦わりのようなᏑᅾになっており、子どもは「䚽䚽さんは家᪘だよね」との

Ⓨ言をする。また、提供会員と会えることをᴦしみにしている。提供会員の๓⫋がᑡᖺ補ᑟ員をされていたこ

ともあり、ྏっていただきながらもしっかりឡ╔をᙧᡂしていただいており子どもの人᱁ᙧᡂに影響をえて

いると感じる。

（３） 依頼会員として、ファミサポの活動を通してᚓたこと

依頼会員にとっても、子どもの⫱䛱を一⥴にぢᏲっていただけているという安心感がある。子どもの特性に

関する話をඹ᭷したり、事ୖのẼになることについてアドバイスをいただいたり、䝽ン䜸䝨⫱ඣの⎔ቃの中

で⢭⚄的なᨭえになっている。

（４） 今後は、ファミサポをどのように利用したいと思うか

事との両❧という面では、ᐟἩをకう援助が利用しやすくなればⰋいと感じる。ᐟἩをకう出ᙇ業ົに

関して、保⫱所の㝿にはẚ㍑的ఇませやすかったが、小学校にධるとఇませづらくᖏ同による出ᙇ業ົの

ᅔ難さを感じている。 

̾Кឋբ

䕔ベ䝡ーシ䝑ターとファミサポの㐪いについて 

現≧として、ファミサポで対ᛂいただけているためベ䝡ーシ䝑ターは䜋とんど利用していない。ベ䝡ーシ䝑ター

はファミサポとは␗なり確実に対ᛂしてもらえるという確⣙があるが、ㄡが来られるか分からないベ䝡ーシ䝑ターよ

りも、子どもが安心して㐣ごすことのできる提供会員の䜋うがⰋいという≧ἣになっている。 

䕔事๓ᡴ䛱合わせについて 

ᮍᑵ学ඣである 㻝 ṓの子どもについての依頼であったため、不安感もあり⥭ᙇ≧ែであった。預かり中の子

どものᵝ子が分からず、ᵝ子を⪺くこともっているという༳㇟をえるのではないかとẼがかりであった。自分

自㌟は利用せ䛦るをᚓないという≧ἣのなかで、提供会員との信頼ᵓ築をᅗることができたが、提供会員の人

が分かり安心感がⱆ⏕える๓に、利用を᥍える人もいるのではないかと思う。 

䕔提供会員との関係ᵓ築について 

ᇶ本的に感ㅰのẼᣢ䛱をᛀれず、できるだけ言ㄒしておఏえすることは心がけている。あくまでも提供会員

の⏕活のなかでのవⓑの時間でᨭ援いただいているため、ᙜたり๓というẼᣢ䛱にはならないようにẼを付けて

いる。また、あくまでもྍ⬟な⠊ᅖでᨭ援いただくことをព㆑している。 

⇻⇇∅⇛∃についてஓ↯ↂ↗

１ ファミサポ事業のありかた

（１） これからのファミリー・サポート・センター事業について依頼会員の❧場からの考えや要望

利用申ㄳや活動報告がメー䝹や紙፹体でのやり取りとなっていること、報㓘の⢭⟬について、᭶ᮎに対

面でのやり取りとなっていることについて、依頼会員の利౽性という面からはアナロ䜾性を⦆して 㻰㼄 を行

っていただければと思う。 

⇈⇯⇶⇊⇜∞↧のឋբ

１ アドバイザーからみるセンターと会員との関係性
（１）自センターの会員の方䚻と、センターとしてどのような関係性を築いているか。また、提供会員の確保のた

めに、会員に協力いただいていることがあるか。

 ౫㢗ဨとの㛵ಀᵓ⠏ڦ

・ファミサポが安心して┦ㄯできる場所であることをఱよりも大ษにしている。事ົ所内の㞺ᅖẼやスタ䝑フ同士

のやり取り、人間関係のあり方などに心配りをしている。 

᭱ึの面ㄯでは、⫯ᐃ的にඹ感的にしっかりお話を⪺くഴ⫈を大ษにしている。出ᙇ登録時には」数ྡを対

㇟に説明等を行うため、ファミサポの㊃᪨やアドバイザーのいがఏわりづらいと感じることもある。そのため、事

ົ所での登録時には 㻝 時間ᙅの時間をかけてファミサポの㊃᪨やᨭ援内容などについて説明しながら、お子さ

んのᵝ子もヲしく⪺かせていただいている。 
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 ی提供会員ی

提供会員ऴإ

・おྡ๓䠖 㻱 さん 

・会員登録ᖺ数（活動ᖺ数）䠖䠔ᖺ 

・活動௳数䠖ᖺ間 㻝㻞㻤 ௳  

・なサポート内容䠖  

  ・預かりのみ、送迎のみ、送迎㻗預かりなどᵝ䚻なケースのサポートをされている。 

  ・ᘵのサポートも多くされている。 

  ・㞀がいのある方や、⢭⚄的にしんどい方のサポートもされている。 

提供会員ѣ⇁ᡫↇて࣬ⅵↂ↗

１ 提供会員になった動ᶵ

（１） 提供会員になった動ᶵ・きっかけ

⚾の㛗ዪが依頼会員として登録していて利用もしていた。その中で⚾自㌟が✵き時間があったので、「も

しⰋかったら、おẕさん子どもがዲきだし登録だけしてみたら䠛」という㛗ዪからの声かけがきっかけである。 

（２） 提供会員を増やすために重要なこと

ファミサポ事業自体がまだまだ地域に知られていないと感じる。依頼される方は、お子さんを⫱てていてᅔ

ったことがあったりして、子⫱てᨭ援の子を㡬いたり、ཱྀコミがあったりしてファミサポ事業を知るᶵ会がある

が、㏫に提供会員の方は、⚾は結ᵓᖺ㱋がୖの方だが、そういうᖺ㱋ᒙの方がこのセンターを知るきっかけ

がない。 

広報には、よく出ᙇ依頼会員登録会みたいなものを㛤ദしていると載っているが、そういうものはፉが登録

する๓からずっとあったと思うが、⚾自㌟も実は広報をぢていてもそこは全↛⣲通りで行く感じで、「これ、ఱ

やろ䠛」と⯆をᣢつこともなかった。 

２ ファミサポの活動について

（１）具体的な活動内容、またその活動をどのように感じているか

（２）実㝿に援助活動をする中での༳㇟にṧった活動

保⫱ᅬの送迎が活動としては多い。その中で、保⫱ᅬによって送り迎えの㝿の䝹ー䝹が㐪ったり、ᅬの

ඛ⏕のファミサポ事業への⌮ゎ度もそれ䛮れであるので、᭱ึはᡞᝨうこともある。しかし、ᅬのඛ⏕がファミ

サポ事業自体を知らないということはないので問題はない。ᅬのඛ⏕とも✚ᴟ的にコミュニケーションをとるこ

とで㢦をぬえてくれている。 

（３） 提供会員として、ファミサポの活動を通してᚓたこと

（４） 今後、どのように活動していきたいか

時௦のὶれがあって子⫱てがすごく変わってきているので、今の子⫱てを知ることができることはとてもⰋ

いことだと感じている。自分が子どもを⫱てたときと、ፉの時௦も㐪うし、Ꮮの時௦も㐪う。そして今、また㐪うと

いう子⫱ての内容。今の子は「㞳ங㣗はこれ䛠らいからጞめるんや」とか、おも䛱ゃも「今の子はこんなんで㐟

䜆んや」とか、そういう時௦のὶれみたいなものはすごく感じる。それがまたຮᙉになって、㞳ங㣗などもどん

どん౽利なものが出てきて、ྂい話を䝬䝬さんた䛱に「⚾が子⫱てしてたときは、こんなんやってんよ」とか言

ったりする。 

３ 特Ⰽある活動内容について

提供会員として活動する㝿のコミュニケーションの重要性 

 お子さんをお預かりするときも、ึめはおẕさんが出て行かれたときにお子さんがἽいていたら、おẕさんは

⤯対心配なので、ごᶵ᎘になって㐟んでいるとす䛠メー䝹をධれたり、お迎えの時間が㏆づいているときにお

ᐷしていたら、まだ、おᐷしているがどうするかと、細かく㐃⤡してコミュニケーションを取っている。また、

保⫱ᅬの送迎の㝿も、おẕさんに対して、「こういう時はどうしたらⰋいですか䠛」と細かく確ㄆしたり、送迎時

の≧ἣを丁寧におఏえするように心掛けている。例えば、ᅬの掲示ᯈに書かれている内容をメしたり、お子

１㸰．センター名：ᯛ᪉市ファミリーサポートセンター（㜰ᗓᯛ᪉市） 

ጤク：♫会⚟♴ἲே㜰Ỉୖ㞄保㤋 

《ファミサポ会員》
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さんの╔᭰えやお䜐つの数を確ㄆしたりしておఏえしている。そうすることで、おẕさんも安心して利用するこ

とが出来ていると感じている。 

⇻⇇∅⇛∃についてஓ↯ↂ↗

１ ファミサポ事業のあり方

（１）これからのファミサポ事業について提供会員の❧場からの考え

自分もそうだったが子⫱てというのは、㻝 人でできないと思う。それこそ㏆くにぶがいたり、ㄡか助けてくれる方が

いれば頼めるけれども、それができなくて 㻝 人でやっていて、すごくᅔっている方がいるのであれば、ᑡしでも手

助けできるのだったらという、ึめそんないい᱁ዲのẼᣢ䛱だった。 

でも、実はやってみたら、小さな子に接するというのがすごくᴦしいのである。子どもさんはᡂ㛗がすごい᪩い

ので、もう本ᙜにびっくりする䛠らい「わあ、こんなことできるようになった」とか、「あ、おしゃ䜉りできるようになった」

とか。もう㛗くお付き合いすればする䜋ど、そういうのがすごく分かってくるので、サポートをお願いしていいかとい

うメー䝹が来たら、すごくうれしく感じている。 

⇈⇯⇶⇊⇜∞↧のឋբ

１ アドバイザーからみるセンターと会員との関係性

（１） 自センターの会員の方䚻と、センターとしてどのような関係性を築いていますか。また、提供会員の確保のた

めに、会員に協力いただいていることがありますか。

提供会員とは報告書を受け取ったらメー䝹にてお♩をఏえたり、しばらくサポート活動がない方へは登録会

に保⫱サポーターとしてཧຍしてもらうなど、モチベーションを⥔ᣢしてもらえるようẼをつけている。保⫱中のᵝ

子をఛうことで、その方のス䜻䝹もᢕᥱすることができる。またサポート活動でのᅔりごとの┦ㄯがあった㝿はスタ䝑

フで᳨ウしたり、必要にᛂじてᙺ所のᢸᙜㄢへも┦ㄯするなどして、サポート活動をᨭえている。また確保のため

にはお知り合いの方にファミサポの活動を⤂してもらって㣴ᡂㅮᗙを案内してもらっている。 

䕺依頼会員䕺 

̔᫂会員ऴإ

・おྡ๓䠖 㻲 さん 

・会員登録ᖺ数䠖 ２ᖺ 

・依頼௳数䠖 ２䠌௳（㻞㻜㻞㻞 ᖺ度） 䠕䠌௳（２䠌２１ᖺ度） 

・お子さんのᖺ㱋䠖䠑ṓ、３ṓ、１１䜹᭶ 

・依頼内容䠖 

  ・⏘๓⏘後のୖの子どもさんた䛱の保⫱ᅬの送迎や、下の子どもさんの預かり。 

̔᫂会員ѣ⇁ᡫↇて࣬ⅵↂ↗

１ 依頼会員になった動ᶵ

（１） 依頼会員になった動ᶵ・きっかけ

㻞 番目の子どもが⏕れた時に㐟䜆場所をồめてᯛ方市内の広場に㐟びに行っていた。そこでファミサポ

の登録会があり、広場の方から案内していただいた。

（２） ファミサポを知ったきっかけ、会員登録までの⤒⦋

ዷፎ・出⏘の㝿に市からファミサポ事業の案内を受けていて事業自体は知っていたがす䛠に会員登録ま

でには⮳らなかった。その後、ファミリー・ポートでの登録会があることをᩍえてもらい、「登録だけでもしてみ

ようかな」という感じで会員登録をした。 

２ ファミサポの活動について

（１） 具体的な利用内容、またその援助に対してどのように感じているか

会員登録から実㝿に利用したのは 㻞 ᖺ後くらいであった。㻟 番目の子どもが⏕れるタイミン䜾でⰍ䚻と手が

ᅇらなくなり、ୖの子の保⫱ᅬの送迎と預かりをお願いした。利用させていただく๓は、利用するのにいろい

ろỴまり事やไ㝈があるイメージがあったが、実㝿お願いすると結ᵓ⼥通も利いて、利用していてそんなに

ไ㝈があるとは感じていない。
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（２） 実㝿に依頼をして援助を受ける中で༳㇟的な活動について

子ども２人は人ぢ知りもそんなになく、結ᵓᛴにお願いして、⚾もධ㝔していなくなった≧ែだったが、今で

も「䕿䕿さん、䕿䕿さん」と言って、お迎えをお願いすると႐んで、すごくいている。

（３） 依頼会員として、ファミサポの活動を通してᚓたこと

本ᙜにすごく⼥通も利かせてもらい、ᬑẁ子⫱ての┦ㄯにもいろいろっていただいているので、サポー

ターさんというより、㏆くにいるぶᡉのような感じで心のᨭえになっている㒊分が多い。も䛱ろん、お預かりな

どのサポートも助かっているが、すごく心のᨭえになっている。

（４） 今後は、ファミサポをどのように利用したいと思うか

子どもた䛱が㠀常に提供会員にいているので、ᘬき⥆きサポートをお願いしたいと考えている。 

̾Кឋբ

よく預かっていただいている一番下の子は、実家の両ぶだとすごく人ぢ知りするのが、提供会員さんのことをお

ばあ䛱ゃんだと思っているのではないかという䛠らい、よくいている。ཤᖺ、この子が⏕まれる๓は⚾がୖの子ど

もた䛱に会えない≧ἣだったので、㻸㻵㻺㻱 をってよく子どもの≧ἣをᩍえてくださった。「保⫱ᅬでこんなのసっ

ていたよ」とか、保⫱ᅬの㐃⤡事㡯についても人がお迎えに行くより全↛よくᩍえてくださるし、子どものᵝ子も

まめにᩍえてくださったので、それだけが結ᵓ報※で、すごく安心することができた。 

また、コロナのఇᅬとかでずっと子どもた䛱が家にいる≧ែで結ᵓしんどかったが、㻸㻵㻺㻱 で「大変でし䜗う」とよく

Ẽ㐵ってくださったりして、ఱかあったら頼ろうと思えたので、いつも大変助かっている。 

⇻⇇∅⇛∃についてஓ↯ↂ↗

１ ファミサポ事業のありかた

（１） これからのファミリー・サポート・センター事業について依頼会員の❧場からの考えや要望

ึᅇ利用の䝝ード䝹については、確かに頼ら䛦るをᚓなくなったところまでは、例えば⚾が体調をᔂしてしん

どいというときでも、利用しようと思ったことがそれまではなかった。多分、᭱ึの一Ṍは䛱䜗っと面ಽくさいという

のもあったりで、時間がかかってしまったというのがあると思う。それまではఱとかなってきたので、確かにそういう

ពでは利用の䝝ード䝹はあったかもしれない。 

⇈⇯⇶⇊⇜∞↧のឋբ

㸯ࢨࣂࢻーからࡳるࢱࣥࢭーとဨとの㛵ಀᛶ

㸦㸯㸧⮬ࢱࣥࢭーのဨの᪉ࠎと、ࢱࣥࢭーとࡋてどのࡼうな㛵ಀᛶを⠏いていࡍࡲか。

。かࡍࡲࡾいていることがあࡔࡓに、ဨに༠ຊいࡵࡓᥦ౪ဨの☜ಖの、ࡓࡲ

ධᡭ⥆きの㝿にニーズをきࢇࡕとᢕᥱ࣭ᩚ⌮ࡍることにࡗࡼて、ࡑの᪉、あるいはࡑの家庭にྜࡗ

ከいࡶࢇẕさ࠾るࡌが㧗いとឤࣝࢻーࣁるࡅಶேᏯへ㡸ࡓࡲ。ているࡅうᚰがࡼるࡍをᥦࢺサポーࡓ

のでᗈሙを⏝ࡓࡋయ㦂を㛤ദࡋてẼ㍍にサポーࢺが⏝できるࡼうᕤኵࡋている。 

ᥦ౪ဨ☜ಖのࡵࡓには౫㢗ဨからᥦ౪࣭୧᪉ဨへࢩフࡋࢪ࢙ࣥࢳࢺてࡶらえるࡼうᏊ⫱て୰で

�᪥、ࡋを‽ഛ࣒ࣛࢢࣟࣉいㅮᗙを㛤ദ。㣴ᡂㅮᗙとは␗なるࡍࡸࡋㅮཷࡶ てಟࡅᖺか༙ࡘࡎ࣐ࢥ�

できるࡼうᕤኵࡋている。 

 ی୧᪉ဨی

ɲ૾会員ऴإ

・おྡ๓䠖 㻳 さん 

・会員登録ᖺ数䠖 ３ᖺ 

  ධ会された２䠌１䠕ᖺ度の๓ᮇ（䠒᭶䡚䠓᭶）㣴ᡂㅮᗙを受ㅮ後、両方会員に登録 

・依頼会員としてサポートを受けている௳数䠖２௳ 

・提供会員としてサポートをしている௳数䠖 １䠑௳ 預かり等のサポート 

・お子さんのᖺ㱋䠖 １１ṓ、䠓ṓ、䠑ṓ

― 169 ―



ɲ૾会員ѣ⇁ᡫↇて࣬ⅵↂ↗

１ 両方会員になった動ᶵ

（１） 両方会員になった動ᶵ・きっかけ

家᪘の㌿をᮇに、子⫱ての大変さを㌟にᰁみて感じたことがきっかけである。

（２） ファミサポを知ったきっかけ、会員登録までの⤒⦋

学⏕時௦に子⫱てᨭ援に関するຮᙉをしていたことがあり、提供会員になったのがጞまりである。その後

に自㌟の出⏘をᮇに依頼会員になった。自分自㌟も家᪘の㌿で周りに子⫱てを助けてくれる㌟内がいな

く、「こんなに⚾がしんどいのだから、他のみんなもしんどいんや」と考えて両方会員に登録した。 

（３） 提供会員を増やすために重要なこと 

提供会員を増やしていくためには、ึめから両方会員として登録してもらうというのもⰋいと思う。ㅮ習会の

内容は提供会員だけではなく依頼会員となるおẕさん達にとっても㠀常に᭷┈な報であると感じている。 

２ ファミサポの活動について䠘提供会員として䠚

（１） 具体的な活動内容、またその活動をどのように感じているか

自宅での預かりの㝿は、自分の子どものᛂが一番すごいと感じている。ᇶ本的には子どもた䛱がいない

ᖹ日に預かるようにしているが、自分の子どもが、預かっているお子さんに会いたくてどうにか᪩くᖐって来よ

うとしたり、もうண⣙がなくなってがっかりする䛠らい本ᙜに「いいな、いいな」という感じで一⥴にཧຍしてくれ

ている。 

（２） 実㝿に援助活動をする中での༳㇟にṧった活動

預ける側のおẕさんのẼᣢ䛱もすごく分かるので、㻸㻵㻺㻱 とか子どものᵝ子をメしたり動⏬をったりして、

「送ったら、す䛠に⚾のᦠᖏからはᾘすからね」と言って送っている。そうするとḟに預けてくださったときに、

やっ䜁り必ずἽくけれど「どうせ今だけやろ」と言いながらおẕさんも預けてくれるから、⥆けるようにしている。 

３ ファミサポの活動について䠘依頼会員として䠚

（１） 具体的な依頼内容、またその援助に対してどのように感じているか

やはり預ける方はものすごく䝝ード䝹が㧗かった。人に自分の子どもを預けるというのは、ఱか㥏目なよう

な感じということと、㈋ஈ性なのか「それにお㔠をᡶうのか」ということで、᭱ึの䝝ード䝹は㧗かったと思う。 

（２） 実㝿に依頼をして援助を受ける中で༳㇟的な活動

子どもの小学校のᤵ業ཧほがあり、下の子を小学校に㐃れて行くには䛱䜗っと䜖っくりできないので、その

ᤵ業ཧほ中に預かってもらった。なお、預かってもらうおうと思ったのは、やはり↓ᩱ䜽ーポンがあったからで

ある。なかったら一⥴に㐃れて行きᤵ業ཧほを受けたのでっていなかったかもしれないが、↓ᩱ䜽ーポン

をってみよう感じで依頼をした。 

４ ファミサポの活動について䠘両方会員として䠚

（１） 両方会員として、提供・依頼 両方の❧場を⤒㦂した中で、活動を通してᚓたこと

両方会員の活動を通して、改めて子⫱ての大変さを実感することが出来たと感じている。また、その大変

な子⫱ての中で、声に出して助けをồめられない保ㆤ⪅の方もいらっしゃることを知ることができた。 

（２） 今後、両方会員としてどのように活動していきたいか

もっと両方会員がスタンダードなᙧになればⰋいと感じる。依頼会員は自分自㌟がᅔっているから会員登

録するわけであるが、出来る⠊ᅖで提供会員も⤒㦂することでᚓられることは㠀常に多いと感じている。 

̾Кឋբ

１ 特Ⰽある活動内容について

䕔ึᅇ利用時の↓ᩱ䜽ーポンの᭷用性について 

ึᅇ利用時の↓ᩱ䜽ーポンは、依頼会員にとってありがたいと思う。ᑓ業፬でお㔠をఱも✌いでいないの

で、子⫱てすることが事䛠らいの感じが自分の中ではあって、そのためにお㔠をってఱかするというのが

やっ䜁りᢠがあった。それで自分がしんどくなった⤒㦂もある。 

⇻⇇∅⇛∃についてஓ↯ↂ↗

１ ファミサポ事業のあり方

（１） これからのファミサポ事業について両方会員の❧場からの考え

やはりᶓのつながりで地域ごとのᨭ援というか、✺きワめていえば┦互ᢇ助のような、みんな知り合いという地

域が⌮だと感じている。依頼会員も提供会員もみんな知り合いで、本ᙜに䝝ード䝹のపいᨭ援ができたらいい

なというពでは、自分の子どももえた本ᙜに⼥通の利くᨭ援体ไが整ってくれたらなと感じている。 
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第５章 今後の事業での取組に向けて

Ⅰ アンケート調査・ヒアリング調査を踏まえた考察

 本研究では、ファミリー・サポート・センターにおいて、長年の課題となってきた「提供会

員の確保」の方策と、近年顕著になってきている「配慮の必要な家庭への支援」について、よ

り深い分析を行うために令和３年度に実施したアンケート調査のクロス集計・分析を行い、専

門的なデータ分析を行った。また、会員登録をしていない層も含め、事業を多様な視点から客

観的に検討するために、依頼会員になり得る子育て家庭の保護者と、提供会員になり得る世代

6,000 人を対象にインターネット調査を実施した。それから、事業の実態や対応についてそれ

ぞれの立場からの課題に関する実態を把握・分析した。ヒアリング調査も実施し、アンケート

調査で提供会員の確保が出来ている/増加したセンター、他機関との連携が出来ているセンタ

ー、そして会員（提供会員、依頼会員、両方会員）から、活動の実際について聞き取り、整理

した。 

 今後の事業の取組に向けて、アンケート調査とヒアリング調査を通した考察を行う。 

１ 提供会員の確保の方策

〇提供会員の不足に関するクロス集計による分析結果

～「提供会員の確保が出来ていると感じる群」は町内会等の小さいエリアでの広報を実施

 令和３年度のアドバイザー調査のクロス分析を行ったところ、提供会員比率は実際に増加し

ていても、不足感を感じているセンターがほとんどであることがわかった。 

 「提供会員の確保が出来ていると感じる群」と、「提供会員の確保が出来ていないと感じる

群」とを比較すると、「確保が出来ていると感じる群」は広報に関するすべての項目で効果を

感じていたが、「提供会員の確保が出来ていないと感じる群」は、会員枠の拡大や切り替えに

関する手立てを多く講じているにもかかわらず効果を実感していなかった。 

 「提供会員の確保が出来ている群」は、「町内会、地域」など比較的小さいエリアごとの広

報に力を入れていた。小さい範囲なら目が行き届き、反応があれば効果として実感しやすいこ

とが考えられる。一方で、「提供会員の確保が出来ていないと感じる群」は、「市の広報誌」

を最も多く使っていたが、対象範囲が広いため、なかなか効果を実感しにくいと思われる。 

 小さいエリアでの広報で効果を実感すればそれ以上に多くの手立てを行う必要性がなくなる

が、対象エリアが広がれば、なかなか効果を実感しにくいこともあって効果を得るまでに、様々

に手立てを増やし試行錯誤することとなる。 

 提供会員数を中央値より大きい大規模センター群と中小規模センターで分け、比較したとこ

ろ、大規模センター群の方が「不足している」と感じている割合が大きく、中小規模センター

群の方が充足していると感じている割合が有意に多かったことも同様の理由と思われる。実際

に提供会員の数が増えても「確保が出来ている」と実感できるというわけではなく、「会員数」

の増加だけをもって充足感に結びつくわけではない実態が明らかとなった。 
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〇提供会員とのࢥミࣗࢽケーࣙࢩン方ἲの≧ἣ

～「確保が出来ていないと感じる群」がࢥミࣗࢽケーࣙࢩンを活Ⓨに行っている

「提供会員の確保が出来ていないと感じる群」の方が、提供会員とのࢥミࣗࢽケーࣙࢩンを

活Ⓨに行っていることが明らかになった。ලయ的には、「提供会員・依頼会員ΰ合のイ࣋ント

ᆺのὶ会（バࣝーンアートなど）」、「活動のない提供会員へのಶู㟁ヰでのフ࢛ロー（

ὶ会・研ಟへのおㄏいや、≧ἣኚのヒアリング等）」、「活動のない提供会員へのಶูの㒑

㏦≀（広報含ࡴ）でのフ࢛ロー（ὶ会・研ಟへのおㄏいや、≧ἣኚのおたずࡡ等）」を行

っている割合が有意に多かった。 

 「提供会員の確保が出来ていない」というㄆ㆑がᖖにあり、確保のための手立てを行う必要

性をᙉく感じていることから、ὶ会を㛤ദして活動中の会員のࣔ࣋ࢳーࣙࢩンアッࣉにດめ

たり、活動のない提供会員には、᥀り㉳こしのための㟁ヰや㒑㏦によるフ࢛ローを✚ᴟ的に行

っていると思われる。 

 一方、「提供会員の確保が出来ていると感じる群」は、活動のない提供会員の᥀り㉳こし

を、「確保が出来ていないと感じる群」よりも行っていない割合が有意に㧗かった。᪤に確保

が出来ている、足りているというㄆ㆑があるため、活動のない会員にまでアࣉローࢳする必要

性はないと考えているとᐃされる。 

 提供会員の確保が出来ていると感じるか感じていないかによって、センターの会員とのࢥミ

  。られることがわかったࡳンの方ἲにも㐪いがࣙࢩケーࢽࣗ

〇講⩦会の㉁の確保の㔜要性

 令和３年度のアンケート調査のクロス集計の結果、講⩦会の項目数の多さや㛫の長さと提

供会員の数に有意な関ಀはㄆめられなかった。 

 また、規模ูで比較したところ、中小規模のセンターは、ᅜのᇶ‽である � 項目 �� 㛫の講

⩦を実施しなかった割合が有意に㧗かったことがわかった。 

 ヒアリング調査においても、提供会員の㣴ᡂ講⩦の㉁と㔞について、ಶ々のセンターにより

考え方に㐪いがあった。≉に小規模のセンターは、そもそもᑡない人員で㛤ദしなければいけ

ないことから、大規模センターと比べて講⩦会㐠Ⴀにかかる㈇Ⲵがより大きくなるという実態

もあり、小規模のセンターにとって、�項目 ��㛫の講⩦実施はࣁードࣝが㧗いと感じられる

ともいえる。 

 一方で、子育て支援のᏳ性や㉁の確保が♫会的にồめられるようになってきている≧ἣୗ

において、講⩦会の㔜要性は増している。 

 インターネット調査からも、子どもを㡸けるにあたって「㡸かる人がಙ頼できること」を最

も㧗い割合で㔜要視する結果が得られ、講⩦会のཷ講をᏳᚰやಙ頼のᢸ保として必要とする意

ぢが多く、中でも、�項目 �� 㛫の講⩦では足りないといった意ぢも」数ぢཷけられた。 

 クロス集計の分析結果からも、講⩦会の項目数や㛫をᑡなくして㈇ᢸをῶらしたとしても、

提供会員の確保には結びつくわけではないとゝえることから、講⩦会の㉁・㔞いずれも⌧ᅾの

ᇶ‽を⥔ᣢしていくことが㔜要であり、講⩦会の充実は♫会からのಙ頼のᇶ┙になると思われ

る。 
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〇提供会員㣴ᡂ講⩦で行われていたᕤኵ

 講⩦会のᕤኵとして、地域≉性や実施యがᣢつᙉࡳをもとに、ཷ講しやすい⎔ቃ࡙くりが

様々なᙧで試ࡳられていた。 

 ・講⩦会を㨩力あるものに充実さࡏる 

 ・スタン࢝ࣉードにより㐩ᡂ感を得られるけ 

 ・クඣきの実施 

 ・㛤ദ᭙᪥・㛫の検討（対象層に合わࡏ近㞄市町と連携することで不足分の講ᗙを⿵う） 

このような講⩦会のᕤኵは、₯ᅾ的な提供会員の確保につながっている様子である。 

〇提供会員になった動機や活動への意㆑

～クロス集計の結果、「人と᥋することや、┦手の考えを理ゎする力を㌟につけたい」という

動機がඹ通項目に

 令和３年度のアンケートのクロス集計で、ㄆ▱⤒㊰のഴ向（提供会員調査）と、ձ提供会員

確保の不足感/充足感およびղ提供会員の増ῶ率、୪びにճ提供会員の割合が増加したグࣝーࣉ

について比較した結果、ձ提供会員が充足している群は、提供会員になった理由のഴ向として

「人や࿘りの人に頼まれたから」「⮬分の視㔝を広ࡆたいから」に有意にᅇ⟅していること

が明らかとなった。 

 また、「人と᥋することや、┦手のẼᣢࡕや考えを理ゎする力を㌟にけたいから」「地域

や♫会のことを▱りたいから」にも有意ഴ向が明らかとなった。 

 ղ増ῶ率が㧗かった群では、「ᑵປへのスࢸッࣉとしたいから」、「事や活動に必要な▱

㆑やスࣝ࢟を取得したいから」に有意がㄆめられた。また、「人と᥋することや、┦手のẼᣢ

や考えを理ゎする力を㌟にけたいから」「ᣢっている㈨᱁を活かしたいから」「人や࿘ࡕ

りの人に頼まれたから」「活動に対する⮬分の㐺性を▱りたい・やりたい事をぢつけたいか

ら」に有意ᕪがㄆめられた。 

 ճ提供会員が増加した群は、「人と᥋することや、┦手のẼᣢࡕや考えを理ゎする力を㌟に

けたいから」、「ᑵປへのスࢸッࣉとしたいから」、「事や活動に必要な▱㆑やスࣝ࢟を

取得したいから」と有意にᅇ⟅していることが明らかとなった。 

 また「活動に対する⮬分の㐺性を▱りたい・やりたい事をぢつけたいから」、「家᪘、

人、⫋場などからホ౯される、ㄆめられるから」、「⮬分の視㔝を広ࡆたいから」とのᅇ⟅に

有意ഴ向があることが明らかとなった。 

 上グでᣲࡆられた項目のほとんどが㸰つの群にඹ通してᣲࡆられていた。中でも３つの群す

べてにඹ通してᣲࡆられたのは「人と᥋することや、┦手のẼᣢࡕや考えを理ゎする力を㌟に

けたいから」であった。一方、提供会員の確保が出来ていないと感じる群では、有意な項目

はなかった。 

 なお、インターネット調査では、提供会員になった動機は「ᅔっている人の手ຓけをしたい、

人のᙺに立ࡕたいから」、「㛫にవ⿱ができたから」、「ᴦしそう、子どもがዲきだから」

の㡰で、令和３年度アンケートの༢⣧集計の㡰と同様のഴ向がぢられた。 

 今年度実施した、３つの群のクロス集計では、༢⣧集計の結果と㐪って、他・ዊの⢭⚄
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からだけでなく、⮬㌟のスࣝ࢟アッࣉ、ᑵປへ‽ഛẁ㝵など、様々な動機が有意に関ಀしてい

ることがわかった。これらの結果はさらなる分析が必要と思われる。 

〇提供会員になったㄆ▱⤒㊰

～クロス集計の結果、「子育て関連施タ、子育てイ࣋ント、会㆟等での࿘▱」に効果

 令和３年度アンケート調査のクロス集計において、提供会員調査との⣣けとして、ձㄆ▱

⤒㊰のഴ向（提供会員調査）と提供会員確保の不足感/充足感およびղ提供会員の増ῶ率、୪び

にճ提供会員の割合が増加したグࣝーࣉ、の３群ごとで比較分析したところ、ㄆ▱⤒㊰として

３つの群のいずれにおいても有意に多い結果となったのが「子育て関連施タ、子育てイ࣋ント、

会㆟等での࿘▱」であることがわかった。ղ、ճは、上グに加え「Ẹ㛫施タでの広報（ၟ業施

タ等）」も有意に多いことが明らかとなった。 

 令和３年度アンケート調査でも「子育て関連施タ、子育てイ࣋ント、会㆟等での࿘▱」に効

果が㧗かったが、上でなかった「Ẹ㛫施タでの広報（ၟ業施タ等）」も効果があることもわ

かった。᪥㡭から子育て支援に関ᚰをᣢࡕ、እに意㆑を向け行動しているఫẸを対象とした࿘

▱が効果的であるとゝえる。 

 一方で、提供会員の確保が出来ていないと感じる群は、ㄆ▱⤒㊰として「市の広報」とᅇ⟅

した割合が有意に多いことが明らかとなった。「市の広報誌」は、インターネット調査では、

効果的だったというᅇ⟅が㸵割を㉸え、最も有効な広報手ẁであったとの結果であった。提供

会員世代が広く目を通す፹యという意では࿘▱の意があると思われるが、これを「会員登

録」にまでつなࡆるためには、ある⛬度㛫がかかったり、広報誌だけでなくูのアࣉローࢳ

を組ࡳ合わࡏて実施していく必要があると思われる。 

 ヒアリング調査からは、提供会員となったきっかけとして、㌟近な人（人、実子、実子の

⩦い事のඛ⏕）が依頼会員として⏝していた様子をぢながら関ᚰをᣢつようになったという

エࢯࣆードが聞かれ、活動の実際の様子を㛫近でぢることでලయ的イ࣓ーࢪがわき、一Ṍを踏

 。たことがわかるࡏ出ࡳ

㸰 配慮の必要な家庭への支援

〇ファミサポの活動での対応≧ἣ～多様な家庭への援ຓと提供会員の不足の実

 令和３年度アンケート調査のクロス集計の結果をぢると、「提供会員の確保が出来ていない

と感じる群」は、「確保出来ている群」より、多様な⫼ᬒや考え方をᣢった家庭と関わってい

る㢖度が多いことが明らかとなった。≉に有意によく関わっているのは、「ぶがዷፎ中の家

庭」、「ࡦとりぶ家庭」、「Ⓨ㐩の㐜れや㞀がいがある子ども」で、関わり㢖度が多かった。

「提供会員の確保が出来ていないと感じる群」が「確保出来ている群」と比較して、よく関わ

っているもので有意に多かったのは、「Ⓨ㐩の㐜れや㞀がいがある子ども」、「アࣞࣝࢠーの

ある子ども」、「ぶが⢭⚄的なᝈのある家庭」、「ࡦとりぶ家庭」、「㧗㱋出⏘の家庭」、

「多⫾育ඣ家庭」、「ぶがዷፎ中の家庭」、「ファミサポへ㐣度に依Ꮡする家庭」、「Ᏻ౯な

 。ー代わりに㢖ᅇ⏝している家庭」の㸷項目であったࢩッターやᏳ౯なタクࢩーࣅ࣋

 その他、⣙㸵割の項目（�6 項中、�� 項）で、「提供会員の確保が出来ていないと感じる群」
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が、「確保出来ている群」より、有意（有意ഴ向含ࡴ）によく関わっている結果となった。そ

の㏫の結果は一つもなかったことから、「提供会員の確保が出来ていないと感じる群」は、

「確保出来ている群」より、有意に多様な⫼ᬒをもった家庭に関わっていることが明らかとな

った。 

 ᅔ㞴家庭への対応に関しては、援ຓをㄡにでも依頼できるわけではなく、ごく㝈られた会員

に೫りがࡕであることから、提供会員の確保が出来ていないと感じることとなり、このような

結果となったと᥎察され、提供会員の不足の実をᫎし出しているとゝえる。 

〇関ಀ機関との連携、行ᨻとの連携の実態

 令和３年度アンケート調査のクロス集計の結果から、関ಀ機関と連携している割合が㧗いの

は、「提供会員の確保が出来ている群」であった。ᅔ㞴な家庭への対応に関する┦ㄯであった

り、報ඹ有やファミサポがేタされていたり、講ᖌの依頼等、様々なᙧで地域の関ಀ機関と

のネット࣡ークをᙧᡂしている様子がうかがわれた。 

 ✚ᴟ的に他機関と連携することで、ᅔ㞴事に対してもファミサポだけでᢪえ㎸まずに他機

関に対応を依頼し、結果的に提供会員が不足していないと感じられる≧ἣになっているとも考

えられる。 

 ヒアリング調査では、」合的なᅔ㞴をᢪえる家庭に対し、実施యの組⧊の≉性を活かしな

がら、行ᨻとಙ頼関ಀを⠏き、その関ಀをᅵྎとして地域の他の関ಀ機関もᕳき㎸ࡳながら、

会員の家庭をぢᏲっていく様子を⫈くことができた。≧ἣに応じた多様なᙧでの連携が行われ

ていた。 

 また、ファミサポ事業のᙅࡳ（ࢽーࢬ把握と報Ⓨಙ力）を、ࡦろば事業との連携で⿵うな

ど、多事業ᒎ㛤の中でそれぞれの事業のᙉを活かし活動の活性につながったという事も

あった。ࡦろばとの連携（වົ）యไをとったことで、ࡦろばとファミサポのスタッフ㛫での

報ඹ有や意思通が深まりスタッフの意㆑ᨵ㠉にもつながったዲ事である。  

〇行ᨻの事業理ゎの必要性

 ヒアリング調査を通して、ファミサポが、地域の子育て支援の中で㔜要な支援のࡦとつとし

てのᙺ割を果たしている様子がわかってきた。≉に、ไ度の㝽㛫を⮬ᅾに࢝バーできᰂ㌾に動

けるところがファミサポのᙉࡳであり、その一方で、ࣁイリスクな家庭への支援もᮇᚅされて

しまうところでもある。アドバイザーはᖖに提供会員への㈇ᢸをẼにかけ࣐ッࢳングにⱞ慮す

る⌧≧もうかがえた。 

 行ᨻからの㐣度な依頼に対し、家庭ඣ❺┦ㄯᐊ⫋員、保ᖌ、ຓ⏘ᖌ、保育ᅬ長、㉥ࡷࡕん

ゼၥ員などの関ಀ者へのファミサポ事業のㄝ明を実施したところ、事業理ゎが深まりᅔ㞴な依

頼がῶᑡしたというエࢯࣆードが⤂された。行ᨻをはじめ、関ಀ者の事業理ゎは㐺ṇな連携

に不ྍḞな要⣲であると考えられる。 

 また、ヒアリングの事から、連携における課題として、他機関や他事業と連携するにあた

って必要なಶ人報がඹ有できない㞴しさを実感しているケースもぢཷけられた。 
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〇ファミサポでの関わりのᕤኵ

～専門⫋でない、同じ地域ఫẸによる支え合いのᣢつྍ⬟性

 会員からのヒアリングからは、ファミサポでの活動を通じて会員同ኈが支え合い、ಙ頼し合

い、 かなつながりが⠏かれている活動の実際の様子がうかがえた。

提供会員は、活動を通じて提供会員やその家᪘が依頼会員の子どもとのࡩれあいをᴦしࡳ

。ほか、提供会員が⮬㌟の子育てをり㏉るきっかけにもなっていたࡪれあいを通じてᏛࡩ

依頼会員は、ᘬ㉺ඛで㌟近に頼れる㡸けඛがないなど、ᕪし㏕った≧ἣから登録を行ってい

る様子がうかがえた。そのような中、依頼会員にとって、提供会員が㌟近な♽∗ẕ代わりとな

り、子どもの≉性に関するヰをඹ有したり事のᝎࡳを┦ㄯするなど、依頼会員の⢭⚄的な支

えとなっているというኌが数多く聞かれた。⥅⥆的な⏝のなかで、提供会員とのಙ頼関ಀが

ᑡしずつ⠏かれ、ಙ頼がᦂるࡂないものになっていくことがఏわってきた。 

〇アドバイザーにồめられる機⬟

～┦援ຓ活動のな㐠Ⴀに不ྍḞなᙺ割

 ヒアリング調査を通じて、アドバイザーは、࣐ッࢳングをはじめ、会員と会員をつなࡂ、

Ᏻᚰ・Ᏻな活動を支える㔜要なᙺ割を果たしていることがわかった。 

 提供会員に対しては、࣐ッࢳングのに⣽かいことを⫈き取りながら不Ᏻ要⣲を取り㝖き

活動に入れるようにしたり、ఱẼない世㛫ヰをしながら人や≧ἣを把握し࣐ッࢳングに活

かしたりしている。 

 会員登録して㛫を✵けないように依頼を入れたり、はじめは㏦㏄からスタートして、ᚎ々

に㡸かりに⛣行していき、多様な家庭への支援へとẁ㝵的に活動のᖜを広ࡆたり、提供会員

の㈇ᢸをᖖにẼ㐵い、ఱかあったらアドバイザー員がバックアッࣉするからと、Ᏻᚰ感を

ᣢって活動に⮫んでもらえるよう意㆑している。 

 依頼会員に対しても、入会の際のᑀなㄝ明や、㢦合わࡏの㛫の༑分な確保により、不

ᏳのないようᏳᚰして㡸けられるよう配慮をᛰらない。 

 会員とのࢥミࣗࢽケーࣙࢩンを大事にし、会員の⤒㦂、人、㐺性等をぢᴟめながら、依

頼会員の多様な要ᮃにἢうような࣐ッࢳングを行っており、࣐ッࢳングに対しての⤂㈐௵

の㔜要性を⮬ぬしたࢥーデネートをඹ通ㄆ㆑としているというヰもあった。 

 依頼会員の数に比べ提供会員数がᑡない中で、ᅔ㞴事の依頼は≉ᐃの提供会員に೫って

しまうことに課題感をᣢࡕつつ、㝈られた᮲௳の中で考え得る最㐺な࣐ッࢳングを模⣴し⥆

けている。方の会員が⣡得のいく࣐ッࢳングが出来ているのは、アドバイザーの᪥々の業

ົ⤒㦂から✚されたぢᴟめのุ᩿力の㧗さによるものといえる。 

 いずれのセンターにおいても、アドバイザーは、会員とのࢥミࣗࢽケーࣙࢩンを㔜要視し、

会員とのಙ頼関ಀをᵓ⠏しながら、㧗いࢥーデネート力・調整力をⓎしかつᏳᚰ感

のあるセンター㐠Ⴀを行っており、専門性の㧗さがồめられる業ົであるといえる。 
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３ その他 事業య

〇「会員登録をしない理由」

～依頼会員になり得る子育て家庭の保護者

 インターネット調査では、「依頼会員になり得る子育て家庭の保護者層」に対して、ファミ

サポ事業を▱っていても会員登録をしないとᅇ⟅した人にその理由を聞いた。 

�割が「依頼する必要がなかったから」であったが、それ以እの理由は、多かった㡰に「

⏝ᩱ㔠が㧗いから」、「使いにくそうだから」、「他人に㡸けることにᢠがあるから」がᣲ

 。られたࡆ

「⏝ᩱ㔠が㧗いから」に関しては、⌧ᅾのファミサポの⏝ᩱ㔠は、600 ～�00 /㛫

と、ྛ㒔㐨ᗓ┴の最ప㈤㔠にも‶たない。ࣅ࣋ーࢩッター等のサーࣅスと比べてもᏳ౯である。

ูのタၥで会員登録をした理由を聞いた際も、「⏝ᩱ㔠がᏳい」が �にᣲࡆられていた。

しかし、この㔠㢠を㧗いと感じる子育て家庭の保護者がいることを♧した結果であるといえ

る。子どもの年㱋が �～�ṓまでの子育て家庭の保護者にそのഴ向がᙉくなっている。 

「使いにくそうだから」は、本事業を⏝するにあたっての手㡰や、㡸かりの㛤ጞまでのࣉ

ロセスに㛫を要すること等、ไ度タ計の」㞧さに㉳ᅉするものと考えられ、子どもの年㱋が

ዷፎ中～�ṓまでの子育て家庭の保護者にそのഴ向がᙉくぢられた。

「他人に㡸けることにᢠがあるから」は、子どもの年㱋が �～6ṓまでの子育て家庭の保

護者にそのഴ向がᙉかった。 

会員登録がス࣒ーࢬにでき、㈇ᢸ感を感じずẼ㍍に子育て家庭に⏝してもらえるよう、こ

れらの課題についてཎᅉやネックとなっていることについて検討し、ᕤኵや対策を講じること

が必要である。

〇子どもを㡸ける際に㔜視する点と子どもの㡸けඛの実際

 インターネット調査では、「依頼会員になり得る子育て家庭の保護者層」に対して、子育て

家庭の実態を把握するために、子どもを㡸かってほしいにఱを㔜視するかと実際の㡸けඛに

ついて聞いた。

「子どもを㡸かってほしいと思った⤒㦂がある」とᅇ⟅した㸴割の層に対し、㡸ける際に㔜

要視している点を聞くと、１は「㡸かってくれる人がಙ頼できること」と㸳割近くがᅇ⟅し、

㸰の「⏝ᩱ㔠がᏳいこと」を㸰ಸ以上も上ᅇった。３以ୗは「㡸かってほしい、いつ

でもすࡄに㡸けられること」、「⏝しやすいこと」、「㡸かってくれる人が専門㈨᱁をᣢっ

ていること」と⥆くが、いずれも１割にも‶たない割合であった。

インターネット調査のᅇ⟅を広く一⯡のఫẸの実態に近いものとᤊえると、⌧ᅾ、ᡃがᅜの

多くの子育て家庭では、㡸かってくれる人が「ಙ頼できること」が㠀ᖖに㔜要で、子どものᏳ

ᚰ・Ᏻの確保を最ඃඛに考えて㡸けඛを㑅んでいることが᥎察できる。⮬由意ぢからも、「他

人に子どもを㡸けること」へのᢠ感、不Ᏻ感をッえる意ぢが数多くぢられ、ࣗࢽース等で報

じられている「不㐺切な保育」が⧞り㏉されている⌧≧への不ಙ感が⾲れていた。 

実際の子どもの㡸けඛを聞くと、「♽∗ẕ」が �割を㉸えてᅽಽ的に多かった。ḟは「㡸か

りඛがࡳつからなかった（⮬分でこどもをࡳた）」が ��� 割と⥆き、「බ的な支援サーࣅスを
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⏝する」は ��6 割とపい割合に␃まっていた。 

 地域ఫẸが同じఫẸとしていにಙ頼関ಀを⠏きながら子どものᏳᚰ・Ᏻを最ඃඛに考え

地域の子育てをぢᏲるファミサポ事業は、子育て家庭の保護者のࢽーࢬに㐺合する事業である

と考えられ、今後の活⏝がᮇᚅできる事業であるとゝえる。  

〇ファミリー・サポート・センター事業のㄆ▱度のపさと事業理ゎの必要性

 今ᅇのึめてインターネット調査を実施し、ファミリー・サポート・センター事業に対する

ㄆ▱がపいことをᨵめて▱ることとなった。 

 ファミリー・サポート・センターのイ࣓ーࢪについてのタၥに対しても、「依頼会員となり

得る子育て家庭の保護者」、「提供会員となり得る世代」のいずれも、「ಙ頼できる」、「専

門性が㧗い」という点に対してはポࣈࢸࢪなホ౯が得られたが、「⏝しにくい」「手⥆き

がわかりにくい」といったネࣈࢸ࢞なホ౯のほうがポࣈࢸࢪなホ౯を上ᅇっていた。 

 「⏝しにくさ」や「手⥆きのわかりにくさ」については、会員登録しない理由でもᣲࡆら

れており、会員登録へのࣔ࣋ࢳーࣙࢩンをୗࡆる大きな要ᅉとなっているとᐃされる。 

 とりわけ、「会員登録しない理由」のࡳならず、ファミサポ事業の༳象に「⏝しにくい」

「手⥆きがわかりにくい」といったネࣈࢸ࢞な内ᐜの割合が多かったことは┿ᦸにཷけṆめ

なければならない。加えて、⮬由意ぢには「どこでಙ頼性をุ᩿したらいいのかわからない」

「≢⨥Ṕのある人は登録できないこと」など、今㢖Ⓨしている不㐺切な保育者による事௳の

ᙳ㡪によるものと思われるが、ファミサポに㝈らず子育て支援事業⯡に対する不ಙ感がぢて

取れ、ファミサポ事業を▱らない、あるいは⏝したことの↓い方々から事業へのཝしい目が

向けられることもあるとㄆ㆑さࡏられた。 

提供会員の確保のためには、これらの課題をᨵၿしないといけない。まずはファミサポ事業

のㄆ▱度を向上さࡏ、┦援ຓ活動への理ゎをᾐ㏱さࡏていくことが必要である。 
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ϩ アンケート調査・ヒアリング調査を踏まえた提ゝ

 アンケート調査・ヒアリング調査の結果から明らかになった課題より、今後の検討すべき点

は以ୗのとおり考えられる。 

１ 提供会員の確保について

〇ࣛ࣎ンࢸアとしての活動の範囲のぢ┤し

フファミサポの活動内ᐜが多様、」㞧している≧ἣを踏まえ、本来のఫẸ同ኈの┦援ຓ

活動としての「できる範囲でᑡしずつ手をᕪしఙべる」活動と、㞴᫆度が㧗いᅔ㞴事への対

応となる活動と、ᇶ‽を分けて実施する必要がある。 

 それにకい、ᅔ㞴事への対応に関しては、提供会員への㈇ᢸが増えることから、活動の㞴

᫆度にぢ合った報㓘㢠をᐃめることがጇᙜである。 

 ┦援ຓ活動として、子どもとのࡩれあいをᴦしんだり、会員同ኈの関わりを通じてẼ࡙き

やᏛびを得たり、あるいは、様々な関わりを通じて⮬分のྍ⬟性を広ࡆたり、地域ఫẸ同ኈの

ಙ頼関ಀを⠏きながら、地域で㇏かにᬽらࡏるような活動が、本来のあるべきጼであり、ᑡし

㛫が✵いたにẼ㍍にサポートできるようになれば、活動の㛫が出しやすくなると考えら

れ、会員にならない理由として多くᣲࡆられた「㛫がないから」のゎᾘにもつながる。 

 また、「ఱかあったの㈐௵」が提供会員の⢭⚄的な㈇ᢸとなり、会員確保の㞀ቨとならな

いために、事ᨾ等のトࣛࣝࣈがあったの㈐௵が提供会員ಶ人に㈇わされるのではなく、セン

ターが㠃的に調整ᙺとなり㈐௵をᣢって‶なゎỴにᑾ力することを๓㠃に出し、Ᏻᚰして

活動にあたってもらえるようにする。 

〇ファミリー・サポート・センター事業における㏦㏄の⨨けのぢ┤し

 ㏦㏄は、ぶの㒔合で⩦い事に通う機会がኻわれることのないよう、子どもにとっても必要な

支援であり、⚟♴的な支援としてもその必要性を多くのセンターがㄆ㆑しており、ファミサポ

の事業において㔜要な活動のࡦとつであるということが確ㄆできた。

㏦㏄の活動は⮬家⏝㌴の⏝が多く、スࣔーࣝスࢸッࣉとして、㏦㏄から活動をጞめるとい

う方ἲも考えられる。提供会員の確保の観点からは⏨性がཧ⏬しやすい活動であり⏨性会員の

確保がᮇᚅできる。

しかしながら、Ᏻ上がりな⛣動手ẁとしてᏳ᫆にሿや⩦い事の㏦㏄に㢖⦾に⏝する保護者

は一ᐃの割合でᏑᅾし、そのためにより支援が必要な依頼に提供会員が確保できなくなる事態

は㑊けなければならない。他の事業との連携等により切り分ける等の必要がある。 

 また、⮬動㌴保㝤の㈺ൾ㈐௵保㝤にあたる⿵ൾが⌧ᅾの事業の⿵ൾไ度では࢝バー出来てお

らず、会員ಶ人の௵意保㝤に頼っているのが⌧≧である。⮬動㌴での㏦㏄での事ᨾの⿵ൾをど

うしていくべきか検討し、Ᏻᚰ・Ᏻな活動を保㞀する必要がある。 
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㸰 配慮の必要な家庭への支援について

〇行ᨻとの連携యไのᙉの必要性

地域事や実施యの≉性などにより行ᨻとの連携にᕪがあることや、ࣁイリスク家庭に関

わる依頼が行ᨻからᙜ↛のようにファミサポにᅇってくるといった実態を聞くが、いずれも、

行ᨻがファミサポの事業をṇしく理ゎ出来ていないことが要ᅉと思われる。

このため、行ᨻのファミサポᢸᙜはじめ関ಀ㒊⨫のᢸᙜ者に対し、アドバイザーが事業ㄝ明

を行うとともに、ファミサポの対応範囲や連携方ἲについて༠㆟するようにする。

これにより、行ᨻからのᅔ㞴事の依頼も㐺ṇをᅗる。 

また、ヒアリングの事から、連携における課題として、他機関や他事業と連携するにあた

って必要なಶ人報がඹ有できない㞴しさを実感しているケースもぢཷけられた。 

〇講⩦会のぢ┤し

 子どもを㡸ける際には「㡸ける人がಙ頼できること」が㔜視され、他人に㡸けることへの

ᢠ感・不Ᏻ感がᙉく、Ᏻᚰして㡸けてもらうためにも、専門性を㧗めるための講⩦会のཷ講は

┈々必要となる。ファミサポの事業を子どもをᏳᚰして㡸けられる事業としてᅜ的にㄆ▱を

㧗めていくためにも、センターによって講⩦会の㉁・㔞がまࡕまࡕであったりすることはᮃま

しくないと思われる。

このため、ᅜから提♧された᥎ዡ࢝リ࣒ࣛࣗ࢟（�項目・�� 㛫）をᇶ本として、小規模の

センターでもどのようにしたら実施できるのかについてのᕤኵを検討する必要がある。ే 、てࡏ

┤の内ᐜについても、ᡃがᅜの子育て支援の最᪂動向を踏まえ、項目や㛫のぢ࣒ࣛࣗ࢟リ࢝

しも必要に応じて行う。ཎ๎的には対㠃での講⩦を᥎ዡするが、ཷ講機会のಁ㐍のため࢜ンࣛ

インでの実施もྍ⬟とする。ただし、࢜ンࣛインでの講⩦を行う際は、講⩦会の㉁の⥔ᣢ・確

保のためのᕤኵが必要である。 

〇アドバイザーのᚅ㐝ᨵၿ

 今ᅇの調査でも、アドバイザーにồめられる専門性の㧗さがᨵめて確ㄆされたところである

が、大規模センターと小規模センターとでは㐠Ⴀ実態が㐪うことも明らかになってきた。 

 ⌧≧では㔠のᇶ‽が会員数によるものであるため、アドバイザーの業ົ内ᐜは同じであ

るのに、小規模のセンターでは人員が༑分に配⨨できず、結果としてアドバイザーの㈇ᢸが大

きくなる。そこで、㔠のᇶ‽をアドバイザーの配⨨人数とすれば、アドバイザーの人員数

に応じて㞠⏝がᏳᐃすると思われ、アドバイザーのᚅ㐝ᨵၿにつながるのではと思われる。

また、アドバイザーのスࣝ࢟アッࣉも㔜要であり、研ಟの機会の確保がồめられる。 

３ その他、事業య

〇提供会員の報㓘について

 ファミサポの活動は、┦援ຓ活動であり㔠㖹を目的に行うものではないことから、600 

～�00 /㛫というᏳい౯᱁ᖏで長い㛫ᤣえ⨨かれてきたのが⌧≧である。その一方で、子ど

もをᏳᚰ・Ᏻに㡸かる㈐௵は㔜く、そのᩱ㔠として、最ప㈤㔠にも‶たない㔠㢠で活動して
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いただくにはᏳいのではないかという意ぢもヒアリング調査やインターネット調査からも聞か

れた。 

 ⏝ᩱ㔠の値上ࡆについては、依頼会員である子育て家庭の保護者の家計に㈇ᢸをかけるこ

とになり、ᅜの施策として子育て家庭への⤒῭的支援がᙉされる⌧≧において⌧実的ではな

い。報㓘㢠�⏝ᩱ㔠�の値上ࡆという方ἲではなく、⮬యが⏝ᩱの⿵ຓを行うことで提供

会員の報㓘㢠を増㢠することが⌧実にぢ合った㐺切な方ἲである。

〇事業の࿘▱の必要性

 今ᅇの調査でᨵめて事業のㄆ▱度のపさがᣦされたところであり、≉に提供会員となり得

る世代のㄆ▱度はపかったことに加え子育て支援の活動への関ᚰもపかった。 

 事業を▱らない人々は₯ᅾ的活動者であるともいえる。しかも、「地域ఫẸによる子育て支

援の必要性」についてはㄆ㆑している割合が㧗く、ᑗ来の支援のᢸい手としてᮇᚅできる要⣲

も大きい。 

 ₯ᅾ的活動者に向けて、┦援ຓ活動の意⩏をఏえ、活動への理ゎや関ᚰを得ることが必要

である。ㄆ▱度向上のためにᅜや⮬యによる࿘▱・広報を行い、ᅜ༊にまでㄆ▱を広める

ことがồめられている。 
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第６章 総括的な結論

Ⅰ 総括的な結論

  変わりゆく時代のなかでファミリー・サポート・センター事業のあるべき姿とは

 今回のアンケート調査のクロス分析では、特に、比較的小さいエリア単位での広報を行った

方が、大きいエリアよりも効果を実感できるという結果が得られたり、「確保出来ていると感

じていない群」が積極的に手だてを講じていたり、これまで考えたことのない有意な関係も明

らかになり、地域に密着した広報の重要性が改めて確認できたりと、いつもとは違った視点か

ら課題を捉えることが出来た。 

提供会員が「確保出来ている」という実感を得ることが難しい中、あらゆる工夫や手をつく

してその効果や手ごたえを可能な限り探りつつ、「確保出来ていない」と感じ、日々取り組み

を続けているアドバイザーの努力が偲ばれた。

さらに、インターネット調査により、ファミサポを利用したことのない層からの意見も初め

て知ることができた。その結果、事業の認知度が想定していた以上に低く、多くの層が事業に

関心も持っていなかったことは、重く受け止めなければならない。 

ヒアリング調査でも、行政や関係機関でも事業の理解が進んでいないことがわかったが、事

業をレクチャーして理解してもらったところ、困難な依頼がなくなったという事例は大変印象

的だった。「相互援助活動」について正しく周知して、事業を理解していただくことが必要で

あることがわかった。一歩を踏み出して実際に活動を始めれば、会員同士が関わり合う中で信

頼関係が築かれ、地域に子どもを中心としたゆるやかな人々のつながりが生まれていくことが

必ず実感できるのである。

インターネット調査で指摘のあった「利用のしにくさ」「手続きのわかりにくさ」について

も、事業の理解が進めば解決できる部分は多いと思われるが、利用方法や手続きの過程に改善

の余地はないのか考えることも重要である。新たなやり方として、インターネットや SNS、動

画、ペーパーレスなど新しいテクノロジーを活用できる可能性も検討していく時代になってき

ているように思われる。 

少子化が進み、時代が変わっていく中でも、ファミリー・サポート・センター事業は、提供

会員、依頼会員それぞれにとって「必要とされる事業」でなければいけない。「相互援助活動」

であるという共通の基盤の上に立ち、時代の変化にも適応しながら、柔軟にニーズに対応して

いく。他機関との連携の中で、他の事業ではカバーできない隙間を埋め、地域における子育て

支援に関わる人々や組織をゆるやかにつなぎ、子育てを安心感をもって行える地域づくり、街

づくりのために多くの人々が関わりを持てる事業として、これからも、地域の人々から必要と

され、無くてはならない事業であり続けられるよう、歩みを続けていく必要がある。 
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ϩ 今ᚋの取り組ࡴべきලయ的な方⟇についての提ゝ

➨㸳❶で♧した考ᐹおよࡧ提ゝのෆᐜを踏まえ、今ᚋ、取り組ࡴべきファミリー・サポー

ト・センター事業の方⟇についての提ゝを以ୗのとおりᩚ理した。 

�アドバイザーのᚅ㐝改善�

㔠支⤥要௳の変᭦ࠐ

 ファミリー・サポート・センター事業の㐠Ⴀ㈝は、⌧ᅾは会員ᩘを基‽にタ定されている。 

しかし、センター㐠Ⴀ業ົとして、会員Ⓩ㘓ㄝ明会の㛤ദ、講⩦会の㛤ദ、事業の周知・広

報、提供会員の確保のためのア࢘トリーチ活動、会報ㄅのⓎ行のか、会員ᩘ㸦会員つᶍ㸧に

関係なく必要な業ົはᩘ多く、日㡭の࣐ッチングや会員の対応➼だけでも時間を要ࡍるのに

もかかわらず、これらの業ົをアドバイザーが �人యไでこなしているセンターが � 以上で

ある㸦௧㸱ᖺ度アンケート調査より㸧。手ཌい講ᗙをし、依頼会員をቑやࡍ努力をࡍればࡍ

るど業ົ㔞はቑえていくというジレン࣐に㝗っている。 

 ⌧ᅾの基‽のままでは業ົ㔞に見合ったアドバイザーのయไの確保が困難となるため、㐠Ⴀ

㈝の支⤥要௳を㠃的に見┤し、アドバイザーの人員に応じた基‽としていただくとともに、

その๓提として、ᑓ㛛性が必要とされるアドバイザーの㓄⨨基‽をタ定し、アドバイザーのᚅ

㐝改善につなࡆていくことがồめられる。

アドバイザーの◊ಟ㈝の⿵助ࠐ

 アドバイザーには会員の調ᩚᙺとしてのࢥミࣗニケーࣙࢩン能力、会員の適性を見極めるࢥ

ーࢹネート力のか、ࢯーࢩャࣝ࣡ーク的なᑓ㛛性がồめられ、ຍえてセンター㐠Ⴀに関ࡍ

る΅力や࣐ネジ࣓ント力など、センター㐠Ⴀにはᵝ々なᑓ㛛性が必要とされることが明らか

になった一方で、㣴ᡂ講⩦やᑓ㛛◊ಟ➼の機会がなく、アドバイザーಶ人の⇕意や努力に依Ꮡ

しているのが⌧≧である。 

 そこで、ファミサポ事業のスタッフのᑓ㛛性の⥔持・ྥ上のために、㒔㐨ᗓ┴による◊ಟを

必㡲化ࡍるなど、定ᮇ的な◊ಟの機会を確保ࡍることが必要である。アドバイザーの㣴ᡂ㈝、

◊ಟ㈝などについても㐠Ⴀ㈝にྵめるべきである。 

㸦要㓄៖ᐙᗞの支援に関ࡍる指㔪㸧

る指㔪の⟇定ࡍの支援に関㓄៖の必要なᐙᗞࠐ

 ㏆ᖺ、活動ෆᐜが「相互援助活動」として一⯡の地域ఫẸが対応できるチᐜ⠊ᅖを㉸え、行

政から㓄៖の必要なᐙᗞの支援要ㄳが来るなど、提供会員の⢭⚄的㈇ᢸが想定されるሙ合

もある中、難しい依頼もᛌくᘬき受けてくれる一部の提供会員の善意に頼って依頼を受けてい

るのが実である。 

 そこで、要㓄៖ᐙᗞの支援に関ࡍる指㔪を確立し、ファミリー・サポート・センター事業

として対応ࡍべき支援のᯟ組みを明確にࡍる必要がある。 
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㸦活動報㓘の㔠㢠見┤し㸧

提供会員の活動報㓘の⿵助ࠐ

 提供会員が受け取る報㓘㢠に᭱低㔠㢠をタ定ࡍることとし、ྛ㒔㐨ᗓ┴の᭱低㈤㔠と同㢠と

は行わない。㸦依頼会員ࡆ連動性�。ただし、報㓘㢠㸦利用ᩱ㔠㸧は᪤Ꮡのままとし್上�るࡍ

の㈇ᢸቑとなり行うべきではないため。㸧 

 ᕪ㢠分は⮬యから提供会員に利用⿵助として支⤥ࡍる。⮬యの⿵助に対しては、㔠

のຍ⟬を新タして対応ࡍる。 

 困難事例の支援に関しては、๓㏙した要㓄៖ᐙᗞの支援に関ࡍる指㔪にἢって、支援の

ෆᐜに見合った利用支援ຍ⟬をቑ㢠し上ࡍࡏる。 

㸦講⩦会の実ಁ進㸧

⟭ಟのクඣຍ◊ࠐ

 提供会員の確保のための方⟇として、ཧຍ⪅層のᣑ大のために⌧ሙでも効果を上ࡆている

のが、子育て中の受講⪅がཧຍできるクඣきの講⩦会である。 

 そこで、提供会員㣴ᡂ講⩦はてクඣき講ᗙとし、クඣの⤒㈝に関しては、㔠のຍ

⟬により対応ࡍる。 

��ࠐ 時間 �㡯┠実のຍ⟬㢠をቑ㢠  

 提供供会員㣴ᡂ講⩦の᥎ዡカリ࣒ࣛࣗ࢟実について、大つᶍのセンターと比べ、小つᶍの

センター�会員つᶍ ��� 人ᮍ‶�において実⋡が低かった。アドバイザーが �人など少ない人

員యไで �� 時間 �㡯┠の講⩦を実ࡍるには、アドバイザーの業ົ㈇ᢸが大きいことが理

⏤と考えられる。 

 小つᶍセンターの限られた人員でも、�� 時間 �㡯┠の᥎ዡカリ࣒ࣛࣗ࢟を実し、ᅜ⤫

一基‽に๎った講⩦会の実による㉁の㧗い支援を実⌧ࡍる。実にかかる⤒㈝⿵助として、

㔠のຍ⟬㢠をቑ㢠ࡍる。 

ンࣛイン㛤ദの際の指㔪の⟇定࢜ࠐ

提提供会員㣴ᡂ講⩦の実ಁ進のための方⟇のࡦとつとして、ࢥロࢼ⚝により一⯡的となっ

た࢜ンࣛインでの講⩦会の㛤ദも認めることがጇᙜである。 

 ただし、࢜ンࣛインでの講⩦会実に関しては、講⩦の㉁の低ୗがᠱᛕされるところであ

り、࢜ンࣛインでの講⩦会㛤ദに関しての考え方や、Ᏺるべきෆᐜについて、ᅜにおいて指

㔪を⟇定し、講⩦会の㉁を確保ࡍる必要がある。

㸦㏦㏄による提供会員㊊の解ᾘ㸧

スとの連携・ษ᭰ಁ進ࣅ㏦㏄の代᭰サーࠐ

 ㏦㏄に関ࡍる基‽を明確化し㸦༴機⟶理の部分もྵめて㸧、より支援の必要性が㧗い依頼

をඃඛࡍる。その上で、安᫆なሿや⩦い事の㏦㏄での利用や提供会員に過度の㈇ᢸのかか

る㏦㏄の依頼➼に関しては、必要に応じ子育てタクࢩー➼の代᭰手ẁとの連携・分け➼を

行う。提供会員の確保もᮇᚅできる。 
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㸦依頼会員講⩦の実ಁ進㸧

⟭のຍ依頼会員◊ಟ会実ࠐ

 依頼会員のⓏ㘓の際に、◊ಟ会を実し、ファミサポ事業の「相互援助活動」として会員同

士の支え合いで行う事業であることを理解してもらった上で活動にධれるようにࡍる。 

 ◊ಟのෆᐜや方ᘧは、子育て中の依頼会員の㈇ᢸを考៖し、クඣ◊ಟとし㡸かりのయ㦂も

できるようにしたり、子育ての相ㄯ会の要⣲をධれたり、∗ぶもཧຍできるよう㛤ദ時間をタ

定したり、࢜ンࣛインで実したり、それぞれのセンターの≧ἣを踏まえ工夫して実ࡍる。

⤒㈝に関しては、実回ᩘに応じてຍ⟬をࡍる。 

㸦事業の認知度ྥ上㸧

での事業の周知・広報ࣝ࣋ᅜレࠐ

 事業のᅜ的な認知度の低さの改善⟇として、ファミサポの特ᚩである「相互援助活動」につ

いての理解を得るために、ᵝ々な፹యや手法を用いて効果的に広報を実ࡍる。 

ファミリー・サポート・センター事業は、子育てᐙᗞの₯ᅾ的利用ニーズに応え得る事業であ

り、提供会員となり得るᖺ代層の地域の子育て支援の意㆑を変える可能性も持った事業であ

ることを広く一⯡に周知し、事業のᅜ的な認知度をྥ上さࡏる必要がある。 

 テレࣅ &0 や新⪺グ事➼の࣐ス࣓ࢹアによる周知・広報や、ᅜの :(% サイトでの報Ⓨ信、

事業の関心を㞟めるイ࣋ント➼の㛤ദ、ならࡧにᅜ共通でえる広報ࢶーࣝとしてポスター

やパンフレット➼のసᡂ➼、ᵝ々な手法や፹యを活用ࡍる。 
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Ϫ ファミリー・サポート・センター事業の位⨨づけཬࡧ今ᚋのᅾり方

ᒱ㊰を㏄えたファミリー・サポート・センターࠐ

 ファミリー・サポート・センター事業は、地域における子育ての支え合いというࣛ࣎ンテ

ア⢭⚄をᑛ重した「相互援助活動」として行われてきた。子育てニーズに༶した柔軟な活

動が地域の子育て支援において重要性をቑし、ᅜの事業としてᮇᚅされ、➨✀♫会⚟♴事

業として♫会的㈐௵をᢸう事業となった。それにより、他の保育サーࣅスと同ᵝに保育の㉁

やᑓ㛛性の確保がᙜ↛のように要ồされᕷሙ࣋ースの利౽性がồめられるようにもなった。

ຍえて、ᅜや⮬యの子育て支援ไ度もᖺ々実し、ᵝ々な支援⟇がᡴち出され、ファミリ

ー・サポート・センター事業を取りᕳく≧ἣは大きく変化した。 

⌧ᅾ、事業を利用ࡍる依頼会員はᖺ々ቑຍし多ᵝな⫼ᬒや考え方を持つᐙᗞにおいてファ

ミサポが利用されるようになっている。会員の調査の結果、依頼会員の‶㊊度は㧗かった

が、‶㊊度の低い会員にとっては、「ᛴな対応ができない」ことや、「サーࣅス利用㛤始ま

での手続きが多い」、「なかなか提供会員との࣐ッチングができない」と౽さを感じてい

る合が㧗いことがわかり、ファミリー・サポート・センターを利用ࡍるにあたって、もっ

と利用⪅に౽利にえるようにࡍべき、というᕷሙ⩏が持ち㎸まれつつあることもྰ定で

きない。 

 また、困難事例の対応にᑓ㛛性がồめられる中、一部の提供会員の善意に依Ꮡして㈇ᢸ

の多い依頼を受けている一方で、㏦㏄に関ࡍる活動がቑえ、中でも利用ᩱ㔠が安いという理

⏤で安᫆にሿや⩦い事などの定ᮇ的な㏦㏄を依頼ࡍるケースに対応ࡍるため提供会員の確

保が一層難しい≧ἣになっているということにもつながっている。 

 ヒアリング調査からも、㛤タᙜ初にⓏ㘓した提供会員の㧗㱋化➼により、ᑗ来的な安を

ᢪえながら、多ᵝな依頼に対応している⌧≧において、相互援助活動としてのファミサポに

おける支援のあり方について思いをめࡄらࡏるアドバイザーが多く、まさに事業は「過Ώ

ᮇ」を㏄えていることがうかがえる。

 また、ファミサポの認知度は低く、「子育てᐙᗞの保ㆤ⪅層」と「提供会員となり得るᖺ

代層」のいずれに対しても周知があまりᒆいていないことが、一⯡にྥけたインターネット

調査で明らかになった。他人に子ども㡸けることに対して安感・ᢠ感が大きく、㡸ける

ことの一歩を踏み出ࡏない保ㆤ⪅が多いこともわかった。 

 しかし、このような≧ἣだからこそ、この活動がᮏ来持っている、同じ地域ఫẸ同士が子

育てを支え合い、互いの関わりの中で信頼関係を築き、地域のつながりをゆるやかに生し

ていくことの意⩏は大変重要であるとゝえる。今の時代にこそファミリー・サポート・セン

ターの₯ᅾ的ニーズは大きい。これからの地域の子育て支援において、ファミリー・サポー

ト・センター事業がᢸうべき支援の可能性について、᭦なる㆟論が必要である。 
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1� 

㸺センター�⮬య�で取り組ࡴことができる⌧ሙでの活動の工夫例㸼

༊分 工夫例 ෆᐜ 

提供会員の確
保 

提供会員ඃ㐝ไ度のタ 

・提供会員パスポート㸦ྛ✀ᘬやබ共タのඃᚅ
利用➼㸧のⓎ行などのඃ㐝ไ度のタ 
・提供会員のྡ่のసᡂ➼の࢜リジࣝࢼノࣝ࣋テ
グッズのసᡂ 
・᪤Ꮡ会員からの⤂ไ度のタ㸦ఱらかのインセ
ンテࣈไ度をタける㸧 

認知度のྥ上 
ファミサポࢹーのタ 
 ャンペーン事業のᒎ㛤࢟

認知度ྥ上のためにタし、関連イ࣋ントをྛセン
ターで実 
・⾲ᙲไ度�%HVW 提供会員、%HVW ペア➼� 
・య㦂ㄯのເ㞟・会報ㄅ➼でのᥖ㍕ 
 るࡍてもらい、㹎㹐ࡆアで取り上ࢹ࣓ྛ

周知・広報の 
ᙉ化 

周知・広報ࢶーࣝのᩚഛ
⮬యᅜまたは㒔㐨ᗓ┴の共通ポスター、パンフ、
リーフ、カードᆺ 35 ーࣝ、動画➼をసᡂ、活用ࢶ

ド࣓ࣗ࢟ンタリード࣐ࣛไస
ド࣓ࣗ࢟ンタリード࣐ࣛไస・ᨺᫎ。地域のケーࣈ
ࣝ 79、動画サイト➼でබ㛤 

㹑㹌㹑の活用 
ྛ✀ SNS をってファミサポの事業⤂、講⩦会
ෆ、活動⤂➼ 

యไᙉ化 
リクࣝーターᑓ用スタッフの
㓄⨨ 

アドバイザーとはูの「リクࣝータースタッフ㸦人
ᮦ確保のために動く⫋員㸧」を㓄⨨ 

提供会員の確
保 
㸦他組織との
༠力యไ㸧 

こども・保育関連Ꮫ部のある
大Ꮫとの連携 

保育士➼を┠指ࡍᏛ生とその⫼ᚋの保ㆤ⪅をターࢤ
ットにし、提供会員になってもらう。 

地域の業とのタイアッࣉ 
地域の業の &S5 として地域の子育て支援に༠力 
ձᚑ業員にファミサポを⤂ࡍる、ղὶ会にཧຍ
。る、ճ⿵助㔠を出し提供会員の報㓘➼にてるࡍ

⮬యとの連携㸦㊊ඖの取組㸧

小さいエリアでの広報の実に関ࡍる⏫ෆ会、⮬
会との༠力 
・⏫ෆ会での人ᮦの⤂依頼 ・ᙺ員のാきかけ
・回ぴᯈ➼でのチࣛࢩᥖ㍕ 

講⩦会の実 

提供会員の㣴ᡂ講ᗙの必㡲㡯
┠のᣑ 

子どものⓎ㐩の理解、子育てᐙᗞの理解、ࢥロࢼ
⚝を⤒て変化した子育てᐙᗞの実ែ➼多ᵝなニーズ
を取りධれ必㡲㡯┠をቑやࡍ。 

講⩦会のෆᐜの +3 での周知 
講⩦会のෆᐜをセンター㹆㹎で周知し、提供会員が
どのような講ᗙを受けてサポートにあたっているの
かも周知ࡍる。 

講⩦会の合同実、他センタ
ーの受講⪅受けධれయไの᥎
進 

小つᶍセンターの講⩦会の事ົᒁ㈇ᢸの㍍ῶ、会員
の受講機会のᣑ大 

㏦㏄の⿵ൾ 
⮬動㌴ᑓ用保㝤のຍධ・㈝用
⿵助 

⛣動ᑓ用⮬動㌴保㝤のຍධにより、⮬ᐙ用㌴をっ
た㏦㏄の㈺ൾ㈐௵保㝤による⿵ൾの適用㸦㈝用を⮬
యが⿵助㸧 

手続き改善 手続きのࢩステ࣒化、'; 化 
Ⓩ㘓⏦㎸᭩、活動報࿌᭩➼ド࣓ࣗ࢟ントのࢹジタࣝ
化、手続きの࢜ンࣛイン化、'; 化 

困難事例の 

連携యไ 

要対༠のᯟ組みの中での報
共有 

関係機関との連携の際のಶ人報保ㆤ 
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おわりに

ファミリー・サポート・センター事業についての調査研究も２年目を迎えることとなっ

た。アンケート調査結果をクロス集計やインターネット調査を用いての認知度調査を実施し

たことで、これまでとは違った角度からこの事業を検証することができた。 

 インターネット調査では、想定以上に事業の認知度が低いことに改めて現実の厳しさを感

じた。ヒアリング調査では、それぞれの地域の中で独自の進化を遂げ、同じ事業とは思えな

いほど個性豊かなさまざまなセンターの姿を知り、この事業の懐の深さを感じた。 

まさに、新たな発見の連続であった。 

なかでも、インターネット調査は、「子どもを預ける側」と「子どもを預かる側」それぞ

れを対象としたが、特に、「子どもを預ける側」の、「他人に子どもを預ける」ことに対す

る不安感・抵抗感が想像以上に多かったことに驚いた。「信頼できないから預けない」とい

う意見も多くみられた。子どもを預けることへのハードルを越えられず、子育ての負担やス

トレスを一人で抱え込む母親が依然として多いことが調査結果からもうかがえた。 

その一方で、対照的だったのがヒアリング調査での会員の方々の話である。提供会員と依

頼会員、多くが初対面から始まり、継続的なかかわりの中で少しずつ距離を縮めていった。

今や提供会員の存在が依頼会員の精神的な支えとなり、親子にとってかけがえのない存在と

なっている様子が温かな記憶とともに今でも思い出される。 

ファミリー・サポート・センター事業の認知度が上がり、地域の人々が地域の子どもを見

守るこのしくみがもっと活用されることが望まれる。 

 児童福祉法等一部改正により家庭支援の充実が図られ、第二種社会福祉事業も数多く創設

されている。そして、この４月からは、こども家庭庁が発足する。国の政策の大きな転換期

を迎え、様々な新施策が打ち出される中、ファミリー・サポート・センター事業の存在意義

が問われることになると思われる。 

この事業が地域の子育ての支え合いの活動であるという特質を踏まえ、子育て支援事業に

普遍的な役割とファミリー・サポート・センター事業に固有の役割とを整理し、過度の期待

にならないよう、かつ、ファミリー・サポート・センター事業が持つ固有の役割・機能を大

切にした充実策について検討し、国、自治体、センターそれぞれの役割に応じた方策を講じ

ていくことが求められる。 

最後に、長かったコロナ禍も一区切りを迎えるというところ、インターネット調査に回答

くださった皆様、お忙しい中ヒアリング調査で現場での取組を聴かせてくださったアドバイ

ザーの皆様、活動中の会員として貴重なお話をいただいた会員の皆様、今年度も助成いただ

いた厚生労働省のご担当者の皆様、そして、令和３年度に続き、ご指導・ご示唆いただいた

柏女霊峰委員をはじめとする検討委員の皆様方、今回の調査に関わってくださったすべての

方々に対し、心より感謝の意を申し上げる。 
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巻末資料Ⅰ 調査票　インターネット調査調査票

ファミリーサポートセンターに関する認知度調査
■調査目的 ファミリーサポートセンターを実態把握。

地域で子育てを支援しているファミリーサポートセンターの利用率・認知率を測り今後会員数を増やすための研究材料としてデータを活用する。
■調査対象者 性別: 男女

年齢: 10-70代
地域: 全国

その他: １）依頼会員となり得る子育て家庭の保護者
　　・末子年齢が小学校低学年以下の子どものいる保護者

２）提供会員となり得る方提供会員世代
　　・10代～70代の男女

■スクリーニング
全員回答
F1 SA あなたの性別をお答えください。

（お答えは1つ）

○1 男性
○2 女性

F2 NUM あなたの年齢をお答えください。
（お答えは半角数字で）

歳 ※半角数字のみ ※9歳以下、80歳以上は調査終了

F3 SA あなたのお住まいの地域をお答えください。
（お答えは1つ）

▼プルダウン
1 北海道
2 青森県
3 岩手県
4 宮城県
5 秋田県
6 山形県
7 福島県
8 茨城県
9 栃木県

10 群馬県
11 埼玉県
12 千葉県
13 東京都
14 神奈川県
15 新潟県
16 富山県
17 石川県
18 福井県
19 山梨県
20 ⾧野県
21 岐阜県
22 静岡県
23 愛知県
24 三重県
25 滋賀県
26 京都府
27 大阪府
28 兵庫県
29 奈良県
30 和歌山県
31 鳥取県
32 島根県
33 岡山県
34 広島県
35 山口県
36 徳島県
37 香川県
38 愛媛県
39 高知県
40 福岡県
41 佐賀県
42 ⾧崎県
43 熊本県
44 大分県
45 宮崎県
46 鹿児島県
47 沖縄県
48 海外

九州・沖縄
九州・沖縄

九州・沖縄
九州・沖縄
九州・沖縄
九州・沖縄
九州・沖縄
九州・沖縄

中国・北陸・四国
中国・北陸・四国
中国・北陸・四国
中国・北陸・四国
中国・北陸・四国
中国・北陸・四国

東海・近畿
東海・近畿
東海・近畿
中国・北陸・四国
中国・北陸・四国
中国・北陸・四国

東海・近畿
東海・近畿
東海・近畿
東海・近畿
東海・近畿
東海・近畿

中国・北陸・四国
中国・北陸・四国
中国・北陸・四国
関東・甲信越
関東・甲信越
東海・近畿

関東・甲信越
関東・甲信越
関東・甲信越
関東・甲信越
関東・甲信越
関東・甲信越

北海道・東北
北海道・東北
北海道・東北
北海道・東北
関東・甲信越
関東・甲信越

北海道・東北
北海道・東北
北海道・東北

1/5
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巻末資料Ⅰ 調査票　インターネット調査調査票

全員回答 ঌー४
S&1 SA あなたのਠのଦ၉者のથ૮をお答えください。

（お答えは1つ）

○1 થり
○2 ૮し

全員回答 ঌー४
S&2 SA あなたは子育てをした৽ୡがありますऊ。

（お答えは1つ）

○1 થり
○2 ૮し

全員回答 ঌー४
S&3 SA あなたのお子の年齢をお答えください。

（お答えは1つ）
。お子が2以いる方はؚ末子の年齢をお答えくださいپ

○1 0歳（ਸ਼1子႔中）
○2 0歳
○3 1歳
○4 2歳
○5 3歳
○6 4歳
○7 5歳
○8 6歳
○9 7歳
○10 8歳
○11 9歳
○12 10歳以
○13 ਠ子どもはいない

回答者:6&� �f��َऋःる※႔রはஅीऩःُ ঌー४
S&4 SA あなたのお子のয数をお答えください。

（お答えは1つ）

○1 1য
○2 2য
○3 3য
○4 4য
○5 5য
○6 6য
○7 7য以

全員回答 ঌー४
S&5 SA あなたのをお答えください。

（お答えは1つ）

○1 ૮
○2 ਫ員・ਫૠ員
○3 ୣാ員
○4 ட員
○5 ঽؚঽ者
○6 ঃート・॔ルংॖト
○7 
○8 家ఔజহ者
○9 ৽者ؚ૽員
○10 जの（৬प　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

全員回答 ঌー४
S&6 SA あなたのओ家庭の世ఝ年ઽをお答えください。

（お答えは1つ）

○1 100ਐ
○2 100ਐ～200ਐ
○3 200ਐ～300ਐ
○4 300ਐ～400ਐ
○5 400ਐ～500ਐ
○6 500ਐ～600ਐ
○7 600ਐ～700ਐ
○8 700ਐ～800ਐ
○9 800ਐ～900ਐ
○10 900ਐ～1�000ਐ
○11 1�000ਐ以
○12 ॎऊैない

2/5
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■ম調査
全員回答 ঌー४
41 SA あなたはَؚファミリー・サポート・センターহُを知ढていますऊ。

（お答えは1つ）

ファミサポのਏのৱ料提ંپ

○1 知ढている
○2 知ैない
○3 ୂいたऒとはあるங২でઍपついては知ैない

回答者:4� ق�ファミリー؞サポート؞センター॑知ढथःる্ك ঌー४
42 MA ファミリー・サポート・センターをَ知ढているُとお答えした方पおୂऌします。

হを知ढたऌढऊऐは୦ऊैでしたऊ。以下の৭උ࿔ऊैあてはまるものすसてを৭॒でください。
（お答えはいくつでも）

1ٸ ੨の広ਾ
2ٸ 子育て関৴ਝؚ子育てॖঋントಉ
3ٸ 学校関બでの広ਾ
4ٸ ਁુਝやਁなষহでの広ਾ
5ٸ ড়ਝでの広ਾ（ૹਝಉ）
6ٸ 口॥ミ
7ٸ ーঌー४ؚSNS
8ٸ जの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

回答者:સહع�ٳ �&6ق� ��4٭����、ऊण、ファミリー؞サポート؞センター॑知ढथःる্ك ঌー४
43 SA ファミリー・サポート・センターをَ知ढているُとお答えした方पおୂऌします。

あなたはファミリー・サポート・センターの依頼会員（子どもをऐる会員）としてఃஈしていますऊ。
（お答えは1つ）

○1 会員としてఃஈしておりؚऊり・ଛಶなどをしてもैढたऒとがある
○2 会員としてఃஈしているがؚऊり・ଛಶなどの依頼をしたऒとはない
○3 会員としてૌுपఃஈしていたがؚやめてしまढた（会した）
○4 会員としてఃஈしていない

回答者:સહ�9ع�0 �(ق� ��4٭��DQG6&� ع��ٳ��、ऊण、ファミリー؞サポート؞センター॑知ढथःる্ك ঌー४
44 SA ファミリー・サポート・センターをَ知ढているُとお答えした方पおୂऌします。

あなたはファミリー・サポート・センターの提供会員（子どもをऊる会員）としてఃஈしていますऊ。
（お答えは1つ）

○1 会員としてఃஈしておりؚ援ஃ活をষढたऒとがある
○2 会員としてఃஈしているがؚ援ஃ活をষढたऒとはない
○3 会員としてૌுपఃஈしていたがؚやめてしまढた（会した）
○4 会員としてఃஈしていない

回答者:સહع�ٳ �&6ق�ع� ��4٭����、ऊण、ൂভ員धखथఃஈखथःる্ك ঌー४
45 MA ファミリー・サポート・センターのَ会員としてఃஈしておりؚऊり・ଛಶなどをしてもैढたऒとがあるُ

またはَ会員としてఃஈしているがؚऊり・ଛಶなどの依頼をしたऒとはないُまたはَ会員としてૌுपఃஈしていたがؚやめてしまढた（会した）ُ
を৭॒だ方पおୂऌします。
会員としてఃஈした৶は୦ですऊ。以下の৭උ࿔ऊैあてはまるものすसてを৭॒でください。
（お答えはいくつでも）

1ٸ 利用料সがいऊै
2ٸ ग地域の住ড়がऊढてくोるऊै（地域住ড়の支え়いだऊै）
3ٸ ষが੧するため信頼でऌるऊै
4ٸ प利用でऌるサーঅ५がないऊै
5ٸ ௵যपઇえてもैढたऊै
6ٸ 子どもを地域とのऊऊॎりの中で育てたいऊै
7ٸ サーঅ५のலੌाがତढているऊै
8ٸ जの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

3/5
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回答者:સહ�9ع�0 �(ق�ع� ��4٭��DQG6&� ع��ٳ��、ऊण、ভ員धखथఃஈखथःる্ك ঌー४
46 MA ファミリー・サポート・センターのَ会員としてఃஈしておりؚ援ஃ活をষढたऒとがあるُまたはَ会員としてఃஈしているがؚ援ஃ活をষढたऒとはないُ

を৭॒だ方पおୂऌします。
会員としてఃஈした৶は୦ですऊ。以下の৭උ࿔ऊैあてはまるものすसてを৭॒でください。
（お答えはいくつでも）

1ٸ ढているযの手ஃऐをしたいؚযの૽पয়ठたいऊै
2ٸ ௫しजअؚ子どもがऌだऊै
3ٸ 子育て৽ୡが活ऊचるऊै
4ٸ 子育てप関してؚঽ分とगेअな૾யप઼ऊोているযの手ஃऐをしたいऊै
5ٸ ৎपඥがでऌたऊै
6ٸ 地域や会पལନしがしたいऊै
7ٸ 児ญྦୄや子育ての༧য়などؚ会ਖのੰৠप૽য়ठたいऊै
8ٸ जの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

回答者:સહع� �&6ق�ع� �4٭����、ऊण、ൂভ員धखथఃஈखथःऩः্ك ঌー४
47 MA ファミリー・サポート・センターのَ会員としてఃஈしていないُまたはَ会員としてఃஈしているがؚऊり・ଛಶなどの依頼をしたऒとはないُ

またはَ会員としてૌுपఃஈしていたがؚやめてしまढた（会した）ُとお答えした方पおୂऌします。
会員としてఃஈしていないؚやめてしまढた৶ؚまたは会員としてఃஈしているが支援の依頼をしない৶は୦ですऊ。以下の৭උ࿔ऊैあてはまるものすसてを৭॒でください。
（お答えはいくつでも）

1ٸ 利用料সが高いऊै
2ٸ ग地域の住ড়पऐたくないऊै
3ٸ ষが੧する支援だが信頼でऌないऊै
4ٸ प利用でऌるサーঅ५があるऊै
5ٸ 子どもを地域とのऊऊॎりの中で育てたいとはઓॎないऊै
6ٸ サーঅ५のலੌाがତढていないऊै
7ٸ ઞいपくजअだऊै
8ٸ যप子どもをऐるऒとपಿがあるऊै
9ٸ 家ఔがખৌしたऊै
10ٸ 新॥টॼウॖル५ഉඪのഉのതोがあढたऊै
11ٸ 依頼するਏがなऊढたऊै
12ٸ जの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

回答者:સહ4٭�� �f�9ع�0 �(ق�DQG6&� ع��ٳ��、ऊण、ভ員धखथఃஈखथःऩः্ك ঌー४
48 MA ファミリー・サポート・センターのَ会員としてఃஈしていないُまたはَ会員としてఃஈしているがؚ援ஃ活をষढたऒとはないُ

またはَ会員としてૌுपఃஈしていたがؚやめてしまढた（会した）ُとお答えした方पおୂऌします。
会員としてఃஈしていないؚやめてしまढた৶ؚまたは会員としてఃஈしているが援ஃ活をষॎない৶は୦ですऊ。以下の৭උ࿔ऊैあてはまるものすसてを৭॒でください。
（お答えはいくつでも）

1ٸ 活प௪がないऊै
2ٸ ৎがないऊै
3ٸ ਾີがいऊै
4ٸ ୦ऊਖがあढたとऌのிભが重すऍるऊै
5ٸ 家ఔの৶ੰが得ैोないऊै
6ٸ 研ఊが૿だऊै
7ٸ ग地域のযと関ॎりたくないऊै
8ٸ 家ఔがખৌしたऊै
9ٸ 新॥টॼウॖル५ഉඪのഉのതोがあढたऊै
10ٸ 活の依頼がなऊढたऊै
11ٸ जの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

回答者:સહك��ع� �&6ق� ঌー४
49 SA あなたはؚऒोまでؚओঽମのお子さ॒をऊढてऺしいとઓढたऒとはありますऊ。

（お答えは1つ）

○1 ある
○2 ない

回答者:49 ق�ऊढथऺखःधઓढञऒधऋँるك ঌー४
410 SA お子さ॒をऊढてऺしいৃ়ؚあなたは୦を重ଳしていますऊ。

重ଳするਏಞपついてؚ以下の৭උ࿔ऊैあてはまるものをऱとつ৭॒でください。
（お答えは1つ）
。႔中の方はؚలਟ子供がেまोた後を୳してお答えくださいپ

○1 利用料সがいऒと
○2 ऊढてくोるযが信頼でऌるऒと
○3 ऊढてくोるযが௧ৱતをढているऒと
○4 利用しやすいऒとؚ手ਢऌがॎऊりやすいऒと
○5 ऊढてऺしいৎؚいつでもすएपऐैोる
○6 হ・トছঈルがあढたৎपଓ২などがあるऒと
○7 ਁなサーঅ५であるऒと
○8 サーঅ५がどのेअなものऊを知るହのৃがମ近पあるऒと
○9 ऊढてもैअऒとप家ఔの৶ੰがあるऒと
○10 जの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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回答者:49 ق�ऊढथऺखःधઓढञऒधऋँるك ঌー४
411 MASA あなたはؚओঽମのお子さ॒をऊढてऺしいৃ়ؚどのेअपしていますऊ。おऒなढたऒとのあるものを৭උ࿔ऊैすसて৭॒でください。 كອ回答ق

M7 （お答えはいくつでも）
またؚਈもつऊअものをऱとつ৭॒でください。
（お答えは1つ）
。႔中の方はؚలਟ子供がেまोた後पどのेअなものを利用�৽ୡしजअऊでお答えくださいپ

411B1 411B2

※4��B�द21のँるඨ目のみ4��B�に৭උ૭

お
ऒ
な
っ

た
ऒ

と
の
あ
る
も
の

ਈ
も
つ
ऊ
अ
も

の

1 ຳ೯ಟपऊढてもैअ 1ٸ ○1
2 ຳ೯ಟ以外のఔपऊढてもैअ 2ٸ ○2
3 近ਚの住ড়の方पऊढてもैअ 3ٸ ○3
4 ௵য・知যपऊढてもैढたりؚऐ়ढたりする 4ٸ ○4
5 ਁな支援サーঅ५を利用する 5ٸ ○5
6 ড়のサーঅ५（ঋঅー३ॵターಉ）を利用する 6ٸ ○6
7 ऊりがाつऊैなऊढた（ঽ分で子どもをाた） 7ٸ ○7
8 जの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 8ٸ ○8

回答者:સહ�9ع�0 �(ق�DQG6&� ك��ع��ٳ ঌー४
412 SA あなたはؚऒोまでपؚ子育て支援の活ಉをষढたऒとがありますऊ。

以下の৭උ࿔ऊैあてはまるものをऱとつ৭॒でください。
（お答えは1つ）

○1 子育て支援の活をষढたऒとがありؚਠも活している
○2 子育て支援の活をষढたऒとがあるがؚਠは活していない
○3 子育て支援の活をষढたऒとがないがؚ関ੱはढている
○4 子育て支援の活をষढたऒとがないしؚ関ੱもない

回答者:સહ�9ع�0 �(ق�DQG6&� ك��ع��ٳ ঌー४
413 SA あなたはؚ子育てを地域の住ড়がஃऐ়अ子育て支援の活पついてؚजのਏ性をगますऊ。

以下の৭උ࿔ऊैあてはまるものをऱとつ৭॒でください。
（お答えは1つ）

○1 ਏだとઓढている
○2 あるங২ਏだとઓअ
○3 あまりਏだとઓॎない
○4 ਏだとઓॎない

全員回答 ঌー४
414 MA َファミリー・サポート・センターহُपついてؚあなたがਭऐるഀをઇえてください。

以下の৭උ࿔ऊैあてはまるものをすसて৭॒でください。
（お答えはいくつでも）

ファミサポのਏのৱ料提ંپ

1ٸ ਾີが高い
2ٸ ਾີがい
3ٸ 利用料সがい
4ٸ 利用料সが高い
5ٸ 信頼でऌる
6ٸ 信頼でऌない
7ٸ ௧性が高い
8ٸ ௧性が低い
9ٸ 利用しやすい
10ٸ 利用しपくい
11ٸ 手ਢऌがॎऊりやすい
12ٸ 手ਢऌがॎऊりपくい
13ٸ जの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

全員回答 ঌー४
415 FA َファミリー・サポート・センターহُपめるऒとやୄするऒとはどのेअなऒとでしॆअऊ。ঽपおછऌください。

（お答えは৬प）

ファミサポのਏのৱ料提ંپ
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令和４年９月吉日 

ファミリー・サポート・センター ご担当者様 

一般財団法人 女性労働協会  

会長  岩 田 三 代 

（公 印 省 略）

令和４年度 厚生労働省 子ども・子育て支援推進調査研究事業 

子育て援助活動支援事業（ファミリー･サポート･センター事業）における 

提供会員の確保方策等に関する調査研究 

「ファミリー・サポート・センターヒアリング調査」に関するご協力のご依頼 

皆様におかれましては、日頃より協会事業にご理解・ご協力を賜り誠に有難うございます。 

 私ども女性労働協会は、このたび、厚生労働省「令和４年度子ども・子育て支援推進調査研究

事業」において、全国のファミリー・サポート・センター様を対象に、標記調査研究を行うこと

となりました。ご多忙中のところ誠に恐縮に存じますが、調査にご協力くださいますようお願い

申し上げます。 

本調査では、特徴的、効果的な取組を行っているファミリー・サポート・センターや連携機関

等に対するヒアリングを行わせていただき、地域における子育て支援事業を一層充実していく参

考にさせていただきたいと考えております。

具体的な調査の目的や概要、調査内容、調査方法等につきましては、別紙に記載しております

ので、ご参照いただきますと幸いです。 

何卒趣旨をご理解いただき、調査にご協力くださいますようよろしくお願いいたします。 

記

（添付資料）

 ・別紙①「子育て援助活動支援事業（ファミリー･サポート･センター事業）における提供会員 

     の確保方策等に関する調査研究」ヒアリング調査の概要 

 ・別紙②同意書 

 ・別紙③同意撤回書 

   

【お問合せ先】 

一般財団法人 女性労働協会 担当 小林、吉川、野崎、角納 

〒105-0014 東京都港区芝 2-27-8 VORT 芝公園 8階 

TEL：０３－３４５６－４４１０ 

Email：w-women2a@jaaww.or.jp
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（別紙①）

「子育て援助活動支援事業（ファミリー･サポート･センター事業）における提供会員

の確保方策等に関する調査研究」ヒアリング調査概要

１．本調査研究事業について

私ども女性労働協会は、ᖹᡂ６年のファミリー・サポート・センター事業タ❧当ึかࡽ⌧ᅾに

⮳るᅄ༙ୡ⣖௨上の長きにわたり㐠Ⴀ支援を実し、ᩘ多くのセンター様のᏳᚰ・Ᏻ全な活動と

な業ົ㐠Ⴀのたࡵにᑾ力いたしております。 

本調査研究事業は、全国のファミリー・サポート・センター様を対象に、アンࢣート調査ཬび

ヒアリング調査の実を㏻じてファミリー・サポート・センター事業の実ែのᢕᥱཬびㄢ㢟の

対ᛂ策を᳨ウし、ᚋの事業の一層の充実をᅗるたࡵ、厚生労働省子ども・子育て支援推進調査

研究事業としてィ⏬・実しているものです。 

本研究のご協力をお願いするたࡵに、研究の目的や内容をごㄝ᫂いたします。ୗ記をおㄞࡳ

いただき、ご理解いただいた上でご協力いただけれࡤ幸いです。 

この研究は、❧ṇᏛ理ᑂ査ጤ員会にてᑂ査をཷけ、ᢎㄆをཷけております。 

  

２．本研究の目的及び意義

ファミリー・サポート・センター事業において、「提供会員の確保」は全国的なㄢ㢟で࠶り、

ಶࠎのセンターで様ࠎな取組が行われてきているところです。しかし、ᛮったようなᡂ果がᚓ

問㢟が῝้しています。また、本事業は、これまで、ࡳれない中、提供会員の㧗㱋が進ࡽ

の子育て支援事業のᯟかࡽこࡰれⴠࡕる⣽かい౫㢗にもᰂ㌾に対ᛂし事業を⿵するᙺ

も担ってきました。しかし、㏆年、の子育て支援事業が充実するにつれ、ࣛ࣎ンタリーな「地

域ఫẸ同ኈの支え合い」の活動⠊ᅖを㉸え、ᑓ㛛性や機関との連携体ไがồࡽࡵれる౫㢗も

ᑡなく࠶りませࢇ。 

る事業の特性を㋃まえ、提供会࠶こで、本研究においては、「地域ఫẸ同ኈの支え合い」でࡑ

員の確保や㓄៖のᚲ要な子育てᐙᗞの対ᛂ方法等について、事業のㄆ▱度調査（別㏵実）

やヒアリング調査により、ㄢ㢟に対する᰿本的なཎᅉ解᫂と㐺ษかつ有効な対ᛂ策について᳨

ウを行い、ᚋのファミリー・サポート・センター事業の充実ྥ上にᐤするᡂ果としたいと

考えています。 

３．ヒアリング調査の対象と調査方法

（１） 調査対象として選定された理由 

 本調査研究事業の᳨ウጤ員会において、令和３年度に実したアンࢣート調査⤖果よ

り、提供会員の確保ができている、提供会員ᩘがቑຍした、提供会員の活動合が㧗い

等の回⟅⤖果をᚓࡽれたセンターとして、㈗センターを㑅ᐃさせていただきました。 

アࢨࣂࢻー様にヒアリングさせていただけれࡤと存じます。 

（２）調査方法 
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     。ン（]oom）による㠃᥋ンࣛ࢜

    =OO0 アࢫࣞࢻは、別㏵࣓ーࣝにてお㏦りさせていただきます。 

ͤ=OO0 のධᐊに関してはࢥࢫࣃーࢻを記載し、ࢩࣂࣛࣉーに㓄៖した⎔ቃで実する

ようにいたします。 

（３）ヒアリング調査の᪥⛬ 

 まで ᡤ要㛫：2㛫௨内ەࡽかە（᭙日ە）日ە月ە年ە   

（䠐）ヒアリングᢸᙜ⪅（ண定） 

  ᳨ウጤ員会ጤ員  

東内⍠㔛子（日本⚟♴Ꮫ）、⸨㧗┤அ（❧ṇᏛ）、東᰿ࡕよ（㜰ᗓ❧Ꮫ） 

ファミリー・サポート・センターアࢨࣂࢻーのጤ員  㸰㹼３ྡ⛬度 

事ົᒁ  

小林ᜤ子（一般財団法人 女性労働協会）か 㸰㹼３ྡ⛬度 

（䠑）ヒアリングෆᐜ 

提供会員の確保やᅔ難事の対ᛂ等において、センターの参考事となるようなዲ

事として、特Ⰽ࠶る取組の内実をヒアリングし、提供会員の確保のたࡵの対策をㅮじるた

のㄢ㢟をᢳฟするとともにファミリー・サポート・センター事業㐠Ⴀにおいて活⏝ྍ⬟なࡵ

対ᛂ策についてᩚ理し、事業の特性を㋃まえた対ᛂ策をᩚ理したいと考えております。 

  【ヒアリング㡯目】 

㸺１ センターᇶ本ሗ㸼 

㸺㸰 提供会員の確保について㸼 

・提供会員の確保のたࡵに実した内容、ᕤኵⅬ 

・ᚋの確保のたࡵのᨵၿⅬとᨵၿ策 

・ファミリー・サポート・センター事業を行うに࠶たり、提供会員をどう⨨付けてい

るか（会員とのࢥミࣗࢣࢽーࣙࢩン、会員同ኈのὶ、ಙ㢗関ಀを⠏くたࡵのᕤኵ等） 

㸺３ ᅔ難事の対ᛂについて㸼 

・ᅔ難事の対ᛂのたࡵの体ไ、連携先 

・ᅔ難事の対ᛂ事と対ᛂに࠶たって㔜どしたⅬ 

・ファミサポ事業において㓄៖がᚲ要なᐙᗞにどう対ᛂしていくか 

㸺４ センターの特Ⰽ࠶る取組について㸼センターごとにಶ別の㉁問 

㸺５ ᚋの事業の࠶り方について㸼 

４㸬本研究事業にかかるಶ人ሗ等の取ᢅいおよび理的㓄៖について

 本研究の実に当たっては、厚生労働省子ども子育て支援ㄢのチྍをᚓて実しております。

ヒアリング調査の実に࠶たりましては㈗㔜なお㛫を㡬ᡝしますが、調査の旨をご理解いた

だきますようお願いいたします。また、ሗ࿌書సᡂのたࡵ、ヒアリング実中に㘓⏬・㘓㡢等を
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させていきたいと考えております。 

 本調査の参ຍにご同意いただけるሙ合は、別紙②の同意書にご記ධいただき、「６.本調査の

ご㉁問・┦ㄯなࡽびに問い合わせ先」に記載の調査担当まで࣓ーࣝまたは同ᑒの㏉ಙ⏝ᑒ⟄にて

お㏦りくださいますようお願い申し上げます。 

なお、別紙③の同意撤回書によって、いつでもこれを撤回することができます。撤回によっ

て、࠶なたさまの┈になるようなことは一ษ࠶りませࢇ。 

 また、ここでᚓたಶ人ሗに関しては、女性労働協会においてཝ㔜に保⟶し、調査研究ሗ࿌で

の公㛤に࠶たっては、公㛤๓にチྍをいただくとともに、༏ྡするなどによってಶ人ሗの保

ㆤにດࡵます。 

 本研究でᚓましたሗに関しては、本研究のたࡵだけに⏝します。⏝ᚋは機ᐦᩥ書として

保⟶し、ᗫᲠをします。研究ィ⏬書ཬび研究の方法に関する資料のሗ公㛤をごᕼᮃの方は、

女性労働協会連⤡をいただくと㜀ぴすることができます。 

５㸬本研究事業にかかるሗ公㛤について

ここでᚓたሗをもとに、アンࢣート調査⚊のศᯒと合わせて、⌧ሙで活⏝ྍ⬟な対ᛂ策のዲ

事㞟をసᡂいたします。ዲ事㞟は、女性労働同協会のサトでの公㛤をணᐃしております。

また日本子どもᐙᗞ⚟♴Ꮫ会（）、日本保育Ꮫ会（）などでᏛ会Ⓨ⾲、なࡽびにㄽᩥᇳ➹を

行うணᐃです。 

６㸬本調査のご㉁問・┦ㄯなࡽびに問い合わせ先

一般財団法人 女性労働協会 担当 小林、吉川、野崎、角納 

〒105-0014 東京都港区芝 2-27-8 VORT 芝公園 8階 

TEL：０３－３４５６－４４１０   Email：w-women2a@jaaww.or.jp 
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（別紙②） 

ヒアリング調査参ຍの同意書

私は、「子育て援助活動支援事業（ファミリー･サポート･センター事業）における

提供会員の確保方策等に関する調査研究」ヒアリング調査に関する௨上の事㡯につ

いてㄝ᫂をཷけました。研究の目的、方法等について理解し、研究に参ຍいたします。

参ຍ者（⨫ྡ）                           

      日付：     年   月  日

― 199 ―



� 

（別紙③） 

ヒアリング調査参ຍの同意撤回書

私は、「子育て援助活動支援事業（ファミリー･サポート･センター事業）における

提供会員の確保方策等に関する調査研究」ヒアリング調査の参ຍの同意を撤回い

たします。

参ຍ者（⨫ྡ）                         

        日付：     年   月  日 
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令和４年９月吉日 

ファミリー・サポート・センターཬび子育て支援機関ご担当者 様 

一般財団法人 女性労働協会  

会長  岩 田 三 代 

（公 印 省 略）

令和４年度 厚生労働省 子ども・子育て支援推進調査研究事業 

子育て援助活動支援事業（ファミリー･サポート･センター事業）における 

提供会員の確保方策等に関する調査研究 

「ファミリー・サポート・センターヒアリング調査」に関するご協力のご依頼 

皆様におかれましては、日頃より協会事業にご理解・ご協力を賜り誠に有難うございます。 

 私ども女性労働協会は、このたび、厚生労働省「令和４年度子ども・子育て支援推進調査研究

事業」において、全国のファミリー・サポート・センター様を対象に、標記調査研究を行うこと

となりました。ご多忙中のところ誠に恐縮に存じますが、調査にご協力くださいますようお願い

申し上げます。 

本調査では、特徴的、効果的な取組を行っているファミリー・サポート・センターや連携機関等

に対するヒアリングを行わせていただき、地域における子育て支援事業を一層充実していく参考

にさせていただきたいと考えております。 

具体的な調査の目的や概要、調査内容、調査方法等につきましては、別紙に記載しております。

ご参照いただき、ご協力くださいますようお願い⮴します。 

何卒趣旨をご理解いただき、調査にご協力くださいますようよろしくお願いいたします。 

記

（添付資料）

 ・別紙①「子育て援助活動支援事業（ファミリー･サポート･センター事業）における提供会員 

     の確保方策等に関する調査研究」ヒアリング調査の概要 

 ・別紙②同意書 

 ・別紙③同意撤回書 

   

【お問合せ先】 

一般財団法人 女性労働協会 担当 小林、吉川、野崎、角納 

〒105-0014 東京都港区芝 2-27-8 VORT 芝公園 8階 

TEL：０３－３４５６－４４１０ 

Email：w-women2a@jaaww.or.jp

― 201 ―



� 

（別紙①）

「子育て援助活動支援事業（ファミリー･サポート･センター事業）における提供会員

の確保方策等に関する調査研究」ヒアリング調査概要

１．本調査研究事業について

私ども女性労働協会は、ᖹᡂ６年のファミリー・サポート・センター事業タ❧当ึかࡽ⌧ᅾに

⮳るᅄ༙ୡ⣖௨上の長きにわたり㐠Ⴀ支援を実し、ᩘ多くのセンター様のᏳᚰ・Ᏻ全な活動と

な業ົ㐠Ⴀのたࡵにᑾ力いたしております。 

本調査研究事業は、全国のファミリー・サポート・センター様を対象に、アンࢣート調査ཬび

ヒアリング調査の実を㏻じてファミリー・サポート・センター事業の実ែのᢕᥱཬびㄢ㢟の

対ᛂ策を᳨ウし、ᚋの事業の一層の充実をᅗるたࡵ、厚生労働省子ども・子育て支援推進調査

研究事業としてィ⏬・実しているものです。 

本研究のご協力をお願いするたࡵに、研究の目的や内容をごㄝ᫂いたします。ୗ記をおㄞࡳ

いただき、ご理解いただいた上でご協力いただけれࡤ幸いです。 

この研究は、❧ṇᏛ理ᑂ査ጤ員会にてᑂ査をཷけ、ᢎㄆをཷけております。 

  

２．本研究の目的及び意義

ファミリー・サポート・センター事業において、「提供会員の確保」は全国的なㄢ㢟で࠶り、

ಶࠎのセンターで様ࠎな取組が行われてきているところです。しかし、ᛮったようなᡂ果がᚓ

問㢟が῝้しています。また、本事業は、これまで、ࡳれない中、提供会員の㧗㱋が進ࡽ

の子育て支援事業のᯟかࡽこࡰれⴠࡕる⣽かい౫㢗にもᰂ㌾に対ᛂし事業を⿵するᙺ

も担ってきました。しかし、㏆年、の子育て支援事業が充実するにつれ、㓄៖がᚲ要なᐙᗞ

ンタリーな「地域ఫẸ同ኈの支え合い」の活動⠊ᅖを㉸え、ᑓ㛛性や機関ࣛ࣎、の対ᛂ等

との連携体ไがồࡽࡵれる౫㢗もᑡなく࠶りませࢇ。 

る事業の特性を㋃まえ、提供࠶こで、本研究においては、「地域ఫẸ同ኈの支え合い」でࡑ

会員の確保や㓄៖のᚲ要な子育てᐙᗞの対ᛂ方法等について、事業のㄆ▱度調査（別㏵実

）やヒアリング調査により、ㄢ㢟に対する᰿本的なཎᅉ解᫂と㐺ษかつ有効な対ᛂ策につい

て᳨ウを行い、ᚋのファミリー・サポート・センター事業の充実ྥ上にᐤするᡂ果とした

いと考えています。 

３．ヒアリング調査の対象と調査方法

（２） 調査対象として選定された理由 

 本調査研究事業の᳨ウጤ員会において、令和３年度調査⤖果や女性労働協会⊂⮬調査

等より、ファミリー・サポート・センターと関ಀ機関連携を効果的にᒎ㛤しているとᛮ

われる事として、㈗センターཬび㈗機関を㑅ᐃさせていただきました。 

 つきましては、㈗センターアࢨࣂࢻー様ཬび㈗機関ご担当者様にヒアリングをさせ

ていただけれࡤと存じます。 
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（２）調査方法 

     。ン（]oom）による㠃᥋ンࣛ࢜

    =OO0 アࢫࣞࢻは、別㏵࣓ーࣝにてお㏦りさせていただきます。 

ͤ=OO0 のධᐊに関してはࢥࢫࣃーࢻを記載し、ࢩࣂࣛࣉーに㓄៖した⎔ቃで実する

ようにいたします。 

（３）ヒアリング調査の᪥⛬ 

 まで ᡤ要㛫：2㛫௨内ەࡽかە（᭙日ە）日ە月ە年ە   

（䠐）ヒアリングᢸᙜ⪅（ண定） 

  ᳨ウጤ員会ጤ員  

東内⍠㔛子（日本⚟♴Ꮫ）、⸨㧗┤அ（❧ṇᏛ）、東᰿ࡕよ（㜰ᗓ❧Ꮫ） 

ファミリー・サポート・センターアࢨࣂࢻーのጤ員  㸰㹼３ྡ⛬度 

事ົᒁ  

小林ᜤ子（一般財団法人 女性労働協会）か 㸰㹼３ྡ⛬度 

（䠑）ヒアリングෆᐜ 

センターの参考事となるようなዲ事として、ファミサポと関ಀ機関の連携におい

て、先進的な取組の内実をヒアリングし、ファミリー・サポート・センター事業㐠Ⴀにおい

て活⏝ྍ⬟な対ᛂ策についてᩚ理し、事業の特性を㋃まえた取組方策をᩚ理したいと考えて

おります。 

   

【ヒアリング㡯目】 

㸺１ センターཬび関連機関ᇶ本ሗ㸼 

㸺㸰 連携の⌧≧・効果について㸼 

・連携がᚲ要となった⫼ᬒ 

・連携の内容、ᙺศ担 

・うまく対ᛂできた事 

・連携の効果 

㸺３ 連携における問㢟Ⅼ・ㄢ㢟㸼 

・連携に࠶たって問㢟となったこと、ㄢ㢟 

㸺４ センターの特Ⰽ࠶る取組について㸼 

㸺５ ᚋの連携の࠶り方について㸼 

４㸬本研究事業にかかるಶ人ሗ等の取ᢅいおよび理的㓄៖について

 本研究の実に当たっては、厚生労働省子ども子育て支援ㄢのチྍをᚓて実しております。

ヒアリング調査の実に࠶たりましては㈗㔜なお㛫を㡬ᡝしますが、調査の旨をご理解いた
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だきますようお願いいたします。また、ሗ࿌書సᡂのたࡵ、ヒアリング実中に㘓⏬・㘓㡢等を

させていきたいと考えております。 

 本調査の参ຍにご同意いただけるሙ合は、別紙②の同意書にご記ධいただき、「６.本調査の

ご㉁問・┦ㄯなࡽびに問い合わせ先」に記載の調査担当まで࣓ーࣝまたは同ᑒの㏉ಙ⏝ᑒ⟄にて

お㏦りくださいますようお願い申し上げます。 

なお、別紙③の同意撤回書によって、いつでもこれを撤回することができます。撤回によっ

て、࠶なたさまの┈になるようなことは一ษ࠶りませࢇ。 

 また、ここでᚓたಶ人ሗに関しては、女性労働協会においてཝ㔜に保⟶し、調査研究ሗ࿌で

の公㛤に࠶たっては、公㛤๓にチྍをいただくとともに、༏ྡするなどによってಶ人ሗの保

ㆤにດࡵます。 

 本研究でᚓましたሗに関しては、本研究のたࡵだけに⏝します。⏝ᚋは機ᐦᩥ書として

保⟶し、ᗫᲠをします。研究ィ⏬書ཬび研究の方法に関する資料のሗ公㛤をごᕼᮃの方は、

女性労働協会連⤡をいただくと㜀ぴすることができます。 

５㸬本研究事業にかかるሗ公㛤について

ここでᚓたሗをもとに、アンࢣート調査⚊のศᯒと合わせて、⌧ሙで活⏝ྍ⬟な対ᛂ策のዲ

事㞟をసᡂいたします。ዲ事㞟は、女性労働同協会のサトでの公㛤をணᐃしております。

また日本子どもᐙᗞ⚟♴Ꮫ会（）、日本保育Ꮫ会（）などでᏛ会Ⓨ⾲、なࡽびにㄽᩥᇳ➹を

行うணᐃです。 

６㸬本調査のご㉁問・┦ㄯなࡽびに問い合わせ先

一般財団法人 女性労働協会 担当 小林、吉川、野崎、㰺⸨、角納 

〒105-0014 東京都港区芝 2-27-8 VORT 芝公園 8階 

TEL：０３－３４５６－４４１０   Email：w-women2a@jaaww.or.jp 
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（別紙②） 

ヒアリング調査参ຍの同意書

私は、「子育て援助活動支援事業（ファミリー･サポート･センター事業）における

提供会員の確保方策等に関する調査研究」ヒアリング調査に関する௨上の事㡯につ

いてㄝ᫂をཷけました。研究の目的、方法等について理解し、研究に参ຍいたします。

参ຍ者（⨫ྡ）                           

      日付：     年   月  日
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（別紙③） 

ヒアリング調査参ຍの同意撤回書

私は、「子育て援助活動支援事業（ファミリー･サポート･センター事業）における

提供会員の確保方策等に関する調査研究」ヒアリング調査の参ຍの同意を撤回い

たします。

参ຍ者（⨫ྡ）                         

        日付：     年   月  日 
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令和４年９月吉日 

ファミリー・サポート・センターご担当者様 

一般財団法人 女性労働協会  

会長  岩 田 三 代 

（公 印 省 略）

令和４年度 厚生労働省 子ども・子育て支援推進調査研究事業 

子育て援助活動支援事業（ファミリー･サポート･センター事業）における 

提供会員の確保方策等に関する調査研究 

「ファミリー・サポート・センターヒアリング調査」に関するご協力のご依頼 

皆様におかれましては、日頃より協会事業にご理解・ご協力を賜り誠に有難うございます。 

 私ども女性労働協会は、このたび、厚生労働省「令和４年度子ども・子育て支援推進調査研究

事業」において、全国のファミリー・サポート・センター様を対象に、標記調査研究を行うこと

となりました。ご多忙中のところ誠に恐縮に存じますが、調査にご協力くださいますようお願い

申し上げます。 

本調査では、特徴的、効果的な取組を行っているファミリー・サポート・センターや連携機関、

会員様等に対するヒアリングを行わせていただき、地域における子育て支援事業を一層充実して

いく参考にさせていただきたいと考えております。 

具体的な調査の目的や概要、調査内容、調査方法等につきましては、別紙に記載しております

ので、ご参照いただけますと幸いです。 

何卒趣旨をご理解いただき、調査にご協力くださいますようよろしくお願いいたします。 

記

（添付資料）

 ・別紙①「子育て援助活動支援事業（ファミリー･サポート･センター事業）における提供会員 

     の確保方策等に関する調査研究」ヒアリング調査の概要 

 ・別紙②同意書 

 ・別紙③同意撤回書 

   

【お問合せ先】 

一般財団法人 女性労働協会 担当 小林、吉川、野崎、角納 

〒105-0014 東京都港区芝 2-27-8 VORT 芝公園 8階 

TEL：０３－３４５６－４４１０ 

Email：w-women2a@jaaww.or.jp
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（別紙①）

「子育て援助活動支援事業（ファミリー･サポート･センター事業）における提供会員

の確保方策等に関する調査研究」ヒアリング調査概要

１．本調査研究事業について

私ども女性労働協会は、ᖹᡂ６年のファミリー・サポート・センター事業タ❧当ึかࡽ⌧ᅾに

⮳るᅄ༙ୡ⣖௨上の長きにわたり㐠Ⴀ支援を実し、ᩘ多くのセンター様のᏳᚰ・Ᏻ全な活動と

な業ົ㐠Ⴀのたࡵにᑾ力いたしております。 

本調査研究事業は、全国のファミリー・サポート・センター様を対象に、アンࢣート調査ཬび

ヒアリング調査の実を㏻じてファミリー・サポート・センター事業の実ែのᢕᥱཬびㄢ㢟の

対ᛂ策を᳨ウし、ᚋの事業の一層の充実をᅗるたࡵ、厚生労働省子ども・子育て支援推進調査

研究事業としてィ⏬・実しているものです。 

本研究のご協力をお願いするたࡵに、研究の目的や内容をごㄝ᫂いたします。ୗ記をおㄞࡳ

いただき、ご理解いただいた上でご協力いただけれࡤ幸いです。 

この研究は、❧ṇᏛ理ᑂ査ጤ員会にてᑂ査をཷけ、ᢎㄆをཷけております。 

  

２．本研究の目的及び意義

ファミリー・サポート・センター事業において、「提供会員の確保」は全国的なㄢ㢟で࠶り、

ಶࠎのセンターで様ࠎな取組が行われてきているところです。しかし、ᛮったようなᡂ果がᚓ

問㢟が῝้しています。また、本事業は、これまで、ࡳれない中、提供会員の㧗㱋が進ࡽ

の子育て支援事業のᯟかࡽこࡰれⴠࡕる⣽かい౫㢗にもᰂ㌾に対ᛂし事業を⿵するᙺ

も担ってきました。しかし、㏆年、の子育て支援事業が充実するにつれ、ࣛ࣎ンタリーな「地

域ఫẸ同ኈの支え合い」の活動⠊ᅖを㉸え、ᑓ㛛性がồࡽࡵれる౫㢗もᑡなく࠶りませࢇ。 

る事業の特性を㋃まえ、提供会࠶こで、本研究においては、「地域ఫẸ同ኈの支え合い」でࡑ

員の確保等の対ᛂ方法等について、事業のㄆ▱度調査（別㏵実）やヒアリング調査により、

ㄢ㢟に対する᰿本的なཎᅉ解᫂と㐺ษかつ有効な対ᛂ策について᳨ウを行い、ᚋのファミリ

ー・サポート・センター事業の充実ྥ上にᐤするᡂ果としたいと考えています。。 

３．ヒアリング調査の対象と調査方法

（３） 調査対象として選定された理由 

 本調査研究事業の᳨ウጤ員会において、アࢨࣂࢻーの᳨ウጤ員よりご推⸀いただ

き、㈗センターのアࢨࣂࢻー様ཬび✚ᴟ的に事業に携わっていただいている会員の

方ࠎ（提供会員、౫㢗会員、୧方会員）に、活動の実㝿をおᩍえいただくたࡵに㑅ᐃさ

せていただきました。 

（２）調査方法 

     。ン（]oom）による㠃᥋ンࣛ࢜

    =OO0 アࢫࣞࢻは、別㏵࣓ーࣝにてお㏦りさせていただきます。 

ͤ=OO0 のධᐊにはࢥࢫࣃーࢻを記載し、ࢩࣂࣛࣉーに㓄៖した⎔ቃで実します。 
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（３）ヒアリング調査の᪥⛬ 

 まで ᡤ要㛫：2㛫௨内ەࡽかە（᭙日ە）日ە月ە年ە   

（䠐）ヒアリングᢸᙜ⪅（ண定） 

  ᳨ウጤ員会ጤ員  

東内⍠㔛子（日本⚟♴Ꮫ）、⸨㧗┤அ（❧ṇᏛ）、東᰿ࡕよ（㜰ᗓ❧Ꮫ） 

ファミリー・サポート・センターアࢨࣂࢻーのጤ員  㸰㹼３ྡ⛬度 

事ົᒁ  

小林ᜤ子（一般財団法人 女性労働協会）か 㸰㹼３ྡ⛬度） 

（䠑）ヒアリングෆᐜ 

会員様⮬㌟がファミリー・サポートの活動についてどうᤊえていࡽっしࡷるのか等におい

て、センターの参考事となるようなዲ事として、おヰをఛい、ファミリー・サポー

ト・センター事業㐠Ⴀにおいて活⏝ྍ⬟な対ᛂ策についてᩚ理し、事業の特性を㋃まえた対

ᛂ策をᩚ理したいと考えております。 

  【ヒアリング㡯目】 

  㸺１ センターᇶ本ሗ㸼 

㸺㸰 活動を㏻じてᛮうこと㸼 

㸺提供会員様ྥけ㸼 

・会員ᇶ本ሗ 

 ・提供会員になった動機 

 ・活動内容 

 ・活動を㏻じてᚓたこと、会員としてᛮうこと 

 㸺౫㢗会員様ྥけ㸼 

・会員ᇶ本ሗ 

・౫㢗会員になった動機 

 ・౫㢗内容 

 ・活動を㏻じてᚓたこと、会員としてᛮうこと 

 㸺୧方会員様ྥけ㸼 

・会員ᇶ本ሗ 

・୧方会員になった動機 

 ・活動内容（提供会員として） 

・౫㢗内容（౫㢗会員として） 

 ・活動を㏻じてᚓたこと、会員としてᛮうこと 

㸺３ ಶ別㉁問㸼ྛ会員様ごとにお⟅えいただいた内容をもとに㉁問 

㸺４ ファミサポ事業についてᮃࡴこと㸼 

㸺５ アࢨࣂࢻーかࡳࡽるセンターと会員との関ಀ性㸼アࢨࣂࢻー様の㉁問 
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４㸬本研究事業にかかるಶ人ሗ等の取ᢅいおよび理的㓄៖について

 本研究の実に当たっては、厚生労働省子ども子育て支援ㄢのチྍをᚓて実しております。

ヒアリング調査の実に࠶たりましては㈗㔜なお㛫を㡬ᡝしますが、調査の旨をご理解いた

だきますようお願いいたします。また、ሗ࿌書సᡂのたࡵ、ヒアリング実中に㘓⏬・㘓㡢等を

させていきたいと考えております。 

 本調査の参ຍにご同意いただけるሙ合は、別紙②の同意書にご記ධいただき、「６.本調査の

ご㉁問・┦ㄯなࡽびに問い合わせ先」に記載の調査担当まで࣓ーࣝまたは同ᑒの㏉ಙ⏝ᑒ⟄にて

お㏦りくださいますようお願い申し上げます。 

なお、別紙③の同意撤回書によって、いつでもこれを撤回することができます。撤回によっ

て、࠶なたさまの┈になるようなことは一ษ࠶りませࢇ。 

 また、ここでᚓたಶ人ሗに関しては、女性労働協会においてཝ㔜に保⟶し、調査研究ሗ࿌で

の公㛤に࠶たっては、公㛤๓にチྍをいただくとともに、༏ྡするなどによってಶ人ሗの保

ㆤにດࡵます。 

 本研究でᚓましたሗに関しては、本研究のたࡵだけに⏝します。⏝ᚋは機ᐦᩥ書として

保⟶し、ᗫᲠをします。研究ィ⏬書ཬび研究の方法に関する資料のሗ公㛤をごᕼᮃの方は、

女性労働協会連⤡をいただくと㜀ぴすることができます。 

５㸬本研究事業にかかるሗ公㛤について

ここでᚓたሗをもとに、アンࢣート調査⚊のศᯒと合わせて、⌧ሙで活⏝ྍ⬟な対ᛂ策のዲ

事㞟をసᡂいたします。ዲ事㞟は、女性労働同協会のサトでの公㛤をணᐃしております。

また日本子どもᐙᗞ⚟♴Ꮫ会（）、日本保育Ꮫ会（）などでᏛ会Ⓨ⾲、なࡽびにㄽᩥᇳ➹を

行うணᐃです。 

６㸬本調査のご㉁問・┦ㄯなࡽびに問い合わせ先

一般財団法人 女性労働協会 担当 小林、吉川、野崎、角納 

〒105-0014 東京都港区芝 2-27-8 VORT 芝公園 8階 

TEL：０３－３４５６－４４１０   Email：w-women2a@jaaww.or.jp 
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（別紙②） 

ヒアリング調査参ຍの同意書

私は、「子育て援助活動支援事業（ファミリー･サポート･センター事業）における

提供会員の確保方策等に関する調査研究」ヒアリング調査に関する௨上の事㡯につ

いてㄝ᫂をཷけました。研究の目的、方法等について理解し、研究に参ຍいたします。

参ຍ者（⨫ྡ）                           

      日付：     年   月  日

― 211 ―



1� 

（別紙③） 

ヒアリング調査参ຍの同意撤回書

私は、「子育て援助活動支援事業（ファミリー･サポート･センター事業）における

提供会員の確保方策等に関する調査研究」ヒアリング調査の参ຍの同意を撤回い

たします。

参ຍ者（⨫ྡ）                         

        日付：     年   月  日 
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（１）提供会員の確保・困難家庭への対応

実施日：　令和　　　年　　　　月　　　　　日　（　　）　　　　　　時間　　　　：　　　　～　　　　：

調査員：　

センター名：

アドバイザー　ご氏名 ：

番
号

項目 設問

1 確保のために実施した内
容、工夫点

①提供会員不足を補うためにどのような取り組みを実施されましたか。
・広報の工夫
・アウトリーチの工夫
・講習会の工夫　等

②どのような点を工夫されましたか。

③上記の取り組み苦労されたことはありますか。どのように対応しましたか。

①

②

③

2 確保を実現できたポイント 結果を出すために重要となったポイントはどのような点ですか。

3 今後の確保のための改善
点と改善策

今後の目標や目指すところ、取り組みたいことはありますか。

4 事業を行うにあたっての提
供会員の位置づけ

会員が安心・安全に活動できるようアドバイザーと会員とのかかわりをどのように考えていま
すか。
・理想とする姿
・会員とのコミュニケーション
・会員同士の交流
・信頼関係を築くための工夫等

1 困難事例の対応のための
体制、連携先

①関係機関と連携を取っていますか。取っている場合は、どのような機関と連携をとっていま
すか。

②連携のために工夫している点はありますか。

2 困難事例への対応事例と
対応にあたって重視した点

①実際に対応した困難事例で適切な対応ができたと思う活動について、可能な範囲で状況
をお教えください。

②適切な対応を行うためにどのようなことが重要だったと考えていますか。どのような体制
や対応をすればうまくできると考えますか。

3 困難事例、配慮が必要な
家庭との向き合い方

①困難事例に対して、ファミサポ事業としてどのように考え、また対応をしていけばいいと考
えますか。

②配慮が必要な家庭に対して、ファミサポ事業としてどのように考え、また対応をしていけば
いいと考えますか。

1 特色ある取組について センターの特色を踏まえて深堀りしてお聞きします。

1 ファミサポの事業のあり方 これからの地域の子育て支援において、ファミリー・サポート・センター事業はどのような支援
が求められ、どのような支援を行っていく必要があると思いますか。事業のあり方について
のお考えをお聞かせください。

令和４年度厚生労働省子ども・子育て支援調査研究事業
「ファミリー・サポート・センター事業における提供会員の確保方策等に関する調査研究事業」ヒアリング調査 ヒアリングシート

＜４＞特色ある取組について（質問例）

＜５＞ファミサポの事業のあり方について

＜３＞困難事例への対応

＜２＞提供会員の確保について

ヒアリングシート

ヒアリング内容
回答

（事前に基本情報を記載）

・運営方法：　　　　　　　　　　設立年：

・会員数　　　  男性：　　　　　　人  　女性：　　　    　人　   　　　計：　　　　人
　　　　　（提供会員：　　　  　　人　  依頼会員：　　　人　　両方会員：　　　　人）

・年間活動件数：　　　　　　件

・講習会：

・会員の更新：

・利用補助：

・その他特記事項：

＜1＞ センター概要

1 / 5 ページ
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（２）他機関との連携について

実施日：　令和　　　年　　　　月　　　　　日　（　　）　　　　　　時間　　　　：　　　　～　　　　：

調査員：　

センター名：

アドバイザー　ご氏名 ：

連携機関名：

番
号

項目 設問

＜２＞連携の現状・ຠ果について 䈜にセンターのアドバイザーがお答えいただき、必要に応䛨て連携機関の方もお答えください。
1 連携が必要となった⫼ᬒ どういったことが問㢟・ㄢ㢟となり連携することになったのか、その⤒⦋を教えてください。

①ఱが問㢟・ㄢ㢟だったのか

②連携までの⤒⦋

①

②

2 連携の内容、ᙺศᢸ ①連携の内容についてල体ⓗに教えてください。

②ファミリー・サポート・センター、連携先機関、それ䛮れのᙺをどういったものでしたか。

①

②

3 うまく対応できた事例、連
携ຠ果

①実際に対応した連携事例で適切な対応ができたと思う活動について、可能な範囲で状況を
お教えください。

②適切な対応を行うためにどのようなことが重要だったと考えていますか。どのような体制や
対応をすればうまくできると考えますか。

①

②

4 今後の確保のための改善
点と改善策

今後の目標や目指すところ、取り組みたいことはありますか。

1 連携にあたっての問㢟点、
ㄢ㢟

①ファミサポの事業と他機関との連携を行う上で、問㢟となったことやㄢ㢟があれば教えてく
ださい。またその対応方法についてもお教えください。

②今後の䝇䝮ー䝈な連携に向けてのご要ᮃをお聞かせださい。

①

②

1 特色ある取組について センターの特色を踏まえて、特に連携機関の方についておヰを聞かせていただきます。

1 ファミサポの事業のあり方 これからの地域の子育て支援において、ファミリー・サポート・センター事業はどのような支
援・連携が求められ、どのような支援・連携を行っていく必要があると思いますか。事業のあり
方についてのお考えをお聞かせください。

ヒアリング内容

回答

＜４＞特色ある取組について（質問例）

＜５＞ファミサポの事業のあり方について

（事前に基本情報を記載）

・運営方法：　　　　　　　　　　設立年：

・連携年数・㢖度等：

・その他特記事項：

＜３＞連携における問㢟点・ㄢ㢟

令和４年度厚生労働省子ども・子育て支援調査研究事業
「ファミリー・サポート・センター事業における提供会員の確保方策等に関する調査研究事業」ヒアリング調査 ヒアリングシート

ヒアリングシート

＜1＞ センターཬ䜃関連機関基本情報

（事前に基本情報を記載）

・運営方法：　　　　　　　　　　設立年：

・会員数　　　  男性：　　　　　　人  　女性：　　　    　人　   　　　計：　　　　人
　　　　　（提供会員：　　　  　　人　  依頼会員：　　　人　　両方会員：　　　　人）

・年間活動件数：　　　　　　件

・講習会：

・会員の更新：

・利用補助：

・その他特記事項：

ᙜ日は、௨ୗの項目を୰心にヒアリングをさせていただければとᏑ䛨ます。また、連携の取り組みがわかる㈨ᩱ等ありましたらご‽ഛいただければᖾいです。
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（３）会員向け調査 ＜依頼会員向け＞

実施日：　令和　　　年　　　　月　　　　　日　（　　）　　　　　　時間　　　　：　　　　～　　　　：

調査員：　

センター名：

依頼会員ご氏名 ：

番
号

項目 設問

1 依頼会員になった動機 ①依頼会員になった動機・きっかけをお教えください。

②ファミサポを▱ったきっかけについてල体ⓗに教えてください。また会員Ⓩ㘓までの⤒⦋に
ついてල体ⓗに教えてください。

①

②

2 ファミサポの活動について ①ල体ⓗな利用内容と援助に対してどのようにឤ䛨ているか教えてください。

②実際に依頼をして援助をཷける୰で༳㇟ⓗな活動について、可能な範囲でその内容につ
いてお教えください。

③①、②の活動を踏まえて、依頼会員として、ファミサポの活動を㏻してᚓたことがあれば、
ල体ⓗにお教えください。

䐢今後は、ファミサポをどのように利用したいですか。ご⮬⏤にごពぢをお聞かせください。

①

②

③

䐢

1 特色ある活動内容につい
て

（⯆深いⓎゝをしていただいた方に、さらにල体ⓗにおヰしを聞き取ります。）

1 ファミサポの事業のあり方 これからのファミリー・サポート・センター事業について依頼会員のお立場から、お考えやご
要ᮃなどを⮬⏤にお聞かせください。

1 アドバイザーからみるセン
ターと会員との関係性

⮬センターの会員の方䚻と、センターとしてどのような関係性を築いていらっし䜓いますか。
また、提供会員の確保のために、会員に༠ຊいただいていることがありますか。

＜５＞アドバイザーへの質問

令和４年度厚生労働省子ども・子育て支援調査研究事業
「ファミリー・サポート・センター事業における提供会員の確保方策等に関する調査研究事業」ヒアリング調査 ヒアリングシート

＜２＞ 活動を㏻䛨て思うこと

＜３＞ಶู質問

＜４＞ファミサポについてᮃ䜐こと

ヒアリングシート

＜1＞ 基本情報

（事前に基本情報を記載）

・会員Ⓩ㘓年数：　　　　　　年

・依頼件数：年間　⣙　　　　　　件
　　　　　　　　　月 　⣙　　　　　　件

・お子さ䜣の年㱋：
・ᘵの᭷↓：

ヒアリング内容
回答

㻟 / 5 ページ
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（３）会員向け調査 ＜提供会員向け＞

実施日：　令和　　　年　　　　月　　　　　日　（　　）　　　　　　時間　　　　：　　　　～　　　　：

調査員：　

センター名：

提供会員ご氏名 ：

番
号

項目

1 提供会員になった動機 ①提供会員になった動機・きっかけをお教えください。

②ファミサポを▱ったきっかけについてල体ⓗに教えてください。また会員Ⓩ㘓までの⤒⦋に
ついてල体ⓗに教えてください。
　提供会員をቑやすためには、ఱが重要だと考えますか。ご⤒㦂をおとに教えてください。

①

②

2 ファミサポの活動について ①ල体ⓗな活動内容とその活動をどのようにឤ䛨ているか教えてください。ᵝ䚻な活動をさ
れている場合には、᭱も件数のከい活動について教えてください。

②実際に援助活動をする୰で༳㇟ⓗな活動について、可能な範囲で活動内容についてお
教えください。

③①、②やその他の活動等、提供会員として、ファミサポの活動を㏻してᚓたことがあれば、
ල体ⓗにお教えください。

䐢今後、提供会員として、どのように活動していきたいとお考えですか。ご⮬⏤にごពぢをお
聞かせください。

①

②

③

䐢

1 特色ある活動内容につい
て

（⯆深いⓎゝをしていただいた方に、さらにල体ⓗにおヰしを聞き取ります。）

1 ファミサポの事業のあり方 これからのファミリー・サポート・センター事業について提供会員のお立場から、お考えやご
要ᮃなどを⮬⏤にお聞かせください。

1 アドバイザーからみるセン
ターと会員との関係性

⮬センターの会員の方䚻と、センターとしてどのような関係性を築いていらっし䜓いますか。
また、提供会員の確保のために、会員に༠ຊいただいていることがありますか。

＜５＞アドバイザーへの質問

＜４＞ファミサポについてᮃ䜐こと

令和４年度厚生労働省子ども・子育て支援調査研究事業
「ファミリー・サポート・センター事業における提供会員の確保方策等に関する調査研究事業」ヒアリング調査 ヒアリングシート

＜２＞ 活動を㏻䛨て思うこと

ヒアリングシート

＜1＞ 基本情報

（事前に基本情報を記載）

・会員Ⓩ㘓年数（活動年数）：　　　　　　年

・活動件数：年間　⣙　　　　　　件
　　　　　　　　　月 　⣙　　　　　　件

ヒアリング内容
回答

＜３＞ಶู質問

㻠 / 5 ページ
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（３）会員向け調査 ＜両方会員向け＞

実施日：　令和　　　年　　　　月　　　　　日　（　　）　　　　　　時間　　　　：　　　　～　　　　：

調査員：　

センター名：

両方会員ご氏名 ：

番
号

項目 設問

1 両方会員になった動機 ①両方会員になった動機・きっかけをお教えください。

②ファミサポを▱ったきっかけについてල体ⓗに教えてください。また会員Ⓩ㘓までの⤒⦋に
ついてල体ⓗに教えてください。
　・提供会員・依頼会員ど䛱らに先にⓏ㘓したのか
　・その後、両方会員としてⓏ㘓したきっかけと⤒⦋について
　・提供会員をቑやすためには、ఱが重要だと思いますか。

①

②

2 ファミサポの活動について
＜提供会員として＞

①ල体ⓗな活動内容とその活動をどのようにឤ䛨ているか教えてください。ᵝ䚻な活動をさ
れている場合には、᭱も件数のከい活動について教えてください。

②実際に援助活動をする୰で༳㇟ⓗな活動について、可能な範囲で活動内容についてお
教えください。

①

②

③

3 ファミサポの活動について
＜依頼会員として＞

①ල体ⓗな依頼内容と援助に対してどのようにឤ䛨ているか教えてください。

②実際に依頼をして援助をཷける୰で༳㇟ⓗな活動について、可能な範囲でその内容につ
いてお教えください。

①

②

③
4 ファミサポの活動について

＜両方会員として＞
①両方会員として、提供・依頼 両方の立場を⤒㦂した୰で、活動を㏻してᚓたことがあれ
ば、ල体ⓗにお教えください。

②今後、両方会員として、どのような活動をᮃまれますか。依頼会員、提供会員、それ䛮れ
の会員の立場からご⮬⏤にごពぢをお聞かせください。

①

②

1 特色ある活動内容につい
て

（⯆深いⓎゝをしていただいた方に、さらにල体ⓗにおヰしを聞き取ります。）

1 これからのファミリー・サポート・センター事業について両方会員のお立場から、お考えやご
要ᮃなどを⮬⏤にお聞かせください。

1 ⮬センターの会員の方䚻と、センターとしてどのような関係性を築いていらっし䜓いますか。
また、提供会員の確保のために、会員に༠ຊいただいていることがありますか。

＜5＞アドバイザーへの質問

＜4＞ファミサポについてᮃ䜐こと

令和４年度厚生労働省子ども・子育て支援調査研究事業
「ファミリー・サポート・センター事業における提供会員の確保方策等に関する調査研究事業」ヒアリング調査 ヒアリングシート

＜２＞ 活動を㏻䛨て思うこと

＜３＞ಶู質問

ヒアリングシート

＜1＞ 基本情報

（事前に基本情報を記載）

・提供会員Ⓩ㘓年数（活動）：　　　　　　年
・提供会員活動件数：年間　⣙　　　　　　件
　　　　　　　　　　　　　 　　月 　⣙　　　　　　件

・依頼会員Ⓩ㘓年数：　　　　　　年
・依頼件数：年間　⣙　　　　　　件
　　　　　　   　　月 　⣙　　　　　　件
・お子さ䜣の年㱋：
・ᘵの᭷↓：

ヒアリング内容
回答

5 / 5 ページ
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ⅡⅡ セセンンタターー向向けけ事事例例紹紹介介



提供会員
の確保

◆ 提供会員の確保について
確保のために実施した内容・工夫点

■全戸配布の市の広報と会報紙で広報
・提供会員確保のために、花巻市全員の家庭に配られる市の広報で周知を行う。
・ファミサポ会員向けの会報紙の中でも、会員募集を必ず掲載。
■一人ひとりへの丁寧な声かけと丁寧な説明、対面でのコミュニケーションを大事に
・アドバイザーやサブリーダーが、「この方はもしかしたら会員になってくれるかもしれない」と思えば、一人ひとりに声かけ
・子どもが小学校を卒業する依頼会員などに、提供会員への移行を電話や手紙で一人ひとりにお願い
・提供会員になる方のご自宅は、必ず訪問
来所が難しい場合には、アドバイザーが直接自宅に申込書を届けたり、登録の説明を行っている。
・両方会員の登録希望はあるが、まだ自分の子供が小さくて不安があると感じる方には、援助ができるようになってから協
力していただければ大丈夫との説明、会員登録への協力をお願いした。
・提供会員への登録を希望される方には、本事業のねらいやあり方について、丁寧に説明。
■同じ習い事に通っている友達同士の会員であれば、両方会員として登録を変更していただき、お互いが協力し合うこ
とを提案

平成13年設立。花巻市のこども課で運営している「こどもセンター」の中にあり、保護者とお子さんが遊びにくる場所
でもある。人柄が温かく、楽しんで援助活動をしてくださる提供会員が多く、ファミサポの支えになっている。

アドバイザーと会員間の信頼関係は丁寧なコミュニケーションにより生まれる

1. はなまきファミリー・サポート・センター
（直営:花巻市）

確保を実現できたポイント

■草の根的な、一対一のコミュニケーションが、もっとも登録に結び付いている
まだ援助会員になっていない方に、「こういう送迎の依頼があるのだが」という具体的な活動のイメージを提示して、援助
会員になってもらうなど、個人的な声掛けを大事にしている。

今後の展望

■登録していただいた方に援助の依頼を結びつけることが重要
提供会員に登録していただいたが、援助がないまま時間がたってしまうと会員のモチベーションが下がってしまうと感じてい
る。できればすぐに援助活動に結び付けられるよう調整していく必要がある。

■公共の場所での預かりを体験
閉鎖的なところでの預かりが不安だという依頼会員や援助会員もいる。コロナの影響でまだ実現していないが、市のこど
もセンター内など、公の施設を利用して預かりを行っていただくなどの工夫を検討している。

■一番は会員とのコミュニケーション
お互いの信頼関係を築くことによって、スムーズな援助活動の調整ができる。会員とアドバイザー間の信頼関係があること
によって、問題解決につながることもある。報告書を受け取る時等も日常的な会話をしながら、コミュニケーションをとるよう
心がけている。

提供会員との関係で重要視していること

― 220 ―



◆ হ峢のৌૢ

ৌૢহ・ଦൟした点

センター崯ータ

事 1��がいుの子てでり感がある家庭の事。ケース検討会৮を行っており、峇のケース検討会৮の対に
なっていた。

・সබ問題はૣක課、がいに関してはുセンターのেが૿ਊするなど、رな૿ਊ౧が力を合峹峅てケース
検討会৮をਤめてきた。

・ケース検討会৮がીവしたも、的にファミサポ利用の૾யをੲ報共થするなど、アフターフ崑ローができている。

・このようなケースの場合は、依頼会員から依頼がなくとも、「ਈっていることはないか」など、ニーズのりକこしも行う
ようにしている。また、提供会員の話から、依頼会員のり感をおୂきすることにつながることもある。峇の、提供会員と
依頼会員の間をとりもつように、アドバイザーが間にোっている。

గ手花巻市

হ峢のき়い্

アドバイザーが一人で್え込まず、会員と丁寧にコミュニケーションをとるٷ

アドバイザーが一人で್え込まずやっていくことが大જ。難事をਬき受ける੦はないが、アドバイザーも提供会員
も、્શなৱતをっている峹けではないので、常に、ਃ関と৴することや、提供会員の્ਙをཔし、会員とコ
ミュニケーションをるとともに、難なケースに対ૢできるか、丁寧に検討している。

難な事だから、援助を行峹ない、という੦をつのではなく、ఘや保センターなどਃ関に、まずはৼする
ことを大જにしている。

力をしても援助がうまくつな岼ないケースもあるが、大જなことは、丁寧にコミュニケーションをとることだとઅえている。

ણ੯ਯト崫崿گ
1ਜ਼ 習い事等の場合の援助
�ਜ਼ 学ญ保の迎えびష宅の預かり
�ਜ਼ 保ୱ・ညୱの迎えびష宅の預かり

ਚ

ঽ৬যઠ岜

ਝয়ফ

ઈ্১

会員ਯ ��3人 う峋提供会員ਯ岜 �1�人

ણ੯ਯ

గ手花巻市

���1��人

平成13年২

直営:花巻市

1��3�੯ 出典：自治体人口は自治体のHP（HP検索2023年３月7日）
会員数、活動件数は令和４年度活動実態調査（女性労働協会）
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提供会員
の確保

◆ 提供会員の確保について

確保のために実施した内容・工夫点

■保育園を２園運営する社会福祉法人が受託、保育園のつながりから周知
・委託を受けた段階では会員が十数名ほどであったが、まず同法人の保育士が提供会員に登録。
・市内の認可保育園15園ほどにファミサポ事業の説明をし、保育園の関係からも周知してもらった。
・一生懸命に声掛けしたところ、園⾧退職者やその配偶者などの登録があり1～2年目に提供会員が増えた。
・その後は民生委員協議会や人とのつながりにより、年数名の提供会員登録がある。

■市の広報・市子育て情報に掲載

・年1回市の広報で活動紹介、月1回大田市子育て情報に掲載し、保育園、図書館、小児科などに配布

大田市内最大の保育園の運営母体がファミサポを受託している。提供会員の多くが保育の有資格者である。豊
富な保育経験と保育園とのつながりの中で保育園の施設の一部を利用するなどして地域の子育てをサポートして
いる。

保育園のネットワークと環境を最大限に活用できる強みのあるセンター

2. おおだファミリーサポートセンター

(委託:社会福祉法人大田保育センター)

確保を実現できたポイント

今後の展望

提供会員との関係で重要視していること

■保育園を運営する社会福祉法人が委託を受けており、センターの事務所が保育園内にあるという環境や保育関係
者のネットワークが活かされている。

■小さいまちであるため、人のつながりも強い
・園⾧を退職した先生などが次々と登録
「老後は地域に少しは役立つことをしたい」と民生委員をしたりということがあり、そういう方々が次々と登録してくれた。

・「自分でもよかったら」と男性が提供会員に登録
実際に支援の際に、「冬雪が降るとこの地域に行くのは大変」というような愚痴をこぼしたら、「自分でもよかったら、
雪道の運転は慣れているけど、不審者に思われるかな」などと言われたので、「男性も大歓迎だ」と話したところ、提
供会員になってくださった。

最初のファミサポ立ち上げの時点で保育園に周知しているため、そこから困っている保護者を見たら、そこの園⾧が「ファ
ミサポを利用したらどうだ」と声掛けするケースもたくさんある。

■保育園の一角に入るセンターの事務所内に、かつて一時預かりとして使用していた部屋があり、提供会員の活動を
行うために利用している。大田市の中心部に位置し、利用会員もアクセスしやすい。同場所で活動を行う際にはアドバ
イザーが関わる機会を設け、提供会員に安心してもらえるようにしている。

■新規の利用の際にはアドバイザーが送迎や預かりを経験し、提供会員が援助活動を行う際のアドバイスにつなげる



◆ 困難事例への対応

対応事例・配慮した点

センターデータ

事例１ 子どもの預かりについて、市では当初小学生までを対象としていたが、支援の必要なお子さんを持つ保護者か
ら中学生になっても利用したいという要望があった際、すぐに担当課と相談を行い、全ての児童が中学卒業まで利用でき
るようにした事例

大田市では生後6か月から小学校6年生卒業までが該当児なのだが、5年生から利用してきたお子さんが6年生に
なったときに、なにかあったときの不安をおかあさんが漏らされた。母一人子一人の家庭でもあり、アドバイザーが大田市の
担当課に相談した。担当課がすぐに動いて県内の状況を調べ、中学3年までを該当児としている市郡もあることがわかっ
たので、大田市では今年度すぐに該当を全ての児童に対して中学卒業までとした。

配慮した点: 配慮の必要な子どもの預かりには、障害者施設に勤める提供会員の方をできるだけマッチングしたり配慮し
ている。困難を抱える家庭ほど家庭に立ち入ってほしくないと思われているため、あまり踏み込まない付き合いが良いと考
えている。

事例２ 情報が十分にないまま、保健センターにつながるケースがある。市の保健師から急に3歳児の預かりを依頼され
た。夕方保育園から預かり場所で2時間程度ということだったが、保育園に、お迎えの予定ではないおかあさんが来られた。

子どもさんはもう一人の提供会員にお願いして、おかあさんに話を聞いたところ、「遠くに行くから最後に顔を見に来た」と
涙を流しながら言う。「でもおかあさんの顔を見たら、子どもはおかあさんが迎えに来たと思うから」と説得し、窓越しに子ど
もさんの元気に遊ぶ顔を見てもらって帰した。その後でおばあさんが迎えに来られて、その家庭が配慮が必要な家庭であ
るということを聞いた。提供会員が気がつかなければあやうく本来のお迎えではない人に渡してしまうところであった。

配慮した点: 保健師の紹介できたケースなのだから、配慮が必要な部分があると事前に少しでも情報共有をしてくれて
いれば、もっと心構えをもって対応できたのだがということを申し入れた。保健師は困っている家庭の場合、なんとか預かっ
てほしいと頼んでくる。しかし情報が共有されないことは活動に不都合な場合もあるように思う。

島根県大田市

ファミサポ事業のあり方

■委託であっても、行政が手放しでお願いするというのではなく連携を取ることが必要であり、公的機関とのつながりが、
提供会員が安心して活動できることにつながると考える。
■安易なネット検索で安価な一時預かりとして利用されようとする利用会員もいるため、本当に必要な人に届いている
かということが気になる。提供会員のボランティア精神がつながる援助活動を行っていくということがポイントだと思う。

所在地

自治体人口　

設立年

運営方法

会員数 142人 うち提供会員数　 69人

活動件数

39,235人

平成20年度

委託:社会福祉法人大田保育センター

202件

島根県県大田市

出典：自治体人口は自治体のHP（HP検索2023年３月7日）
会員数、活動件数は令和４年度活動実態調査（女性労働協会）

活動件数トップ３
1位 学校下校時から自宅までの送迎
2位 自宅から保育施設までの送迎
3位 学校、幼稚園、保育所の休みの時の預かり・送迎など



提供会員
の確保

◆ 提供会員の確保について
確保のために実施した内容・工夫点

■੨内のあら峰る場所にチ嵑シを配付
・ 嵃ーム嵂ージや広報、峇れからୠのቦれる場所、スー崹ー、学校、コン崻ニ、公共施設、੨内にある୰、保
所、ညୱ、ుญை、公ୱの掲示ഝ等、とにかくありとあら峰るところにቦら峅ていただいた

■小さい自体のਘ峩をেかして、崵崫崰嵗ー崗をฌઞ
・ 保士થৱત者や子どもの預かり৽験のある方等にまずお話をୂいた。
「いい人いま峅んかءってるんです。ၴかງஂしてください」と、いろいろなところに行ってお願いをしてった。

・ 嵄嵑ン崮崋ア੮体の会৮やড়ে員の会৮等にਸ
「こういう事業だが、০こういった案੯の人がଌらない」ということで、お願いをしてった。

個શに対ૢしたケースにખૢがあり、人峏てにງஂされて来てくださる方の方が、実に動いてくれるようなで対ૢして
いただいている。事業自体を知ってもらうਃ会としては、紙のチ嵑シథや+3はથな手で必要だとઅえている。

ఓ੨は、ྏ໕໒ణを望峪嵞ఓવにਜ਼઼し、଼のとしてৈいڶۇڿఓ崰嵔ーニン崘・センター
などがある、自ேとഄఴが௹かな੨である。子てにらず、峇れ峈れの方の੭ਔ分を活かして活動してもらえる
ように工夫している。ファミサポ、保ప、子てෆฐ、ుญૣක、ྦୄの౧が同じ౧にあり、子どもに関して
のৼ場所が1か所に集৺されているため行直営ならではのス崼ード感のある৴ができるのがਘ峩。

ୠのরでرなણを岿れている্رの岝峇のつな岶りのরにファミサポ峬ோ

ఓ੨ファミリー・サポート・センター؝�
�直営:ఓ੨೨ੜਤ課�

確保を実現できたポイント

今後の展望

提供会員との関係で重要視していること

■提供会員の不安をୂき取り、ೄする工夫
・ 具体的なニーズのでおえ

一ಹの方は、子どもを預かるにあたってどうしても不安が大きいので安心して活動してもらうために「方の送迎
のல事」とか、「保所がી峹ったの、おಟさんがషるまでの時間をおう峋でৄていて峥しい」、など具体的に
依頼内ઍをえている

・ 実にの方がやってもらっているのをৄていただく
・ 支援センターの方に来ていただいてお子さんた峋とඡれ合う時間を多くる

■০活動している提供会員の方た峋に、Ⴈしないでশくਢけてもらえるように、よく௴をして手に調整をしていきた
いとઅえている。
■「楽しく、やりがいのある活動」ということを০も35をਘ৲していきたい。
■ୠの多な人౫を、子てにらず、বઐやഭ峩ୂか峅等、自分のਘ峩をมできる、峇れ峈れのਘ峩を
েかしていただけるような活動だということでਘく35をして、うまく人౫をেかしていけるような場でありたいと思っている。

コロナまでは、子て支援センターの੫を手ってもらいながら提供会員に集まってもらいઐのਃ会をっていた。
えば、ಒມりの等を通しながらઐをしてもらって、なおかつ利用してもらうようなおಟさんた峋（依頼会員）にも接
していただいて、利用のための35にさ峅ていただいている。
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◆ হ峢のৌૢ

ৌૢহ・ଦൟした点

センター崯ータ

事 1��がいのあるお子さん（多動）の事

とても動きがౕしいお子さんだったので、どういったଙિをとったらこのお子さんに対ૢができるか、峩んなでৼをした。ಏ
෫心৶士のেにৼして、がいのあるお子さんに関して૿ਊができ峇うな人で集まってਘ会を৫いた。峇して、で
きる೧で૮৶なくやりまし峱うということになり、しずつ子て支援センター内で安全を確保しながらఒを重ねなが
ら対ૢした。

配ൟしたਡ
• 嵆崫チン崘にあたっては、達૩のお子さんた峋のಟの会の中で活動できる方に声掛け。
• 峇の会とధ行して活動しているサポーター、がいの施設で௮いたことがあるサポーターにお願いした。
• お子さんを実にৄたで、大丈夫か確ੳをとりながらサポー崰をਤめていった。

難事、配ൟの必要な家庭との向き合い方

・ 行直営ならではの৴がとれるのがਘ峩
・ ೨ੜਤ課が所ଵしているので、保పと子てෆฐ、ుญૣක、ྦୄの౧が全一คになって、子どもに関
してのৼ場所が一か所に集৺されている。

ଗఓ੨

ファミサポহの岬り্

ใோの保の施設、ညୱ、保所では対ૢしきれないようなニーズにきめやかな対ૢができる、ୠの課題解
決ができる事業だと思っている。ファミサポを利用することによって、おಟさんた峋にඥができて、子どもた峋にඥのある
対ૢができたり、子関係がうまくいっているがあると思っている。

ਚ

ঽ৬যઠ岜

ਝয়ফ

ઈ্১

会員ਯ 3��人 う峋提供会員ਯ岜 ��人

ણ੯ਯ

平成1�年২

直営:ఓ੨೨ੜਤ課

���੯

ଗఓ੨

1�����人
ણ੯ਯト崫崿گ

1ਜ਼ 保護者のௌ（ಢ・ಏ時・活動等）の場合の
預かり・送迎など

�ਜ਼ େい等ਗলのの子どもの預かり
�ਜ਼ 学校、ညୱ、保所の೬峩の時の預かり・送迎など
出典：自治体人口は自治体のHP（HP検索2023年３月7日）

会員数、活動件数は令和４年度活動実態調査（女性労働協会）
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提供会員
の確保

◆ 提供会員の確保について
確保のために実施した内容・工夫点
■的な習会の৫ಈ
・ 市と৴してڵඨ৯・ڰڮ時間習の年২内の受ఊവを৯す
ਆྀで��時間習をた峅ないは本ૈ市や本市の習会にਸしてもらい、૭ચなり峇の年২内で
受をఊവしてもらえるようにしている。

・ ৫ಈ時間ఝの工夫でい਼৻もਸしやすく（્に���ୃのお子さんをもつಟが受けられるような時間ఝ）
・ 習会の内ઍのౄ実
の௧（ညୱઇྺ、保士、౭ു士、保ప、子て支援課など）にもపを依頼。

■通信の行、+3掲載、の広報で全戸配布
・ 年ڭ「ファミサポ通信」（ファミサポの活動やଢ଼ఊ会、利用の子などが分かる内ઍ）の行、嵃ーム嵂ージに掲
載、の広報にീり込んでもらい全戸配布。

・ 小中学校、ညୱ、保ୱ、関৴施設のษઠにも配布

もともとはಸサポー崰崵崫崰嵗ー崗のモ崯嵓事業のႃの平成1�年から৫。ファミサポ事業にਸえ、ৈೡ者支援、
嵆嵆サロン、ஂ護・ে活支援訪問サー崻ス事業など、のり事全ಹに対ૢするで活動してきた。またૣਣの
൜಼は一時ೂ難ୠになり、ೂ難してきた家ఔをرにサポー崰した。

てੇ൦のり岾とにڱڲگৌૢを嵊崫トーにણしਢ岻る

ਆྀファミリー・サポート・センター؝ڰ
（ଓ助:્శ営利活動১人コミュニ崮崋峋峭ばたけ）

確保を実現できたポイント

今後の展望

■習会の৫ಈ方১を工夫しい਼৻の提供会員をੜやす
・ お子さんのుを૮મで実施
い਼৻の提供会員が習会を受けやすくするため。習会を受するという৭උ࿔が広がっているように感じる。

■習会ఊവ者が活動できるような௮きかけ
・ 習会ఊവ者のう峋、実に提供会員に登録し活動を行える人はڮસぐらいであるため、関心をもってఊവされた
ఊവ者への௮きかけが課題。

■提供会員からのઠコミによる௮きかけの活用
習会の内ઍなどを৶解したうえで声かけいただけるため、ઠコミで来られるかたは大જにしたい。

■ઐ会の৫ಈで体験の場を提供
利用会員と提供会員のઐをるために「ファミサポひろば」というઐ会を৫ಈ、⎻つき大会やし峇うめんなどの
体験を提供している。

■ニーズのੜਸを受けての公共ス嵂ースでの預かり
センター事ਜ所がোる૦内の峥か、「ਆྀ子どものો内運動場」内にある「ファミサポのへや」での預かりを実施。

提供会員との関係で重要視していること

■活動の嵗ンコー嵓
提供会員は、家をলるなど活動にোるに必ず事ਜ所に嵗ンコー嵓を行うことにしている。嵗ンコー嵓を受けた事ਜ所も、
「お願いします」というਞ峋で対ૢする。活動をીえたにも、「ી峹りました」という৴൪をఝ電話を利用して行うこと
で、提供会員とアドバイザーのつながりを感じられると思っている。
■「3��日対ૢ」がモ崫崰ー
。人で、常にၴかが対ૢできるようにしているڱ、৶事শ、ౢ৶事শ、૽員のڮのఝ電話をアドバイザーڭ
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◆ হ峢のৌૢ

ৌૢহ・ଦൟした点

センター崯ータ

事 1��支援学校に通学しているお子さんの送迎援助をশ間実施。

ਆྀからૣਣ市の支援学校までのڮڮ崕ロのの送迎をڱ年くらいに峹たって行った。ৈ校にোってからは支援学
校のバス通学になったが、付きうで援助をಲਢしている。০はৈ校گ年くらいで、支援学校のバスがの方でだすよ
うになったため、峇峋らはஂ助員としてサポー崰している。

達૩を್えるお子さんの預かりについては、ຯれるまでの間、提供会員とアドバイザーの人体で対ૢを行った。
শ時間になる預かりの場合には、とをશの提供会員に依頼するなどして、ひとりの提供会員に૿がုらない
ようにしている。このような預かりの場合には、保護者をஅめた話し合いを常に行い、૾யをཔしながら提供会員ભ峅
にならないように対ૢしている。

ૣਣਆྀ

হ峢のき়い্

ファミサポ事業にとって、おಟさんの支援が大જであるとઅえている。これまで事等はেじていないが、難な事の
ங২によっては、子て支援課などの行にৼしながらਤめる必要があると思っている。

્౦岬るੌ
■൜಼のとき、たくさんの支援の申しলをいただいた中でずっとਢいたのが₩ᑍపさんだった。小ు₩で子どものス崰嵔ス
とか、ఽ༤きとかおಟさんた峋のス崰嵔ス解にટがബ大で、࿒াでڱعڰ人の₩ᑍపさんが来てくれて峇れをع�
。年に峹たりਢけてくれた。ୠのおかあさん、子どもさんに大変ಜばれたڱ
■小さなでனしてきた132১人が、の事業とあ峹峅てファミサポのଓ助সを受けている。ୠのいろいろなっ
たということに対ૢして活動が広がってきた。ୠの子て家庭が頼れるとして重なோになっている。

ファミサポহの岬り্

いろいろなでの預かりがੜえており、ਈはಢ時間の「峋峱い預かり」のようなも多くなっている。また、132১人峋峭
ばたけでは、子て支援サポーターのୣാ事業やৈೡ者支援も行っており、嵌ン崘ケア嵑ーの家庭への対ૢなどファミサ
ポのにとどまらないෆฐ的なニーズへの対ૢの必要ਙを感じる。ファミサポとのす峩分けは行なっているが、ファミサポを
取り巻く会ੲિの変৲も感じている。

ਚ

ঽ৬যઠ岜

ਝয়ফ

ઈ্১

会員ਯ 1�1人 う峋提供会員ਯ岜 �1人

ણ੯ਯ

ଓ助:્శ営利活動১人コミュニ崮崋峋峭ばたけ

���੯

ૣਣਆྀ

11����人

平成1�年২

ણ੯ਯト崫崿گ

1ਜ਼
保護者のௌ（ಢ・ಏ時・活動等）の場合の
預かり・送迎など

�ਜ਼ 保護者の୰ਞ、用等の場合の預かり・送迎など
�ਜ਼ 保護者のリフ嵔崫シュ・習い事等の預かり
出典：自治体人口は自治体のHP（HP検索2023年３月7日）

会員数、活動件数は令和４年度活動実態調査（女性労働協会）
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提供会員
の確保

◆ 提供会員の確保について
確保のために実施した内容・工夫点
■132১人੪ਞなൎ間が運営するে活支援થ嵄嵑ン崮崋ア事業の「たすけあいৈਣ」の活動がまずあり、峇こにあっ
た子どもの預かり支援が௷きলされた્なଙ。132の会員も力をมしている。
・たすけあいৈਣの会員からファミサポ事業の会員に移行したり、132とファミサポ事業の両方の会員になって、 ಏ
ਃૢ変にサポー崰してくださる方もいる。

■会員ઐ会をැねた取りੌ峩「3/86╘+20( &$)(」を実施
・াਸ਼ ��ଅ日に会員さんがਞೄに来られるイベン崰、)$0,6$32 3/86╘+20(を৫ಈしてきた。 �����
年 ��াから 132のイベン崰として 3/86╘+20(�&$)(�を৫ಈし、イベン崰٭&$)(�を実施している。実家のよ
うな心のいい૬間をって、峇こに子て中の方にもどんどん子どもを৴れて遊びに来てもらう取りੌ峩。嵗ー崗
ショ崫崿やౠ、会員ઐ会を合体して行っている。

■スタン崿崓ードでു成ౠ受のਤ⎃のৄえる৲とౠ内ઍの工夫
。৲ඨ৯��時間をఊവするまで、ਸしたらスタン崿をし、達成感をৄえるڵ・
・ਸしたくなるౠのり方を工夫
「安全」のඨ৯でも、リス崗嵆崵ジメン崰の௴ਡでઅえると、えばチ嵋イ嵓ドシー崰のౠ、心ཡে、崺嵌リ・崷崫崰、
ଆ಼のౠなど、ాりだくさんで。

ファミサポ事業ਰにে活のرなৼ互支援を行う132の活動があり、峇こにあった預かり支援が௷きলされた
でファミサポができたという嵎ニー崗なଙ。子てだけでなく、ৈೡでっている人も、峩んなで「ದりで支えあ
う」という৶のもとにে活支援などのୠのり事を解決していくことを৯している。

て峊岻でな岹岝ৈೡで峍ている্峬岝峩峽なで岣ದりで੍岲়岰岤ৼ൩ରஃણ

ৈਣファミリーサポートセンターた峃岻岬いৈਣ؝ڱ
（ଓ助:132১人੪ਞなൎ間）

確保を実現できたポイント

提供会員との関係で重要視していること

 ,QVWDJUDPや7ZLWWHUなどの616の活用
・公ૄ/,1(で、ౠの広報。
・案内チ嵑シ等でイン崹崗崰のある崕嵋崫チコ崼ー（えば「ごන੬子をてる」など）のౠチ嵑シを送る力。
・ときにはダイ嵔崗崰に/,1(で、ਸして峥しい会員にౠのお知ら峅の৴൪をোれる。

 ౠを個ਙ的で楽しい内ઍに工夫
・৴ਢでなくとも、௪をもってਸしてくれる人がੜえ、結ટ的に受૨ಊにつながる。

 年৻ごとにア崿ローチの方১を変える、信する内ઍも受け手のことをよくઅえてટ的な方১で工夫する
・��৻、��৻、��৻の方は電話でාう。
・��৻、3�৻のい方は、616でイン崹崗崰のある崻ジュア嵓でਬ付けるチ嵑シで信する。

 くるくる市（子ども用ષをリ嵎ースするイベン崰）にਸ
・ファミサポ事業をੳ知してもらい、会員となる方もੜえている。

 132のುਡを預かり場所として利用
・すぐに預かりをすることができるようになり、活動につながりやすくなった。

 616ができる方とできない方、峇れ峈れに向けた広報の工夫をಲਢ

「大家ఔ」のイメージで活動を行っている。提供会員も、依頼会員も、サー崻スの提供者、受இ者というよりも、「ದりで
支えあう」大家ఔとしてൎଐくやっていきたい。峇の大家ఔのの中に、アドバイザーや、事ਜଂがある、というイメージがあ
る。ౠのప（่護ప）の方も、峹が子を৴れてきて、ご自分のお子さんの体験や୰ਞの時の૪઼の事などを
ったことやଷもおಟさん৯でリア嵓にお話してくださいました。৪の崹ンのపは、崹ンを൏きながらア嵔嵓崖ー
対ૢの話をしてくださる。このような୫峣る௺のౠは大人ਞである。పの子どもの子も温かくৄஹりあいながら、ファ
ミサポに関峹る人す峣てが、支えあう関係峏くりを大事にしている。提供会員同士も、活動のようなイメージで、「ઃは崗
嵑フ崰のౠをしよう」など、ৼ互にかか峹りあって、楽しんでくれている。
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◆ হ峢のৌૢ

ৌૢহ・ଦൟした点

センター崯ータ

事 1��ে活保護਼ఝの方で、おಟさんがઐ通事にရ峹れてჁをされ、も。方なのでがないと保ୱ
に送迎できないため、年峥ど峥峦日ફの送迎などの支援をಲਢした事。

会員に募ると、事ੲを峀っくりとୂいたమで「やりまし峱うか」という感じで支援してくれる会員が୦人か集まった。日のこ
となので、提供会員を୦人もお願いして、チ嵋イ嵓ドシー崰をくるくる市で調達した分と会員さんにళびかけして用さ峅て
もらった分で ��個ਜ਼確保し提供会員にしলして、支えていった。

・活動ાに関しては子て支援課がଓ助した。（ে活保護਼ఝの場合は市がڭڰ時間まで全પଓ助）

ཱྀவৈਣ市

হ峢のき়い্

ファミサポহの岬り্

■੦本的に、「っていること」についてซ根はないので、૭ચなり、す峣てを支えようと思っている。౾事ੲをୂいてい
なくても「峇んなにっているなら、行ってあ岼たらいい」という感じでやってくださる会員の方が多い。ただ、個人ੲ報の共
થはできないので、支援をしていて、だんだんと૾யが峹かってきて、にୂいておけばよかった、ということがある。૾யに
よっては、重いケースについては、アドバイザーや事ਜଂメンバーだけで、対ૢすることもある。
■難ケースであればある峥ど、嵆崫チン崘についてฎ峪。しかし、提供会員は、子て৽験者が多く、アドバイザーが思
うਰに、২の大きい人が多く、関係をめていってくださる。アドバイザーの方がઇえられることが多い。
■৽ੋ的に難な家庭は、行からのଓ助がある。提供会員は、依頼会員の個人ੲ報を知らなくても、「ったケー
スに対して峩んなで助けるのがਊたり」というਞ峋で、支えてくれる。

■ファミサポだけで、ୠのりごとが解決する峹けではない。たすけあいৈਣのে活支援や、あるいはいろいろなୠの
੮体と一คに、崰ータ嵓に支えていく必要がある。行のいろいろな౧やਃ関、੮体や人رと৴して、ୠ全体で
支えあうଡୗをっていきたいと思っている。
■難なケースになればなる峥ど、個人ੲ報の共થがあれば、もうし丁寧に支援ができたのにと思う時もあれば、一ಹ
市ড়に個人ੲ報を共થできないというジ嵔ン嵆もある。このਡは、課題だと感じる。「っていること」については、なんでも
助けたいが、助けることが本ਊに子のためになるのか、あるいは、峇んなことはઅえずに、書థが整っているので、子の
ためにならないと思っても支援をਢければよいのか、この両ாでฎ峪ことがある。

ણ੯ਯト崫崿گ
1ਜ਼ 保護者の୰ਞ、用等の場合の預かり・送迎など

�ਜ਼
保護者のௌ（ಢ・ಏ時・活動等）の場合の
預かり・送迎など

�ਜ਼ 峇の（イベン崰ਸ時の預かり）

ਚ ཱྀவৈਣ市

ঽ৬যઠ岜 ������人

ਝয়ফ 平成��年২

ઈ্১ ଓ助:132১人੪ਞなൎ間

会員ਯ �3�人 う峋提供会員ਯ岜 ���人

ણ੯ਯ ���੯ 出典：自治体人口は自治体のHP（HP検索2023年３月7日）
会員数、活動件数は令和４年度活動実態調査（女性労働協会）
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提供会員
の確保

◆ 提供会員の確保について
確保のために実施した内容・工夫点
■ৗયの広報に年3、利用会員の登録説明会、提供会員の習会を一คに掲載
・યおよび会の掲示ഝへのチ嵑シ掲示の峥か、ય施設に所ଵ課を通じてチ嵑シを掲示。

■ય内1�ブロ崫崗の会৴合会の会合に、協のય૿ਊ員とともにアドバイザーがਸし事業の周知
・時は提供会員習の�া。

■ય内�か所にある協の嵄嵑ン崮崋アコーナー員にファミサポの説明を行い、嵄嵑ン崮崋ア希望者にງஂ
・員が直接話をすることで人柄もཔしたうえで活動をງஂするため、ટがあると感じる。

にあり、会員ਯ3����人をதえる大ૠெセンターであるが、ય内の会৴合会への௮きかけなどきめかく
周知・広報活動を行っている。ৼ互援助活動は会員൨方の思いやりと感පのਞ峋のに成り立つということを৶
とし、アドバイザーは提供会員がౄ実感をもって活動にਸできるようにਞ峋にఞりって、なんでもৼでき
るセンターでいることを大જにしている。

পで峬ୠのরでつな岶峍て੍岲়岰ূの岴峚岬峋峭峽のよ岰なோに

ৗયファミリー・サポート・センター؝ڲ
（:ৗય会ૣක協৮会）

確保を実現できたポイント

提供会員との関係で重要視していること

■電話による提供会員のりକこし
・習会ఊവの活動につながっていない方や、活動を೬ૃしている提供会員に、現૾確ੳの電話かけを実施。
現のアドバイザーからめておえできるとともに、提供会員とのがくなるように思う。

■事ઊ峋合峹峅の立峋合い
・୲し峠りに活動を行う提供会員に対しては、୷し支えなければ事ઊ峋合峹峅に立峋会峹峅て峥しいと声掛け。

今後の展望
■ય内の提供会員のないୠでの提供会員の確保
■提供会員の現ய確ੳ
・ૌு�年間行えていなかった現ய確ੳの用紙を提供会員に配布
・ৗたに活動できる૾யや日رの活動で感じる不安など、提供会員の୳いを③峩取っていく。

■提供会員の不安解と依頼会員へのଶநし
・াの報告書を送付いただく、不安や୳いを੶োされていることがある。峇のような場合、提供会員に電話をし、
直接話すようにしている。提供会員の不安を解したり、依頼会員にえ峏らいことがあれば、アドバイザーからえ
たり、とଶநしすることを心がけている。
・提供会員向けのス崮崫崿ア崫崿ଢ଼ఊのに、හなどのなかで୳いをおቯいする。
・事ઊ峋合峹峅の立峋合い
難しい依頼の場合にはベ崮嵑ンの提供会員でも立峋会うようにしている。
ベ崮嵑ンの提供会員であっても、子をお互いに確ੳするਃ会は大જであると感じる。

■ୠのなかでのৼ互援助活動ということを大જに、えていきたい
登録時には安なベ崻ーシ崫ターであるというੳで来られる保護者もおられるため、峇うではないということを丁寧にえる
ようにしている。ファミサポありきで習い事をめられる依頼会員には、あくまでもファミサポは家庭のできない分をଓするも
のであるというਡをえていかなければならないと感じる。
■提供会員がౄ実感をもって活動できるように、提供会員のਞ峋にఞりい、ৼ互援助活動というਡを大જにしたい
コロナምにおいて紙面ઐを৯的としたアンケー崰を行ったところ、ୠのなかで会員同士がつながり、提供会員とୠの
ຳ೯ಟのような信頼関係が築かれているや、卒ୱ・ૡもਢいている関係ਙがあることが分かった。峇のような活動
を৯したいし、えていきたい。

ファミサポহの岬り্
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◆ হ峢のৌૢ

ৌૢহ・ଦൟした点

センター崯ータ

事: ਸ਼一子（自閉ൊ向）とਸ਼子（ཡਃચ૩）の家庭で、ਸ਼一子の時にਸ਼子の一時預かりを行う
という事。ಟもスロー嵂ースな方で、いくつものことを同時にするのは難しい。家の中はଌの౷峩場もない૾ଙでも
いる。೯の協力が੭られず、ଝಟは自閉の子に対する৶解がなくただってしまい、ಟもிめられているように感じ、
ス崰嵔スをᆙめていた。

保పと一คに依頼会員の登録にቯい、提供会員をർしたところ、保士のৱતをથし૾யに৶解のある提供会員
がৄつかり、ಟが安心できる活動が行峹れた。ปのし೫い所から来ていただくことになったが、อれている日は自ૡ
で行ってくれたり、ಟの話にも「峇うだね」とఞりってୂいてくれるため、ಟのਞ峋も安する支援となった。

配ൟしたਡ:このご家庭は保センターと、ਸ਼一子が達支援センターを利用しており、両センターとファミサポもく関
峹りがあるため、ੲ報共થをしながらਤめられた。提供会員は、ಟが峹れてだなという୩分には౷峩込まず、あり
のままを受けোれてくださり、ਸ਼一子についてもおおらかにৄஹってくれたため、依頼会員と提供会員の信頼関係がଫ
のమで築かれたことが大きかったと感じる。

ূৗય

হ峢のき়い্

■ス崮崫崿ア崫崿ଢ଼ఊで、્ਙのあるお子さんの関峹りに関するౠを取りোれる
達支援センターの員がపだが、୰でฐるのではなく一人一人をৄることの大જさも話されるため、提供会員の
৶解がよりまると感じる。

■௧ではない提供会員のਔଝ
依頼会員が子どもの્ਙについてฎんでおり、周りの൭めもあって支援学に移ったが子どもも依頼会員もವ੭していな
いというৼを提供会員に行ったという崐崼崥ードがス崮崫崿ア崫崿ଢ଼ఊで共થされた。峇のようなモ嵌モ嵌としたਞ峋を受
けૃめఞりうことができるのが、௧ではないファミサポの提供会員のਔଝであるとపがコメン崰をされた。ファミサポ
の૽સをいしているように思う。支援ではあるけれど、౪さんには共感をってఞりって、というところが大事だと
思う。

ਚ

ঽ৬যઠ岜

ਝয়ফ

ઈ্১

会員ਯ 3���3人 う峋提供会員ਯ岜 3��人

ણ੯ਯ 1����3੯

:会ૣක১人ৗય会ૣක協৮会

ূৗય

3������人

平成1�年২

出典：自治体人口は自治体のHP（HP検索2023年３月7日）
会員数、活動件数は令和４年度活動実態調査（女性労働協会）

ણ੯ਯト崫崿گ
1ਜ਼ 保施設までの送迎

�ਜ਼ 保施設の保৫や保ીവの子どもの
預かり

�ਜ਼ 学校のଣ課の学習྆や習い事等までの送迎
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◆ ਃ関との৴について

৴の現૾

ਃ関との
৴

保ୱの送迎という通常のサポー崰をやっている中で、保ୱに登ୱしている子が、お೯さんのひとりの家庭で行き
りのようなところがあって、ફの送りলしなどが難しいということだった。保サポー崰が、થサー崻スではあるが嵄嵑ンタリー
な分もஅめて、的に声がけなどの活動のサポー崰にোれないかと行から依頼があった。峇こから、どういうだった
らサポー崰できるかと行とも৴൪を取りながらサポー崰のをઅえていった。

■৴の内ઍ・૽સ分૿

ളහな家庭で、要保護ుญ対ੁୠ協৮会においても支援対となっていたこともあり、行（子て支援課）が
中心となり、関係者間で৴を取っていた。

ファミサポは、ড়ে員・ుญ員と৴して、子どもた峋がફの登校ができるようにྖ時ളਯ人で関峹り支援をಲਢ
した。また、不登校という問題もあり小学校のઇ୍েをはじめ૿ભのে等にもମに対ૢしていただいた。

会ૣක協৮会がファミサポ事業を行っているため、ੌ௶として信頼があり、安心感が大きい。預かり時に課題を
感じることがあれば、関係ਃ関にੲ報共થしଫに支援へつなぐことができる。

ষとのਘৡな信頼関係の峬と岝৵৾ૅ・ড়生・ుญ員・ୠ岶৴してੇ൦
をサポート

ਲ੨ファミリー・サポート・センターূ؝ڳ
（:ূਲ੨会ૣක協৮会）

岧৴岨 ূਲ੨૽場 子て支援課

ৌૢহ・ટ

事:ਊੂは、3人のଜ子に対する保ୱへの送迎支援で問題なく支援がল来ていた。しかし、ଜ子が小学ে
になったႃに、ઌん中の子の不登校（行きり）がまったことや、峇の家庭が৽ੋ的な৶から学યਗにਬっ௭しし
たことなどが重なり、峇の家庭への支援（ફの声かけ、登下校時の送迎等）をファミサポ、行、小学校、ড়ে員ు
ญ員が৴してன৫することとなった。

学યਗになった場合、ଜ子の下校時は保護者同ൣが必となるが、೯はல事で迎えにこれず、また自家用もな
い。の子はৈ学年で下校時間がいため一คにషってこられない。ファミサポでは常にڱعڰ人の提供会員が日の
ように、また時には時間୷で関峹ってફの声掛けと登下校時の送迎の支援をಲਢした。

学校ડではઇ୍েがମに対ૢくださり、関係者間で/,1(で崘嵓ー崿をੌ峪などして、ફ不登校の৴൪のにも
ෟに৴൪がとれるようになった。
アドバイザーはファミサポ利用ଊをநすに依頼会員宅にቯって೯と話をするなど丁寧なコミュニケーションをとった。
またਈಢ利用時間のڭ時間をதえないように、行の方が来てくれて日ਰ峩てくれたり、ৄஹりを行ったりした。

■৴のટ
提供会員から੭られたੲ報を関係者と共થすることで、周りの会ৱ౺を巻き込峩ながら、支援する体峏くりができた。
ੲ報共થは、必要なタイミン崘でケース崓ンファ嵔ンスを৫ಈするとともに、関係者でった/,1(崘嵓ー崿がજれ৯のない
支援につながったと感じている。関係者間のੲ報共થがෟにল来ていたことで、峇れ峈れがిજな対ૢを取れていたと
感じている。ファミサポ（アドバイザー）もి、提供会員からのੲ報を確ੳし、峇の২対ૢするようにめたことが০
の事では重要であったと感じる。
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◆ ৴に岴岻るਖ点・ୖ

ৌૢহ・ଦൟした点

センター崯ータ

■ୠの会ৱ౺との৴が課題

০の事では、行、学校、ড়ে員ుญ員、ભుญ員との৴がෟに行峹れていたが、ୠで小学ে
の下校時ৄஹりやଆಬ崹崰ロー嵓等をしている自会や支援ੌ௶との৴については課題があった。具体的には、自
会や支援ੌ௶等の関係者に支援が必要なుญや峇の家庭に関する個人ੲ報の共થをすることの難しさがある。

৶୳はୠの公எ関係者が峇れ峈れのできる೧で૽સ分૿を行うことであるが、০の課題とੳしている。

■下校時のサポー崰に関しては、日つけるのが難しいとなったときに、ୠで下校の時にৄஹりをしている自会だったり、
ଆಬ崹崰ロー嵓をしている支援ੌ௶のような੮体とうまく৴して、あるங২ઐ୷ਡをநるときのৄஹりを峋峭んとやってもら
うとか、「્にこの子に関してはਞを付けて峥しい」というようなことをつないで、ୠの৯でうまく崓バーができれば保サポー
崰がかくোらなくとも安全ਙを૿保できるのではないか。

まずは、ୠでの৴ৼ手となる多な会ৱ౺をੜやしていかなければならないと感じている。峇れには、行からの௮
きかけをஅめて活動者をੜやしていく必要があるとઅえている。

ଗূਲ੨

ファミサポহの岬り্

■২にとら峹れないで、あるங২ฑໞに対ૢできるサポー崰のலੌ峩が必要
一としては、送迎や声掛けという活動もあれば、に依頼内ઍが変峹りਘをৄてもらうなどは現場ではକこり੭ること
である。峇の中で、ファミサポ事業が一的な活動で「このサー崻スをやります」とうたってしまっていると、できない分だと思
う。峇のため、あるங২、個人対個人の、提供会員と利用会員の中で、1対1の取り決めの中でฑໞに動ける、ファミ
リー・サポー崰事業のような取りੌ峩というのは、大事ではないかと思う。
あるங২遊びがあるというか、峇の中で動けるというのは、০も必要になってくると同時に、重要ਙもৈまってくるのでは
ないかと感じている。あまり২でၛっていってしまうと、なかなか動き峏らくなっていってしまう分があると思うので、峇ういう
ਔでは、੪ر、峹れ峹れはഈがભਔ੮体からまったというところもあるので、あるங২ฑໞに動けているというਡが、
০のਘ峩ではないかと思っている。
ただ、依頼の内ઍがളහになってきてしまったりすると、提供会員としては、成が大変だったりとかฑໞਙがめられたり、
大変になってくるかとは思うが、ますます大事になってくるのではないか。

ਚ

ঽ৬যઠ岜

ਝয়ফ

ઈ্১

会員ਯ ���人 う峋提供会員ਯ岜 ��人

ણ੯ਯ

ଗূਲ੨

3�����人

ഥਮڮ年২

:ূਲ੨会ૣක協৮会

���੯
出典：自治体人口は自治体のHP（HP検索2023年３月7日）

会員数は令和４年度活動実態調査（女性労働協会）
活動件数はιϱνʖಢ自のྪͶΓΖ

ણ੯ਯト崫崿گ
1ਜ਼ 通常保
�ਜ਼ がいుの預かり
�ਜ਼ 時間ਗの預かり
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◆ ਃ関قಡਝのઁৃكとの৴について
৴৬

ਃ関との
৴ ファミリー・サポート・センター্ූ؝ڴ

■広場の信力の活用
ファミサポは信力がൠいことが課題であるが、広場のフ崏イスブ崫崗、インスタ、/,1(を活用し、ファミサポのイベン崰も広場の
616で周知している。્にリア崗ションがあるのがインスタである。ଳಁ的に子どもを預けるイメージをもってもらえるようにઌ付
きにしたり、用事のためだけでなく「リフ嵔崫シュで利用してもいい」というメ崫セージも込めながら信するなど、広場の信力を活
用している。

■ 崗ーポン活用による「おし体験会」の実施による利用യਤ
ූ方市では�ୃుのお子さんを対に�時間分の૮મ体験崗ーポンがあるが、利用につながらない৶の1つに、人の
自宅に子どもを預けることに対する不安がある。峇こで、利用する広場を「体験会」の峩（しજり）にして広場スタ崫フも
いる中でのおし体験会を実施し、心৶的崷ード嵓を下岼る峩を行った。

■広場を利用した保付き登録会
集੮の登録会では保を設け、広場スタ崫フや保サポーターとして提供会員が保を行うことにした。登録のに౿なじ
峩の広場のスタ崫フがいることで安心され、提供会員も広場スタ崫フの保の子から学び峇ののサポー崰に活かしてもらえると
いう利ਡもある。

■ল登録会での保
ୠにল向いたল登録会をা�（കおよびୠの公共施設で）実施。

ল登録会においても広場スタ崫フと提供会員による保を実施。ファミサポの説明とಡ峅、広場の子もઌ付きでງஂす
ると௪をもってもらえる。

設立して�1年になる会ૣක১人がಟ体。����年からショー崰ス崮イ事業をූ方市と৴して実施していた峥か、広場の
運営、��時間の子て電話ৼの3つの事業をன৫。峇のような中、ූ方市が直営で行っていた「サ崿リ੨」内の広場、
ファミサポ事業もૄに変更となり、同১人が運営を૿うことになった。会的ു護の子どもた峋とも接するਃ会が多い中、
「手を୷しಇ峣られる、ઞいやすいファミサポにしたい」という希望が、広場とファミサポの৴をਤめる根っこにある。

ઁৃহとの৴により岝ൠ峩をਘ峩に岣こ峋峳岵峳ুを୷しಇ峣てઞい峮峃いファミサポ岤峢

（:会ૣක১人大ଚๆ保ை）

現、ファミサポ௧ભ3、広場とファミサポැਜ1のアドバイザー�体で運営している。ਸえて広場スタ崫フが活動報
告書の崯ータো力やো会者への個શ説明などౝڮ峥ど事ਜ所業ਜに峹っている。また集੮での登録説明会のは
ୠに一คにল向いたり、ു成ౠやイベン崰ではৱમや保にোるなど広場スタ崫フが୦らかので関峹っている。

৴の実施内容と工夫

৴にඹるୖ・ూବ

■ファミサポ事業のニーズཔと信力のൠさ
・利用されない৶のཔ、会員でない方へのファミサポの周知が難しい
登録に来られる方や利用したい方のニーズはཔできても、ファミサポを知らない方への周知や知っていても登録しない方のਞ
峋、また依頼会員に登録したものの利用しない方の৶のཔが難しい。
■ファミサポ利用への崷ード嵓のৈさ
・登録したが「事ઊ合峅などのዢ峹しさ」や「子どもを預けること」へのಿ感から実の利用は崷ード嵓がৈいという声を広場ス
タ崫フがୂくことがੜえた。峇こでリフ嵔崫シュのために預けてもଡ峹ない、もっとਞೄに利用していいよ、と日ႃ、利用者と接する広場
スタ崫フが提案することでファミサポをઞう崷ード嵓が下がれば、利用につながるのではという結にඹった。
■個શ登録説明が重なると通常業ਜにがেじる

৴ਰは、お互いの୩ୠには౷峩込まないというਔがあったが、ફをして峇の日の 動きや業ਜ内ઍを確ੳし合い、ミー
崮崋ン崘にはお互いのスタ崫フが一人ずつਸしてੲ報共થにめるなど、੦本的なところからめた。

崡タ崫フのਔ

― 234 ―



◆ ৴によるટ
■広場での預かりのੜਸ

ファミサポ登録のに広場での預かりをງஂするようにした結ટ、実の広場での預かりの子を৯にしながら、利用される方
がੜえるようになった。の方と一คに利用することで心৶的な崷ード嵓もくなり、広場での預かりを体験したあと、提供会員
の自宅での預かりにつながることもある。また、৽験のฒい提供会員の活動の場にもなっている。

■広場スタ崫フのファミサポැਜによるৼ互の業ਜの৶解のまり

・広場のැਜスタ崫フがファミサポのੂ登録を行うことで、具体的にどのような利用をされたいのか話をୂいたり、利用のフ崑
ローも行き届くようになった。利用提供会員のງஂを受けたファミサポのスタ崫フにはい峏らいがැਜスタ崫フにはえることがで
きるケースも多く、利用会員とファミサポ、広場がつながるような声かけや関峹りをැਜスタ崫フが行えるようになっている。

大ଚਿූ方市

ষとの৴のઅ岲্

■会的ു護に関峹る事業の実ౚをもとにஆ自の信頼関係をଡ築
家庭ుญৼ所や保センターとの৴は難しいが、会的ു護に関峹る会ૣක১人がを受けているため、会ૣ
ක১人を通じた家庭ుญৼ所とのাの৴൪会などがあり、信頼感の੦ຊがあるਡが、ファミサポと広場のஆ実施では
ない્ඉとなっている。

■行ਃ関への説明によりファミサポ事業の৶解がまり、行からの依頼がిਫ৲
ਰは、行ਃ関がファミサポで対ૢが難なケースもファミサポにつな岼るということが行峹れていた。峇こで、ファミサポへの৶
解をめてもらうため、家庭ుญৼ所の員向け、保పや助ਓపの会৮、公立とஎ立保ୱのୱশさんとのお話、
峋峭ん訪問員のଢ଼ఊなどでファミサポの૽સをງஂすることを峩たところ、行ਃ関がファミサポを৶解してくれることでイ嵔崖ュ
嵑ーな依頼がなくなった。

ファミサポহの岬り্
ූ方市では広場との৴はਤめられているとઅえている。広場での預かり体験会の報告を૿ਊ課におこなったところ、ූ方市内
のの広場でも行えないかという話につながっている。০ファミサポと広場の৴を行って行かれるセンターは、峇のようなで
োされるのも一案だと思う。
難な家庭を支援していくためには、ファミサポで難しいケースはしかる峣き関係ਃ関につな岸、支援のをୠに広岼られたらと
思う。

センター崯ータ
ਚ

ঽ৬যઠ岜

ਝয়ফ

ઈ্১

会員ਯ ����1人 う峋提供会員ਯ岜 3�3人

ણ੯ਯ

大ଚਿූ方市

3�����人

平成13年২

:会ૣක১人大ଚๆ保ை

3����੯

ણ੯ਯト崫崿گ
1ਜ਼ 保施設までの送迎

�ਜ਼
学校・ညୱ・保所の೬峩の時の預かり・送
迎など

�ਜ਼ 学校のଣ課の学習྆や習い事等までの送迎
出典：自治体人口は自治体のHP（HP検索2023年３月7日）

会員数、活動件数は令和４年度活動実態調査（女性労働協会）
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◆ ਃ関との৴について

৴の現૾

ਃ関との
৴

■ファミサポの設立ਊੂから、行ਃ関を中心とした関係ਃ関や関係੮体からの支援が必要な家庭に対するファミサポ
利用のઊ൧があり、会員登録を行うケースが峥とんどである。えば、ਓうつだったり、ಖઋ的な分で子てが難
であるとか、保護者の方にがいがあるとか、ಗにお子さんにがいがあるなどの事である。

■崬インズ崗嵑ブから直接つながるケースもある。

■子て਼৻ෆฐ支援事業を実施している౧の保పが支援している子て家庭の中で、峇の方た峋にとってファミ
サポが一番ిਊなサー崻スとਖ਼した場合に、保పからセンターに৴൪がোりੲ報共થ、会員登録を行っている。

■ファミサポの事ਜ所が子て広場と同じス嵂ースにあるため、広場でৼされた方が直接広場のスタ崫フに৴れてこられ
る崹ターンも多い。

৴の内ઍ・૽સ分૿

■保పにఝ同して自宅を訪問
・保పからງஂのあった保護者が動けないような૾யであったり、自宅からলられないような૾யの場合には、セン
ターから保護者の自宅に訪問をさ峅ていただくこともあり、૿ਊ保పに同行いただいている。
・同に峇のの関係ਃ関がつないで、センターで会員登録するときには、峇のງஂの૿ਊ者が一คにいて登録を
するというである。

■保పのಲਢ的なৄஹりとファミサポの利用
・保పからງஂの子て家庭は੦本的に崷イリス崗家庭であることが多いので、保పもಲਢ的にৄஹりを行いな
がら、必要にૢじてファミサポを活用していくというが多い。
・ファミサポの会員登録をしたとしても利用にᇽがらないケースもあるので、ྖ時、保పとセンターがੲ報共થを行い
ながら支援をしている。

ૣળのવ、໒平にਜ਼઼し、௹かな自ேに౩まれた人ઠڬگਐ人தの中ற市。ਓਓ嵀嵓崹ー（崐ン崤
嵓ૢ援）、市直営の子て支援センターڵか所、子て広場گか所を設઼。ڳڭڬڮ年ڬڭাより子て਼৻
ෆฐセンターとして子ども子てサポー崰センターが༎௮。႔中からજれ৯なくୃڴڭまでサポー崰する体を整えてい
る。ファミリー・サポー崰・センターくるめは平成ڳڭ年に設立、୲৪市の峥かに周ఈのうきは市、大、୬ླຸも
ଵლ。子てサポー崰センターとಸഡな৴をとりながら、子て家庭の支援にあたっている。

な関係ਃ関との崡嵈ー崢な৴൪৹ତでੇ൦にシー嵈嵔崡な੍ରを提供

ファミリー・サポート・センター岹るめ؝ڵ
（:132১人嵓・バ崰ー）

୲৪市子ども来子てサポー崰センター
崬インズ崗嵑ブ �୲৪市からਓਓサポー崰事業を受している多ၚ支援੮体）

岰ま岹ৌૢできたহ

■市の保పが所രしている౧（子ども子てサポー崰センター）のଵლのਓ嵀嵓崹ー（崐ン崤嵓ૢ援）の事
業は�かাまでしか利用できないので、峇のの支援としてファミサポ事業をງஂいただいたり、ਯがあるため、০
り峇うだという家庭のງஂがあるなどの支援がಲਢした。

■崬インズ崗嵑ブが受けている୫મ配布、ৄஹりਘ৲の事業（ྦୄがઑ峹れる家庭のৄஹり事業）のメンバーの方が
提供会員になった。

■ファミサポ事業のことを関係所に知ってもらうことが重要
・センター৫設ਊੂからୠの子て支援センターへの的な訪問やர会৮にਸさ峅ていただくなどの取りੌ
峩をಲਢしてきた。

岧৴岨
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◆ ৴に岴岻るਖ点・ୖ

センター崯ータ

■保పからのງஂでセンターが関峹ることになった子て家庭で利用がない家庭の૾யཔ
保పからのງஂでセンターが関峹ることになった子て家庭す峣てが会員登録、利用につながる峹けではない。会員登
録までল来たとしても利用にᇽがらず、センターとしては峇の家庭が現どのような૾யなのかが分からないままになっている
ケースもある。峇のようなケースについては的に、保పにୂける೧でੲ報提供を依頼している。
�৴）登録まではいったが利用がないという家庭に関してのフ崋ードバ崫崗を丁寧にしないといけないとઅえている。
ৼਃ関として、つな岸は丁寧に、アフターフ崑ローもしっかりとிભをもってしていかないといけないとઅえている。
■崷イリス崗家庭のファミサポ利用については、どこまでセンターがཔす峣きかなどは検討のがある
ૣක的配ൟの必要な家庭への援助の場合、子どもの峩にとどまらず、支援、関係ਃ関との৴が必要で、頼んでよ
いかء頼める提供会員がられる。
崷イリス崗家庭のサポー崰はশに峹たることもあれば、ᄄ২がੜえてくることもあり、直接やり取りできるようなੲ報もநして
しまうので、提供会員の૿にならないか、ਞをつかうところである。

ૣળ୲৪市

ファミサポহの岬り্

■市との৴において、保ప৽で崷イリス崗家庭の支援の一つとしてファミサポが関峹ることついては、アドバイザーも
提供会員の૿についてశ常にਞをઞっている。ただ、現実に崷イリス崗家庭に対してできるサポー崰は、০のところファミサ
ポしかないというような現૾も分かるので、嵆崫チン崘のときにとてもઋ৽をઞう。「この提供会員なら」と思う方はられてくる。
結ટ、્の方にお願いをしてしまうことが多い。

્౦岬るੌ
■崬インズ崗嵑ブとの৴（႔中からファミサポの登録・崐ン崤嵓ૢ援の登録をੋま峅る）
■崬インズ崗嵑ブの崼アサポー崰活動پをしている方にしずつ��時間習を受けてもらい、支えるડにっていただける
ようにと声掛けをしている。の੮体にも௮きかけてల来的に提供会員になっていただけるよう力をしている。
■੮体への௮きかけと周知（手をつなぐ成会、達し峱う૩ుのの集まり、じじっか、ৄஹりの୫મ配布等、
ଓ助সの助成対になっている੮体）
■依頼会員にڮ時間の習
・登録書థに੶ো・シス崮ムのઞい方の説明、嵄嵑ン崮崋アの事業をઞうということをੳしていただく৯的

崼アサポー崰活動とは、多ၚు৽験者が保健師・助産師・保育士等と訪問し、妊娠中のことや産後の育児についての相談に応じるなどپ

の活動のこと

ਚ

ঽ৬যઠ岜

ਝয়ফ

ઈ্১

会員ਯ 1����人 う峋提供会員ਯ岜 ���人

ણ੯ਯ

3������人

平成1�年২

:132১人嵓・バ崰ー

��33�੯

ૣળ୲৪市

出典：自治体人口は自治体のHP（HP検索2023年３月7日）
会員数、活動件数は令和４年度活動実態調査（女性労働協会）

ણ੯ਯト崫崿گ

1ਜ਼ 保施設の保৫や保ીവの子どもの預
かり

�ਜ਼ 保施設までの送迎
�ਜ਼ 保護者のリフ嵔崫シュ・習い事等の預かり
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◆ 提供会員

提供会員ણをৢ峂てઓ岰こと

ファミサポ
会員

ଜཀが習っていた崼ア崶のেがファミサポを利用していて、েとཀさんと援助会員さんとのやり取りがとても峥の峦のとし
てਮやかで温かいものを感じた。自分の子てもひとして、૮৶なく୦か会ਸができるといいかなと思っていたとこ
ろに、嵆嵆友からා峹れ事業説明にਸ。体験で援助会員や依頼会員のお話を౦رうかがって、峋峱っとやって峩よ
うと思った。活動をめるは崹ー崰のல事をしていたので、೬日でも子どもと一คに家でできる活動があったらいいなと思
い会員登録をすることにした。

ূ多༂ୠにਜ਼઼する立ਆ市が運営するファミリー・サポー崰・センターは、子て、ઇ、市ড়活動、ધ৲഼活動を
支援するとともに、イベン崰実施などによってୠのに岸峹いをে峩লすことを৯的として૦てられたള合施設、子ども来セン
ターの中にあり、子て・ઇৼの峥か、子てひろばもಡ設し、子どもや子て家庭にとって「頼りがいがある」「子どもと一
คに訪れたい」場を৯している。立ਆ市ファミサポでは、依頼を受けたらできるだけଫく提供会員をງஂするなどဌசな対ૢ
を行うことを心掛けている。

提供会員岝ൂ頼会員との信頼関係をপજに岝ਞ峋にఞり岰ੱなサポートを৯峃

য়ਆファミリー・サポート・センター؝ڬڭ
（直営:立ਆ市子ども家庭支援センター）

z なサポー崰内ઍ:
・がいをつ子の援助・೬峩の日の預かり・保ୱ
の送迎など

年間ಲਢしてサポー崰ڬڭ人の依頼会員をڭ・

z お: $ さん
z 会員登録年ਯ（活動年ਯ:11年）
z 活動੯ਯ: 年間 ৺1��੯、 া ৺1�੯

提供会員にな峍たਃ・ఃஈまでの৽༬

ファミサポのણについて

ファミサポのણをৢ峂て੭たこと

ファミサポについて峂ること

ファミサポについて望峪こと

■具体的な活動内ઍ
自宅での預かりも、依頼会員のお宅での預かりもある、お預かりする子は1人から3人の時もある。保ୱ・ညୱ
の送迎や習い事の送迎、がいをつ子のサポー崰。お子さんとおಟさんのお話をቯってからご要望に合峹峅るというかた
峋でサポー崰さ峅ていただいているが、自分の嵂ースでできるというのが、自分には合っていると思う。
■ഀにଋった活動
ྲྀཊのお子を自宅でお預かりしたとき、ཀも一คにスイー崬りや崹ンりをしたり、楽しく遊峠ことができଐい思いলが
いっ峛いできたので、すごくよかったとっている、峇の৽験があるので小さい子との関峹りが手とሹめられる事もあるようだ。

■活動することへの家ఔの৶解について
ਈੂ、夫は人の子どもを自宅でお預りして、もし୦かケ崔でもしたらという不安があり、峋峱っとખ対だったが、一番ਈ
ੂのサポー崰は学のྲྀཊで日日にশ時間、ફから方までの預かりをすることが多く、夫も一คにૌごしサポー崰
のਯを重ねることで、大丈夫峇うだなと安心したようだった。ྲྀཊのサポー崰は中学েになった০もਯだがਢいている。

ファミリー・サポー崰という活動があることをまず自分も峥峦知らなかった。たまたま友人がいて知ったので、やはりੳ知২が
いというのがあると思う。現会員はපসががるからといってサポー崰に対するિが変峹ることはないと思うが、これから
援助会員になる方た峋には重要かもしれないと感じている。依頼会員さんの૿をੜやすことなく、පসを岼ること、
বや行が助成してくれるとよいと思う。

岧会員ੲਾ岨

■援助会員になっていなかったら、きっと関峹ることがなかったと思う、がいのある子のサポー崰をすることで、崷ン崯崋崕嵋崫
崿をっている子への対ૢを知り一つの個ਙとしてኇえることができ、自ேに接することができた。০は<RX7XEHをৄて
ਘするのが楽しい。
■০、どのように活動していきたいか
安全面は峋峭んとઅൟしながら、のんびりと峰ったりとしたਞ峋でサポー崰をਢけていきたい。子どもた峋から੪ਞをもらえる
ことが自分のモチベーションになっている。
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◆ ൂ頼会員

ൂ頼会員ણをৢ峂てઓ岰こと

岧会員ੲਾ岨

ファミサポ
会員

■立ਆ市に௭してくるに、夫のல事の関係でにકしており、夫のல事も多႞で峥峦嵗ン崒嵂ుだったため、
子どもの預かりで依頼した。峇れから峥峦日ファミサポを利用していた時がある。

■ファミサポについては、লে届をলした時にຘいたၻ子の中にファミサポのງஂ嵂ージがあったこと、عڭ�かাుの保
ప訪問のにファミサポの話をୂいたことなどから知った。立ਆ市にਬっ௭すことになり、でのファミサポにとても助け
られたので、立ਆ市でも依頼したいと思い会員登録をした。

z お:% さん

z 会員登録年ਯ:ڴ崓া（���1年گাো会）

z 依頼੯ਯ: 年間 ৺ڬڰ੯（���1年گাع
����年ڵা）

z な依頼内ઍ:
・ਬ௭しのൺ付けの間サポー崰
・ௌ間の預かり（宅でのல事）など

ূ立ਆ市

ൂ頼会員にな峍たਃ

ファミサポのણについて

ファミサポのણをৢ峂て੭たこと・今後のਹ৷

ファミサポについて望峪こと

■具体的な利用内ઍ
子どもの預かりをお願いしている。提供会員の方は、子どもの遊びもよく知っていて、集中して子どもと一คに遊んでくれる。
峇の援助会員さんにかかると、ମのりにあるす峣てのものが楽しいおも峋峭に変ମするなど、としてもਘになっている。

■援助を受ける中でのഀ的な活動
預かりの場所は依頼会員の自宅がであるが、子どもの成শにൣい、ਈは子てひろばに行ったりすることもでてきた。
家にはないおも峋峭があったりするので、楽しくૌごしている子。

■子てをしていく中で、༧ஆになりが峋な૾யを提供会員にମにフ崑ローしていただいている。提供会員の方がᎺ
（おྲྀさん）と感じるくらいଐくしてもらっているし、子どもとの遊びについても౦رな୳・遊び方をৄることができるのはあ
りがたい。

■පのપとしてはなす岸るのではと思っている。もうし多く௸えたらよいかなと思う。峇の৶は、峇の方がもうしਞ
ැねなくお願いできるため（���だと安くてお願いするのが申しないਞ峋があるため）。ただ、ୠの助け合いの
活動、（થ）嵄嵑ン崮崋アなので、おসが৯的ではないというところもあるのかとも思う。

これだけお਼話になっているので、いずれは提供会員となり、ལନしをさ峅ていただきたいと感じている。が、もうし子ども
が大きくなるまでは、ல事をフ嵓でしたいと思っている。時がきたら、峆ひལନししたい。

センター崯ータ

ણ੯ਯト崫崿گ
1ਜ਼ がいをつ子どもの預かり・送迎など
�ਜ਼ 学校のଣ課の学習྆や習い事等までの送迎
�ਜ਼ 保施設までの送迎

出典：自治体人口は自治体のHP（HP検索2023年３月7日）
会員数、活動件数は令和４年度活動実態調査（女性労働協会）

ਚ
ঽ৬যઠ岜
ਝয়ফ
ઈ্১
会員ਯ ��3��人 う峋提供会員ਯ岜 ���人
ણ੯ਯ

ূ立ਆ市
1������人
平成1�年২
直営:立ਆ市子ども家庭岜子ども家庭支援センター

��3��੯
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◆ 提供会員

提供会員ણをৢ峂てઓ岰こと

ファミサポ
会員

依頼会員の友人が、「提供会員になってくれたらいいな」とೄくされたことがきっかけで習会を受することになった。習
会の内ઍはྟ力的で楽しく、実に提供会員として活動されている方のお話をቯい活動も楽し峇うだと感じたが、事の対ૢ
など不安なਞ峋もあった。習会ఊവ、事ਜଂからとりあえず登録していただけるかと声掛けがあり、送迎ぐらいならと会員
登録を行った。โ日、電話で学ు（ు）の送迎に関するサポー崰の依頼があり活動を行うことになった。୲し峠りに小さ
な子どもと接するৗなਃ会となり、子どもがဝいてくれたこともᇃしく、このようなことで૽に立つことができるのならと思いಲਢ的
に活動することになった。

たかまつファミサポは、 「子ども・子て支援」、「学習体験」、「市ড়ઐ」のਃચをった子て支援とઇ支援のುਡとして
設઼されたৈૈ市こども来ைにある。ファミサポのଐさは、信頼関係で結ばれた会員同士が同じୠのકড়としてつながり、
子てを支えあうৼ互援助活動であるということをベースに、会員とのコミュニケーションを大જに信頼関係を築く力をしている。
峩んなで子どもの峋をৄஹり、成শをಜび合える会を৯す。

ୠのরで岝峩峽なで峓峬の峋をৄஹり岝岬たた岵なつな岶りをၯいでい岹

た岵まつファミリー・サポート・センター؝ڭڭ
（:132১人たかまつ੬共同崵崫崰）

z お: & さん
z 会員登録年ਯ（活動年ਯ）:ڱ年
z 活動੯ਯ: 年間 ৺3��੯ া ৺��੯

提供会員にな峍たਃ・ఃஈまでの৽༬

ファミサポのણについて

્౦岬るણ内容

ファミサポহの岬り্

■具体的な活動内ઍ
送迎のサポー崰からめ、ਢけるなかで預かりもしずつੜえていった。
現は依頼会員のご自宅で、依頼会員（ಟ）と一คに、達્ਙのある൨子のお子さんを、平日ફକ෫からညୱ
に送りলすまでのサポー崰や、ఽの႞しい時間ఝに依頼会員（ಟ）が家事をしている間、お子さんを峩るという活動が多く
なっている。現�の依頼会員のサポー崰を行っているが、ౝ1、াڭ、ౝ3、平日ફなどサポー崰のᄄ২は౮なる。
■ഀにଋった活動
႔中にのお子さんのサポー崰を行っていた、লਓ助ਓへお子さんを৴れておቯいしたところ、ਓまれたてのৗেుを
್か峅てもらい家ఔのように一คにಜび合えたという体験は重で、とてもᇃしかった。バ嵔崐の会にഃୄされたり、思いが
けない峟れあいはഀにଋっている。されていくഀ的なল来事はฤになっている。
■活動を通じて੭たこと
うことをୂいてくれないお子さんに対してሹめるように心がけたところ、関係が築けてಞ直に対ૢしてくれるようになったという৽
験がある。活動を通じて楽しさだけではなく学びもある。
■০、どのように活動していきたいか
手遊びなど、子どもとの遊び方をੜやしたり、ス崕嵓ア崫崿をしてಲਢ的に活動を行っていきたい。

■送迎サポー崰から預かりサポー崰への移行について
事ਜଂからの依頼によってဉرに移行した。送迎サポー崰にຯれてきたႃに1日だけの預かりサポー崰の依頼があり、ဉرに依
頼の்が広がりス崮崫崿ア崫崿した૾யである。

なる送迎や預かりだけでなく、子どもの成শの手助けを行えるようにしたいという୳いがあるため、登録時の習会は大જでٴ
あると思う。心ଡえが必要な活動であるため、ସのଐい提供会員がੜえて峥しい。

提供会員の活動は一人で行うため༧立感もある。事ਜଂとの関係ਙも大જだが、ささいなことをਔৄઐఌし合える提供会ٴ
員同士の૯のつながりも大જだと感じる。あらたまったਔৄઐఌの場というよりも、୦か一คに業を行いながらහや自ேな
会話ができる場がੜえていくこともଐいのではないか。

岧会員ੲਾ岨 z なサポー崰内ઍ
・現関峹っているのはڱ（����年1�া時ਡ）
・習い事の送迎、平日ફやఽの依頼会員宅でのサポー崰、
提供会員宅での預かりなど。
・達્ਙのあるお子さんやಖઋ的にしんどいおಟさんのサポー崰も。
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◆ ൂ頼会員

ൂ頼会員ણをৢ峂てઓ岰こと

岧会員ੲਾ岨

ファミサポ
会員

大学ઇ員としてのඐਜがৈૈ市内にあるが、実家はృପであり、夫はで家業をಲいでおり೫ฬである。子どもが1
ୃの時ਡで場୮షすることになった。家ఔによるເ常的なサポー崰がୄできないなか、ベ崻ーシ崫ターや୰ు保等の
২を調峣るにファミサポを知り、ዙにもすがる思いで登録を行った。会員登録の時ਡではき峋んと利用૭ચであるのか、どのよ
うな提供会員をງஂされるのか知ਯであったが、頼ら峀るを੭ないという૾யから登録を行った。

z な依頼内ઍ:
学ญ保への迎え、ল時の預かりなど、
的な依頼も多く日常的に利用。

z お: '�さん
z 会員登録年ਯ: �年
z 依頼੯ਯ: 年間��੯ া間�੯

ಘਆৈૈ市

ൂ頼会員にな峍たਃ

ファミサポのણについて

ファミサポのણをৢ峂て੭たこと

ファミサポについて望峪こと

■具体的な利用内ઍ
提供会員�と嵆崫チン崘を行っているが、う峋1の提供会員に�年間ಲਢ的に活動いただいている。
会৮の⁒భশや的な会৮のの学ญ保への迎え、ল時の預かりなど、的な依頼も多く日常的に利用。コロ
ナምにおいて学閉鎖等で保所や小学校に登校できないにも利用。
■援助を受ける中でのഀ的な活動
子どもにとって提供会員はຳಟの৻峹りのようなோになっており、子どもは「سسさんは家ఔだよね」とのをする。また、提供
会員と会えることを楽し峩にしている。提供会員のが年ଓ員をされていたこともあり、ቔっていただきながらもしっかりఎା
を成していただいており子どもの人ત成に影響をଖえていると感じる。

依頼会員にとっても、子どもの峋を一คにৄஹっていただけているという安心感がある。子どもの્ਙに関する話を共થしたり、
ல事のਞになることについてアドバイスをいただいたり、嵗ン崒嵂ుの୭のなかでಖઋ的な支えになっている。
્౦岬るણ内容
ベ崻ーシ崫ターとファミサポのୀいについてٷ
現૾として、ファミサポで対ૢいただけているためベ崻ーシ崫ターは峥とんど利用していない。ベ崻ーシ崫ターはファミサポとは౮なり確
実に対ૢしてもらえるという確৺があるが、ၴが来られるか分からないベ崻ーシ崫ターよりも、子どもが安心してૌごすことのできる
提供会員の峥うがଐいという૾யになっている。
事ઊ峋合峹峅についてٷ
学ుである1ୃの子どもについての依頼であったため、不安感もありಸ૾ଙであった。預かり中の子どもの子が分からず、
子をୂくこともઑっているというഀをଖえるのではないかとਞがかりであった。自分自ମは利用峅峀るを੭ないという૾யのな
かで、提供会員との信頼ଡ築をることができたが、提供会員の人柄が分かり安心感が࿈েえるに、利用をඓえる人もいる
のではないかと思う。
提供会員との関係ଡ築についてٷ
੦本的に感පのਞ峋をພれず、できるだけୁ৲しておえすることは心がけている。あくまでも提供会員のে活のなかの
ஜの時間で支援いただいているため、ਊたりというਞ峋にはならないようにਞを付けている。また、あくまでも૭ચな೧で支
援いただくことをਔしている。

ຠをൣう援助が利用しやすくなればଐいと感じる。ຠをൣうল業ਜに関して、保所のにはૻຎ的೬ま峅やすかった
が、小学校にোると೬ま峅峏らくఝ同によるল業ਜの難さを感じている。
利用申டや活動報告がメー嵓や紙ᄘ体でのやり取りとなっていること、報ີのಖについて、াଜに対面でのやり取りとなって
いることについて、依頼会員の利ਙという面からはアナロ崘ਙをਮして';を行っていただければと思う。

センター崯ータ

出典：自治体人口は自治体のHP（HP検索2023年３月7日）
会員数、活動件数は令和４年度活動実態調査（女性労働協会）

ਚ
ঽ৬যઠ岜
ਝয়ফ
ઈ্১
会員ਯ �����人 う峋提供会員ਯ岜 ���人
ણ੯ਯ

:132১人たかまつ੬共同崵崫崰

�����੯

平成1�年২

ಘਆৈૈ市
�������人

ણ੯ਯト崫崿گ
1ਜ਼ 学校のଣ課の学習྆や習い事等までの送迎
�ਜ਼ ଣ課ుญ崗嵑ブીവの子どもの預かり・送迎
�ਜ਼ 保施設までの送迎
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◆ 提供会員

提供会員ણをৢ峂てઓ岰こと

ファミサポ
会員

ཀが依頼会員として登録していて利用もしていた。自分自ମが૬き時間があったので、「もしଐかったら、おಟさんも登録
だけして峩たらء」というཀからの声かけがきっかけ。

z お: (�さん
z 会員登録年ਯ（活動年ਯ）:ڴ年
z 活動੯ਯ:年間 1��੯

ファミリー・サポート・センター্ූ؝ڮڭ

z なサポー崰内ઍ
• 預かりの峩、送迎の峩、送迎ٔ預かりなど
• がいのある方、ಖઋ的にしんどい方のサポー崰も

提供会員にな峍たਃ

ファミサポのણについて
保ୱの送迎が活動としては多い。峇の中で、保ୱによって送り迎えのの嵓ー嵓がୀったり、ୱのেのファミサ
ポ事業への৶解২も峇れ峈れであるので、ਈੂは戸ೆうこともある。しかし、ୱのেがファミサポ事業自体を知らない
ということはないので問題はない。ୱのেともா的にコミュニケーションをとることで౿をಁえてくれている

ファミサポのણをৢ峂て੭たこと
■子ての০とནを楽し峪
時৻のれがあって子てがすごく変峹ってきているので、০の子てを知ることができることはとてもଐいことだと感じて
いる。எが子どもをてたときと、ཚも所にકんでいるのでেまれた時からずっと਼話をしていたが、峇のཀの時৻もୀ
うし、ཚの時৻もୀう。峇して০、またୀうという子ての内ઍ。০の子は「୫はこれぐらいからめるんや」とか、おも
峋峭も「০の子はこんなんで遊峠んや」とか、峇ういう時৻のれのようなものはすごく感じる。峇れがまたਘになって、
୫などもどんどん利なものがলてきて、ଽい話を嵆嵆さんた峋に「எが子てしてたときは、こんなんやってんよ」などと
ったりもする。
■提供会員として活動するのコミュニケーションの重要ਙ
お子さんをお預かりするときも、ੂめはおಟさんがলて行かれたときにお子さんが༤いていたら、おಟさんはബ対心配なのٸ
で、「ごਃになって遊んでいます」とすぐメー嵓をোれたり、お迎えの時間が峏いているときにおしていたら、「まだ、お
しているがどうするかء」と、かく৴൪はしてコミュニケーションを取っている。
とかく確ੳしたり、送迎時の૾யを「ءこういう時はどうしたらଐいですか」、保ୱの送迎のも、おಟさんに対してٸ
丁寧におえするように心掛けている。えば、ୱの掲示ഝに書かれている内ઍをメٮしたり、お子さんのା౹えやお峪
つのਯを確ੳしたりしておえしている。峇うすることで、おಟさんも安心して利用することがল来ていると感じている。
（メを送ったは崯ータはచしているٮ）

ファミサポについて峂ること
எも峇うだったが子てというのは、1人でできないと思う。くにがいたり、ၴか助けてくれる方がいれば頼めるけれども、
峇れができなくて1人でやっていて、すごくっている方がいるのであれば、しでも手助けできるのだったらという、ੂめ峇んな
いいતのਞ峋だった。でも、実はやって峩たら、小さな子に接するというのがすごく楽しいのである。子どもさんは成শが
とてもଫいので、もう本ਊにびっくりするぐらい「峹あ、こんなことできるようになった」とか、「あ、おし峭峣りできるようになった」と
か。もうশくお付き合いすればする峥ど、峇ういうものがすごく分かってくるので、サポー崰をお願いしていいかというメー嵓が来
たら、すごくうれしく感じている。

ファミサポ事業自体がまだまだୠに知られていないと感じる。子て਼৻は、子て支援のၻ子をຘいたり、ઠコミ
があったりしてファミサポ事業を知るਃ会があるが、ಗに年ೡಽがの方がこのセンターを知るきっかけがない。広報をৄ
ても、関係がない内ઍはಞ通りして௪をつこともなかった。

提供会員をੜ峮峃ために重要なこと

岧会員ੲਾ岨
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◆ ൂ頼会員

ൂ頼会員ણをৢ峂てઓ岰こと

岧会員ੲਾ岨

ファミサポ
会員

�番৯の子どもがেれた時に遊峠場所をめてූ方市内の広場に遊びに行っていた。峇こでファミサポの登録会があり、
広場の方から案内していただいた。

z お子さんの年ೡ:11、ୃگ、ୃڱ崓া
z 依頼内ઍ:

・ਓਓのの子どもさんた峋の保ୱの
送迎や、下の子どもさんの預かり。

ファミリー・サポート・センター্ූ؝ڮڭ

ٴ お: ) さん
ٴ 会員登録年ਯ: 年ڮ
ٴ 依頼੯ਯ: ��੯（����年২）

��੯（���1年২）

ൂ頼会員にな峍たਃ

ファミサポのણについて
■具体的な利用内ઍ
会員登録から実に利用したのは�年くらいであった。3番৯の子どもがেれるタイミン崘で౦رと手がらなくなり、
の子の保ୱの送迎と預かりをお願いした。利用さ峅ていただくは、利用するのにいろいろ決まり事やがあるイメー
ジがあったが、実お願いすると結ଡ通も利いて、利用していて峇んなにがあるとは感じていない。

■実に援助を受ける中でഀ的な活動
子どもڮ人は人ৄ知りも峇んなになく、結ଡにお願いして、எもোしていなくなった૾ଙだったが、০でも「سسさん、
。さん」とって、お迎えをお願いするとಜんで、すごくဝいているٳٳ

本ਊにすごく通も利いてもらい、子てのৼもいろいろଭっていただいているので、サポーターさんというより、く
にいるᎺのような感じで心の支えになっている分が多い。も峋ろん、お預かりなどのサポー崰も助かっているが、すごく心
の支えになっている。

子どもた峋がశ常に提供会員にဝいているので、ਬきਢきサポー崰をお願いしたいとઅえている。

ファミサポのણをৢ峂て੭たこと・今後のਹ৷

ൂ頼会員の୳
よく預かっていただいている一番下の子は、実家の両だとすごく人ৄ知りするのが、(さんのことをおばあ峋峭んだと思って
いるのではないかというぐらい、よくဝいている。ு年、この子がেまれるはஎがの子どもた峋に会えない૾யだったので、
/,1(をઞってよく子どもの૾யをઇえてくださった。「保ୱでこんなのっていたよ」とか、保ୱの৴൪事ඨについても
夫がお迎えに行くより全ேよくઇえてくださるし、子どもの子もまめにઇえてくださったので、峇れだけが結ଡੲ報౺で、す
ごく安心することができた。
また、コロナの೬ୱ等で子どもた峋がずっと家にいる૾ଙで結ଡしんどかったが、/,1(で「大変でし峱う」とよくਞാってくだ
さったりして、୦かあったら頼ろうと思えたので、いつもとても助かっている。

ファミサポについて望峪こと
ੂ利用の崷ード嵓については、確かに頼ら峀るを੭なくなったところまでは、えばஎが体調をടしてしんどいというと
きでも、利用しようと思ったことが峇れまではなかった。た峠ん、ਈੂの一నは峋峱っと面くさいというのもあったりで、時間
がかかってしまったというのがあると思う。峇れまでは୦とかなってきたので、峇ういうਔでは利用の崷ード嵓はあったかもし
れない。
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◆ ্会員

্会員ણをৢ峂てઓ岰こと

ファミサポ
会員

岧会員ੲਾ岨

■家ఔのૡඐをに、子ての大変さをମにഉ峩て感じたことがきっかけ
学ে時৻に子て支援に関するਘをしていたことがあり、提供会員になったのがまりである。峇のに自ମのলਓを
に依頼会員になった。自分自ମも家ఔのૡඐで、で周りに子てを助けてくれるମ内がいなく、「こんなにஎがし
んどいのだから、の峩んなもしんどいんや」とઅえて両方会員に登録した。

ファミリー・サポート・センター্ූ؝ڮڭ

z お子さんの年ೡ: ୃڱ、ୃڳ、ୃڭڭ

z ো会された��1�年২の（ڲাڳعা）
ു成ౠを受、両方会員に登録

z お:* さん
z ੯ਯ:1�੯
z 依頼会員としてサポー崰を受けている੯ਯ:ڮ੯
z 提供会員としてサポー崰をしている੯ਯ:1�੯

্会員にな峍たਃ

્౦岬るણ内容

ファミサポのણについてق提供会員としてك
■自宅での預かりのは、自分の子どものખૢが一番すごいと感じている。੦本的に子どもた峋がいない平日に預かるよ
うにしているが、自分の子どもが、預かっているお子さんに会いたくてどうにかଫくషって来ようとしたり、もう৺がなくなって
がっかりするぐらい本ਊに「いいな、いいな」という感じで一คにਸしてくれている。

■預けるડのおಟさんのਞ峋もすごく分かるので、/,1(とか子どもの子をメしたり動をったりして、「送ったら、
すぐにஎのఝからはすからね」とって送っている。峇うするとઃに預けてくださったときに、やっ峛り必ず༤くけれど「どう峅
০だけやろ」といながらおಟさんも預けてくれるから、ਢけるようにしている。

ファミサポのણについてൂق頼会員としてك
■やはり預ける方はものすごく崷ード嵓がৈかった。人に自分の子どもを預けるというのは、୦かྤ৯なような感じということ
と、།࿅ਙなのか「峇れにおসを௸うのか」ということで、ਈੂの崷ード嵓はৈかったと思う。

■子どもの小学校の౸業௴があり、下の子を小学校に৴れて行くと峰っくりできないので、峇の౸業௴中に預かっても
らった。なお、預かってもらおうと思ったのは、ූ方市の૮મ崗ーポンがあったからである。なかったら一คに৴れて行き౸業
௴を受けたので依頼していなかったかもしれないが、「૮મ崗ーポンをઞって峩よう」という感じで依頼をした。

ファミサポのણについてق্会員としてك
■両方会員の活動を通して、めて子ての大変さを実感することがল来たと感じている。また、峇の大変な子ての中
で、声にলして助けをめられない保護者の方もいらっし峭ることを知ることができた。

■もっと両方会員がスタンダードなになればଐいと感じる。依頼会員は自分自ମがっているから会員登録する峹けで
あるが、ল来る೧で提供会員も৽験することで੭られることはశ常に多いと感じている。

■ファミサポ利用時の૮મ崗ーポンのથ用ਙ
ファミサポ利用時の૮મ崗ーポンは、依頼会員にとってありがたいと思う。௧業എでおসを༎いでいないので、子てする
ことがல事ぐらいの感じが自分の中ではあって、峇のためにおসをઞって୦かするというのがやはりಿがあった。峇れで自分
がしんどくなった৽験もある。

ファミサポについて望峪こと
やはり૯のつながりでୠごとの支援というか、き൵めていえばৼ互ჰ助峩たいな、峩んな知り合いというୠが৶୳だ
と感じている。依頼会員も提供会員も峩んな知り合いで、本ਊに崷ード嵓のい支援ができたらいいなというਔでは、
自分の子どももઐえた通の利く支援体が整ってくれたらなと感じている。
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ファミサポ
会員 アドバイザー岵峳ৄるセンターと会員との関係ਙ

■提供会員との関係ଡ築

・提供会員とのコミュニケーションを大જにしており、報告書の提ল時に活動のお話をถしくおቯいしたり、਼間話をしながら提
供会員の人柄を知り嵆崫チン崘に活かしている。

・嵆崫チン崘に関してはງஂிભの重要ਙを自ಁしたコー崯崋崵ー崰を、アドバイザーの共通ੳとしている。

・活動૾யはアドバイザー全員でཔ・共થすることで、アドバイザー全員がバ崫崗ア崫崿している安心感をっていただけるよう
に心がけている。

・難しいサポー崰の場合、ੂにアドバイザーが同行する場合もある。

・ੂの活動には、提供会員と依頼会員の両方に電話をোれ、サポー崰内ઍにズ嵔がেじていないか確ੳする。峇こで୦ら
かの問題がেじている場合には調整を行う。調整等は中立的な立場で行うことを心がけている。また、提供会員に૮৶がেじ
ていないか丁寧に確ੳしている。

■依頼会員との関係ଡ築

・ファミサポが安心してৼできる場所であることを୦よりも大જにしている。事ਜ所内の࿇೧ਞやスタ崫フ同士のやりとり、人間
関係のあり方などに心配りをしている。ਈੂの面では、ᆾ的に共感的にしっかりお話をୂくൊലを大જにしている。ল登
録時にはളਯを対に説明等を行うため、ファミサポのະ຺やアドバイザーの୳いが峹り峏らいと感じることもある。峇のため、
事ਜ所での登録時には1時間ൠの時間をかけてファミサポのະ຺や支援内ઍなどについて説明しながら、お子さんの子もถ
しくୂか峅ていただいている。

■提供会員に対して

・嵆崫チン崘のときはアドバイザーも間にোって、安心してサポー崰できるようにいろいろなかいこともお話をቯってというでスター
崰をしている。

・提供会員の方が活動をしていく中で、「୦かあったときはすぐにৼに来てね」というで、ਞೄに声をかけていただけるような
࿇೧ਞ峏くりと関係をっている。

■依頼会員に対して

・ো会のときにかく説明をさ峅ていただきながら嵆崫チン崘につないでいるのと、౿合峹峅のときにも୦でもਞೄにこ峋らにもいろい
ろお話をしていただけるように、信頼関係を大જにしている。

・アドバイザーと依頼者ડが信頼関係をてるように、౿合峹峅の時間をે分に取って、安心して預けてもらえるを取っている。

◆ য়ਆファミリー・サポート・センター

◆ た岵まつファミリー・サポート・センター

◆ ූ্ファミリー・サポート・センター
■提供会員に対して

・提供会員とは報告書を受け取ったらメー嵓にておをえたり、しばらくサポー崰活動がない方へは登録会に保サポーターと
してਸしてもらうなど、モチベーションをしてもらえるようਞをつけている。保中の子をቯうことで峇の方のス崕嵓もཔ
することができる。またサポー崰活動でのりごとのৼがあったはスタ崫フで検討したり、必要にૢじて૽所の૿ਊ課へもৼ
するなどして、サポー崰活動を支えている。また確保のためにはお知り合いの方にファミサポの活動をງஂしてもらってു成
ౠを案内してもらっている。

■依頼会員に対して

・ো会手ਢきのにニーズをき峋んとཔ・整৶することによって、峇の方、あるいは峇の家庭に合ったサポー崰を提案するよう心
がけている。また個人宅へ預ける崷ード嵓がৈいと感じるおಟさんも多いので広場を利用した体験会を৫ಈしてਞೄにサポー崰
が利用できるよう工夫している。

・提供会員確保のためには依頼会員から提供・両方会員へシフ崰チ崏ンジしてもらえるよう子て中でも受しやすいౠを
৫ಈ。ു成ౠとは౮なる崿ロ崘嵑ムをし、1日1コ嵆ずつ年かけてఊവできるよう工夫している。
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ⅢⅢ 附附属属資資料料

セセンンタターー作作成成チチララシシ類類



提供会員
の確保 １．はなまきファミリー・サポート・センター
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提供会員
の確保 岴岴峊ファミリー・サポート・センター．ڮ
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提供会員
の確保 ఓ੨ファミリー・サポート・センター．گ
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提供会員
の確保 ਆྀファミリー・サポート・センター．ڰ
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提供会員
の確保 ৈਣファミリーサポートセンター峉峃岻岬岮ৈਣ．ڱ
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提供会員
の確保 �．ৗયファミリー・サポート・センター
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ਃঢ়峒の
৴ ਲ੨ファミリー・サポート・センターূ．ڳ
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ਃঢ়峒の
৴ ファミリー・サポート・センター্ූ．ڴ
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ਃঢ়峒の
৴ �．ファミリー・サポート・センター岹峵峫
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ファミサポ
会員 ����য়ਆファミリー・サポート・センター
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ファミサポ
会員 ��� 峉岵ま峎ファミリー・サポート・センター
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ファミサポ
会員 ����峉岵ま峎ファミリー・サポート・センター
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ファミサポ
会員 ��� ූ্ファミリー・サポート・センター
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